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序

茨城県は，世界的な科学研究の中心であるつくば市において，国際

都市にふさわしい街づくりを推進しております。この一環である「つ

くばエクスプレス」の整備は，つくば市と東京圏を直結させることに

よって人・物・情報の交流を盛んにし，地域活性化の大きな力になる

ものです。そこで，平成６年７月に茨城県，つくば市，地権者が三者

協議で合意に達したのを受け，新線整備と沿線開発を一体的に行う土

地区画整理事業が進められております。

この予定地内に島名熊の山遺跡が所在していたため，財団法人茨城

県教育財団は茨城県から埋蔵文化財の発掘調査について委託を受け，

平成７年４月から発掘調査を実施しました。その成果の一部は，既に

当財団の文化財調査報告第１２０集，第１３３集，第１４９集，第１６６集，第１７４

集，第１９０集，第２１４集，第２３６集として刊行しています。

本書は，平成１５・１６年度に調査を行った島名熊の山遺跡の調査成果

を収録したものです。学術的な研究資料としてはもとより，郷土の歴

史に対する理解を深め，ひいては教育・文化の向上の一助として御活

用いただければ幸いです。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県

から多大な御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，関係各位

からいただいた御指導，御協力に対し，感謝申し上げます。

平成１８年３月

財団法人 茨城県教育財団

理事長 稲 葉 節 生



例 言

１ 本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１５年度及び１６年度に発掘調査を実施した，
しま な くま やま

茨城県つくば市大字島名に所在する島名熊の山遺跡の一部である１３区の発掘調査報告書である。

２ 発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調 査 平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日，平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日

整 理 平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日

３ 発掘調査は，調査課長川井正一のもとに行われ，担当は以下のとおりである。

首席調査員兼班長 萩 野 谷 悟 平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日

主任調査員 黒 澤 秀 雄 平成１５年７月１日～平成１５年９月３０日

平成１５年１２月１日～平成１６年３月３１日

主任調査員 仲 村 浩一郎 平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日

主任調査員 小松崎 和 治 平成１６年３月１日～平成１６年３月３１日

主任調査員 近 藤 恒 重 平成１５年４月１日～平成１５年５月３１日

主任調査員 田 中 幸 夫 平成１５年７月１日～平成１６年３月３１日

主任調査員 酒 井 雄 一 平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日

副主任調査員 駒 澤 悦 郎 平成１５年４月１日～平成１５年５月３１日

副主任調査員 松 本 直 人 平成１５年１２月１日～平成１６年３月３１日

調査員 梅 澤 貴 司 平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日

首席調査員兼班長 吉 原 作 平 平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日

主任調査員 小松崎 和 治 平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日

主任調査員 酒 井 雄 一 平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日

調査員 越 田 真太郎 平成１６年４月１日～平成１６年５月３１日

調査員 桑 村 裕 平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日

４ 整理及び本書の執筆・編集は，整理第一課長瓦吹堅のもと，以下の者が担当した。

主任調査員 田中 幸夫 第３章第３節２～６，第４節

主任調査員 酒井 雄一 第３章第３節２～４，第４節

調 査 員 桑村 裕 第３章第３節２～７，第４節

主任調査員 田月 淳一 第３章第３節１～６

主任調査員 松本 直人 第１章～第３章第２節，第３章第３節５

５ 本書を作成するにあたり，土師器甕については埼玉県立博物館館長高橋一夫氏に，山口県萩市見島ジーコ

ンボ古墳群出土の青銅製柄杓の実見に際しては，萩博物館副館長樋口尚樹ならびに上利英之の両氏，本跡出

土の青銅製柄杓については，独立行政法人東京国立博物館保存修復主任研究員古谷毅氏に御指導頂いた。



凡 例

１ 地区設定は，日本平面直角座標第�系座標に準拠し，Ｘ＝＋７�３２０ｍ，Ｙ＝＋２０�２００ｍの交点を基準点（Ａ

１ａ１）とした。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各 ４々０ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各 １々０等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３…

とし，「Ａ１区」，「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へａ，ｂ，ｃ…ｊ，西から東へ

１，２，３，…０とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」，「Ｂ２ｂ２区」のように呼称した。

２ 抄録の北緯及び東経の欄には，世界測地系に基づく緯度・経度を（ ）を付けて併記した。

３ 実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構 SI－住居跡 SB－掘立柱建物跡 SK－土坑 SD－溝跡 SE－井戸跡 Ｐ－ピット

PG－ピット群 SA－柵跡 SF－道路跡 SX－不明遺構

遺物 TP－拓本記録土器 DP－土製品 Ｑ－石器・石製品 Ｍ－金属製品・古銭

土層 Ｋ－撹乱

４ 当遺跡は，『茨城県遺跡地図』（茨城県教育委員会 平成１３年３月改訂）において，「熊の山遺跡」から「島

名熊の山遺跡」と名称が変更されているが，本書では遺跡の整合性から平成７年度調査から継続の遺構番号

を使用した。

５ 遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

� 遺構全体図は１２００分の１，１３区全体図は５００分の１，遺構は６０分の１に縮小して掲載した。

� 遺物は原則として３分の１の縮尺とした。種類や大きさにより異なる場合もある。

� 遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

焼土・赤彩・施釉・朱墨 炉・火床面・貼床・灰

竈部材・粘土・炭化材・黒色処理 油煙・煤・墨・柱抜き取り痕，柱のあたり

● 土器 ○ 土製品 □ 石器・石製品 △ 金属製品 硬化面

６ 土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著 日本色研事業株式

会社）を使用した。

７ 一覧表・遺物観察表の表記については，次のとおりである。

� 計測値の（ ）内の数値は現存値を，［ ］内の数値は推定値を示した。計測値の単位は，�，ｇで示

した。

� 遺物観察表の備考の欄は，残存率や写真図版番号，及びその他必要と思われる事項を記した。

� 文字資料のうち，焼成後に線刻されたものを「刻書」として記述した。

８ 「主軸」は，竈を持つ竪穴住居跡については竈を通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）を主軸と

みなした。「主軸・長軸方向」は主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示し

た（例 Ｎ－１０°－Ｅ）。
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２６�８６１ 島名・福田坪
一体型特定土
地区画整理事
業に伴う事前
調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

島名熊の山遺跡
（１３区）

集落跡 縄 文 陥し穴 ３基

古 墳 竪穴住居跡 １４７軒
溝跡 １条
井戸跡 １基
土坑 １基

土師器（坏・坩・器台・高坏・
甕・甑・鉢）�手捏土器，ミニ
チュア土器，須恵器（坏・蓋・
提瓶甕），石器・石製品（臼玉・
砥石・紡錘車・鏃），土製品（勾
玉・土玉・小玉・球状土錘支
脚），鉄製品（刀子・鏃・鎌），
銅製品（耳環）

奈 良 竪穴住居跡 ５３軒
掘立柱建物跡 ３９棟
溝跡 ２条
井戸跡 １基
柵跡 １条
土坑 ５基

土師器（坏・甕・甑）�須恵器
（坏・高台付坏・蓋・盤・甕・
甑・鉢），石器・石製品（紡錘
車），鉄製品（刀子・鎌・鋤先・
鏃・釘）

平 安 竪穴住居跡 ７７軒
掘立柱建物跡 ４２棟
溝跡 ２条
井戸跡 １基
土坑 ６基

土師器（坏・高台付椀・甕・小
皿）�須恵器（坏・高台付坏・
高台付皿・蓋・盤・鉢・長頸壺
甕・甑・円面硯），灰釉陶器（椀・
蓋・壺・長頸瓶），土製品（支
脚・土玉・管状土錘），石器・
石製品（砥石・紡錘車・腰帯
具），鉄製品（刀子・鏃・手斧・
腰帯具・足金具・責金具・馬
具・紡錘車・釘）銅製品（柄杓）



その他 中 世 掘立柱建物跡 ７棟
方形竪穴遺構 ２６基
地下式壙 １６基
溝跡 ２条
井戸跡 ７基
柵跡 ２条
土坑 １基
火葬土坑 ７基
墓壙 ４基

土師質土器（小皿・内耳鍋），
陶器（天目茶碗・大皿・皿・折
縁深皿・縁釉小皿・片口鉢・
甕），古銭

不 明 溝跡 １０条
道路跡 ２条
井戸跡 ４基
柵跡 ８条
土坑 ６５３基
墓壙 ２基
ピット群 １６か所
不明遺構 ５基

陶器（ひょうそく），煙管，鉄
砲玉，古銭

要 約 今年度の調査区からは，５か所の掘立柱建物群跡や方形竪穴遺構・地下式壙の集中域が
確認されている。また，県内で３例目となる青銅製柄杓，「大井新家」と墨書された須
恵器坏や「穴井」と刻まれた石製紡錘車などが出土している。
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平成６年８月１８日，茨城県知事は，茨城県教育委員会教育長に対して島名・福田坪一体型特定土地区画整理

事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及び取扱いについて照会した。これを受けて茨城県教育委員会は，

平成６年９月１９～２７日に現地踏査を実施し，遺跡の所在を確認した。平成７年３月８日，茨城県教育委員会教

育長は，茨城県知事あてに，事業地内に島名熊の山遺跡が所在する旨回答した。

平成７年３月１４日，茨城県知事は，茨城県教育委員会教育長に対して，文化財保護法第５７条の３第１項の規

定に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨城県教育委員会教育長は，計

画変更が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，平成７年３月１６日，茨城県

知事あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

平成１５年２月２６日，茨城県知事は，茨城県教育委員会教育長に対して，島名・福田坪一体型特定土地区画整

理事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。同日，茨城県教育委員会教育長は，茨城県知事あ

てに，島名熊の山遺跡について，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関と

して，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県知事から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，平成１５年４月１

日から平成１６年３月３１日で２１�６３５ｍ２，平成１６年４月１日から平成１６年６月３０日で業務量の見直しにより繰り

越された５�２２６ｍ２の島名熊の山遺跡の発掘調査を実施することとなった。

島名熊の山遺跡１３区の調査は，平成１５年４月１日から平成１６年３月３１日，平成１６年４月１日から平成１６年６

月３０日までの１年３か月にわたって実施した。以下，調査の経過について，概要を表で記載する。

第１章 調 査 経 緯

第１節 調査に至る経緯

第２節 調 査 経 過

平成１５年度 平成１６年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

補 足 調 査
撤 収
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第１図 島名熊の山遺跡グリット設定図
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島名熊の山遺跡１３区は，茨城県つくば市大字島名字関ノ包前１４０１番地ほかに所在している。

つくば市は，筑波山を北端にして，その南西側に広がる標高約２０～２５ｍの平坦な台地上に位置している。こ

の台地は筑波・稲敷台地と呼ばれ，東を霞ヶ浦に流入する桜川，西を利根川に合流する小貝川によって区切ら

れている。また，それぞれの河川によって大きく開析された流域には，標高５～１０ｍの沖積地が発達している。

さらに，両河川の間には，東から花室川，蓮沼川，小野川，東谷田川，西谷田川などの中小河川がほぼ北から

南に向かって流れており，これらの河川によって台地は浅く開析され，谷津や低地が細長く入り込んでいる。

この筑波・稲敷台地は，貝化石を産する海成の砂層である成田層を基盤として，その上に竜ヶ崎層と呼ばれ

る斜交層理の顕著な砂層・砂礫層，さらに常総粘土層と呼ばれる泥質粘土層（０�３～５�０ｍ）及び褐色の関東ロ

ーム層（０�５～２�０ｍ）が連続して堆積し，最上部は腐食土層となっている１）。

つくば市南西部旧谷田部町域の島名地区は，東谷田川と西谷田川に挟まれた平坦な台地上に位置している。

当遺跡はその台地上の東谷田川に面した縁辺部に立地しており，標高は２０～２３ｍである。また，当遺跡を囲む

ように周囲には小さな谷津が入り込み，その名のように島状を呈している。この台地は主に畑地，また低地は

水田としてそれぞれ利用されており，台地と水田面の比高は約１０ｍである。当遺跡の調査前の現況は畑地であ

り，主に野菜畑や栗畑として利用されていた。

島名熊の山遺跡周辺の小貝川や東谷田川，西谷田川，蓮沼川流域の台地上には，縄文時代から中世にかけて

の遺跡が数多く存在している。ここでは，主に東谷田川と西谷田川流域の遺跡について述べる。特に，当遺跡

が所在する島名地区は調査事例が多く，各時代の様相をつかみやすい。
しま な まえ の ひがし おも の い きた まえ

旧石器時代では，当遺跡や島名前野東遺跡２）〈３６〉からナイフ形石器や�片，面野井北の前遺跡〈５３〉から

荒屋型彫器などが確認されている。いずれも表土中からの出土であり，旧石器時代の遺構の存在は明らかでは

ない。
さかいまつかいづか

縄文時代の遺構は，近年の調査の増加に伴って確認されるようになり，特に西谷田川左岸の境松貝塚３）〈２〉
しま な さかいまつ

では地点貝塚，東谷田川右岸の島名境松遺跡４）〈３８〉では土器焼成遺構と考えられる土坑が確認されており，

注目されている。当遺跡付近では，陥し穴数基と表土中から石鏃が複数確認されているにすぎない。
しま な いっちょう だ

弥生時代の遺跡は少なく，後期の遺物が出土した当遺跡のほか，境松貝塚や島名一町田遺跡〈２４〉などが

確認されているだけであり，当遺跡から出土した土器片には籾痕が認められ，稲作を考える上で興味深い。
しま な まえ の

古墳時代になると，遺跡数の増加が顕著となる。前期では，当遺跡，島名前野遺跡５）〈３〉，島名前野東遺跡

などで集落跡が確認され，島名前野東遺跡では集落に付随した形で方形周溝墓３基が調査されている。しかし，

これらの集落はいずれも小規模で，東谷田川に沿って点在していた集落の一つととらえることができる。
や た べ うるし

中期になると，集落は西谷田川沿いにまで広がりを見せ，前述した遺跡に加えて，谷田部漆遺跡６）〈３９〉や
しま な ま せ さん ど やま かみかやまるふる や しき

島名ツバタ遺跡７）〈１９〉，真瀬三度山遺跡８）〈３４〉，上萱丸古屋敷遺跡９）〈３５〉などにおいても集落跡が確認され

ている。前・中期のこうした集落は，いずれも台地の縁辺部や低湿地へ向かう緩斜面部に適度な距離をおいて

第２章 位 置 と 環 境

第１節 地 理 的 環 境

第２節 歴 史 的 環 境
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第２図 島名熊の山遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院５万分の１「土浦」）
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表１ 島名熊の山遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺 跡 名

時 代
番

号

遺 跡 名

時 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

・

平

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

・

平

中

世

近

世

１ 島 名 熊 の 山 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ２８ 高 田 遺 跡 ○ ○

２ 境 松 貝 塚 ○ ○ ○ ○ ２９ 水 堀 遺 跡 ○

３ 島 名 前 野 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ３０ 柳 橋 遺 跡 ○ ○

４ 真 瀬 山 田 遺 跡 ○ ３１ 苅 間 神 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５ 下河原崎高山遺跡 ○ ○ ３２ 根 崎 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

６ 高 田 和 田 台 遺 跡 ○ ○ ３３ 西 栗 山 遺 跡 ○ ○ ○

７ 島 名 薬 師 遺 跡 ○ ３４ 真 瀬 三 度 山 遺 跡 ○ ○ ○

８ 島 名 榎 内 遺 跡 ○ ３５ 上萱丸古屋敷遺跡 ○ ○ ○ ○

９ 谷 田 部 城 跡 ○ ○ ３６ 島 名 前 野 東 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

１０ 島名関ノ台古墳群 ○ ３７ 苅 間 六 十 目 遺 跡 ○ ○ ○ ○

１１ 面 野 井 古 墳 群 ○ ３８ 島 名 境 松 遺 跡 ○ ○

１２ 下河原崎高山古墳群 ○ ３９ 谷 田 部 漆 遺 跡 ○ ○ ○

１３ 下 河 原 崎 古 墳 群 ○ ４０ 水 堀 屋 敷 添 遺 跡 ○ ○

１４ 面 野 井 南 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ４１ 水 堀 道 後 前 遺 跡 ○ ○ ○

１５ 島 名 本 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ４２ 平 後 遺 跡 ○ ○ ○

１６ 谷田部台町古墳群 ○ ４３ 真 瀬 堀 附 北 遺 跡 ○

１７ 島 名 榎 内 古 墳 群 ○ ４４ 真 瀬 山 田 北 遺 跡 ○ ○

１８ 島名熊の山古墳群 ○ ４５ 鍋沼新田長峰遺跡 ○ ○

１９ 島 名 ツ バ タ 遺 跡 ○ ○ ４６ 下河原崎高山遺跡 ○ ○

２０ 谷田部台成井遺跡 ○ ４７ 小 野 崎 館 跡 ○ ○

２１ 谷田部福田前遺跡 ○ ○ ○ ４８ 苅 間 城 跡 ○ ○

２２ 島 名 八 幡 前 遺 跡 ○ ○ ○ ４９ 面 野 井 城 跡 ○ ○

２３ 島名タカドロ遺跡 ○ ○ ５０ 島 名 榎 内 南 遺 跡 ○ ○ ○

２４ 島 名 一 町 田 遺 跡 ○ ５１ 島 名 前 野 古 墳 ○

２５ 真瀬新田谷津遺跡 ○ ５２ 島名関ノ台南Ｂ遺跡 ○ ○

２６ 水 堀 下 道 遺 跡 ○ ○ ５３ 面野井北の前遺跡 ○ ○ ○ ○

２７ 島 名 関 ノ 台 遺 跡 ○ ５４ 高 田 原 山 遺 跡 ○

―５―



営まれており，集落の立地や経営には台地裾部の自然湧水を利用した谷津田との関わりが強く示唆される。

後期になると，台地の内陸部にまで集落が及ぶようになる。また，谷田部地区には古墳群１１か所，古墳約３００
しま な くま やま

基が確認される１０）など，急速に古墳が築造されたことが分かる。当遺跡周辺には，島名熊の山古墳群〈１８〉，
しま な せき の だい しま な まえ の おも の い しま な えのきうち しもか わ らざきたかやま

島名関ノ台古墳群〈１０〉，島名前野古墳〈５１〉，面野井古墳群〈１１〉，島名榎内古墳群〈１７〉，下河原崎高山古

墳群〈１２〉などがあり，径１０ｍほどの小円墳が大部分を占めるこれらの古墳群は，地域的な群集墳の在り方を

示している。中でも，『谷田部の歴史』１１）によれば，島名関ノ台古墳群は，円墳２７基の他に，全長約４０ｍの前方

後円墳が存在したとあり，埋葬者は島名地区の盟主的存在であった可能性が高い。基盤となる集落としては，

馬具や農具などの鉄器の他に須恵器なども相当数保持していた当遺跡を挙げることができる。

当遺跡では，過去５年間の調査により，４～５世紀に台地縁辺部に集落が出現した後，６世紀後半になって

台地全体に集落が拡大し，急速に発展していく様子が明らかにされている１２）。当遺跡と谷津を隔てて南側に隣
しま な はちまんまえ

接する島名八幡前遺跡１３）〈２２〉は集落の形成時期を後期に求めることができ，この時期においても集落を維持

していた島名前野遺跡や島名前野東遺跡とともに，当遺跡を中心とする近接する遺跡間で互いの増減を補完し

合う形をとりながら，古墳時代の終わりまで集落が継続して営まれたことと考えられる。

奈良時代になると，近年の発掘調査によって島名地区は急速に集落の再編が進むことが明らかとなった。そ

の背景には，律令国家の成立と地方の国郡制の整備があったことは明らかで，当地区は河内郡嶋名郷に編入さ

れることとなる。当遺跡や島名八幡前遺跡は，大形住居とそれに付随する掘立柱建物が集落の中心となり，規

模や形状の等質化したその他の住居跡はいずれも主軸を真北にして並存するようになる。さらに，当遺跡には

Ｌ字状に配置された掘立柱建物群も整備され，郷関連の官衙施設の可能性も示唆されている。一方，島名前野

遺跡や島名前野東遺跡では７世紀に一旦集落が途絶え，８世紀中頃に再び集落が形成される。それは，約半世

紀の間空閑地となっていた当地が，律令体制の進展と共に再開発の標的となったためと思われる。しかし，そ

の一方で，これらの遺跡以外に島名地区における該期の集落は認められなくなり，当遺跡周辺だけにこの時期

の集落が集中するという現象が見られる。

平安時代になると，遺跡数はさらに減少し，集落として明確に捉えられるのは当遺跡と島名八幡前遺跡だけ

となる。この２遺跡は，鍛冶生産や紡績などの手工業と積極的に関わっており，９世紀への集落の継続性を考

えたとき，極めて示唆的である。加えて，８世紀以来の集落が，大規模な集落を残し壊滅していく状況は，律

令体制の行き詰まりに伴う集落の再編成と考えることもできる。この９世紀の集落編成も１０世紀を迎えると新

たな展開を示し，島名八幡前遺跡もまた集落としての終焉を迎えることになる。一方，当遺跡はそれ以降も存

続し，１１世紀まで継続的に集落が営まれるが，その後の集落の様相は，不明瞭になっていく。竪穴住居から平

地住居への転換の時期と重なるためと思われるが，当遺跡の墓壙や井戸跡からは平安時代末期と考えられる和

鏡や小銅仏が出土しており，遺物の面から有力者層の存在をうかがうことができる。また，１３世紀末には当遺

跡の西側に妙徳寺が開山され，寺域周辺は墓域として利用されていく。ほぼ同じ頃，島名前野東遺跡には方１

町に巡る堀に囲まれた方形居館が出現しており，居館内に居住する在地有力者が当遺跡の所在する島名地区一

帯を治めていったものと思われる。

―６―
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第３図 島名熊の山遺跡調査区設定図

―８―



島名熊の山遺跡は，つくば市西部を南流する東谷田川右岸の舌状台地上に立地し，台地の標高は１９～２２ｍで

ある。

調査区は，便宜上１～１３区に分けられている。今回報告するのは，平成１５年度及び１６年度に調査した１３区の

２６�８６１ｍ２についてである。

調査は平成１５年４月１日から平成１６年３月３１日，平成１６年４月１日から平成１６年６月３０日までの１年３か月

にわたって実施され，陥し穴３基（縄文時代），竪穴住居跡２７７軒（古墳時代１４７，奈良時代５３，平安時代７７），

掘立柱建物跡８８棟（奈良時代３９，平安時代４２，中世７），方形竪穴遺構２６基，地下式壙１６基，土坑６５０基，墓壙

６基，火葬土坑７基，溝跡１７条，道路跡２条，井戸跡１４基，柵跡１１基，ピット群１６か所，不明遺構５基が検出

された。

遺跡の主体は，古墳時代後期から平安時代の集落跡である。竪穴住居跡は一辺が４～６ｍ程度で，大半が北

側に竈を有している。また，南北や東西に桁行や梁行をそろえた掘立柱建物群が５か所確認されている。

遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０
）に３９８箱出土している。主な遺物は，土師器，須恵器，灰釉陶

器，土師質土器，陶器，磁器，土製品（勾玉・支脚），石製品（臼玉・砥石・紡錘車），鉄製品（刀子・鏃・鋤

先・鎌・釘），銅製品（柄杓）などである。

当遺跡は，標高１９～２２ｍほどの台地上の縁辺部に立地しており，調査１３区の北部（Ｂ１２ａ１区）にテストピ

ットを設定して，基本土層の観察を行った。土層は１０層に分層され，土層断面中，第２～７層が関東ローム層，

第８～１０層が常総粘土層である。以下，テストピットの観察から，層序を説明する。

第１層は，暗褐色を呈する耕作土層である。ロー

ム小ブロックを少量含み，粘性・締まりとも弱く，

層厚は２０～３５
である。

第２層は，褐色を呈するソフトローム層である。

粘性は弱く，締まりは普通で，層厚は１２～２５
であ

る。

第３層は，暗褐色を呈するソフトローム層で，第

�黒色帯に相当すると考えられる。粘性・締まりと

もに弱く，層厚は３～１３
である。

第４層は，暗褐色を呈するソフトローム層である。

粘性は弱く，締まりは普通で，層厚は６～２５
であ

る。

第３章 調 査 の 成 果

第１節 遺 跡 の 概 要

第２節 基 本 層 序

第４図 基本土層図
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第５層は，褐色を呈するハードローム層である。粘性・締まりともに強く，層厚は２５～４０
である。

第６層は，褐色を呈するハードローム層である。粘性は普通で，締まりは強く，層厚は５～２０
である。

第７層は，暗褐色を呈するハードローム層で，第�黒色帯に相当すると考えられる。粘性・締まりともに強

く，層厚は２６～３５
である。

第８層は，にぶい黄橙色を呈する粘土層である。粘性・締まりともに特に強く，層厚は５～１０
である。

第９層は，褐灰色を呈する粘土層で，明黄橙色の砂粒を少量含んでいる。粘性・締まりとも特に強く，層厚

は１０～１８
である。

第１０層は，灰白色を呈する粘土層である。粘性・締まりともに特に強く，層厚は２７～３６
である。

なお，住居跡などの遺構は，第２層上面で確認した。

―１０―



１ 縄文時代の遺構と遺物

縄文時代の陥し穴３基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

第４号陥し穴（第５図）

位置 調査区北東部のＡ１３ｉ５区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径２�４１ｍ，短径１�０２ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４０°－Ｅである。深さは７８
で，短径方向

の断面は逆台形である。南北壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分けられる。各層にロームブロックを多く含む人為堆積である。

所見 遺物は出土していないが，規模や形状から縄文時代の陥し穴と考えられる。北東部の台地上に立地し，

等高線に沿って配置されている。

第５号陥し穴（第６図）

位置 調査区北部のＢ１２ｄ６区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径２�４２ｍ，短径１�２６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－１７°－Ｗである。深さは１７８
で，短径方向

の断面はＶ字形である。南北壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分けられる。第５層は含有物から自然堆積，その他の層はブロック状の堆積状況を示した人為堆

積である。

所見 遺物は出土していないが，規模や形状から縄文時代の陥し穴と考えられる。北部の台地上に立地し，等

高線に対してほぼ直交して配置されている。

第３節 遺 構 と 遺 物

土層解説
１ 灰 褐 色 ロ－ムブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロ－ム粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロ－ムブロック少量

４ 暗 褐 色 ロ－ムブロック少量
５ 褐 灰 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子中量

第５図 第４号陥し穴実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ムブロック少量
２ 暗 褐 色 ロ－ム粒子中量
３ 暗 褐 色 ロ－ム粒子少量

４ 黒 褐 色 ロ－ム粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量
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第６号陥し穴（第７図）

位置 調査区北部のＢ１２ｃ４区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径１�７４ｍ，短径０�９１ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４９°－Ｗである。深さは１３２
で，短径方向

の断面は逆台形である。南北壁は外傾して直立ぎみに立ち上がっている。

覆土 ６層に分けられる。第６層は堆積状況から自然堆積である。その他の層はロームブロックや焼土粒子・

炭化粒子を各層に多く含む人為堆積である。

所見 遺物は出土していないが，規模や形状から縄文時代の陥し穴と考えられる。北部の台地上に立地し，等

高線に対してほぼ直交して配置されている。

第６図 第５号陥し穴実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロ－ム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロ－ムブロック少量
３ 暗 褐 色 ロ－ムブロック少量，焼土粒子微量

４ 黒 褐 色 ロ－ムブロック微量
５ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第７図 第６号陥し穴実測図
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２ 古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の竪穴住居跡１４７軒，溝跡１条，井戸跡１基，土坑１基を確認した。以下，遺構及び遺物につい

て記述する。

� 竪穴住居跡

第２００１号住居跡（第８・９図）

位置 調査区南西部のＤ９ｇ５区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 西壁部は耕作による撹乱を受けているが，長軸３�２１ｍ，短軸３�０２ｍの方形で，主軸方向はＮ－１４°

－Ｗである。壁高は６～１２
で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１０～１４
，深さ６～８
でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。床面には，焼土や炭化材が広がっている。

竈 北壁やや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８８
，袖部幅９２
である。袖部は砂質

粘土で構築されている。火床部は床面を６
掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外

に２４
掘り込まれ，外傾して緩やかに立ち上がっている。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ３４
で，南壁際の中央部に位置していることや，硬化面の広がりから，出入口施

設に伴うピットと考えられる。Ｐ２の性格は不明である。

覆土 １７層に分けられる。各層にロームブロックを多く含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１３２点（坏４３，高坏１，甕類８８），須恵器片１点（坏），土製品１点（支脚）が出土し

ている。１・２は右袖外側の床面から重なった状態でそれぞれ出土しており，遺棄されたものと考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物・ロ

ーム粒子中量
２ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物・焼土

粒子微量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量

８ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック・
砂質粘土粒子少量

９ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
１１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
１２ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
１３ にぶい赤褐色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロ－ム粒子中量
１５ 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 極暗赤褐色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
２ 灰 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロ－ム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 炭化物中量，ロ－ム粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 暗 褐 色 ロ－ムブロック中量，炭化物微量
８ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
９ 極 暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量

１０ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量
１１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロ－ムブロック・炭化物微量
１２ 極 暗 褐 色 炭化物中量，ロ－ムブロック少量
１３ にぶい褐色 ロームブロック中量
１４ 暗 褐 色 ロ－ムブロック・焼土ブロック少量
１５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
１６ 暗 褐 色 炭化物・ロ－ム粒子少量
１７ 暗 褐 色 ロ－ムブロック少量，炭化物微量

表２ 縄文時代陥し穴一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物 備考
長径×短径（ｍ） 深さ（
）

４ Ａ１３ｉ５ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 ２�４１×１�０２ ７８ 人為 平坦 外傾 －

５ Ｂ１２ｄ６ Ｎ－１７°－Ｗ 楕円形 ２�４２×１�２６ １７８ 人為・自然 平坦 外傾 －

６ Ｂ１２ｃ４ Ｎ－４９°－Ｗ 楕円形 １�７４×０�９１ １３２ 人為・自然 平坦 外傾 －
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３は竈付近の床面からつぶれた状態で，４は東壁際の床面からそれぞれ出土しており，廃棄されたものと考え

られる。DP１は竈の火床部に据えられた状態で出土している。

所見 床面に焼土や炭化材の広がりが確認されていることから，焼失住居と考えられる。時期は，出土土器か

ら７世紀前葉と考えられる。

第８図 第２００１号住居跡・出土遺物実測図
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第２００２号住居跡（第１０・１１図）

位置 調査区南西部のＤ９ｅ５区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２００１号土坑に南東部のＰ２の部分が掘り込まれている。また，西部は耕作による撹乱を受けてい

る。

規模と形状 長軸５�２５ｍ，短軸５�１１ｍの方形で，主軸方向はＮ－３０°－Ｗである。壁高は５～１０
で，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１８～２０
，深さ６～８
でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。左袖部は撹乱を受けて現存していないが，右袖部は砂質粘土で構築され，

火床面は火を受けて赤変硬化している。

第９図 第２００１号住居跡出土遺物実測図

第２００１号住居跡出土遺物観察表（第８・９図）

種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１ 土師器 坏 １１�３ ４�２ － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％ PL１５１

２ 土師器 坏 － （３�５） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％

３ 土師器 甕 １５�６ ２２�２ ８�０ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 輪積痕 底部ヘラ削り 床面 ８０％

４ 土師器 甕 － （２１�７） ７�２ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 輪積痕 底
部ヘラ削り 床面 ５０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１ 支脚 （１７�３） ９�０ ７�０ （８４６�５）土（長石・石英） ナデ にぶい橙色 竈火床面 PL１８９

―１５―



ピット ４か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは５４・５５
である。西側部の柱穴については撹乱のため検出さ

れていない。Ｐ３は深さ４２
で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴

うピットと考えられる。Ｐ４の性格は不明である。

覆土 １４層に分けられる。各層にロームブロックを多く含む人為堆積である。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量

３ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロ－ムブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロ－ムブロック中量
３ 極 暗 褐 色 ロ－ム粒子少量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロッ

ク微量
５ 暗 褐 色 ロ－ムブロック中量，焼土ブロック微量
６ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量
７ 暗 褐 色 ロ－ムブロック・焼土粒子微量

８ 暗 褐 色 ロ－ム粒子・焼土粒子少量
９ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
１０ 暗 褐 色 ロ－ム粒子・炭化粒子少量
１１ 暗 褐 色 ロ－ムブロック少量，炭化物微量
１２ 極 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロ－ムブロック少量
１３ 暗 褐 色 ロ－ム粒子中量
１４ 暗 褐 色 ロ－ムブロック中量

第１０図 第２００２号住居跡実測図

―１６―



遺物出土状況 土師器片１８２点（坏３８，甕類１４４）のほか，混入した灰釉陶器片２点も出土している。これらの

遺物は各層から散在して出土しているが，７は中央部の床面から出土しており，住居廃絶時に遺棄されたと考

えられる。６は中央部の床面から出土している。出土した土器のほとんどが細片であり，出土状況から住居廃

絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第１１図 第２００２号住居跡出土遺物実測図

第２００２号住居跡出土遺物観察表（第１１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５ 土師器 甕 － （４�５）［６�０］ 石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面下端ヘラ削り 内面ヘラナデ 覆土下層 ５％

６ 土師器 甕 ２２�２（３０�５） － 石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 床面 ４０％

７ 土師器 甕 ［２１�６］（１１�５） － 長石・石英 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 床面 ２０％

―１７―



第２００４号住居跡（第１２・１３図）

位置 調査区南西部のＤ９ｊ６区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第１２図 第２００４号住居跡実測図

―１８―



重複関係 第３７８号掘立柱建物，第２００４・２０３４・２７１６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�３２ｍ，短軸６�０４ｍの方形で，主軸方向はＮ－２２°－Ｗである。壁高は１６～４０
で，壁はほ

ぼ直立している。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。竈の東側から東・南壁の壁下には，幅１０～１８
，深

さ８～１６
でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。南西部を中心に，床面には焼土塊が広がっている。

竈 北壁やや西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１６６
，袖部幅１３８
である。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は床面を８
掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁

外に５６
掘り込まれ，外傾して緩やかに立ち上がっている。

第１３図 第２００４号住居跡・出土遺物実測図

―１９―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは８０～９６
である。Ｐ５は深さ２６
で，南壁際の竈に向かい合

う位置にあることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。ロームブロックや焼土ブロックを含む層が多いが，堆積状況から自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片８１５点（坏９０，高坏３，甕類７２２），須恵器片６３点（坏１，甕類６２），土製品１点（支脚），

石製品１点（臼玉）が出土している。９は中央部の床面，１０は竈西の北壁側の床面から出土しており，遺棄さ

れたものと考えられる。１１はＰ２，１３はＰ４の覆土からそれぞれ出土しており，廃棄されたものと考えられる。

１２は北東コーナー部の床面から出土した破片が接合したものである。DP２は南壁際の覆土下層，Ｑ１は南東

部の床面からそれぞれ出土している。

所見 床面から焼土塊が検出されており焼失住居と考えられる。時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられ

る。

第２００７号住居跡（第１４・１５図）

位置 調査区南西部のＤ９ｃ８区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７０・３７６号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�７８ｍ，短軸２�６８ｍの方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｗである。壁高は４８～６２
で，壁はほ

ぼ直立している。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅８～１２
，深さ６
でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量
２ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック

少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロ－ム粒子・焼土粒子中量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック少量
６ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，ローム粒子少量

７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量
９ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
１０ 暗 褐 色 ロ－ム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
１１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１２ 暗 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
１３ 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子中量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，炭化物・焼土粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量

４ 暗 褐 色 ロ－ムブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ロ－ム粒子少量

第２００４号住居跡出土遺物観察表（第１３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８ 土師器 坏 ［１１�７］ ３�９ － 石英・雲母・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 覆土中層 ７０％

９ 土師器 坏 １２�６ ４�６ － 石英・赤色粒子・白色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ７０％

１０ 土師器 坏 ［１５�４］ ３�６ － 雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ６０％

１１ 土師器 高坏［１１�４］ ５�０ ［７�６］ 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 坏部外面ヘラ削り 内面
ナデ 脚部外面ヘラ削り 内面ナデ Ｐ２覆土 ５０％

１２ 土師器 甕 ２１�８（２３�３） － 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 輪積痕 床面 ４０％

１３ 土師器 甕 － （６�１） ８�５ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ磨き 下端ヘラ削り 体部内面ヘ
ラナデ 底部ヘラ削り Ｐ４覆土 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP２ 支脚 （１０�９）（７�６） ６�６ （４４３�６） 土（長石・石英） ナデ 指頭痕 被熱痕有り にぶい橙色 覆土下層

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１ 臼玉 １�２ ０�６ ０�２ １�２ 滑石 円筒状 両面研磨 一方向からの穿孔 床面

―２０―



竈 北壁中央部に付設されているが，第３７０号掘立柱建物のＰ１０によって掘り込まれているため全体の形状は

不明であるが，袖部幅９０
ほどである。袖部は床面とほぼ同じ高さを基部として砂質粘土で構築されている。

火床部は床面を浅く皿状に掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。

覆土 ６層に分けられる。各層にロームブロックを含むが，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１９８点（坏４１，甕類１５７），須恵器片４点（坏），石器１点（砥石）のほか，混入した陶

器片１点も出土している。１４は竈の右袖部から出土し，袖部の補強材として使用されていたとも考えられるが，

明確ではない。１６は南東コーナー部の覆土下層，１７・Ｑ２は覆土下層からそれぞれ出土しており，住居廃絶後

に廃棄されたものと考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量
２ にぶい褐色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土粒

子少量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土ブ

ロック微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物・ロー

ム粒子少量

６ 赤 灰 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土粒
子少量

７ 赤 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子中量
８ 褐 灰 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
９ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
１０ 褐 色 ローム粒子多量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

４ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第１４図 第２００７号住居跡実測図

―２１―



所見 床面積７�５�ほどの小形住居で，ピットが確認されていない。時期は，出土土器から７世紀前葉と考え

られる。

第２００９号住居跡（第１６・１７図）

位置 調査区西部のＣ９ｅ９区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 東部分を南北方向に第１１３号溝が掘り込んでいる。

規模と形状 南北軸は５�８０ｍ，東西軸は２�４８ｍだけが確認された。形状は方形または長方形と考えられ，主軸

方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は４～９
で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。

竈 北壁やや東寄りに付設されているが，左袖部は区域外である。規模は，焚口部から煙道部まで１０２
であ

る。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は床面を浅く皿状に掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化し

ている。煙道部は壁外に２４
掘り込まれ，外傾して緩やかに立ち上がっている。

第１５図 第２００７号住居跡出土遺物実測図

第２００７号住居跡出土遺物観察表（第１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１４ 土師器 坏 ［１６�８］ ６�１ － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘラ
磨き 内面ヘラ磨き 竈袖部内 ６０％

１５ 土師器 坏 ［１２�６］（４�８） － 雲母・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 ２０％

１６ 土師器 甕 ［２８�０］（６�６） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 覆土下層 ５％

１７ 土師器 甕 ［１１�４］（４�３） － 石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 覆土下層 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２ 砥石 （９�１） ５�４ ２�５ （１３０�４） 凝灰岩 砥面４面 断面長方形 覆土下層

―２２―



ピット ２か所。主柱穴で，深さは５８
～６０
である。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
２ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子

微量
３ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
６ 灰 白 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 炭化物中量，ローム粒子・焼土粒子少量

８ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
９ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック少量
１０ 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，砂質粘土粒子微量
１１ 明 褐 灰 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子微量
１２ 褐 灰 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子

少量
１３ にぶい褐色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第１６図 第２００９号住居跡実測図

―２３―



覆土 ７層に分けられる。各層にロームブロックや砂質粘土を含んだ堆積状況を示していることから，人為堆

積である。

遺物出土状況 土師器片４３点（坏８，高坏２，甕類３３）が出土している。細片が多く，１８・１９はいずれも覆土

上層から出土しているため，投棄されたものと考えられる。

所見 竈の前面に主柱穴が確認されており，特徴的である。住居の東部が確認されただけで出土遺物の数も少

ないため時期の特定が難しいが，時期は，出土土器と住居の主軸方向から７世紀代と考えられる。

第２０１０号住居跡（第１８・１９図）

位置 調査区南西部のＤ９ｄ６区，標高２１ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０１３・２０１５住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸４�５４ｍ，短軸３�９６ｍの長方形で，主軸方向はＮ－９７°－Ｅである。壁高は１２～２６
で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部から南壁際にかけて踏み固められている。南側の壁下には，幅１２～２０
，深さ６～１０


で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 東壁中央部の南寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９４
，袖部幅９８
である。袖部は

ローム土混じりの粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火を受けて赤変硬化している。煙

道部は壁外に３４
掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

覆土 １２層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロ－ムブロック・焼土粒子少量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ロ－ム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量

５ 黒 褐 色 ロ－ム粒子少量，焼土粒子微量
６ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
７ 黒 褐 色 ロ－ム粒子・砂質粘土粒子少量

第１７図 第２００９号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
４ 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック

微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック微量
７ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
８ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量

９ 暗 赤 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック
微量

１０ 灰 黄 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
１１ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
１２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１４ 褐 色 ロームブロック中量
１５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

第２００９号住居跡出土遺物観察表（第１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８ 土師器 坏 ［１３�４］（３�６） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土上層 ５％

１９ 土師器 甕 ［２４�０］（３�５） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 覆土上層 ５％

―２４―



遺物出土状況 土師器片９６０点（坏１７６，高坏１，甕類７８３），土製品２点（小玉），石製品２点（臼玉），鉄器・

鉄製品２点（耳環，鏃）のほか，流れ込んだ縄文土器片１点，混入した須恵器片９点も出土している。２０・２２

は北壁際の床面，２１は竈付近の覆土下層からそれぞれ出土し，時期判定の指標となる遺物である。DP４・DP

５は北東コーナー際の覆土中層から下層，DP３とＱ３は北壁寄りの床面と覆土下層からそれぞれ出土し，い

ずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。Ｍ１・Ｍ２は中央部の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物・砂質粘

土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，砂質粘土ブ

ロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量

７ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
８ 灰 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物

微量
１０ にぶい褐色 ロームブロック中量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

第１８図 第２０１０号住居跡実測図

―２５―



第２０１１号住居跡（第２０・２１図）

位置 調査区南西部のＤ９ｆ７区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０４３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�３４ｍ，短軸６�２１ｍの方形で，主軸方向はＮ－３４°－Ｗである。壁高は３２～５２
で，壁はほ

ぼ直立している。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１４～１８
，深さ５～１２
でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。また，幅１２～１８
，深さ５～８
の間仕切り溝が西壁側で５条確認され，断面

形はＵ字状を呈している。

第１９図 第２０１０号住居跡出土遺物実測図

第２０１０号住居跡出土遺物観察表（第１９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０ 土師器 坏 ［１６�４］（６�７） － 長石・石英・雲母・礫 にぶい黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ヘラナデ 床面 ２５％

２１ 土師器 坏 ［１５�０］ ４�０ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ２５％

２２ 土師器 甑 ［２０�８］（６�７） － 長石 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面縦位のヘラ削り
内面ヘラナデ 床面 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP３ 勾玉 ３�７ １�３ １�２ ８�０ 土（長石） 孔径０�２
 ナデ 二方向の穿孔 床面 PL１９０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４ 小玉 ０�６ ０�４ ０�１ ０�３ 土（長石） ナデ 一方向の穿孔 覆土中層 PL１９０

DP５ 小玉 ０�７ ０�６ ０�１ ０�３ 土（長石） ナデ 一方向の穿孔 覆土下層 PL１９０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３ 臼玉 １�４ ０�８ ０�２４ ２�２ 滑石 側面円筒状 一方向の穿孔 覆土下層 PL１９４

Ｑ４ 臼玉 ０�６ （０�３） ０�１ （０�１） 滑石 側面円筒状 一方向の穿孔 覆土下層

番号 器種 長径 短径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１ 耳環 ２�５ ２�６ ０�６ ９�０ 鉄 環状で開口部あり 床面 PL１９６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２ 鏃ヵ （５�４） ０�３ ０�５ （２�４） 鉄 茎部のみ残存 断面長方形 床面

―２６―



第２０図 第２０１１号住居跡実測図

―２７―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２６
，袖部幅１１２
である。袖部は床面と

ほぼ同じ高さを基部とし，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を浅く皿状に掘りくぼめており，火を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４０
ほど掘り込まれ，外傾して直立ぎみに立ち上がっている。

第２１図 第２０１１号住居跡出土遺物実測図

―２８―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４２～６９
である。Ｐ５は深さ３６
で，南壁際の中央部に位置

していることや，硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １７層に分けられる。各層にロームブロックを多く含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片９６６点（坏１４８，高坏１，甕類８１７），須恵器片１１点（坏１，甕類１０），土製品１点（支

脚），鉄製品１点（不明），種子類２点（不明），炭化種子１点（不明）が北部を中心に全体から出土している。

また，流れ込んだ縄文土器片７点と，混入した灰釉陶器片１点も出土している。２３は北壁際床面から出土して

おり，遺棄されたものと考えられる。２５は竈内，２４は中央部の覆土中層から床面，２６は覆土下層とＰ３の覆土

からそれぞれ出土している。２７・２８は南西部の覆土中層から下層にかけて出土していた破片が接合したもので

ある。北部に遺物が多く出土している状況から，住居廃絶時に伴い廃棄されたと考えられる。

所見 時期は，出土土器や住居の形態から６世紀後葉と考えられる。

第２０１２号住居跡（第２２・２３図）

位置 調査区南西部のＤ９ｇ６区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 北壁の一部を第２０２７号土坑，南壁の一部を第２０２６・２０２８号土坑に掘り込まれ，中央部は南北方向の

耕作による撹乱を受けている。

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブ

ロック微量
２ 褐 灰 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロ

ック微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，灰少量，ローム粒子微量
５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，

炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，砂質粘土粒子少量
７ にぶい黄褐色 炭化材・焼土ブロック・ローム粒子・灰少量
８ 灰 白 色 灰多量，焼土ブロック少量
９ 灰 赤 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１０ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化物・ローム粒子・焼土

粒子少量
１１ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量

１２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，
焼土粒子微量

１３ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子微量
１４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１５ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
１６ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１７ 褐 色 ローム粒子少量
１８ 赤 褐 色 焼土粒子多量
１９ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２０ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２１ 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２２ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２３ 赤 黒 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子・砂質粘土

粒子少量
２４ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
３ にぶい黄褐色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量
４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック中量，焼土

ブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ にぶい黄褐色 ローム粒子中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
９ にぶい黄褐色 ローム粒子中量，炭化粒子少量

１０ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１１ にぶい黄褐色 ローム粒子多量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１３ にぶい黄褐色 ローム粒子中量
１４ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ロームブロック

・炭化物微量
１５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１６ 褐 色 ロームブロック多量
１７ 灰 黄 褐 色 ローム粒子中量

第２０１１号住居跡出土遺物観察表（第２１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３ 土師器 坏 １３�２ ４�３ － 長石・石英・雲母・赤色粒子・礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９８％ PL１５１

２４ 土師器 坏 １５�５ ４�５ － 長石・石英・赤色粒子・白色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層～床面 ９５％

２５ 土師器 坏 ［１３�８］（４�１） － 石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 竈袖部中層 １０％

２６ 土師器 甕 ２２�８ ３１�８ ８�８ 石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ナデ 底部ヘラ削り 覆土下層～Ｐ３覆土 ８０％ PL１８０

２７ 土師器 甕 ［１２�４］１５�４ ５�９ 雲母・赤色粒子 灰黄 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪積
痕 内面ヘラナデ 底部ヘラ削り 覆土中層～覆土下層 ９０％

２８ 土師器 甕 ［１４�７］１９�１ ７�２ 石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 輪積痕 底部ヘラ削り 覆土中層～覆土下層 ４０％

―２９―



規模と形状 長軸４�１２ｍ，短軸３�９８ｍの方形で，主軸方向はＮ－４５°－Ｗである。壁高は６～１７
で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いた北西部と南東部が踏み固められている。壁下には，幅１０～１８
，深さ８～１０


でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

炉 中央部やや北寄りに位置し，長径６０
，短径５２
の楕円形である。床面を浅く皿状に掘りくぼめた地床炉

で，炉床面は赤変硬化している。

貯蔵穴 南東コーナー部に位置している。長径４５
，短径４２
の円形で，深さは２９
である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，覆土は自然堆積の状況を示している。

覆土 １１層に分けられる。全体的に焼土粒子や炭化粒子を含んでいるが，堆積状況から自然堆積である。

炉土層解説
１ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子微量
２ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子微量

３ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

７ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子中量
９ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量

第２２図 第２０１２号住居跡実測図
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遺物出土状況 土師器片４１点（坏２，坩４，甕類２３，甑４，手捏土器８）が出土している。２９は東コーナーの

覆土下層から出土した破片が接合したものである。南東部の貯蔵穴の周辺からの出土が多く，住居廃絶時に伴

い廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器や住居形態から５世紀前半と考えられる。

第２０１３号住居跡（第２４・２５図）

位置 調査区南西部のＤ９ｄ６区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０１５号住居跡を掘り込み，第２０１０号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�５５ｍ，短軸４�０９ｍの長方形と推定され，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は３９
で，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いた南部中央が踏み固められている。北壁と西壁の一部以外の壁下には，幅１４

～１６
，深さ７～９
でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。袖部は明確でないが，覆土の状況から砂質粘土で構築されたと推定される。

煙道部は壁外に２６
掘り込まれ，外傾して直立ぎみに立ち上がっている。

第２３図 第２０１２号住居跡出土遺物実測図

第２０１２号住居跡出土遺物観察表（第２３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２９ 土師器 坩 ［１０�８］ ６�０ ２�０ 石英 明赤褐 普通 口辺部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 体部内外
面ヘラ磨き 底部に凹み有り 覆土下層 ５０％ PL１７２

３０ 土師器 坩 １０�８ ７�６ ５�１ 長石・石英・雲母・白色粒子 橙 普通 口辺部外面横ナデ 内面ハケ目調整 頸部ハケ目調
整 体部外面ナデ 下端ヘラ削り 内面ヘラナデ 覆土下層 ７０％ PL１７２

３１ 土師器 坩 １０�８ ７�１ ４�８ 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部外面横ナデ 内面ハケ目調整 頸部ハケ目調
整 体部外面ナデ 下端ヘラ削り 内面ヘラナデ 覆土下層 ７０％ PL１７２

３２ 土師器 手捏土器 ６�７ ４�１ ５�０ 長石・石英・小礫 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ削り後ナデ 内面ナデ 底部ヘラ削り 覆土下層 ９０％ PL１６８

３３ 土師器 手捏土器 ７�２ ４�９ ４�３ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部外面ナデ 下端ヘラ削り 指頭痕 内面ナ
デ 底部ヘラ削り 覆土下層 １００％ PL１６８

３４ 土師器 手捏土器 ７�６ ５�１ ４�４ 石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ナデ 指頭痕 内面ヘラナデ 輪積痕
底部ヘラ削り 覆土下層 ８０％

―３１―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３２～６０
である。Ｐ５は深さ２５
で，竈に対峙する位置にあ

ることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。第２０１０号住居に覆土の大部分を掘り込まれているが，堆積状況から自然堆積である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
３ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロッ

ク微量
４ 極 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
５ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量

１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１１ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質

粘土粒子少量
１２ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，砂質粘土粒子微量
１３ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量
１４ 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子少量
１５ 赤 黒 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１６ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
１７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２４図 第２０１３号住居跡実測図
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遺物出土状況 土師器片２６０点（坏６７，甕類１９３），土製品４点（玉１，小玉１，支脚２），石製品１点（臼玉）

が出土している。その他，混入した須恵器片１点が出土している。竈を中心に遺物が出土し，３６は西壁際床

面，３８・３９は竈内からそれぞれ出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。DP６は北壁際床

面，DP７・Ｑ５は西壁際床面からそれぞれ出土している。

所見 Ｐ２・Ｐ３には柱のあたりが２か所ずつあり，支柱の存在が想定される。時期は，出土土器から７世紀

前葉と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
２ 灰 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・砂質粘土粒子少量，

ロームブロック微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒

子少量

４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少

量

第２５図 第２０１３号住居跡出土遺物実測図

第２０１３号住居跡出土遺物観察表（第２５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３５ 土師器 坏 ［１５�２］（３�６） － 長石・石英・赤色粒子・白色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラ磨き 覆土中層 ５％

３６ 土師器 坏 ［１２�９］（４�２） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 褐灰 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 １０％

３７ 土師器 坏 ［１２�４］（３�６） － 赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り Ｐ３覆土 ５％

３８ 土師器 坏 ［１４�６］（２�７） － 石英・雲母・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 竈覆土 ５％

３９ 土師器 甕 ［１３�６］（６�６） － 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪積
痕 内面ヘラナデ 竈覆土 ５％

番号 器種 長さ 幅 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP６ 玉 ２�４ １�４ ０�１ ３�４ 土（長石・石英） 棗状 ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１８９

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP７ 小玉 ０�７ ０�５ ０�１ ０�４ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１９０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５ 臼玉 １�３ １�２ ０�３ ３�５ 滑石 両面研磨 一方向からの穿孔 床面

―３３―



第２０１５号住居跡（第２６～３１図）

第２６図 第２０１５号住居跡実測図�
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位置 調査区南西部のＤ９ｃ５区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０１０・２０１３号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�９６ｍ，短軸５�９２ｍほどの方形で，主軸方向はＮ－２８°－Ｗである。壁高は３０～６０
で，外

傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。北西部を除いた壁下には，幅１８～２２
，深さ１０～１２


でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁やや西寄りに付設されている。左部分が調査区域外にあり，確認された規模は，焚口部から煙道部ま

で１２８
と推定される。袖部は砂質粘土で構築され，火床部は床面を１０
ほど掘りくぼめており，火を受けて

赤変硬化している。煙道部は壁外に３８
ほど掘り込まれ，直立ぎみに立ち上がっている。第３層は砂質粘土や

焼土粒子を含み，天井部の崩落層と考えられる。

ピット １０か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４０～６０
である。Ｐ５は深さ７０
で，竈に対峙する位置にあ

ることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ１０は深さ１４
～６２
で，性

格は不明である。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径１００
，短径６０
ほどの不整楕円形で，深さは４４
である。底

面は皿状で，壁は外傾して立ち上がり，覆土は自然堆積の状況を示している。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

第２７図 第２０１５号住居跡実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
５ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
８ にぶい褐色 ロームブロック・焼土粒子中量
９ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子中量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子少量

１２ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土粒子少量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子少量
１５ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量
１６ 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量
１７ にぶい赤色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
１８ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
２０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
２１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロ－ムブロック少量
２２ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子中量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロ－ムブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量

３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ムブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 極 暗 色 ロ－ムブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量
４ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量

５ 暗 赤 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質
粘土粒子少量

６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量

―３５―



第２８図 第２０１５号住居跡出土遺物実測図�
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第２９図 第２０１５号住居跡出土遺物実測図
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第３０図 第２０１５号住居跡出土遺物実測図�
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遺物出土状況 土師器片７２４点（坏１４８，高坏３，甕類５４３，甑３０），須恵器片３３点（坏３１，甕類２），土製品９

点（小玉５，匂玉３，土玉１），石製品３点（臼玉２，臼玉未製品１）が中央部から北部を中心に出土してい

る。４１～４６・４８・４９は，貯蔵穴内から重なるように出土しており，遺棄されたものと考えられる。４７は北壁際

の床面や貯蔵穴内から出土した破片が接合している。甕類は竈周辺部からの出土が多く，遺棄されたものと考

えられる。５５は北東部の床面やＰ１の覆土から出土した破片が接合したものである。DP８・DP９は北東部床

面，DP１０は中央部床面，DP１１は中央部の床面，DP１２は南西部の覆土下層，DP１４・DP１５は壁溝内，DP１６は

覆土，DP１３は貯蔵穴内からそれぞれ出土している。Ｑ６は北東部の床面，Ｑ７は南東部の覆土下層，Ｑ８は

覆土からそれぞれ出土している。

所見 ５０は右竈袖部内，５１は火床部から逆位でそれぞれ出土し，支脚としての再利用が想定される。時期は，

出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第３１図 第２０１５号住居跡出土遺物実測図�

第２０１５号住居跡出土遺物観察表（第２８～３１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４０ 土師器 坏 １３�４ ４�９ － 長石・石英 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ８０％

４１ 土師器 坏 １２�８ ５�０ － 長石・石英・雲母・赤色粒子・礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 貯蔵穴下層 ９８％ PL１５１

４２ 土師器 坏 １２�８ ４�１ － 長石・石英 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 貯蔵穴下層 ９８％ PL１５１

４３ 土師器 坏 １３�８ ３�９ － 石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 貯蔵穴下層 ９５％

４４ 土師器 坏 １４�９ ４�６ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
放射状のヘラ磨き 貯蔵穴下層 ９８％ PL１５１

４５ 土師器 坏 １２�０ ４�５ － 長石・石英 黒褐色 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ後ヘラ磨き 貯蔵穴下層 １００％ PL１５１

４６ 土師器 坏 ［１５�０］ ４�３ － 石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
放射状の磨き 貯蔵穴下層 ７０％

４７ 土師器 坏 ２３�０ ７�２ － 長石・石英・赤色粒子 褐灰色 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ８０％ PL１５１

４８ 土師器 坏 １３�８ （５�０） － 長石・石英 灰褐色 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 貯蔵穴下層 ５０％

４９ 土師器 坏 ［１３�０］（４�３） － 石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 貯蔵穴下層 １０％

―３９―



第２０１６号住居跡（第３２～３５図）

位置 調査区南西部のＤ１０ａ２区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６２２・２６２３・２６２５・２６２６・２６２８～２６３２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�１２ｍ，短軸５�８８ｍの方形で，主軸方向はＮ－７２°－Ｅである。壁高は１９～３６
で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。西壁の一部以外の壁下には，幅１４～１８
，深さ３～

８
でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 ２か所。竈１は東壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４０
，袖部幅９６
である。

袖部は床面とほぼ同じ高さを基部とし，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を１０
ほど掘りくぼめてお

り，火床面が縦列に２か所確認され，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５０
ほど掘り込まれ，外

傾して直立ぎみに立ち上がっている。第１１層は焼土ブロックや炭化粒子を含み，天井部の崩落層と考えられる。

竈２は北壁中央部に付設されている。床面を精査したところ火床面が確認され，貼床をはがしたところ袖部の

痕跡が検出された。竈の作り替えが行われているため全体の形状は不明であるが，火床部は床面を８
掘りく

ぼめており，火を受けて赤変している。煙道部は壁外に３０
ほど掘り込まれ，外傾して直立ぎみに立ち上がっ

ている。竈の作り替えによる出入口施設に伴うピットの移動はなく，住居の建て替えに伴って竈が作り替えら

れたのかは不明である。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５０ 土師器 高坏 １３�４（１１�９） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部外面横ナデ 坏部外面ヘラ削り 内面ナデ
後ヘラ磨き 脚部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 竈袖部下層 ７５％ PL１７３

５１ 土師器 高坏 － （２�７） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 坏部外面ヘラ削り 内面ナデ 竈覆土下層 １０％

５２ 土師器 甕 ２２�６ ３６�９ ８�６ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 輪積痕 底部ヘラ削り 竈覆土上層 床面 ７０％ PL１８０

５３ 土師器 甕 ［２４�０］３３�６ ７�４ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ナデ 輪積痕 底部ヘラ削り 床面 ９０％

５４ 土師器 甕 ２２�５ ３４�０ ７�５ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ナデ 輪積痕 底部ヘラ削り 覆土中層～床面 ９０％ PL１８０

５５ 土師器 甕 ２４�８ ３４�４ ９�０ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 輪積痕 底部ヘラ磨き 床面 Ｐ１覆土 ９０％ PL１８０

５６ 土師器 甕 ［１８�２］（２３�４） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 輪積痕 床面 ７５％

５７ 土師器 甑 ２８�１ ２６�５ ８�５ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘラ
磨き 内面ヘラナデ後ヘラ磨き 床面 ９０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP８ 小玉 ０�７ ０�７ ０�２ ０�４ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１９０

DP９ 小玉 ０�９ ０�８ ０�２ ０�７ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１９０

DP１０ 小玉 ０�７ ０�６ ０�１ ０�３ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１９０

DP１１ 小玉 ０�８ ０�７ ０�２ ０�５ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１９０

DP１２ 小玉 ０�９ ０�７ ０�２ ０�６ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 覆土下層

DP１３ 小玉 １�６ １�２ ０�４ ２�７ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 貯蔵穴覆土 PL１８９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１４ 勾玉 ２�６ １�０ ０�９ ２�９ 土（長石・石英） 孔径０�２
 ナデ 一方向からの穿孔 壁溝覆土 PL１９０

DP１５ 勾玉 （２�１） ０�８ ０�９ （２�４） 土（長石・石英） ナデ 頭部欠損 壁溝覆土

DP１６ 勾玉 ３�１ １�０ ０�８ ３�８ 土（長石・石英） 孔径０�２
 ナデ 一方向からの穿孔 覆土上層 PL１９０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６ 臼玉 １�１ ０�６ ０�３ ０�８ 滑石 両面研磨 円筒状 一方向からの穿孔 床面

Ｑ７ 臼玉 （１�１） ０�６ － （１�４） 滑石 両面研磨 ２／３欠損 覆土下層

Ｑ８ 臼玉 ３�０ ０�９ ０�３ ８�６ 滑石 未製品 両面研磨 一方向からの穿孔 覆土

―４０―



第３２図 第２０１６号住居跡実測図�
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ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６８
～９４
である。Ｐ５は深さ１６
，Ｐ６は深さ２８
で，竈

に対峙する位置にあることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 竈１の北側に位置している。長径８４
，短径６０
の不整楕円形で，深さは３４
である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

覆土 １６層に分けられる。各層にロームブロックを多く含む人為堆積である。

第３３図 第２０１６号住居跡実測図

竈１土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子少量
４ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 ロ－ムブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子中量
６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク少量

７ 赤 褐 色 焼土粒子多量，ロームブロック少量
８ 灰 褐 色 ロ－ム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
９ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１０ 褐 色 ロームブロック多量，砂質粘土粒子少量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量

竈２土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２ 褐 色 ロ－ムブロック中量，砂質粘土粒子少量

３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量
４ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロ－ム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
３ にぶい黄褐色 ローム粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

焼土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロ

ック微量
５ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量
７ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

９ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
１０ にぶい黄褐色 ローム粒子中量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子中量
１２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物・

砂質粘土粒子微量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
１５ にぶい黄褐色 ロームブロック少量
１６ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量

―４２―



第３４図 第２０１６号住居跡出土遺物実測図�
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遺物出土状況 土師器片１００３点（坏２６９，椀２，高坏１，甕類７３０，甑１），須恵器片９点（坏），土製模造品１

点（臼カ），石器１点（砥石），鉄製品１点（釘），鉄滓１点が東部を中心に全体から出土している。その他，

混入した須恵器片１点，磁器片１点，灰釉陶器片１点も出土している。５８は北東コーナー部床面，６０はＰ５の

覆土，６２は竈１周辺の床面から出土した破片が接合している。北東コーナー部及び竈１周辺からの出土が多く，

住居廃絶に伴い遺棄されたものと考えられる。５９は北東コーナー部床面から正位でつぶれた状態で出土してお

り，６５は北東コーナー部床面や貯蔵穴内，６６は竈１周辺部床面や貯蔵穴内からそれぞれ出土した破片が接合し

ている。DP１７は北西部床面，Ｍ３はＰ１の覆土から出土している。

所見 壁溝が竈２を掘り込んでいることから，最初は竈２を使用し，その後，竈１は作り替えに伴って新しく

構築されたものである。時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第３５図 第２０１６号住居跡出土遺物実測図

―４４―



第２０１８号住居跡（第３６～３８図）

位置 調査区北西部のＢ９ｉ８区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 東部を南北方向に第１１４号溝が掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５�６８ｍ，短軸５�４９ｍほどの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は２４～３６
で，ほ

ぼ直立している。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１８～２２
，深さ６～１０
でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３８
，袖部幅１１０
ほどである。袖部は床

面とほぼ同じ高さを基部とし，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を１５
ほど掘りくぼめており，火を

受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４０
ほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５２～６７
である。Ｐ５は深さ４５
で，竈に対峙する位置にあ

ることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ９層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子

・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５ 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子微量
６ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・

炭化粒子微量
７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘

土粒子微量

９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
１１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
１４ にぶい赤褐色 炭化物・焼土粒子少量，ローム粒子・砂質粘土

粒子微量
１５ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子

微量
１７ 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロ－ム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土
粒子微量

第２０１６号住居跡出土遺物観察表（第３４・３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５８ 土師器 坏 ［１３�６］ ５�０ － 石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９８％

５９ 土師器 坏 ［１３�０］ ４�３ － 石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％

６０ 土師器 坏 ［１２�８］ ４�３ － 石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ Ｐ５覆土 ５５％

６１ 土師器 坏 １５�６（６�６） － 石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
放射状の磨き 床面 ５５％

６２ 土師器 坏 １４�０（４�１） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ４５％

６３ 土師器 椀 １４�３（６�２） － 石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ Ｐ１覆土 ６５％

６４ 土師器 甕 １８�２ １４�５ ７�３ 石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 覆土下層 ９８％ PL１７４

６５ 土師器 甕 ２２�０ ３６�１ ８�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 床面 貯蔵穴下層 ７０％

６６ 土師器 甕 ２０�２ ３５�３ ７�７ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面ヘ
ラナデ 輪積痕 床面 貯蔵穴覆土 ４５％

６７ 土師器 小形甕 ８�５ ８�５ ５�４ 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 床面 ７０％ PL１７４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１７土製模造品 ４�３ ３�７ ４�３ ３７�７ 土（長石・石英・雲母・赤色粒子） 臼玉カ ナデ 側面ヘラ削り 一方向からの穿孔痕有
断面糸巻き形 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３ 釘 （２�４） ０�３ ０�３ （１�４） 鉄 頭部欠損 断面方形 Ｐ１覆土

―４５―



遺物出土状況 土師器片７４８点（坏６３，甕類６８４，甑１），須恵器片４６点（坏１３，蓋１，甕類３２），土製品４点（玉

１，支脚１，紡錘車１，不明１），鉄製品１点（釘カ）が出土している。その他，混入した陶器片２点，灰釉

陶器片１点も出土している。６８は北西部北壁際床面，６９はＰ１の覆土，７１は東壁際床面，７２は竈付近床面から

それぞれ出土している。出土した土器のほとんどが細片であり，出土状況から住居廃絶後に投棄されたものと

考えられる。DP２１は北西部覆土，DP１８は竈付近覆土，DP２０は南西部覆土，DP１９は竈左袖部内，Ｍ４は覆土

からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

４ 暗 褐 色 ロ－ム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

７ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３６図 第２０１８号住居跡実測図�

―４６―



第３７図 第２０１８号住居跡実測図

第３８図 第２０１８号住居跡出土遺物実測図

―４７―



第２０１９号住居跡（第３９～４４図）

位置 調査区北西部のＢ９ｈ５区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 南西部を南北方向に第１１６号溝が掘り込み，西壁の一部を第３３４号掘立柱建物に掘り込まれている。

また，竈の左袖部の一部が撹乱を受けている。

規模と形状 長軸６�３６ｍ，短軸６�３１ｍほどの方形で，主軸方向はＮ－２０°－Ｗである。壁高は２９～４２
で，壁

はほぼ直立している。

床 ほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１６～２０
，深さ５～１６
でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。また，幅１４～２０
，深さ１０
ほどの間仕切り溝が東壁側で２条確認され，断面形は

Ｕ字状を呈している。東部を中心に，床面には焼土や炭化材が広がっている。

竈 北壁西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４６
，袖部幅９６
である。袖部は床面と

ほぼ同じ高さを基部とし，砂質粘土で構築されている。煙道部は壁外に４０
ほど掘り込まれ，外傾して立ち上

がっている。

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
２ 褐 灰 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量

炭化物微量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，ローム

粒子微量
４ 褐 灰 色 ロームブロック少量，砂質粘土粒子微量
５ 灰 赤 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
６ 灰 赤 色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量
７ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量
８ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
９ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

１０ 褐 灰 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック
微量

１１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物・

焼土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１５ にぶい褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１６ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１７ 灰 赤 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量

第２０１８号住居跡出土遺物観察表（第３８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６８ 土師器 坏 ［１４�２］ ４�２ － 雲母・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ４０％

６９ 土師器 坏 － （３�９） ４�０ 長石・石英 橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ Ｐ１覆土 ３０％

７０ 土師器 甕 ［２２�２］（１２�４） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 輪積痕 体部内面ヘラナデ 床面 ５％

７１ 土師器 甕 ［１０�６］（７�１） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 輪積痕 床面 ５％

７２ 土師器 甕 ［１９�２］（７�７） － 石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 床面 ５％

７３ 土師器 甕 － （１６�１）１１�０ 石英・雲母 浅黄橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 床面 ３０％

番号 器種 長さ 幅 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１８ 玉 １�８ １�２ ０�２ １０�３ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 覆土 PL１８９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１９ 支脚 （１３�６） ５�９ ５�２ （４４３�４）土（長石・石英） ナデ 熱を受けて脆い にぶい橙色 竈袖部内

DP２０不明土製品 ４�８ １�４ １�６ ２�３ 土（長石・石英） ナデ 棒状圧痕有 両方向からの穿孔痕有 覆土

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP２１ 紡錘車 ４�６ ２�２ ０�５ ３８�９ 土（長石・石英） ヘラ磨き 側面ヘラ削り 両方向からの穿孔 覆土

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ４ 釘カ （２�１） ０�４ ０�５ （１�５） 鉄 断面方形 覆土

―４８―



第３９図 第２０１９号住居跡実測図�
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ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５５～７３�である。Ｐ５は深さ２１�，Ｐ６は深さ３７�で，竈に

対峙する位置にあることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部と北西コーナー部に位置している。同時に機能していたものか，作り替えられたもの

かは不明である。貯蔵穴１は，長径９０�，短径７０�ほどの不整楕円形で，深さは３９�である。底面はほぼ平坦

で，壁は直立ぎみに立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。貯蔵穴２は，長軸８８�，短軸７６�の長

方形で，深さは４８�である。底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がり，貯蔵穴１同様，覆土は人為堆積の

状況を示している。

覆土 ２１層に分かれる。各層にロームブロックを多く含む人為堆積である。

第４０図 第２０１９号住居跡実測図�

貯蔵穴１土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２ 灰 黄 褐 色 ロ－ムブロック中量

３ 褐 色 ロームブロック中量
４ にぶい黄褐色 ロ－ムブロック少量

貯蔵穴２土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロ－ムブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 炭化材・ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 黒 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物少量
８ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１１ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック微量

１２ 灰 黄 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
１３ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
１４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１５ 褐 灰 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１６ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
１７ 灰 黄 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量
１８ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
１９ 灰 赤 色 ロ－ム粒子中量，焼土ブロック少量
２０ 暗 褐 色 ローム粒子多量
２１ 暗 褐 色 ロ－ムブロック中量

―５０―



遺物出土状況 土師器片２０２８点（坏３４３，高坏５，鉢２１，壺２，甕類１６３７，甑２０），須恵器片２２点（甕類１７，提

瓶５），土製品２点（玉，支脚），石器２点（砥石），石製品１点（紡錘車），鉄製品２点（鎌，釘）が覆土上層

から中層にかけてほぼ全域から出土している。また，混入した須恵器片１点，陶器片４点，磁器片１点も出土

している。７９は中央部の床面，８２は竈前面の床面，８３は北側間仕切り溝際の覆土，８４は北壁際の床面，８１・８８

は北東部の床面からいずれも正位で出土しており，ほぼ完形品であることなどから，遺棄されたものと考えら

れる。そのほか，７５は中央部の覆土下層，７８はＰ１の覆土，９５は中央部床面からそれぞれ出土しており，出土

状況から住居廃絶後間もなく投棄されたものと考えられる。DP２２は南部壁溝の覆土，Ｑ９は中央部床面，Ｑ

１０は中央部下層，Ｑ１１は東部壁溝の覆土，Ｍ５・Ｍ６は南東部の床面からそれぞれ出土している。特に，貯蔵

穴２とその周辺から遺物が集中して出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 床面に焼土や炭化材の広がりが確認されており，焼失住居と考えられる。時期は，出土土器から６世紀

中葉と考えられる。

第４１図 第２０１９号住居跡出土遺物実測図�
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第４２図 第２０１９号住居跡出土遺物実測図�
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第４３図 第２０１９号住居跡出土遺物実測図�
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第４４図 第２０１９号住居跡出土遺物実測図�

第２０１９号住居跡出土遺物観察表（第４１～４４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７４ 土師器 坏 １３�３ ５�０ － 石英・赤色粒子・白色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 貯蔵穴２覆土上層 ９８％ PL１５１

７５ 土師器 坏 １１�８ ４�７ － 長石・石英 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ９８％

７６ 土師器 坏 １４�４ ５�０ － 石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９８％ PL１５１

―５４―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７７ 土師器 坏 １３�２ ４�７ － 石英・雲母・赤色粒子・礫 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９８％ PL１５１

７８ 土師器 坏 １２�４ ４�８ － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ Ｐ１覆土 １００％

７９ 土師器 坏 １５�１ ４�４ － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９８％ PL１５２

８０ 土師器 坏 １３�０ ４�７ － 長石・石英・雲母・赤色粒子・礫 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 貯蔵穴２覆土上層 ９８％ PL１５２

８１ 土師器 坏 １２�２ ４�５ － 長石・石英 赤褐 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９８％ PL１５２

８２ 土師器 坏 １３�８ ５�１ － 長石・石英・白色粒子 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９８％ PL１５２

８３ 土師器 坏 １３�２ ５�１ － 石英・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９９％ PL１５２

８４ 土師器 坏 １４�０ ４�３ － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％ PL１５２

８５ 土師器 坏 １４�５ ４�３ － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 貯蔵穴２覆土上層 ９５％ PL１５２

８６ 土師器 坏 １１�９ ４�２ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％

８７ 土師器 坏 ［１４�８］ ４�８ － 石英・雲母 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 貯蔵穴２覆土上層 ９０％

８８ 土師器 坏 １１�４ ４�５ － 長石・石英 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９９％ PL１５２

８９ 土師器 坏 １３�４ ５�０ － 石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
放射状のヘラ磨き 貯蔵穴２覆土上層 ９０％

９０ 土師器 坏 １３�２ ４�４ － 石英・雲母・赤色粒子 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
放射状のヘラ磨き 床面 ９７％

９１ 土師器 坏 １４�８ ４�５ － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 貯蔵穴２覆土上層 ９５％

９２ 土師器 坏 １３�８ ５�０ － 石英・雲母・赤色粒子・小礫 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 貯蔵穴２覆土上層 ９５％

９３ 土師器 坏 ［１３�２］ ４�８ － 石英・雲母・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 貯蔵穴２覆土上層 ９０％

９４ 土師器 坏 ［１９�２］ ７�６ － 石英・雲母・赤色粒子・小礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ６０％

９５ 土師器 高坏 ２０�６ １７�８ １５�３ 長石・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 坏部外面ヘラ削り 内面
放射状の磨き 脚部外面ヘラ磨き 内面ナデ 床面 ８０％ PL１７３

９６ 土師器 鉢 １４�０ ８�６ ６�８ 長石・石英・礫 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘラ
磨き 輪積痕 内面ナデ 底部ヘラ削り 壁溝覆土 １００％PL１６９

９７ 土師器 鉢 １６�０ １０�８ － 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 ９５％ PL１６９

９８ 土師器 鉢 １３�９ ８�９ ７�２ 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き後下端
ヘラ削り 輪積痕 内面ヘラナデ 床面 ７０％ PL１６９

９９ 土師器 壺 ８�３ １１�２ ４�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪積
痕 内面ヘラナデ 覆土下層 ８５％ PL１７５

１００ 土師器 壺 １１�２ ２０�６ ６�８ 長石・石英・赤色粒子・白色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 頚部ヘラ磨き 輪積痕 体
部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 底部ヘラ削り 覆土下層 ９５％ PL１７１

１０１ 土師器 甕 １７�４ １３�８ － 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 ９９％ PL１７４

１０２ 土師器 甕 １４�８ １３�０ ７�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪積
痕 内面ヘラナデ 底部ヘラ削り 貯蔵穴２覆土上層 ９７％

１０３ 土師器 甕 ［１３�２］１６�０ ６�０ 石英・雲母・赤色粒子・小礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 輪積痕 貯蔵穴２覆土上層 ９０％

１０４ 土師器 甕 １４�０ １３�２ ６�８ 石英・雲母・赤色粒子・小礫 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き後下端
ヘラ削り 内面ヘラナデ 底部ヘラ削り 床面 ８５％ PL１７５

１０５ 土師器 甕 ［３３�５］３６�７ ８�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 輪積痕 体部外面ヘラ磨
き 内面ヘラナデ 貯蔵穴２覆土上層 ６０％

１０６ 土師器 甑 ２３�７ ２４�７ ９�７ 長石・石英・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 貯蔵穴２覆土上層 ８０％ PL１８５

番号 器種 長さ 幅 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP２２ 玉 １�５ ０�８ ０�２ （０�８） 土（石英・雲母） 棗状 ナデ 一方向からの穿孔 先端部欠損 壁溝覆土 PL１８９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ９ 砥石 （６�７） ５�０ ５�４ （２２１�５） 砂岩 砥面５面 断面長方形 床面

Ｑ１０ 砥石 （４�９） ２�７ ２�５ （４４�７） 凝灰岩 砥面４面 断面長方形 一方向からの穿孔 覆土下層 PL１９５

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１１ 紡錘車 ２�６ １�６ ０�６ ２９�９ 蛇紋岩 両面研磨 一方向からの穿孔 線刻有 壁溝覆土 PL１９３

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ５ 鎌 １３�８ ２�８ ０�４ ２８�９ 鉄 曲刃鎌 床面 PL１９６

Ｍ６ 釘 （１３�６） １�１ ０�６ （１７�８） 鉄 先端部欠損 頭部は叩かれ，潰れている。断面正方形 床面

―５５―



第２０２０号住居跡（第４５～４７図）

位置 調査区北西部のＢ９ｅ７区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸４�７５ｍ，短軸４�７２ｍの方形で，主軸方向はＮ－１４°－Ｅである。壁高は２２～３７�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，中央部および貯蔵穴の縁が踏み固められている。南東コーナー部を除いて，幅１１～１５�，

深さ５～９�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２０�，袖部幅９９�である。袖部は砂質粘

土を用いて構築されており，内側は火を受けて赤変硬化している。火床部は床面を１０�掘りくぼめた後，床面

とほぼ同じ高さまで埋め戻して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３５�掘

り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。第２・５・８・９層は，天井部の崩落層である。

炉 中央部北寄りに位置している。長径５５�，短径４２�の楕円形で，床面を皿状に掘りくぼめた地床炉である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６３～８６�である。Ｐ５は深さ３７�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径８２�，短径６２�の楕円形で，深さは３７�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，覆土は自然堆積の状況を示している。

覆土 １３層に分けられる。不自然な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２７５点（坏６３，高坏１０，鉢１１，甕類１５３，甑３８），土製品４点（支脚３，玉１）が，竈

周辺の床面を中心に出土している。１０８・１１２は竈内，１０９，１１１・１１３～１１７は，竈左側の床面，１０７・１１０は竈右

側の床面からそれぞれ出土しているが，破片を接合させたものであり，住居廃絶後に一括して廃棄されたもの

と考えられる。また，DP２３は覆土中層から出土している。

所見 炉と竈を有する住居であり，熊の山遺跡では調査例が少ない。竈，炉ともに赤変硬化していることから，

同時期に使用されていたものと考えられる。時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
５ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量
６ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 褐 灰 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
８ 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
９ 赤 黒 色 焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子少量
１０ 赤 灰 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック少量

１１ 暗 赤 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック少量，砂質粘土粒子
微量

１２ 赤 灰 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
１４ 褐 色 ロームブロック中量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
１６ 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量
１７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム

粒子微量
１８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
１９ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

炉土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物多量，ロームブロック少量
２ 褐 灰 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

３ 褐 灰 色 ロームブロック・炭化粒子少量
４ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロ－ムブロック少量，炭化物微量
２ にぶい黄褐 ロ－ムブロック中量，炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量

８ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量
１１ にぶい黄褐 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化材少量

―５６―



第４５図 第２０２０号住居跡実測図
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第４６図 第２０２０号住居跡出土遺物実測図�
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第２０２２号住居跡（第４８～５０図）

位置 調査区西部のＣ９ａ５区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 南部は調査区域外であり，東西軸５�０２ｍ，南北軸は１�９２ｍだけが確認された。主軸方向をＮ－８°

－Ｗとする方形または長方形と推定される。壁高は３３～３５�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面が踏み固められている。幅１１～１３�，深さ９～１１�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が

巡っている。

第４７図 第２０２０号住居跡出土遺物実測図�

第２０２０号住居跡出土遺物観察表（第４６・４７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０７ 土師器 坏 １３�２ ４�８ － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ８０％ PL１５２

１０８ 土師器 坏 １３�７ ５�１ － 長石・雲母 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 竈内 ７０％ PL１５２

１０９ 土師器 坏 １２�８ ４�８ － 長石・石英・雲母 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ６０％ PL１５３

１１０ 土師器 坏 １５�２ ５�０ － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ６０％ PL１５３

１１１ 土師器 坏 － （４�６） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ６０％ PL１５３

１１２ 土師器 坏 ９�６ ４�８ － 長石・石英 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
放射状の磨き 竈内 ６０％ PL１５３

１１３ 土師器 高坏［１６�２］ ９�４ １２�０ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 口辺部内外面横ナデ 坏部外面ヘラ削り 指頭
痕 内面ナデ 脚部内外面ヘラ削り 床面 ８０％ PL１７３

１１４ 土師器 鉢 １２�０ ８�７ １０�０ 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 指頭痕 体部内外面ナデ
輪積痕 床面 ９０％ PL１６９

１１５ 土師器 甕 ２１�０ ３３�３ ７�０ 長石・石英・雲母・微礫 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ９０％ PL１８０

１１６ 土師器 小型甕 １５�０ １３�１ ７�１ 長石・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 ７０％ PL１７５

１１７ 土師器 甑 ２５�２ ２６�１ ９�６ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 ６０％ PL１８５

番号 器種 長さ 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP２３ 玉 ２�４ １�１ ０�１ ２�３ 土（長石・石英） 棗状 ナデ 一方向の穿孔 覆土中層 PL１８９

―５９―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２４�，袖部幅９０�であり，天井部の一部

が遺存している。袖部は砂質粘土で構築されており，内側は熱を受けて赤変硬化している。火床部は床面を１０

�掘り込んだ後，床面とほぼ同じ高さまで埋め戻して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に３４�掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。土層中の第１４層は，遺存する天井

部である。

第４８図 第２０２２号住居跡実測図
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ピット ２か所。Ｐ１は深さ５６�，Ｐ２は深さ６０�で，ともに主柱穴である。

貯蔵穴 北東部に位置している。長径７５�，短径７０�の円形で，深さは４１�である。底面は皿状で，壁は外傾

して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

覆土 １０層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３２４点（坏１６，椀１，高坏１３，甕類２９３，甑１），鉄製品１点（釘）が竈周辺を中心に

出土している。１１８・１２２・１２４・１２６はいずれも竈右側の床面，１１９・１２１・１２３は竈左側の床面からそれぞれ出

土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。１２５は北壁から落ち込んだ状態で出土し，また１２０は

東壁近くの床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・

炭化物微量
２ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
３ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量
６ 極暗赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
７ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量
８ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化

粒子微量

１０ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
１１ にぶい褐色 ローム粒子中量
１２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
１３ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
１４ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化物・砂質粘土粒子少量，焼

土ブロック微量
１５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量
１６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土ブ

ロック微量
１７ にぶい褐色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量

貯蔵穴土層解説
１ 極暗赤褐色 ロ－ム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ムブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

６ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化物微量
７ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量
８ にぶい黄褐色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１０ 極暗赤褐色 炭化材中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

第４９図 第２０２２号住居跡出土遺物実測図�
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第５０図 第２０２２号住居跡出土遺物実測図�
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第２０２３号住居跡（第５１・５２図）

位置 調査区南西部のＤ９ｉ７区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０５１号住居跡，第１２２号溝跡を掘り込み，第２６０４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�６５ｍ，短軸２�７２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７５°－Ｅである。壁高は１０～１２�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 東壁中央部の南寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９４�，右袖部の大部分は撹乱を受

けているが，袖部幅は９０�で，ローム粒子混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さ

で，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４８�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

第５１図 第２０２３号住居跡実測図

第２０２２号住居跡出土遺物観察表（第４９・５０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１８ 土師器 坏 １５�０ ４�０ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 床面 ５０％

１１９ 土師器 坏 １２�８ ４�８ － 長石・石英・雲母 明褐色 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 床面 ４０％

１２０ 土師器 小形椀 ５�８ ５�８ ４�６ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 底部外面ヘラ削り 輪積痕 床面 ９５％ PL１６９

１２１ 土師器 高坏 １３�１ ９�９ １０�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部外面横ナデ 内面ヘラ磨き 坏部外面ヘラ削り
内面ヘラ磨き 指頭痕 脚部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９０％ PL１７３

１２２ 土師器 高坏 １２�８ ９�２ １０�７ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部外面横ナデ 内面ヘラ磨き 坏部外面ヘ
ラ削り 内面ヘラ磨き 脚部内外面ヘラ削り 床面 ８５％ PL１７３

１２３ 土師器 高坏 １２�６ ８�６ － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部外面横ナデ 内面ヘラ磨き 坏部外面ヘラ削
り 内面ヘラ磨き 脚部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ４０％

１２４ 土師器 甕 ２０�９ ３４�９ ７�７ 長石・石英・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 底部外面ヘラ削り 床面 １００％ PL１８０

１２５ 土師器 甕 １５�２ １８�３ ７�４ 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 覆土下層 ７０％ PL１７５

１２６ 土師器 甑 ２４�６ ２５�８ ８�６ 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部外面横ナデ 内面ヘラ磨き 体部外面ヘ
ラ磨き 内面ヘラ磨き 輪積痕 床面 ９０％ PL１８５

―６３―



覆土 ２層に分けられる。各層にロームブロックを含むが覆土が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１１１点（坏２０，甕類９１），須恵器５点（坏１，甕類４），土製品１点（支脚）のほか，混

入した陶器片１点も出土している。１２７は東壁寄りの覆土上層と床面，１２８は南東コーナー際の床面から出土し，

時期判定の指標となる遺物である。DP２４は竈の火床面に直立し，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第２０２４号住居跡（第５３～５５図）

位置 調査区南西部のＥ９ｂ８区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量

４ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
５ 赤 黒 色 炭化粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量 ２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・砂質粘土粒子少量

第５２図 第２０２３号住居跡出土遺物実測図

第２０２３号住居跡出土遺物観察表（第５２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１２７ 土師器 甕 ［１５�６］２３�７ ８�８ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後縦位
のヘラ磨き 内面ヘラナデ 覆土上層～床面 ３５％

１２８ 土師器 甕 － （２�４）［８�４］ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面下端ヘラ削り 内面ナデ 底部木葉痕 床面 ５％ 外面
下端煤付着

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP２４ 支脚 （１６�９） １５�２ ９�１ （１２０４�５）土（長石・石英・赤色粒子） ナデ 指頭痕 竈火床面 PL１８９

―６４―



第５３図 第２０２４号住居跡実測図

―６５・６６―



重複関係 第２２４２号住居，第３７８号掘立柱建物，第２６７２～２６７７・２６７９～２６８５・２６８８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸９�８２ｍ，短軸９�７５ｍの方形で，主軸方向はＮ－２８°－Ｗである。壁高は３０～６７�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められている。壁下には幅１２～１８�，深さ３～６�でＵ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。また，竈前部と北東コーナー部には焼土が堆積している。

竈 北壁中央部に付設されている。第２２４２号住居に竈上部を，第３７８号掘立柱建物に右袖部外側を掘り込まれ

ており，遺存する部分の規模は，焚口部から煙道部まで１１５�である。火床部は床面と同じ高さであり，火床

面は火を受けて赤変硬化している。また，５�ほどの厚みで灰が堆積している。煙道部は壁外に６２�掘り込ま

れ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。第２・３層は天井部の崩落層である。

ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは７５～９３�である。Ｐ５は深さ５０�で，南壁際の中央部に位置

することや，硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ８はＰ３とＰ４の中央部に位置

していることから，支柱穴と考えられる。Ｐ６・Ｐ７の性格は不明である。

貯蔵穴 北西部コーナー部に位置している。長軸１２０�，短軸７３�の隅丸長方形で，深さは４５�である。底面

は皿状で，壁は外傾して立ち上がり，人為堆積の状況を示している。

覆土 １１層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片５２３９点（坏１４８６，椀４７，高坏２９，甕類３６７４，手捏土器３），須恵器片１１２点（坏３６，蓋４，

鉢７，壺８，甕類５７），土製品１８点（勾玉２，管玉７，玉２，小玉６，支脚１），石器・石製品４点（砥石１，臼

玉３），鉄製品６点（刀子２，鏃２，釘２）が覆土の上層から中層を中心に出土し，竈周辺や北東コーナー部に

集中している。遺物数は多量であるが，ほとんどが細片である。また，石２点（雲母片岩），炉壁１点，椀状

滓１点，鉄滓７点も出土しているが，出土層位は床面に堆積した焼土よりも上層であり，住居廃絶後に投棄さ

れたものと考えられる。１３１は北東コーナー部の床面，１３３・１３４は竈左側の床面からそれぞれ出土しており，

いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。１２９・１３０は１３３の内部から重なった状態で出土してい

る。１３２は貯蔵穴の覆土下層から出土しており，貯蔵穴が埋没する過程で流れ込んだものと考えられる。２０点

の玉類が出土しているが，出土層位は，DP２６・２７・２８・３４が南部，DP２９が北東コーナー部，DP３０が中央部

南寄り，DP３１が西部，DP３２が北東部，DP２５・３３が北西コーナー部のいずれも覆土上層であり，住居の廃絶

後に投棄されたものと考えられる。DP３５は竈の火床面，Ｑ１２は南西部の覆土，Ｑ１３は中央部南寄りの覆土中

層，Ｍ７は中央部東寄りの覆土下層，Ｍ８・Ｍ９は北東コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土している。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量

４ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
５ 灰 褐 色 灰多量，焼土ブロック少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

４ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子中量，焼土ブロッ
ク少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック

・炭化物少量

７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量
９ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
１０ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
１１ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量

―６７―



所見 １３区の中で最も広い床面積を有し，集落の中心的な住居と考えられる。床面に焼土が堆積しており，覆

土中にも焼土・炭化物が含まれていることから，焼失住居と考えられる。また，炉壁，椀状滓，鉄滓が出土し

ていることから，本跡の周辺には鍛冶関連遺構の存在も想定される。時期は，出土土器から７世紀前葉と考え

られる。

第５４図 第２０２４号住居跡出土遺物実測図�
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第５５図 第２０２４号住居跡出土遺物実測図�

第２０２４号住居跡出土遺物観察表（第５４・５５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１２９ 土師器 坏 １１�５ ３�９ － 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 １００％

１３０ 土師器 坏 １１�６ ３�２ － 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９０％

１３１ 土師器 椀 ［１８�６］ ７�６ － 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ７０％

１３２ 土師器 甕 ［２２�０］（１６�０） － 長石・石英・赤色粒子・礫 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 貯蔵穴
覆土下層 １０％

１３３ 土師器 小形甕 １８�１ １５�４ ９�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ヘラナデ 床面 ９５％ PL１７５

１３４ 土師器 小形甕 １５�１ １５�５ ８�０ 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ヘラナデ 覆土下層 ９０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP２５ 小玉 ０�８ ０�７ ０�１ ０�４ 土（石英） ナデ 一方向の穿孔 覆土上層 PL１９０

DP２６ 小玉 ０�８ ０�５ ０�１ ０�３ 土（石英） ナデ 一方向の穿孔 覆土上層 PL１９０

DP２７ 小玉 ０�８ ０�６ ０�１ ０�４ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 覆土上層 PL１９０

DP２８ 小玉 ０�６ ０�５ ０�１ ０�２ 土（石英） ナデ 一方向の穿孔 覆土上層 PL１９０

DP２９ 管玉 １�２ １�７ ０�２ １�９ 土（長石・石英） 棗状 ナデ 一方向の穿孔 覆土上層 PL１８９

DP３０ 管玉 １�０ １�５ ０�２ １�２ 土（長石・石英） 棗状 ナデ 一方向の穿孔 覆土上層 PL１８９

DP３１ 管玉 ０�８ ２�１ ０�２ １�７ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 覆土上層 PL１８９

DP３２ 管玉 ０�６ １�０ ０�２ ０�４ 土（石英） ナデ 一方向の穿孔 覆土上層 PL１８９

DP３３ 管玉 ０�９ １�９ ０�１ １�５ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 覆土上層 PL１８９

DP３４ 管玉 ０�８ １�７ ０�２ １�０ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 覆土上層 PL１８９

―６９―



第２０２５号住居跡（第５６・５７図）

位置 調査区南西部のＥ９ｃ５区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２１９３号住居跡を掘り込み，第２０１４号住居，第２０３２・２７４２～２７４４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 一辺４�７５ｍの方形で，主軸方向はＮ－１９°－Ｗである。壁高は１７～２５�で，外傾して立ち上がっ

ている。

床 ほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。西壁下，南西コーナー部を除いて，幅１４～１８�，深さ６

～８�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。また，東壁際の床面に１０�ほどの厚みを有する焼土が堆

積している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９６�，袖部幅１１８�である。袖部は砂質粘

土を用いて構築されている。火床部は床面を１５�掘り込んだ後，床面よりやや低い高さまで埋め戻して使用し

ており，火床面は火を受けて赤変硬化している。左袖内部から土師器甕片が出土しており，袖の補強材として

使用していたと考えられる。煙道部は壁外に２２�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３３～５７�である。Ｐ５は深さ１８�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから見て，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７の性格は不明で

ある。

覆土 ５層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

竈土層解説
１ 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒

子少量
３ 灰 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少

量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子少量

６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
７ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量
８ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・砂質

粘土粒子少量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック少量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子中量，焼土粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

４ 極暗赤褐色 焼土粒子・炭化粒子中量，ロームブロック・炭化
粒子少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP３５ 支脚 （１６�６） １１�５ ８�６ （１１３１�６）土（長石・石英） ナデ 竈火床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１２ 砥石 ４�７ ３�７ １�３ （２７�４） 凝灰岩 砥面４面 覆土中層

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１３ 臼玉 １�１ ０�８ ０�３ １�４ 滑石 ナデ 一方向の穿孔 覆土中層 PL１９４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７ 鏃 （３�０） １�９ ０�１ （５�９） 鉄 茎部欠損 長三角形式 透孔有り 覆土下層

Ｍ８ 鏃 （１１�８） ０�５ ０�２ （５�８） 鉄 鏃身部欠損 断面長方形 覆土下層

Ｍ９ 釘ヵ ［９�０］ ０�３ ０�３ （５�０） 鉄 頭部欠損 断面長方形の棒状 覆土下層

―７０―



第５６図 第２０２５号住居跡実測図

―７１―



遺物出土状況 土師器片４９１点（坏１６１，甕類３３０），須恵器片２点（坏，甕類），土製品２点（支脚），石器１点

（砥石），石製品１点（臼玉），種子１点（桃）が，覆土中層を中心に散在した状態で出土している。出土遺物

数は多いが，ほとんどが小破片である。１３５は竈袖部右側，１３６は竈前部のいずれも覆土下層から出土してる。

床面に焼土が堆積しており，多くの土器片は焼土面よりも高い位置から出土しており，焼失による住居廃絶後

に投棄されたものと考えられる。

所見 東壁際の床面に焼土が堆積しており，土層中にも焼土，炭化物が含まれていることから，廃絶に伴う焼

失住居と考えられる。時期は，出土土器および重複関係から７世紀前葉と考えられる。

第２０２６号住居跡（第５８・５９図）

位置 調査区南西部のＥ９ｆ６区，標高１９�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０５２号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�３５ｍ，短軸５�２７ｍの方形で，主軸方向はＮ－３２°－Ｗである。壁高は２４～５２�で，ほぼ直

立している。

第５７図 第２０２５号住居跡出土遺物実測図

第２０２５号住居跡出土遺物観察表（第５７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１３５ 土師器 甕 ［２２�４］（５�７） － 石英・雲母・微礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 覆土下層 ５％

１３６ 土師器 甕 － （１４�０） ９�１ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 覆土下層 １０％

―７２―



床 ほぼ平坦で，北西壁際と南東壁際を除いて踏み固められている。第２０５２号住居に掘り込まれている部分を

除いて，幅２０～２６�，深さ４～７�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。また，床面の中央部に２０�ほ

どの厚みを有する焼土が堆積している。

竈 北壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部まで１０７�，袖部幅１０１�である。袖部は床面とほぼ同じ

高さの地山面にローム混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さの平坦面を使用して

おり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３５�掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上

がっている。第２・３層は，天井部の崩落層である。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５１�～５５�である。Ｐ５は深さ２０�で，竈と対峙する南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ２４�であり，住居の中

央部に位置していることから，支柱穴と考えられる。Ｐ７の性格は不明である。

貯蔵穴 北東部に位置している。長径９５�，短径７３�の楕円形で，深さは４８�である。底面は皿状で，壁は外

傾して立ち上がっている。覆土中に焼土を中量含む層があることから，住居焼失時に埋没したと考えられる。

覆土 １０層に分けられる。下層に焼土，炭化物が堆積し，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４１４点（坏７９，椀１，高坏１３，甕３２１），須恵器片２点（坏２），土製品１点（球状土錘），

石器１点（砥石）が散在した状態で出土している。また，混入した縄文土器片３点も出土している。１４０は竈

内から逆位で出土しており，支脚として使用されたものと考えられる。１４１は竈右側の床面から出土しており，

住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。１３８・１４２は竈右袖部内から出土しており，袖の補強材として使用

されていたと考えられる。１３７は北壁際，１３９は東壁際の床面からそれぞれ出土している。Ｑ１４は貯蔵穴の覆土

上層，床面とほぼ同じ高さから出土しており，貯蔵穴の埋没後に投棄されたものと考えられる。また，DP３６

は西壁際の覆土下層から出土している。遺物のほとんどは床面の焼土よりも高い位置から出土しており，焼失

による住居の廃絶後に投棄されたと考えられる。

所見 覆土下層に焼土や炭化物が堆積しており，埋め戻した痕跡が認められることから，廃絶に伴う焼失住居

と考えられる。また，Ｐ１～Ｐ４の覆土には，焼土，炭化物が中量以上含まれており，焼け残った柱を抜き取

った可能性が考えられる。時期は，出土土器および重複関係から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・ローム粒

子・炭化粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子中量，砂質粘土粒子少量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量
６ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
７ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・砂

質粘土粒子少量

９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭
化粒子少量

１０ にぶい黄橙色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子中量，焼土粒子
少量

１１ 明 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量
炭化物微量

１２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

３ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 極暗赤褐色 炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子・

粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・粘土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量

６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土

粒子微量

―７３―



第５８図 第２０２６号住居跡実測図
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第２０２７号住居跡（第６０・６１図）

位置 調査区南西部のＥ９ｇ６区，標高１９�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

規模と形状 南西部は調査区域外であり，南北軸５�８８ｍ，東西軸は３�８５ｍだけが確認された。主軸方向をＮ－

１１°－Ｗとする方形または長方形であると考えられる。壁高は３２～４０�で，ほぼ直立している。

第５９図 第２０２６号住居跡出土遺物実測図

第２０２６号住居跡出土遺物観察表（第５９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１３７ 土師器 坏 １３�４ ４�３ － 長石・石英・雲母 褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ナデ 床面 ６０％ PL１５３

１３８ 土師器 坏 ［１３�４］ ４�９ － 長石・石英・雲母 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 竈袖 ９０％

１３９ 土師器 椀 １３�０ ９�９ ７�０ 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ４５％ PL１６９

１４０ 土師器 高坏 １５�３ ９�７ １１�７ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部外面横ナデ 内面ヘラ磨き 坏部外面ヘラ削
り 内面ヘラ磨き 脚部外面ヘラ磨き 内面ナデ 竈内 ９５％ PL１７３

１４１ 土師器 高坏 １５�４ １０�８ １２�４ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 坏部外面ヘラ削り 内面ナデ
脚部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 裾部内外面横ナデ 床面 ９０％ PL１７３

１４２ 土師器 甕 １７�１（１６�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 竈袖 ８０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP３６球状土錘 ３�７ ２�９ ０�９ ３７�５ 土（長石・石英） ヘラナデ 一方向の穿孔 覆土下層 PL１８９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１４ 砥石 （４�８） ６�４ ３�９ （１３５�４） 砂岩 砥面４面 うち１面は溝状の研磨痕有り 上部欠損 貯蔵穴
覆土上層
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床 ほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。確認された部分の壁下には，幅１３～２２�，深さ１２�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。左袖部は調査区域外に延びており，確認された部分の規模は，焚口部から

煙道部まで１４３�である。袖部は床面とほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土で構築されている。火床部は床面と

ほぼ同じ高さの平坦面を使用しており，火を受けてやや赤変している。また，１５�ほどの厚みで灰が堆積して

いる。煙道部は壁外に３５�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
２ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化ブロック

少量
５ にぶい橙色 灰多量，砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子

少量
６ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子中量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量

９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
１０ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量
１１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少量
１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化粒子少量
１３ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ロームブロック・

炭化物少量
１４ 褐 色 炭化物・ローム粒子中量，焼土ブロック・砂質粘

土粒子少量
１５ 黄 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子中量

第６０図 第２０２７号住居跡実測図
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ピット 南西部は調査区域外であり，２か所だけが確認できた。Ｐ１は主柱穴で，深さは５６�である。Ｐ２の

性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２６８点（坏６４，高台付坏１，甕類２０３），須恵器片２点（坏，甕），土製品６点（支脚５，

紡錘車１），石製品２点（紡錘車，切子玉）が散在した状態で出土しており，遺物のほとんどは細片である。

また，混入した縄文土器片１点も出土している。１４３は竈右側の床面からつぶれた状態で出土しており，住居

の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。DP３７は東壁際の覆土下層，Ｑ１５は北東部，Ｑ１６は東壁際の覆土中

層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉から７世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化ブロッ

ク微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック中量

第６１図 第２０２７号住居跡出土遺物実測図

第２０２７号住居跡出土遺物観察表（第６１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１４３ 土師器 甕 ［１５�８］１６�３ ７�７ 長石・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 指頭
痕 内面ナデ 底部外面ヘラ削り 床面 ５５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP３７ 紡錘車 ４�３ １�８ ０�９ ３７�５ 土（長石・石英・雲母） ヘラナデ 円錐台形 覆土下層 PL１９３

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１５ 紡錘車 ３�６ １�６ ０�８ （１３�０） 滑石 ナデ 円錐台形 軸欠損 覆土中層

Ｑ１６ 切子玉 ２�９ １�９ ０�２ （７�０） 水晶 一方向の穿孔 ６面体 覆土中層 PL１９４

―７７―



第２０２８号住居跡（第６２・６３図）

位置 調査区南西部のＤ９ａ９区，標高２１ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０６１号住居跡を掘り込み，第３０３号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 北西部は，調査区域外へ延びている。長軸５�１５ｍ，短軸５�０５ｍほどの方形で，主軸方向はＮ－２８°

－Ｗである。壁高は３９～５０�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部および東部が踏み固められている。幅１４～１８�，深さ３～８�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは５７～７０�である。Ｐ４は深さ１８�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

第６２図 第２０２８号住居跡実測図
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遺物出土状況 土師器片１１１５点（坏２６７，高坏１３，甕類８３０，甑２，手捏土器３），須恵器片２４点（坏１１，甕類

１３），土製品２点（小玉１，支脚１），石製品１点（臼玉）が散在した状態で出土している。また，混入した縄

文土器片１点も出土している。１４６は中央部の床面から出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考え

られる。１４８はＰ３の覆土上層から出土しており，柱抜き取り後に投棄されたものと考えられる。１４４・１４５・

１４７はいずれも南壁際の覆土下層から出土している。また，DP３８は中央部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器および重複関係から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック多量

４ 褐 色 ロ－ム粒子多量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第６３図 第２０２８号住居跡出土遺物実測図

第２０２８号住居跡出土遺物観察表（第６３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１４４ 土師器 坏 １２�９ ４�６ － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 １００％ PL１５３

１４５ 土師器 坏 １３�０ ３�９ － 長石・石英 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ９５％ PL１５３

１４６ 土師器 坏 １３�５ ４�４ － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％ PL１５３

１４７ 土師器 坏 １３�０ ４�３ － 石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ９５％ PL１５３

１４８ 土師器 甕 １７�６ １８�７ ８�０ 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ヘラナデ 底部外面ヘラ削り Ｐ３覆土上層 ９５％ PL１７５

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP３８ 小玉 ０�６ ０�７ ０�１ ０�３ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 覆土下層 PL１９０

―７９―



第２０２９号住居跡（第６４～６６図）

位置 調査区南西部のＤ９ｄ０区，標高２０�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０３０号住居跡を堀り込み，第３７０・３７６号掘立柱建物に掘り込まれている。

第６４図 第２０２９号住居跡実測図
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規模と形状 長軸４�２７ｍ，短軸３�９７ｍの方形で，主軸方向はＮ－３５°－Ｗである。壁高は２２～４７�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１４～２２�，深さ７～９�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８２�，袖部幅１２２�であり，袖部は砂質粘

土で構築されている。火床部は床面を皿状に掘りくぼめて使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化してい

る。煙道部は壁外へ１９�掘り込まれ，火床面から急な傾斜で立ち上がっている。第１・２層は，天井部の崩落

層である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３１～５７�である。Ｐ５は深さ２７�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片３０５点（坏５３，高坏３，甕２４９），土製品１点（支脚），石器１点（砥石），鉄製品７点

（刀子１，鉄滓６）が散在した状態で出土している。また，混入した須恵器片３２点も出土している。１４９は北

東コーナー部の床面から出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。１５０は南東コーナー部

の覆土下層から出土した土器が接合したものであり，１５１は竈覆土および竈左側の覆土下層，南西部の覆土中

層から出土した土器が接合したものである。いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器および重複関係から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
２ 明 赤 褐 色 焼土ブロック中量
３ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化

粒子少量

４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
５ 灰 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子・灰中量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

第６５図 第２０２９号住居跡出土遺物実測図�
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第２０３０号住居跡（第６７～７１図）

位置 調査区南西部のＤ９ｃ０区，標高２０�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０２９・２０４１号住居，第３７０・３７６・３７７号掘立柱建物，第１４号柵，第２７４９号土坑に掘り込まれてい

る。

規模と形状 長軸５�６７ｍ，短軸５�５７ｍの方形で，主軸方向はＮ－３７°－Ｗである。壁高は２５～４５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められている。壁下には，幅９～１６�，深さ４～７�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２９�，袖部幅１１２�であり，袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火

を受けて赤変硬化している。また，７�の厚みで灰が堆積している。煙道部は壁外へ４２�掘り込まれ，火床部

から急な傾斜で立ち上がっている。

第６６図 第２０２９号住居跡出土遺物実測図�

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

少量
２ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量

３ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子中量
５ 灰 白 色 灰多量，焼土ブロック少量

第２０２９号住居跡出土遺物観察表（第６５・６６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１４９ 土師器 坏 １２�６ ３�９ － 石英・雲母 灰黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ８５％ PL１５４

１５０ 土師器 坏 １３�２ ４�４ － 石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ナデ 覆土下層 ６０％ PL１５４

１５１ 土師器 甕 － （２０�４）［８�８］ 長石・石英・雲母 灰褐色 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 竈覆土 ３５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP３９ 支脚 １６�８ ８�４ ７�２ ８２７�４ 土（長石） ナデ にぶい橙色 竈火床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１７ 砥石 ８�２ ２�３ １�８ ４２�３ 凝灰岩 砥面４面 上部に穿孔有り 覆土下層 PL１９５

―８２―



第６７図 第２０３０号住居跡実測図�
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ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは７３～７６�である。Ｐ５は深さ２１�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径１１９�，短径７３�の楕円形で，深さは３１�である。底面は皿状

で，壁は外傾して立ち上がり，人為堆積の状況を示している。

覆土 ５層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３６５点（坏１７５，高坏５，壺１，甕類１８０，甑３，手捏土器１），土製品２（支脚），鉄

製品１（刀子），鉄滓３が竈周辺の床面と中央部を中心に出土している。また，混入した須恵器片２６点，陶器

片１点も出土している。中央部の遺物の多くは細片であり出土層位も上層であることから，住居の廃絶後に投

棄されたものと考えられる。１５３・１５９は竈の左側，１５２・１５８・１６０・１６２は竈の右側，１５６は北東コーナー部，１５７

は東部やや南寄りの床面から出土しており，いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。１５５はＰ４

の覆土から出土しており，柱の抜き取り後に流れ込んだものと考えられる。また，DP４０は竈左側の床面，Ｍ

１０は中央部の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器および重複関係から６世紀後葉と考えられる。

第６８図 第２０３０号住居跡実測図�

貯蔵穴土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
２ 褐 色 焼土ブロック中量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック中量

第６９図 第２０３０号住居跡出土遺物実測図�

―８４―



第７０図 第２０３０号住居跡出土遺物実測図�

―８５―



第２０３２号住居跡（第７２・７３図）

位置 調査区南西部のＤ９ｅ０区，標高２０�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０３１・２０３５号住居，第３０４・３０５・３７０号掘立柱建物，第２６２０・２７５７号土坑に掘り込まれている。

第７１図 第２０３０号住居跡出土遺物実測図�

第２０３０号住居跡出土遺物観察表（第６９～７１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１５２ 土師器 坏 １０�５ ３�８ － 長石・石英・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 床面 ９０％ PL１５４

１５３ 土師器 坏 １２�２ ４�１ － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
放射状の磨き 床面 ９０％ PL１５４

１５４ 土師器 坏 １３�２ ４�８ － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 竈覆土下層 ８５％ PL１５４

１５５ 土師器 坏 １２�６ ５�７ ６�６ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 覆土 ９０％

１５６ 土師器 高坏 １５�５ １２�２ １２�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子・礫 橙 普通 口辺部外面横ナデ 内面ヘラ磨き 坏部外面ヘ
ラ削り 内面放射状の磨き 脚部外面ヘラ磨き 床面 ９０％ PL１７３

１５７ 土師器 高坏［１１�３］１０�０ １０�１ 長石・赤色粒子 明黄褐 普通 口辺部内外面ヘラ磨き 坏部外面ヘラ削り 内面放射状の磨
き 脚部外面ヘラ削り後ヘラ磨き 内面ナデ 脚部スリット 床面 ８０％ PL１７４

１５８ 土師器 壺 ７�５ ９�１ － 長石・石英・赤色粒子・礫 橙 普通 口辺部外面ヘラ磨き 内面横ナデ 体部外面ヘ
ラ削り 内面ナデ 底部外面ヘラ削り 床面 １００％ PL１７１

１５９ 土師器 甕 ２２�８ ３３�８ ７�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ９５％ PL１８１

１６０ 土師器 甕 １３�７ １８�６ ５�５ 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ９５％ PL１７５

１６１ 土師器 甕 １３�６ １９�７ ７�０ 長石・石英・小礫 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘラ
磨き 内面ヘラナデ 覆土下層 ９５％ PL１７５

１６２ 土師器 甑 ２４�１ ２７�５ １０�２ 長石・石英・雲母・礫 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘラ
磨き 内面ヘラ磨き 床面 ９５％ PL１８５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４０ 支脚 （１６�５） ７�４ ７�７ （６３２�２） 土（長石） ナデ 指頭痕 にぶい橙色 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１０ 刀子 （１０�５） １�２ ０�５ （１０�１） 鉄 茎部一部欠損 床面 PL１９８

―８６―



規模と形状 長軸５�６１ｍ，短軸４�５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３８°－Ｅである。壁高は８～２６�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１２～１７�，深さ３～６�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

ピット ３か所。Ｐ１は深さ４８�，Ｐ２は深さ５８�で，ともに主柱穴である。Ｐ３の性格は不明である。北側

の柱穴については，第３０５号掘立柱建物の柱掘り方と第３０４号掘立柱建物のＰ１によって掘り込まれているもの

と考えられる。

覆土 ８層に分けられる。不自然な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第７２図 第２０３２号住居跡実測図

―８７―



遺物出土状況 土師器片４７点（坩２，高坏３，甕４２）が出土している。また，混入した須恵器片１点も出土し

ている。遺物のほとんどは細片であり，出土量も少ない。１６３は中央部西寄りの覆土中層から横位で出土して

おり，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器および重複関係から５世紀前半と考えられる。

第２０３４Ａ号住居跡（第７４・７５図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｆ１区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０３４Ｂ・２０３５号住居跡を掘り込み，第３７２・３７５号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�４８ｍ，短軸４�２９ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｗである。壁高は３０～４０�で，ほぼ直

線的に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１０～１４�，深さ４～８�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。第２０３４Ｂ号住居跡の床面上にローム土を主体とする褐色土で構築した貼床である。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１８�，袖部幅１３０�である。袖部はローム

土混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面を２６�掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に５６�掘り込まれ，階段状に立ち上がっている。

第７３図 第２０３２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量

５ 灰 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子中量，ローム
ブロック少量

６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量

第２０３２号住居跡出土遺物観察表（第７３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１６３ 土師器 台付甕 １９�６（２６�６） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ハケ目調整後ヘ
ラ磨き 内面ヘラナデ 覆土中層 ８０％ PL１７２

―８８―



８ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量，炭化物少量
９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク少量
１０ 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１１ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ロームブロック・

炭化物少量

１２ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量，焼土ブロック少量
１３ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土粒子少量
１４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子・

砂質粘土粒子少量

第７４図 第２０３４Ａ号住居跡実測図

―８９―



覆土 ７層に分けられる。各層にロームブロックを多く含む人為堆積である。第７層は貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片７５７点（坏６９，甕類６８８），須恵器片２２点（坏１９，壺１，甕類２），土製品１点（土玉），

石製品１点（紡錘車），不明鉄製品２点のほか，混入した灰釉陶器１点，陶器片３点も出土している。１６４は竈

の覆土，１６６は北壁際の覆土下層，１６５は中央部の覆土下層から床面，DP４１は中央部の覆土下層，Ｍ１１は中央

部の床面よりそれぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 貼床の下に壁溝を検出しており，住居の建て替えが行われている。時期は，出土土器から７世紀中葉と

考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ロームブロック中量

第７５図 第２０３４Ａ号住居跡出土遺物実測図

第２０３４Ａ号住居跡出土遺物観察表（第７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１６４ 土師器 坏 ［１２�２］ ３�１ － 長石・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 竈覆土 ４５％

１６５ 土師器 甕 ２５�１（２９�５） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 下位
ヘラ磨き 内面輪積を残すヘラナデ 指頭痕 覆土下層～床面 ４５％

１６６ 土師器 甕 ［１５�０］１４�０ ７�０ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 下位ヘラ
削り 内面ヘラナデ 底部木葉痕 覆土下層 ６０％

―９０―



第２０３４Ｂ号住居跡（第７６図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｆ１区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０３４Ａ号住居，第３７２・３７５号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 第２０３４Ａ号住居に掘り込まれているが，長軸４�２０ｍ，短軸４�００ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°

－Ｗと推定される。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。幅１０～１８�，深さ４～６�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が

巡っている。

第７６図 第２０３４Ｂ号住居跡・出土遺物実測図

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４１ 小玉 １�０ ０�９ ０�２ ０�８ 土（長石） ナデ 一方向の穿孔 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１１ 鏃ヵ （７�５） ０�４ ０�３ （３�６） 鉄 茎部のみ残存 断面長方形 床面

―９１―



竈 北壁中央部に付設され，第２０３４Ａ号の竈を構築する際に取り壊されたものと考えられる。

覆土 単一層で，壁溝の覆土のみが確認されている。

遺物出土状況 石製品１点（紡錘車）だけが出土している。Ｑ１８は東壁際の床面から出土し，住居の廃絶時に

遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，本住居を作り替えた第２０３４Ａ号住居跡が７世紀中葉に比定されることから，それ以前と考えら

れる。

第２０３５号住居跡（第７７・７８図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｅ１区，標高２０�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０３２号住居跡を掘り込み，第２０３４・２０３６号住居，第３７２・３７５号掘立柱建物，第７号柵に掘り込ま

れている。

規模と形状 長軸６�０４ｍ，短軸５�５４ｍほどの長方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は２３～３５�で，

ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅２０～２５�，深さ５～１１�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。また，床面には焼土が堆積し，炭化材が確認されている。

ピット １０か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６８～８９�である。Ｐ５は深さ２８�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７・Ｐ９は支柱穴と考えられるが，その他の性

格は不明である。

覆土 ５層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片８４１点（坏２２２，甕類６１９），須恵器片１２点（坏４，甕類８），土製品１点（小玉），鉄製

品２点（刀子）が散在した状態で出土している。また，遺物の多くは細片であり，出土位置は覆土上層である。

１６７・１６８は北東コーナー部の覆土中層から出土しており，住居廃絶後に廃棄されたものと考えられる。Ｍ１２，

Ｍ１３は南西コーナー部の覆土中層から出土しているが，いずれも床に堆積した焼土よりも上層から出土してい

ることから，焼失後，投棄されたものと考えられる。また，DP４２は，中央部の覆土中層から出土している。

所見 床面に焼土が堆積し，炭化材も確認されていることから，焼失住居と考えられる。遺棄された遺物がほ

とんどないため廃絶に伴っての焼失と想定され，廃絶時期は，７世紀前葉以前と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量

４ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子中量
５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量

第２０３４Ｂ号住居跡出土遺物観察表（第７６図）

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１８ 紡錘車 ４�２ １�７ ０�９ （３７�６） 滑石 断面台形 上面に一方向の線状痕 両面穿孔 床面

―９２―



第７７図 第２０３５号住居跡実測図

―９３―



第２０３７号住居跡（第７９～８１図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｈ２区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２６１９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�１５ｍ，短軸４�８３ｍの方形で，主軸方向はＮ－１６°－Ｗである。壁高は５～２５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で中央部が踏み固められている。南東部および南壁下を除いて，幅１６～２０�，深さ３～５�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２３�，袖部幅９５�である。袖部は砂質粘

土を用いて構築されている。火床部は地山面を５�掘りくぼめた後，床面とほぼ同じ高さまで埋め戻して使用

しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３５�ほど掘り込まれ，火床部から外傾して

立ち上がっている。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５３�～６０�である。Ｐ５は深さ３２�で，南壁際の中央部に位

置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７の性格は不明である。

第７８図 第２０３５号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・ロ－ム粒子少量
３ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
９ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化

粒子少量

１０ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，ロームブロッ
ク少量

１１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，砂質粘土粒

子少量
１３ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
１４ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量

第２０３５号住居跡出土遺物観察表（第７８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１６７ 土師器 坏 １３�２ ４�４ － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 覆土下層 ５０％

１６８ 土師器 坏 ［１３�０］ ４�７ － 長石・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ナデ 覆土下層 ５０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４２ 小玉 １�０ １�１ ０�１ １�０ 土（長石・石英・雲母） ナデ 一方向の穿孔 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２ 刀子 （２�８） （０�７） （０�２）（１�７） 鉄 刀先部の破片 覆土中層

Ｍ１３ 刀子 （５�４） １�５ ０�２ （１０�０） 鉄 刀部欠損 茎部・柄口金具一部欠損 金具幅１�６�
片区 木質残存 覆土中層 PL１９８

―９４―



第７９図 第２０３７号住居跡実測図

―９５―



貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径７８�，短径６３�の楕円形で，深さは２５�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，自然堆積の状況を示している。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片５９８点（坏６０，甕類５３７，手捏土器１），須恵器片２１点（坏４，甕類１７），土製品１点（支

脚）が北部を中心に出土している。１６９は北西コーナー部の床面，１７４は中央部の床面，１７６は北東部の覆土上

層からそれぞれ出土している。１７０・１７１は竈右側の床面から重なり合った状態で出土しており，いずれも住居

廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，１７２は貯蔵穴の覆土下層から，１７３は竈左側の覆土中層から出土

している。１７５は竈覆土上層，１７７は竈覆土中層から出土しており，ともに火を受けた跡が認められることから，

竈内で使用されていたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量

３ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第８０図 第２０３７号住居跡出土遺物実測図�

―９６―



第８１図 第２０３７号住居跡出土遺物実測図�

―９７―



第２０３８号住居跡（第８２図）

位置 調査区南西部のＤ９ｊ０区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０３９号住居跡の覆土中に構築されている。

規模と形状 長軸３�９５ｍ，短軸２�６５ｍほどの長方形で，主軸方向はＮ－２５°－Ｗである。壁高は２３～２８�で，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁溝の近くまで踏み固められている。壁下には幅８～１３�，深さ７～９�で，Ｕ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８１�，袖部幅７３�であり，袖部は床面とほ

ぼ同じ高さの地山面にローム混じりの砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さの地山

面を使用している。火床面は若干赤変しているものの焼けしまりがないことから，竈の使用頻度は低かったと

考えられる。煙道部は壁外へ１３�ほど掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２６５点（坏１１０，甕類１５５），須恵器片８点（坏３，甕類５）が散在した状態で出土して

いる。１７９は竈前部の覆土下層，１７８・１８０は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。遺物数は多いが，

ほとんどが細片で出土層位も上層であることから，住居廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器および重複関係から７世紀後葉以前と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，炭化粒子少量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
４ 灰 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・
炭化粒子少量

８ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土
粒子少量

９ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質
粘土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
３ 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量

４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子・砂質
粘土粒子少量

５ 褐 色 ローム粒子多量

第２０３７号住居跡出土遺物観察表（第８０・８１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１６９ 土師器 坏 １４�２ ５�２ － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％ PL１５４

１７０ 土師器 坏 １４�６ ４�９ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ８０％ PL１５４

１７１ 土師器 坏 １５�０ ４�２ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 床面 ８５％ PL１５４

１７２ 土師器 坏 ［２０�０］ ５�９ － 長石・雲母 黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 貯蔵穴
覆土下層 ４５％

１７３ 土師器 甕 １７�６ ２５�３ ［７�４］ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 覆土中層 ７５％煤付着

１７４ 土師器 甕 ２２�８ ３５�３ ９�４ 長石・石英・雲母 明黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ８０％ PL１８１

１７５ 土師器 甕 － （２６�１） ８�０ 長石・石英・礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 竈覆土上層 ５０％

１７６ 土師器 小形甕 １３�６ １４�４ ６�７ 長石・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪積
痕 内面ヘラナデ 輪積痕 覆土上層 ９０％ PL１７６

１７７ 土師器 小形甕 １５�５ ２０�０ ７�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子・礫 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 竈覆土中層 ８５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４３ 支脚 （１６�５） ７�２ ６�８ （７５３�０）土（長石・石英） ナデ 指頭痕 竈火床面

―９８―



第８２図 第２０３８号住居跡・出土遺物実測図

第２０３８号住居跡出土遺物観察表（第８２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１７８ 土師器 坏 １３�６ ３�１ － 長石・石英・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ５％

１７９ 土師器 坏 ［１３�０］（３�９） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ５％

１８０ 土師器 甕 ［１４�８］（７�７） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面輪積痕 覆土下層 ５０％

―９９―



第２０３９号住居跡（第８３～８５図）

位置 調査区南西部のＤ９ｊ０区，標高１９�０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０３８・２０４０号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�３８ｍ，短軸６�１４ｍの方形で，主軸方向はＮ－３１°－Ｗである。壁高は２４～５６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められている。壁下には，幅１１～１７�，深さ４～８�で，Ｕ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。床面には焼土が堆積しており，焼土土層は西部では１０�ほど，南部壁際で２０�ほ

どの厚みを有している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１６８�，袖部幅１７２�であり，袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土を用いて構築されている。第１０層上面および第１３層上面で火床面が確認され

ている。１３層上面には灰が堆積し，１０層上面では支脚が出土していることから，使用過程で火床面が上昇した

と考えられる。煙道部は壁外へ５６�ほど掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。また，天井部が

一部遺存している。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６８～７８�である。Ｐ５は深さ２０�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ１・Ｐ４はともに底部に２か

所のあたりが確認できることから，柱を取り替えた可能性が考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径９４�，短径７６�ほどの楕円形で，深さは４１�である。底面は皿

状で，壁は外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

覆土 １６層に分けられる。不自然な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１９１４点（坏５２８，高坏３，鉢３４，甕類１３４９），須恵器片３６点（坏１１，高盤１，甕類２４），

竈土層解説
１ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子少量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子

中量，炭化物少量
３ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子少量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒

子・炭化粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック，ローム粒子・砂質粘土粒子少量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
８ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子少量
９ にぶい褐色 粘土ブロック多量，焼土粒子少量
１０ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土粒子少量
１１ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子・灰中量，焼土

粒子・炭化粒子少量

１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・灰中量，焼土
ブロック少量

１３ にぶい褐色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子中量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック中量，焼土

粒子少量
１５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量
１６ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，砂質粘土粒子中量
１７ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子中量，焼土ブロ

ック・炭化粒子少量
１８ 褐 色 ロームブロック・炭化物・砂質粘土粒子中量
１９ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭

化物少量
２０ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子・砂質粘土

粒子少量
２１ 赤 褐 色 焼土粒子多量
２２ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
２３ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

３ 褐 色 ローム粒子・砂中量，焼土粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量

９ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子・砂質
粘土粒子少量

１０ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１２ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量
１３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１５ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１６ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量

―１００―



土製品１点（土玉），石器１点（砥石）が北部を中心に出土している。また，混入した灰釉陶器片１点も出土

している。１８５・１８６は竈内から出土し，１８５は支脚上から正位，１８６は竈内に落ち込むような状態で横位で出土

しており，火を受けていることから，ともに竈で使用されていたものと考えられる。１８１・Ｑ１９は南壁際に堆

積する焼土の下層から出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。１８２は南部，１８３は西壁

際，１８４は北壁際の覆土中層からいずれも出土しており，出土位置は焼土よりも上層であることから，住居の

廃絶後に投棄されたものと考えられる。また，DP４４は貯蔵穴の覆土から出土している。

所見 覆土中に炭化材が含まれ，床面に焼土が確認されていることから，廃絶に伴う焼失住居と考えられる。

時期は，出土土器および重複関係から７世紀中葉と考えられる。

第８３図 第２０３９号住居跡実測図

―１０１―



第８４図 第２０３９号住居跡・出土遺物実測図

―１０２―



第８５図 第２０３９号住居跡出土遺物実測図

―１０３―



第２０４０号住居跡（第８６・８７図）

位置 調査区南部のＥ９ａ９区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０３９号住居跡を掘り込み，第２６３４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�０２ｍ，短軸４�００ｍの方形で，主軸方向はＮ－１３°－Ｗである。壁高は８～４３�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～１２�，深さ４～８�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１００�，袖部幅１２４�である。袖部は砂質粘

土とローム土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙

道部は壁外に３０�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは２８～４６�である。Ｐ５は深さ２８�で，南壁際の中央部に位置

していることや，硬化面の広がりから見て出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６はＰ５を掘り込んでい

るが，性格は不明である。

覆土 ７層に分けられる。各層にロームブロックと砂質粘土ブロックを多く含み，不自然な堆積状況を示した

人為堆積である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子少量
６ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子少量
７ 暗 赤 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
８ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子少量

９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
１０ 灰 赤 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
１１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
１２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子中量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量
１５ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量
１７ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・砂質粘土ブ

ロック・炭化粒子少量

４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

第２０３９号住居跡出土遺物観察表（第８４・８５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８１ 土師器 坏 １９�４ ６�９ － 長石・雲母 黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ６０％

１８２ 土師器 坏 １１�４ ３�５ － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 ７０％ PL１５４

１８３ 土師器 坏 １１�２ ４�１ － 長石・石英・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 ６０％ PL１５４

１８４ 土師器 坏 １０�７ ４�２ － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 ５０％

１８５ 土師器 甕 ２２�３ ３６�４ ７�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 竈覆土 ９０％ 煤付着

PL１８１

１８６ 土師器 甕 ２５�７ ３４�３ ８�９ 長石・石英・雲母 明黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 竈覆土 ８０％ PL１８１

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４４ 小玉 ０�６ ０�５ ０�１ ０�２ 土（長石・石英・雲母） ナデ 一方向の穿孔 貯蔵穴覆土 PL１９０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１９ 砥石 ２９�３ １１�６ ３�７ １０３３�９ 凝灰岩 砥面５面 うち１面は溝状の研磨痕有り 覆土下層 PL１９５

―１０４―



遺物出土状況 土師器片２７６点（坏４７，甕類２２９），須恵器片１１点（坏５，短頸壺２，甕類４），土製品１点（球

状土錘），鉄製品１点（鏃）が出土している。１８８はＰ５の覆土上層，１８９は北西コーナー寄りの覆土中層と下

層，１９０は南壁際の覆土下層，１８７は中央部の覆土下層からそれぞれ出土し，いずれも住居の廃絶後に廃棄され

たものと考えられる。また，Ｍ１４は東壁際の覆土下層，DP４５は竈の左袖上から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉から７世紀前葉と考えられる。

第８６図 第２０４０号住居跡実測図

―１０５―



第２０４１号住居跡（第８８～９０図）

位置 調査区部のＤ１０ｃ２区，標高２０�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０３０・２０４９号住居跡を掘り込み，第２０４２号住居，第３７７号掘立柱建物，第１４号柵，第２７６３号土坑

に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�７５ｍ，短軸７�１５ｍの方形で，主軸方向はＮ－５５°－Ｅである。壁高は７～２７�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１２～２１�，深さ６～１０�でＵ字状の断面形を呈

する壁溝が巡っている。

竈 東壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３５�，袖部幅１１２�である。火床部は床面

を８�皿状に掘りくぼめた部分を床面とほぼ同じ高さまで埋め戻して使用しており，火床面は火を受けて赤変

硬化している。煙道部は壁外に５５�ほど掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

第８７図 第２０４０号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子・

砂質粘土粒子少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

４ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

第２０４０号住居跡出土遺物観察表（第８７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８７ 須恵器 短頸壺 ７�３ ５�１ ６�０ 長石・石英 灰 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ下端手持ちヘラ
削り 底部回転ヘラ切り後多方向の手持ちヘラ削り 覆土下層 ８０％ PL１７０

１８８ 土師器 甕 ［２２�４］（７�３） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ内面ヘラナデ Ｐ５覆土上層 ５％

１８９ 土師器 甕 ［１４�８］（８�５） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き内面ナデ
頸部外面工具痕・指頭痕 覆土中層～ 下層 ５％

１９０ 土師器 甕 ［１２�４］（５�９） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面縦位のヘラ削り
内面輪積を残すナデ 覆土下層 ５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４５球状土錘 ２�３ １�９ ０�８ ９�０ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 覆土上層 PL１８９

番号 器種 長さ 厚さ 幅 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４ 鏃ヵ （１２�０） ０�４ ０�４ （１１�５） 鉄 茎のみ残存 断面長方形 覆土下層

―１０６―



第８８図 第２０４１号住居跡実測図�

―１０７―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６２～９２�である。Ｐ５は深さ１６�で，西壁際の中央部に位置

することや硬化面の広がりから見て，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ４層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片８８８点（坏２０４，椀１，甕類６８３），石製品１点（紡錘車），鉄滓１点が散在した状態で

出土している。遺物量は多いがほとんどは細片であり，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。１９１は

北壁際，１９２・１９３は東壁際の覆土下層からいずれも出土し，Ｑ２０は西壁際の覆土中層から出土している。

所見 本調査区におけるこの時期の住居は，北に竈をもつものが大半であり，東に竈をもつ例は少ない。北竈

からの作り替えを想定したが，北壁際には竈の痕跡は認められない。時期は，出土土器および重複関係から７

世紀前葉と考えられる。

第８９図 第２０４１号住居跡実測図�

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量

３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第９０図 第２０４１号住居跡出土遺物実測図

第２０４１号住居跡出土遺物観察表（第９０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９１ 土師器 坏 ［１５�６］（６�３） － 長石・石英・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ２０％

１９２ 土師器 坏 ［１３�４］（３�１） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 １５％

１９３ 土師器 壺 ［７�２］ ９�９ － 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ヘラナデ 覆土下層 ７０％ PL１７１

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２０ 紡錘車 ４�１ ２�０ ０�６ ４７�２ 蛇紋岩 ナデ 円錐台形 覆土中層

―１０８―



第２０４２号住居跡（第９１・９２図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｃ２区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０４１・２０４９号住居跡を掘り込み，第２７６３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�８０ｍ，短軸４�４０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４１°－Ｗである。壁高は４～８�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

竈 北壁の中央部にわずかに掘り方の痕跡が確認されている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは４０～５０�である。Ｐ４は南壁際の中央に位置していることか

ら，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５の性格は不明である。

覆土 単一層でロームブロックを多く含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１１２点（坏３７，高坏１，甕類７４），須恵器片８点（壺），石器・石製品３点（砥石，管

玉，紡錘車）のほか，混入した土師器片１点，須恵器片８点，瓦質土器片１点，鉄製品２点も出土している。

Ｑ２２は北壁際の床面，Ｑ２３は西壁際の床面，Ｑ２１は中央部の床面から出土し，いずれも住居廃絶時に遺棄され

たものと考えられる。

所見 ７世紀前葉に比定される第２０４１号住居跡を掘り込んでいることから，時期は７世紀前葉以降と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量

第９１図 第２０４２号住居跡実測図
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第２０４４号住居跡（第９３～９５図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｇ３区，標高２２ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２２０８・２２０９号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�５７ｍ，短軸５�０７ｍほどの方形で，主軸方向はＮ－２６°－Ｗである。壁高は３０～４２�で，ほ

ぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１４～１６�，深さ５～９�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２６�，袖部幅１１２�であり，袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土を用いて構築されている。また，袖部内から土師器甕片が多数出土しており，

袖の補強材として使用されていたと考えられる。火床部は床面を５�掘りくぼめて使用しており，火床面は火

を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ３９�ほど掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。

第２・３層は，天井部の崩落層である。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ４７�，Ｐ２は深さ５６�で，ともに主柱穴である。Ｐ１・Ｐ２と対応する主柱穴お

よび出入口施設に伴うピットは，第２２０８・２２０９号住居によって壊されていると考えられる。

第９２図 第２０４２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
４ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・

炭化粒子少量

５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子中量，焼土ブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２２ 管玉 ０�８ ２�５ ０�３ （２�９） 碧玉 二方向からの穿孔 一部欠損 床面 PL１９２

Ｑ２３ 紡錘車 ４�４ ２�０ １�０ （５４�０） 蛇紋岩 断面台形 全面に放射状の線刻 双方からの穿孔 床面 PL１９３

第２０４２号住居跡出土遺物観察表（第９２図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２１ 砥石 （７�３） （７�８） （３�１）（２０２�６） 凝灰岩 砥面５面 表面及び端部に条線状の研痕 床面 PL１９５
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第９３図 第２０４４号住居跡実測図
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覆土 ７層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１７２７点（坏２４５，椀１，高坏１，鉢７，甕類１４６９，甑１，手捏土器３），土製品２点（支

脚２），石製品１点（紡錘車），鉄製品４点（刀子３，釘）が，竈前面から中央部を中心に出土している。また，

混入した石鏃１点，須恵器片７３点，青磁片１点が出土している。遺物量は多いがほとんどは細片であり，住居

の廃絶後に投棄されたものと考えられる。１９４は東壁際，１９５は南西部の覆土下層から出土している。１９６・１９８

は北東部の床面，１９９は南西部の床面からそれぞれ出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられ

る。１９７は北西部の覆土中層から出土した破片を接合したものであり，住居の廃絶後に投棄されたものと考え

られる。Ｑ２４は西部の覆土下層，Ｍ１５・１６・１７はいずれも北西部の覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器および重複関係から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

５ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
６ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第９４図 第２０４４号住居跡出土遺物実測図�
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第２０４５号住居跡（第９６図）

位置 調査区西部のＣ１０ｈ３区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２７７４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�６５ｍ，短軸５�５７ｍの方形で，主軸方向はＮ－１５°－Ｗである。壁高は２～９�で，外傾し

第９５図 第２０４４号住居跡出土遺物実測図�

第２０４４号住居跡出土遺物観察表（第９４・９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９４ 土師器 坏 ［１２�３］ ３�７ － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ３０％

１９５ 土師器 坏 ［１２�７］（４�０） － 長石・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ナデ 覆土下層 ２０％

１９６ 土師器 鉢 １７�０ １２�９ ６�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 底部外面ヘラ削り 床面 ９０％ PL１６９

１９７ 土師器 鉢 ［１７�５］１３�１ ７�５ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 底部外面ヘラ削り 覆土中層 ４０％

１９８ 土師器 甕 ［１３�０］１１�５ ６�０ 長石・雲母・赤色粒子・礫 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 底部外面ヘラ削り 床面 ６０％

１９９ 土師器 甕 ２２�６（３０�８） － 長石・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ３０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４ 紡錘車 ４�５ １�０ ０�８ ２９�２ 粘板岩 ナデ 円錐台形 下部欠損 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５ 刀子 （５�４） １�２ ０�１ （５�６） 鉄 刀部の破片 茎部欠損 覆土中層

Ｍ１６ 刀子 （３�５） １�１ ０�４ （３�７） 鉄 刀部の破片 茎部欠損 覆土中層

Ｍ１７ 刀子 （４�５） ０�６ ０�２ （３�３） 鉄 刀部欠損 茎部の破片 覆土中層

Ｍ１８ 釘 （４�３） ０�５ ０�４ （３�２） 鉄 頭部欠損 断面方形の棒状 覆土中層
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て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１３～１８�，深さ３～６�でＵ字状の断面を

を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０８�，袖部幅１５１�，壁外への掘り込みは

３４�である。袖部は，床面とほぼ同じ高さの地山面にローム混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床

面とほぼ同じ高さの平坦面をそのまま使用し，火床面は火を受けて赤変硬化している。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土粒子少量
４ にぶい褐色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・砂質粘土粒子微量

６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土粒子少量
７ にぶい褐色 ロームブロック中量
８ 赤 黒 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
９ 褐 色 ロームブロック中量
１０ 暗 赤 褐 色 ロームブロック中量・焼土ブロック中量・炭化物微量

第９６図 第２０４５号住居跡実測図
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ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５９～７１�である。Ｐ５は深さ３５�，Ｐ６は深さ４４�で，竈と

南壁を結ぶ直線上に位置していることから，ともに出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７の性格は不明

である。

覆土 床面の一部が露出した状態で検出されており，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片９４点（坏１，甕９３），須恵器片５２点（坏３３，蓋１，甕１８）が出土しているが，いずれ

も細片である。

所見 出土遺物が細片のため遺物による時期決定は困難であるが，時期は，住居の規模および周辺に位置する

住居跡の主軸方向などから古墳時代後期と考えられる。

第２０４８号住居跡（第９７・９８図）

位置 調査区南部のＤ１１ａ８区，標高１９�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２１５３Ａ住居，第４５号井戸，第２４９６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南北軸５�１２ｍ，東西軸３�４４ｍだけが確認され，方形または長方形と推定される。主軸方向はＮ－

４３°－Ｅである。壁高は１４～２０�で，外傾して立ちあがっている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ３層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
１ 黒 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第９７図 第２０４８号住居跡実測図
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遺物出土状況 土師器片１点（器台），石器１点（石鏃）が出土している。また，混入した須恵器片１点も出

土している。２００は南部の覆土上層，Ｑ２５は覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 遺物が少ないため時期の特定は難しいが，竈がない住居形態や重複関係から５世紀以前と考えられる。

第２０４９号住居跡（第９９図）

位置 調査区西部のＤ１０ｂ２区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０４１・２０４２号住居，第３７７号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�３０ｍ，短軸３�２５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－６５°－Ｅである。壁高は２５～３０�で，外傾

して立ち上がっている。

第９８図 第２０４８号住居跡出土遺物実測図

第９９図 第２０４９号住居跡実測図

第２０４８号住居跡出土遺物観察表（第９８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２００ 土師器 器台 － （３�９） － 長石・石英 にぶい橙 普通 脚部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 覆土上層 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２５ 鏃 ２�１ １�６ ０�２ ０�７ チャート 両面押圧�離による加工 無茎 覆土下層

―１１６―



床 ほぼ平坦である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ１６～２２�である。Ｐ５は深さ１４�で，南壁際に位置しているこ

とから出入口施設に伴うピットと考えられる。

遺物出土状況 土師器片１９点（坏３，甕類１６）が出土している。土器はいずれも細片のため，図示できるもの

はない。

所見 時期は，７世紀前葉に比定される第２０４１号住居に掘り込まれていることから，７世紀前葉以前と考えら

れる。

第２０５１号住居跡（第１００～１０２図）

位置 調査区北西部のＤ９ｈ８区，標高２２ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０２３号住居，第１２２号溝，第２６６４～２６７０・２７４８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸８�８９ｍ，短軸８�８５ｍの方形で，主軸方向はＮ－４２°－Ｗである。壁高は２３～５５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，各壁の近くまで踏み固められている。南壁中央部ではＰ５を囲むように馬蹄形の土手状の高

まりが確認されており，この周囲が特に硬化している。壁下には，幅１２～２１�，深さ６～１１�でＵ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。また，東西壁際には，長さ１１９～１５５�，幅２９～３９�，深さ７～１２�でＵ字状の断

面を呈する間仕切り溝が６条検出されている。床面全体に焼土が堆積しており，炭化材も認められる。焼土層

は，中央部Ｐ１０付近では２２�の厚みを有している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１６５�，袖部幅１７１�である。火床部は床面

とほぼ同じ高さの地山面を使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ８９�掘り込

まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第２・３・４層は，天井部の崩落層である。

ピット １０か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは８７～９４�である。Ｐ５は深さ３５�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ２４�で，Ｐ１とＰ２

のほぼ中間に位置している。また，Ｐ９は深さ８�で，Ｐ３とＰ４のほぼ中間に位置していることから，とも

に支柱穴と考えられる。Ｐ７・８・１０の性格は不明である。

貯蔵穴 ３か所。貯蔵穴１，貯蔵穴２は，ともに北東コーナー部に位置している。貯蔵穴１は，長軸１５８�，

短軸７９�の隅丸長方形で，深さは５４�である。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。貯蔵穴２は，

長軸１３２�，短軸７１�の隅丸長方形で，深さは６４�である。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴１の覆土上層はやや硬化しており，床として使用した痕跡が認められることから，貯蔵穴１を廃絶した

後に貯蔵穴２を使用したと考えられる。貯蔵穴３は南中央部壁際に位置し，長径９４�，短径８０�の不整楕円形

で，深さは３６�である。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。覆土は，いずれも人為堆積の状況を

示している。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化物少量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子中量，焼土ブロッ

ク・炭化粒子少量

４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量
６ 暗 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
７ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量

貯蔵穴２土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量

―１１７―



覆土 ６層に分けられる。多量の焼土ブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

貯蔵穴３土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

４ 暗 褐 色 ロ－ム粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化ブロック少量

４ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量
５ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１００図 第２０５１号住居跡実測図�

―１１８―



第１０１図 第２０５１号住居跡実測図�

―１１９―



遺物出土状況 土師器片２８２９点（坏６７３，高坏１０，壺３２，甕類２１０９，ミニチュア土器２，手捏土器３），須恵器

片３７点（坏２３，甕１４），土製品９（支脚６，土玉２，玉１），石製品１点（紡錘車），銅製品１点（薬匙カ）が

散在した状態で出土している。また，混入した縄文土器片２点も出土している。遺物量は多いがほとんどが細

片であり，出土層位は床面に堆積した焼土よりも上層であることから，住居廃絶後に投棄されたものと考えら

れる。２０１は北東部，２０２は竈前部の床面から出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。２０３

はＰ１の覆土上層から出土しており，柱抜き取り後に投棄されたものと考えられる。２０４は南部の覆土下層か

ら出土しているが，破片を接合したものであり，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。また，DP４７，

DP４６は西部壁際の覆土下層，DP４８は北西部の覆土中層，Ｑ２６は南西コーナー部の覆土下層，Ｍ１９は東部壁際

の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 床面に焼土が堆積し，炭化材も認められることから，焼失住居と考えられる。時期は，出土土器および

重複関係から６世紀後葉と考えられる。

第１０２図 第２０５１号住居跡出土遺物実測図

第２０５１号住居跡出土遺物観察表（第１０２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０１ 土師器 坏 ［１３�６］（４�４） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ２５％

２０２ 土師器 坏 ［１４�６］（３�７） － 長石・石英 明灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ２０％

２０３ 土師器 坏 ［１５�６］（３�４） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ Ｐ１覆土上層 ３５％

２０４ 土師器 甕 ［１６�４］（２０�２） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 覆土下層 ６０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４６ 玉 １�０ １�４ ０�２ １�３ 土（長石・雲母） 棗状 ナデ 一方向の穿孔 覆土下層 PL１８９

―１２０―



第２０５２号住居跡（第１０３～１０５図）

位置 調査区南西部のＥ９ｇ７区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０２６・２１９７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸６�１０ｍ，短軸５�６６ｍの方形で，主軸方向はＮ－２８°－Ｗである。壁高は２８～３５�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，各壁の近くまで踏み固められており，竈から南壁にかけてが特に硬化している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４５�，袖部幅１４８�である。袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土で構築されており，内側は火を受けて赤変している。火床部は床面とほぼ同

じ高さの地山面を使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２８�掘り込まれ，火

床部から急な傾斜で立ち上がっている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５５～６５�である。Ｐ５は深さは２２�，Ｐ６は深さ２４�であり，

ともに竈と対峙する南壁際に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １０層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。なお，第１０層は貼床の層である。

遺物出土状況 土師器片７３０点（坏１６２，高坏１３，甕類５５５），土製品５（勾玉３，小玉２），鉄製品２点（刀子），

種子１点（桃）が散在した状態で出土している。遺物はほとんどが細片であり，住居の廃絶後に投棄されたも

のと考えられる。２０５は北東部，２０６は東部の床面から出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えら

れる。DP４９は北東コーナー部の覆土下層，DP５０は竈左側の覆土中層，DP５１は竈右側の覆土下層，DP５２，DP

５３は南西部壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器および重複関係から７世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化物少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化物少量
３ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化物少量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・炭化物少量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子・焼土粒子中量，炭化物少量
６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子・焼土粒子中量
７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量

８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量
１０ 灰 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土

粒子少量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
１４ 黄 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量

６ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物・砂質粘
土粒子少量

７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 灰 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子中量
９ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４７ 土玉 １�３ １�１ ０�２ ２�２ 土（雲母） ナデ 一方向の穿孔 覆土下層 PL１８９

DP４８ 土玉 １�５ １�４ ０�４ ２�０ 土（雲母） ナデ 一方向の穿孔 片面のみ一か所の穿孔 覆土中層 PL１８９

番号 器種 径 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２６ 紡錘車 ３�３ ３�２ ０�８ （１２�７） 滑石 ヘラ磨き 円錐台形 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９ 不明銅製品 ７�１ ０�４ ０�６ ５�５ 銅 薬さじ状 茎部断面長方形の棒状 覆土下層 PL１９８

―１２１―



第１０３図 第２０５２号住居跡実測図�

―１２２―



第２０５３号住居跡（第１０６～１０８図）

位置 調査区北西部のＢ９ｃ５区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸５�６５ｍ，短軸５�３２ｍの方形で，主軸方向はＮ－１６°－Ｗである。壁高は５０～６７�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１５～２３�，深さ５～１２�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。また，床面に焼土が堆積しており，焼土層は南壁際で７�ほどの厚みを有している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１５８�，袖部幅１２１�であり，袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土で構築されている。火床部は床面を皿状に掘りくぼめて使用しており，火を

第１０４図 第２０５２号住居跡実測図�

第１０５図 第２０５２号住居跡出土遺物実測図

第２０５２号住居跡出土遺物観察表（第１０５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０５ 土師器 坏 １１�５ ３�９ － 雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ６０％

２０６ 土師器 坏 ［１２�０］（３�９） － 長石・石英 黒褐色 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面放
射状の磨き 床面 ３５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４９ 勾玉 ３�１ （１�７） １�０ ３�７ 土（長石・石英） 孔径０�２� ナデ 一方向の穿孔 覆土下層 PL１９０

DP５０ 勾玉 ２�３ １�５ ０�９ ２�５ 土（長石） 孔径０�２� ナデ 一方向の穿孔 覆土中層 PL１９０

DP５１ 勾玉 （３�１） （１�７） （１�３） ７�１ 土（長石） 荒いナデ 覆土下層

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP５２ 小玉 １�２ １�２ ０�２ １�５ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 覆土下層 PL１９０

DP５３ 小玉 ０�８ ０�６ ０�１ ０�３ 土（長石） ナデ 一方向の穿孔 覆土下層 PL１９０

―１２３―



受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４６�掘り込まれ，火床部から緩やな傾斜で立ち上がっている。

第１０６図 第２０５３号住居跡実測図�

―１２４―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５７～６６�である。Ｐ５は深さ２０�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ１・Ｐ２の底部には，あたり

が２か所確認できることから，柱の立て替えが想定される。

覆土 ２３層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片７６８点（坏１２２，椀１２，高坏４，甕類６２２，甑７，ミニチュア土器１），須恵器片３８点（坏

１７，甕類２１），土製品２点（支脚，小玉）が散在した状態で出土している。また，混入した縄文土器片２点，

陶器片６点，磁器片５点，古瀬戸１点，瓦１点も出土している。遺物量は多いがほとんどが細片であり，出土

層位も上層である。２０９はＰ４の覆土中層から，２１１はＰ２の覆土中層から出土しており，柱の抜き取り後に投

棄されたものと考えられる。２０７は中央部の覆土下層，２０８は南部壁際の覆土下層，２１０は北西コーナー部の覆

土下層，２１２は南西部の覆土中層からそれぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶後に投棄されたものと考え

られる。また，DP５４は北西コーナー部，DP５５は南東部壁際の覆土中層から出土している。

所見 床面に焼土が堆積し，覆土中に炭化材が確認できることから，焼失住居と考えられる。時期は，出土土

器および重複関係から６世紀後葉以前と考えられる。

第１０７図 第２０５３号住居跡実測図�

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土ブロック・焼土粒

子少量
２ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック・焼土粒子中量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量
６ 極暗赤褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
７ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土ブロック・炭化粒子少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
９ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子微量
１１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子

炭化粒子微量

１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１３ 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量
１４ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１５ 赤 褐 色 焼土粒子中量，粘土ブロック・炭化粒子微量
１６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量
１７ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒

子微量
１９ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２０ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
２１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
６ 暗 褐 色 炭化材・焼土粒子少量
７ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化材・焼土粒子少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
１０ 褐 色 ローム粒子多量
１１ 褐 色 ローム粒子中量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

１３ 褐 色 ロームブロック中量
１４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１５ 灰 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子中量，炭化材少量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１８ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック，焼土粒子少量，粘土粒子微量
２０ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量
２１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
２３ 暗 褐 色 炭化材中量，ロームブロック・炭化粒子少量

―１２５―



第１０８図 第２０５３号住居跡実測図

第２０５３号住居跡出土遺物観察表（第１０８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０７ 土師器 坏 １４�０ ４�８ － 長石・石英・赤色粒子 褐灰 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ３５％

２０８ 土師器 坏 ［１１�４］ ４�０ － 長石・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ２５％

２０９ 土師器 高坏 １３�６ ８�２ １１�２ 長石・石英・赤色粒子・雲母 黒褐色 普通 口辺部内外面横ナデ 坏部外面ヘラ削り 内面磨き
脚部外面ヘラ削り 内面磨き 裾部内外面横ナデ Ｐ４覆土中層 ９０％ PL１７４

２１０ 土師器 甕 １５�６ １６�０［５�２］長石・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 覆土下層 ８０％ PL１７６

２１１ 土師器 甕 ２２�６ ３４�９ ８�０ 長石・石英 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ Ｐ２覆土中層 ７５％

２１２ 土師器 ミニチュ
ア土器 ２�６ ２�３ ３�０ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部内外面ナデ 覆土中層 １００％ PL１６８

―１２６―



第２０５６号住居跡（第１０９・１１０図）

位置 調査区西部のＢ９ｄ９区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１１４・１２３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�７５ｍ，短軸４�３５ｍの方形で，主軸方向はＮ－２０°－Ｗである。壁高は３０～３８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅９～１７�，深さ４～７�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９５�，袖部幅１０８�であり，袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面にローム混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さの地山面を

使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２２�掘り込まれ，火床部から外傾して

立ち上がっている。

ピット ９か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４５～５６�である。Ｐ５は深さ３５�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ９の性格は不明であるが，いずれもコー

ナー部に位置していることから，支柱穴の可能性も考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置する。長径７５�，短径６４�の楕円形で，深さは３３�である。底面は皿状で，壁

は外傾して立ち上がり，自然堆積の状況を示している。

覆土 １２層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子少量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
４ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
６ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１０ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，ロームブロッ

ク・炭化物少量
１１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

１２ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック
少量

１３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量
１５ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１６ 灰 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１７ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量
１８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量

７ 暗 褐 色 ローム粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
１０ 褐 色 ローム粒子中量・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP５４ 小玉 ０�９ ０�６ ０�１ ０�３ 土（雲母） ナデ 一方向の穿孔 覆土中層 PL１９０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP５５ 支脚 （１５�３）（７�５） （６�５）（５８２�９）土（長石・石英） ナデ 覆土中層

―１２７―



遺物出土状況 土師器片４８８点（坏１０８，甕類３６９，甑１１），土製品３点（支脚２，勾玉１），鉄製品１点（刀子）

が散在した状態で出土している。２１４は北西コーナー部の床面，２１５・２１６・２１８は中央部やや東寄りの床面から

出土しており，いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。２１７は北東コーナー部，２１９は東壁際，２２０

は中央部の覆土下層，２１３は南壁際の覆土中層からそれぞれ出土しており，住居の廃絶後に投棄されたものと

考えられる。また，DP５６は南部の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

第１０９図 第２０５６号住居跡実測図

―１２８―



第１１０図 第２０５６号住居跡出土遺物実測図

第２０５６号住居跡出土遺物観察表（第１１０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１３ 土師器 坏 １３�７ ５�７ － 長石・石英 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 １００％ PL１５５

２１４ 土師器 坏 １５�３ ５�１ － 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 １００％ PL１５５

２１５ 土師器 坏 １２�３ ４�８ － 長石・雲母 浅橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９０％ PL１５５

２１６ 土師器 坏 １３�２ ４�１ ６�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ８０％

２１７ 土師器 坏 １３�９ ４�４ － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ７０％

２１８ 土師器 坏 １３�７ ７�７ ５�８ 長石・石英 にぶい黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ８０％

２１９ 土師器 小形甕［１８�０］１４�５ ６�２ 石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ３０％

２２０ 土師器 甑 ［２０�０］２０�４ ［７�８］ 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 覆土下層 ３０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP５６ 勾玉 （２�１） ０�９ １�４ ２�１ 土（長石） ナデ 床面

―１２９―



第２０５７号住居跡（第１１１・１１２図）

位置 調査区北西部のＢ９ｆ０区，標高２２ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０２１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�９２ｍ，短軸３�８７ｍの方形で，主軸方向はＮ－２３°－Ｗである。壁高は８～３０�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１０～１６�，深さ５～８�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されており，火床部の一部を第２０２１号土坑に掘り込まれている。規模は，焚口部から煙

道部まで８９�，袖部幅９８�である。袖部は床面とほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土を用いて構築されている。

火床部は床面とほぼ同じ高さの地山面を使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外

に２７�掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・炭化

粒子・砂質粘土粒子微量
２ 灰 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック・粘土

粒子微量

３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子・粘土
粒子微量

４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

第１１１図 第２０５７号住居跡実測図

―１３０―



ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは１２～１４�である。Ｐ３は深さ２０�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。床面を精査したが，Ｐ１に対応

する柱穴は検出されていない。また，Ｐ２に対応する柱穴は撹乱によって壊されているものと考えられる。

覆土 １３層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１４０点（坏６７，高坏７，甕類６６），須恵器片５点（坏類４，甕類１）が竈周辺の覆土中

層を中心に出土し，種子１点も出土している。２２１は竈右袖部外側の覆土下層，２２２，２２３は北東コーナー部の

覆土中層からそれぞれ出土している。竈両袖部の外側から多くの遺物が出土しているが，いずれも出土層位が

上層であることから，住居の廃絶後にまとめて投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉以前と考えられる。

６ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土
粒子微量

７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土粒子少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化

粒子少量

１０ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子少量
１１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック少量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ローム粒子中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子中量・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量・炭化粒子微量

８ 暗 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
１０ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第１１２図 第２０５７号住居跡出土遺物実測図

―１３１―



第２０６１号住居跡（第１１３～１１５図）

位置 調査区南西部のＤ９ａ０区，標高２１ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０２８号住居，第３０３・３７７号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�２３ｍ，短軸６�０３ｍの方形で，主軸方向はＮ－２９°－Ｗである。壁高は２３～３２�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められている。壁下には，幅１３～１６�，深さ５～８�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

第１１３図 第２０６１号住居跡実測図�

第２０５７号住居跡出土遺物観察表（第１１２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２１ 土師器 坏 １４�０ ４�１ － 長石・石英 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ナデ 覆土下層 １００％ PL１５３

２２２ 土師器 坏 １２�０ ４�７ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 ９０％ PL１５５

２２３ 土師器 甕 ２２�６ ３４�２ ［８�０］ 長石・石英・赤色粒子 明黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 覆土中層 ９０％ PL１８１

―１３２―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは５２～５８�である。Ｐ４は深さ４３�，Ｐ５は深さ６１�で，南壁

際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，ともに出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片３６点（坏１０，高坏１，甕類２５），土製品１点（玉）が散在した状態で出土しており，

ほとんどが細片である。２２４はＰ５の覆土上層，２２５・２２６はＰ３の覆土上層から出土しており，柱の抜き取り

後に流れ込んだものと考えられる。また，DP５７は南東部の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器および重複関係から６世紀中葉以前と考えられる。

第１１４図 第２０６１号住居跡実測図�

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック中量

４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１１５図 第２０６１号住居跡出土遺物実測図

第２０６１号住居跡出土遺物観察表（第１１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２４ 土師器 坏 ［１３�５］ ３�６ － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ Ｐ５覆土上層 ５０％

２２５ 土師器 高坏 － （４�７）１４�８ 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 脚部内外面ヘラ削り 裾部内外面横ナデ Ｐ３覆土上層 ２０％

２２６ 土師器 甕 ［２１�８］（１２�３） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ Ｐ３覆土上層 ２０％

―１３３―



第２０６２号住居跡（第１１６図）

位置 調査区南部のＤ１２ｂ８区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０８９・２０９０号住居，第３９３号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�００ｍ，短軸６�１４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は３６�で，確認され

た各壁ともに外傾して立ち上がっている。

床 大部分が第２０９０号住居に掘り込まれているが，確認された範囲はほぼ平坦である。

覆土 単一層であるが，大部分が第２０９０号住居に掘り込まれているため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片７点（甕）が出土している。土器はいずれも細片のため，図示できるものはない。

所見 時期は，９世紀前葉に比定される第２０９０号住居に掘り込まれていることや，住居の規模，出土遺物など

から，７世紀代と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土ブロック微量

第１１６図 第２０６２号住居跡実測図

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP５７ 玉 １�３ １�９ ０�２ １�８ 土（雲母） 棗状 ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１８９

―１３４―



第２０６４号住居跡（第１１７～１１９図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｉ７区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８２号掘立柱建物，第２０９７号土坑に掘り込まれている。

第１１７図 第２０６４号住居跡実測図

―１３５―



規模と形状 長軸６�８５ｍ，短軸６�０３ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２８°－Ｗである。壁高は１４～２５�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１１～１４�，深さ５～９�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

炉 中央部北寄りに位置している。規模は，長径１０８�，短径６９�の楕円形で，床面を浅い皿状に掘りくぼめ

た地床炉である。

ピット ９か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３９～６１�である。Ｐ５・Ｐ６は深さ１５～１８�で，南壁際の中

央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７～Ｐ９の性格は不明であるが，Ｐ８・

Ｐ９は貯蔵穴の可能性が考えられる。

覆土 １２層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２４７点（坏１８，椀４，壺１２，甕類２１３）が炉周辺および北西部を中心に出土している。ま

た，混入した須恵器片３点も出土している。２２７・２２８・２３１は炉内から重なった状態で，２２９・２３２は南東部の

床面から出土しており，ともに住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。２３０は南東部の覆土下層とＰ８

内から出土した破片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器から５世紀前半と考えられる。

炉土層解説
１ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
２ 極暗赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

７ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック中量
１０ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１１ 褐 色 ローム粒子少量
１２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第１１８図 第２０６４号住居跡出土遺物実測図�

―１３６―



第２０６６号住居跡（第１２０・１２１図）

位置 調査区東部のＣ１３ｇ３区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０８５号住居，第３０６・４１８・４２０号掘立柱建物，第２０８７・２０９４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南部を第２０８５号住居に掘り込まれており，東西軸５�１１ｍ，南北軸は４�６５ｍだけが確認された。主

軸方向をＮ－２０°－Ｗとする方形または長方形と推定される。壁高は１０～１３�で，外傾して立ち上がっている。

第１１９図 第２０６４号住居跡出土遺物実測図�

第２０６４号住居跡出土遺物観察表（第１１８・１１９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２７ 土師器 椀 １０�４ ６�９ ５�０ 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ナデ 炉床面 ９５％ PL１６９

２２８ 土師器 壺 １６�６（６�６） － 長石・石英・雲母 橙 普通 頸部外面ハケ目調整 炉床面 １５％

２２９ 土師器 甕 １８�２ ２３�４ ７�５ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面 体部外面ハケ目調整 内面ヘラ
ナデ 底部木葉痕 床面 ８５％ PL１７２

２３０ 土師器 甕 － （１６�２） ９�２ 長石・石英 浅黄橙 普通 体部外面ハケ目調整後ヘラ磨き 内面ヘラナデ Ｐ８覆土 ４５％ PL１７９

２３１ 土師器 小形甕 ９�３ １３�２ ６�８ 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ヘラナデ 炉床面 １００％ PL１７４

２３２ 土師器 甑 （１２�２） ６�０ － 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 体部外面ハケ目調整 内面ヘラナデ 床面 ９５％ PL１７２

―１３７―



床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１２～２６�，深さ７～９�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。煙道部は第４１８号掘立柱建物によって掘り込まれており，遺存する部分の

規模は，袖部幅１３８�である。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さの平坦面を使

用し，火床面は火を受けて赤変硬化している。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 極暗赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロッ

ク微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
５ にぶい褐色 ロームブロック・粘土ブロック少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，粘土粒子少量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子少量

第１２０図 第２０６６号住居跡実測図

―１３８―



ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは４２～５８�である。Ｐ２に対応する柱穴は，第２０８５号住居に掘

り込まれていると考えられる。Ｐ４の性格は不明である。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径９３�，短径８１�の楕円形で，深さは４６�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，人為堆積の状況を示している。

覆土 ９層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１９０点（坏１１，高坏２，甕類１７７），土製品１点（支脚）が中央部から北部を中心に出

土している。また，混入した須恵器片２点も出土している。２３３・２３４は竈袖部右側の覆土下層，２３５は北西コ

ーナー部の覆土下層，２３７は西部の床面からそれぞれ出土している。また，２３６は貯蔵穴の覆土中層と竈袖部右

側から出土した破片が接合したものである。いずれの遺物も小破片を接合したものであり，住居の廃絶後に投

棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器および重複関係から６世紀中葉以前と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

３ 灰 褐 色 焼土ブロック中量
４ 褐 灰 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 極暗赤褐色 ローム粒子少量
５ 極暗赤褐色 ローム粒子中量

６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 灰 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土粒子少量
８ 褐 色 ローム粒子少量
９ 褐 色 ローム粒子微量

第１２１図 第２０６６号住居跡出土遺物実測図

第２０６６号住居跡出土遺物観察表（第１２１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３３ 土師器 坏 １３�８ ４�７ － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ナデ 覆土下層 ６０％

２３４ 土師器 坏 ［１３�０］（４�２） － 石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ４０％

―１３９―



第２０６８号住居跡（第１２２・１２３図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｅ０区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１５９号住居，第４０号方形竪穴遺構，第２４０７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東部を第２１５９号住居，中央部から南部を第４０号方形竪穴遺構に掘り込まれており，南北軸２�４５ｍ，

東西軸２�１８ｍだけが確認された。主軸方向はＮ－１２°－Ｗの方形と推定される。壁高は５～１１�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，遺存する竈前面が踏み固められている。

竈 北壁に付設されている。耕作による撹乱のため焚口部および煙道部は遺存しない。遺存する部分の規模は，

袖部幅６９�である。袖部は床面とほぼ同じ高さの地山面にローム混じりの砂質粘土で構築されている。火床部

は床面とほぼ同じ高さの地山面を使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。第１層は，天井部の

崩落層である。

第１２２図 第２０６８号住居跡実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３５ 土師器 高坏［２１�０］（６�６） － 長石・石英・雲母・礫 赤 普通 口辺部内外面横ナデ 坏部外面ヘラ削り後ナデ
内面ナデ 覆土下層 ３０％

２３６ 土師器 甕 １２�９ １１�７ ５�８ 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面磨き 貯蔵穴
覆土中層 ９０％ PL１７６

２３７ 土師器 甕 ［１２�２］１３�２ ７�７ 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 ６０％

―１４０―



覆土 ５層に分けられる。覆土が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１９点（坏３，甕類１６）が散在した状態で出土している。また，混入した須恵器片９点

も出土している。２３８は竈前部の床面から出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器および重複関係から６世紀後半と考えられる。

第２０６９号住居跡（第１２４・１２５図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｂ６区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３４号地下式壙に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�２２ｍ，短軸４�９６ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｗである。壁高は２～２０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 南東方向に緩やかに傾斜しており，中央部が踏み固められている。

竈 北壁の中央部に付設されている。袖部は確認されてない。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火を受けて赤

変硬化している。煙道部は壁外に１６�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層で，覆土が薄いため堆積状況は不明である。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロ

ック微量
２ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子

少量
３ にぶい褐色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量

４ 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
５ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量
６ にぶい褐色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物・

焼土粒子微量
７ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量

第１２３図 第２０６８号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２０６８号住居跡出土遺物観察表（第１２３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３８ 土師器 甕 １６�６（１８�１）［９�７］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 ９０％ PL１７６

―１４１―



遺物出土状況 土師器片７２点（坏１７，甕類５５），須恵器片２点（甕）が出土している。２３９は竈の覆土，２４０は

覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉～７世紀前葉と考えられる。

第１２４図 第２０６９号住居跡実測図

第１２５図 第２０６９号住居跡出土遺物実測図

第２０６９号住居跡出土遺物観察表（第１２５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３９ 土師器 坏 ［１４�６］（２�６） － 長石 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 竈覆土 ５％

２４０ 土師器 坏 ［１０�４］（２�３） － 長石・雲母 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土 ５％

―１４２―



第２０７２号住居跡（第１２６・１２７図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｉ２区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１５９・２１６０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�０２ｍ，短軸３�９８ｍの方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は１２～２４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。南西コーナー部壁下には，幅９～１１�，深さ４～６�でＵ字

状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。左袖部は第２１５９号土坑に掘り込まれ，右袖部外側を耕作による撹乱で壊さ

れている。遺存する部分の規模は，焚口部から煙道部まで９３�で，袖部は床面とほぼ同じ高さの地山面に砂質

粘土で構築されている。火床部は床面を皿状に掘りくぼめて使用しており，火床面は火を受けてやや赤変して

いる。煙道部は壁外に１９�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第４層は，天井部の崩落層で

ある。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５７～６６�である。Ｐ５は深さ２０�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径７４�，短径５６�の楕円形で，深さは３１�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，覆土は自然堆積の状況を示している。

覆土 １３層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２１１点（坏５３，椀１，甕類１５７），須恵器片７点（坏３，甕類４）が竈覆土および竈周

辺部を中心に出土している。２４１は竈の火床面から逆位で出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたものであ

る。２４２も竈右袖部右側の床面から出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたと考えられる。また，DP５８は竈

前部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器および重複関係から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量
２ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック微量
５ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化材中量，砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量

７ 灰 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
８ 灰 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
９ 灰 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
１０ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１１ 灰 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・砂質粘

土粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

少量
３ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子少量

７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
１３ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

―１４３―



第１２６図 第２０７２号住居跡実測図

第１２７図 第２０７２号住居跡出土遺物実測図
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第２０７４号住居跡（第１２８・１２９図）

位置 調査区南部のＤ１１ｂ４区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第３５５・３５８号掘立柱建物，第１１９号溝，第２１６２・２１６６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南部を第２０７号溝に掘り込まれ，東部は床面が露出した状態で検出されている。竈の位置および

硬化面の広がりから，東西軸は６ｍほどと推定される。また，南北軸は３�１６ｍだけが確認された。主軸方向は

Ｎ－６°－Ｗの方形または長方形と考えられる。壁高は西壁際で４�であるが，覆土が薄く立ち上がりは不明

である。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。西壁下には，幅１２～１６�，深さ５�でＵ字状の断面を呈する

壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。右袖部は第３５８号掘立柱建物に掘り込まれており，左袖部のみが遺存して

いる。遺存する部分の規模は，焚口部から煙道部まで１２６�である。火床部は床面を皿状に掘りくぼめて使用

しているが，火床面の状態は耕作による撹乱のため確認できない。煙道部は壁外に１６�掘り込まれ，火床部か

ら急な傾斜で立ち上がっている。

ピット 深さは４１�で，検出された位置から主柱穴と考えられる。また，対応する柱穴は第２１６２号土坑によっ

て壊されていると考えられる。

貯蔵穴 北西コーナー部に位置している。長軸９６�，短軸６１�の隅丸長方形で，深さは３９�である。底面は皿

状で，壁は外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

覆土 ３層に分けられる。覆土が残っている部分は西壁際だけであり，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１９７点（坏２７，高坏４，甕類１６６）が北西部を中心に出土している。２４３は貯蔵穴の底

部から逆位，２４５は貯蔵穴の覆土中層からそれぞれ出土しており，ともに貯蔵穴が埋没する過程で流れ込んだ

ものと考えられる。また，２４４は竈の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，灰微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
４ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量，砂質粘土粒子

微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・砂質

粘土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２０７２号住居跡出土遺物観察表（第１２７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４１ 土師器 坏 １３�４ ４�０ － 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 竈火床面 ７０％

２４２ 土師器 椀 １２�４ （５�２） － 石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ４０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP５８ 支脚 （１２�４）（５�６） （２�８）（１７８�０）土（長石・石英・雲母） 丁寧なナデ 橙色 竈覆土下層

―１４５―



第１２８図 第２０７４号住居跡実測図

第１２９図 第２０７４号住居跡出土遺物実測図

第２０７４号住居跡出土遺物観察表（第１２９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４３ 土師器 坏 １３�８ ４�４ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ナデ 貯蔵穴底部 １００％ PL１５５

２４４ 土師器 坏 ［１２�２］ ３�４ － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 竈覆土下層 ４０％

２４５ 土師器 甕 ２２�６（１８�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 貯蔵穴覆土中層 ３０％

―１４６―



第２０７５号住居跡（第１３０図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｆ７区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１３号ピット群，第２１３１・２１６９・２１７５・２１９８～２２００・２４０４・２４１７・２４８１・２４８２号土坑に掘り込まれ

ている。

規模と形状 床面が露出した状態で検出されている。硬化面の広がりおよび柱穴の位置から，主軸方向をＮ－

１７°－Ｗとする長軸５�９ｍ，短軸５�６ｍほどの方形と推定される。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。南部を第２１７５号土坑に掘り込まれ，火床部北側および煙道部だけが遺存し

ている。火床部は地山面を１５�ほど掘りくぼめた後に床面とほぼ同じ高さまで埋め戻して使用しており，火床

面は火を受けてやや赤変している。第１～３層は竈掘り方の土層である。

第１３０図 第２０７５号住居跡実測図

―１４７―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４１～５９�である。Ｐ５は深さ６２�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

遺物出土状況 土師器片３０点（坏２，甕類２８），須恵器片１点（坏），石製品１点（臼玉）が散在した状態で出

土しており，いずれも細片である。

所見 遺物がいずれも細片であるため時期判断は困難であるが，時期は，住居の規模および主軸軸方向から６

世紀後半と考えられる。

第２０８２号住居跡（第１３１・１３２図）

位置 調査南部のＣ１２ｊ７区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０８６号住居，第３９０・３９８・４０８・４６８号掘立柱建物，第２０６７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 大部分を第２０８６号住居に掘り込まれており，東部だけが遺存している。また，南部は床面が露出

した状態で検出されている。柱穴の位置から，主軸方向をＮ－２５°－Ｗとする長軸４�９ｍ，短軸４�３ｍほどの方

形と推定される。壁高は１０～１３�であるが，覆土が薄いため立ち上がりは不明である。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１１～１６�，深さ５～７�で，Ｕ字状の断面を呈

竈土層解説
１ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量
２ 灰 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量

３ 灰 褐 色 ロームブロック中量

第１３１図 第２０８２号住居跡実測図

―１４８―



する壁溝が巡っている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３９～７０�である。

覆土 ３層に分けられる。覆土が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片７点（甕類），土製品１点（支脚）が散在した状態で出土しており，いずれも細片で

ある。DP５９は南東コーナー部の床面から出土している。

所見 出土土器が少なく，いずれも細片であるため土器による時期判断が困難であるが，柱穴の位置および主

軸方向が本調査区における同時期の住居と類似していることや，７世紀前葉と考えられる第２０８６号住居によっ

て掘り込まれていることから時期は，６世紀後半と考えられる。

第２０８３号住居跡（第１３３～１３５図）

位置 調査区南東部のＤ１３ｂ３区，標高１９�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０８７号住居，第２０６６号土坑（火葬土坑）に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�８５ｍ，短軸６�５８ｍの方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は２７～６５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 中央部を第２０８７号住居に掘り込まれているが，確認された範囲では，竈前がわずかに高まっているのを除

いてほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～２４�，深さ６～１２�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１３２図 第２０８２号住居跡出土遺物実測図

第２０８２号住居跡出土遺物観察表（第１３２図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP５９ 支脚 （１８�４） ７�２ ６�１ （７１１�０）土（長石・石英・赤色粒子） 丁寧なナデ にぶい橙色を呈する 床面

―１４９―



第１３３図 第２０８３号住居跡実測図�

―１５０―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８２�，袖部幅１２６�である。袖部は砂質粘

土とローム土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁

外に掘り込まれることなく，垂直に立ち上がっている。

棚状施設 竈の東側に付設されている。二段構成で，一段目の規模は奥行６４�，幅１８８�の長方形状で，床面

から７�の高さにあり，棚面はほぼ水平である。二段目は奥行２８�，幅１７８�の紡錘形状で，床面から２６�の

高さにあり，棚面は南側に向かって傾斜している。いずれも砂質粘土で構築されている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ５９～７１�である。Ｐ５は深さ５０�で，南壁際の中央部に位置し

ていることや，硬化面の広がりから見て出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １２層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片５４５点（坏１１０，甕類４３５），須恵器片８３点（坏５３，高台付坏２，甕類２７，甑１），鉄器

・鉄製品３点（刀子，手鎌，釘）のほか，混入した土師器片２点（器台），須恵器１点（坏），灰釉陶器片２点

（蓋，不明）も出土している。遺物はほぼ全面にわたって覆土中層から下層に集中して出土し，多くは廃絶後

に廃棄されたものと考えられる。２４９は竈の覆土下層，２４８は北壁際の床面，２４６は北壁の棚状施設の棚面，２５２

・２４７・２５０はＰ５の覆土中層から一括して出土し，時期判断の指標となる資料である。２５１・Ｍ２０・Ｍ２３は中

央部の覆土下層，Ｍ２１は西壁際，Ｍ２２は西壁寄りの覆土下層から出土し，いずれも住居の廃絶後間もなく廃棄

第１３４図 第２０８３号住居跡実測図�

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
４ 灰 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土ブロック・炭化粒子微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

８ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土ブロック微量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
１１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１３ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・礫微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック少量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量
５ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土

粒子微量
６ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブ

ロック微量

７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ
ク少量

８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１１ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
１２ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子微量

―１５１―



されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀末葉から８世紀初頭と考えられる。

第２０８６号住居跡（第１３６～１３８図）

位置 調査区南部のＣ１２ｉ６区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０８２号住居跡を掘り込み，第３９０・３９８・４０８号掘立柱建物，第２０６７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南部は床が露出した状態で検出されている。柱穴の位置から，主軸方向をＮ－４°－Ｅとする長

軸７�１ｍ，短軸６�９ｍほどの方形と推定される。壁高は４～２１�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈周辺および北西部が踏み固められている。北部および東部の壁下には，幅１５～２５�，深さ

３～５�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

第１３５図 第２０８３号住居跡・出土遺物実測図

第２０８３号住居跡出土遺物観察表（第１３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４６ 土師器 坏 ９�５ ３�２ － 長石 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
横方向のヘラナデ 棚状施設底面 １００％ PL１５５

２４７ 土師器 坏 １２�４ ３�６ － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ Ｐ５覆土中層 ８０％ PL１５５

２４８ 土師器 坏 １１�４ ３�６ － 長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 床面 ６０％

２４９ 土師器 坏 １１�８ ４�１ － 長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 竈覆土下層 ６０％

２５０ 土師器 坏 ［１３�８］（３�７） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面放射状のヘラ磨き Ｐ５覆土中層 １５％

２５１ 土師器 坏 ［１０�９］ ４�３ （６�３） 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 底部手持ちヘラ削り 覆土下層 １５％

２５２ 須恵器 坏 １０�６ ３�９ － 長石 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後ナデ Ｐ５覆土中層 ９５％ PL１５５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２０ 刀子 （１１�１） １�１ ０�３ （６�１） 鉄 刃部・茎一部欠損 刃区有り 茎部の表面にカヤ状炭化物付着 覆土下層

Ｍ２１ 刀子 （６�１） １�１ ０�３ （６�４） 鉄 切先・茎一部欠損 両区 長さ１�１�幅０�７�の縁金具残存 覆土下層 PL１９８

Ｍ２２ 刀子 （１０�８） １�５ ０�３ （２２�０） 鉄 切先・茎一部欠損 両区 覆土下層

Ｍ２３ 釘 （３�６） ０�５ ０�４ （２�７） 鉄 角釘 一部残存 覆土下層

―１５２―



第１３６図 第２０８６号住居跡実測図�

―１５３―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１９�，袖部幅１７５�で，袖部は砂質粘土で

構築されている。火床部は床面を８�ほど皿状に掘りくぼめた後，床面とほぼ同じ高さまで埋め戻して使用し

ており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２２�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上

がっている。第２・４層は天井部の崩落層である。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４はいずれも主柱穴で，深さは３９～９８�である。

覆土 ５層に分けられる。覆土が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片９４点（坏１７，甕類７７），須恵器片１点（坏），銅製品１点（耳環）が散在した状態で出

土している。２５３は竈の覆土下層から出土しており，火を受けた跡が認められることから竈で使用されていた

と考えられる。また，Ｍ２４は竈左袖部上の覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第１３７図 第２０８６号住居跡実測図�

竈土層解説
１ 褐 灰 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
２ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
４ 暗 赤 灰 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
６ 褐 灰 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
７ 褐 灰 色 砂質粘土粒子多量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
９ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子微量

１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・炭化物微量
１１ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子

少量
１２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
１３ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
１４ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
１５ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
１６ 明 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子

炭化粒子微量

土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
２ にぶい褐色 焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子少量，

炭化物微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロッ

ク・炭化物微量

４ 褐 灰 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土ブロッ
ク微量

５ 褐 灰 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量

第１３８図 第２０８６号住居跡出土遺物実測図

―１５４―



第２０８８号住居跡（第１３９・１４０図）

位置 調査区南東部のＤ１３ｃ８区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

第１３９図 第２０８８号住居跡実測図

第２０８６号住居跡出土遺物観察表（第１３８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２５３ 土師器 甕 ［２１�３］（１６�０） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 竈覆土下層 ３０％

番号 器種 長径 短径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２４ 耳環 １�８ １�７ ０�３ ２�３ 銅 鍍金 竈覆土上層 PL１９６

―１５５―



重複関係 第３９７号掘立柱建物に掘り込まれ，第２４９４，２４９５，２５００号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸７�０８ｍ，短軸６�６５ｍの方形で，主軸方向はＮ－１５°－Ｅである。壁高は３０～３８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 中央部から東側に向かって緩やかに傾斜し，中央部が踏み固められている。

ピット ８か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さ３８～４０�である。Ｐ３～Ｐ８の性格は不明である。

覆土 １３層に分けられる。第１～２層は流れ込みの状況を呈する自然堆積，第３～１３層は不規則な堆積状況を

呈する人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１７２０点（坏１８９，鉢１，甕類１５３０），須恵器片５３５点（坏１６１，高台付坏４，盤５，蓋１１，

甕類３５２，甑２）のほか，混入した土師器片２２点，須恵器片２０点，陶器片５点，土製品１点も出土している。

遺物はほぼ全面の覆土上層から中層に集中しており，多くは細片で住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられ

る。２５４・DP６０は北壁寄りの覆土下層，２５６は西壁寄りの床面から出土し，廃絶後間もなく廃棄されたものと

考えられる。また，２５５・２５７が覆土中，Ｍ２５が西壁寄りの覆土上層から出土している。

所見 時期は，住居の規模や主軸方向，出土土器から７世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・礫微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼

土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・焼土粒子少量
５ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ
ク微量

９ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，砂質粘土ブ
ロック微量

１０ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
１１ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第１４０図 第２０８８号住居跡出土遺物実測図

―１５６―



第２０９２号住居跡（第１４１・１４２図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｅ６区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第１４１図 第２０９２号住居跡実測図

第２０８８号住居跡出土遺物観察表（第１４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２５４ 須恵器 坏 ［１１�０］ ５�５ ５�５ 黒色粒子 灰黄 普通 口辺部内面沈線一条 体部外面下端回転ヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 覆土下層 ７０％ 底部ヘ

ラ記号「＋」

２５５ 須恵器 蓋 ［９�６］ １�３ － 長石・黒色粒子 黄灰 普通 内面に返り有り 覆土 ３０％ 天井
部に自然釉

２５６ 土師器 甕 ［１２�６］（８�５） － 石英・長石 灰白 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 内面ナデ 床面 ５％

２５７ 土師器 甕 ［２０�８］（１１�４） － 長石・石英・微礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面縦方向のヘラ削
り 覆土 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP６０ 支脚 （１０�８）（６�６） （４�８）（２２４�９）土（長石・石英・雲母） ナデ 指頭痕 一部残存 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２５ 鎌 （２１�６） ４�０ ０�３ （１５６�０） 鉄 刃先欠損 覆土上層 PL１９６

―１５７―



規模と形状 南部は床面が露出した状態で検出されており，東西軸５�８８ｍ，南北軸は５�６ｍだけが確認された。

壁溝と柱穴の配置から，主軸方向はＮ－１°－Ｗの方形と推定される。壁高は最大で４�である。

床 ほぼ平坦である。やや軟弱であり，明確な硬化面は確認できない。確認された部分の壁下には，幅２２～２８

�，深さ３～１０�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

炉 中央部の北西寄りに位置している。長径７１�，短径４７�の楕円形で，床面を浅い皿状に掘りくぼめた地床

炉である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６３～７０�である。Ｐ５の性格は不明である。

遺物出土状況 土師器片５２点（坩１，高坏１０，甕類３９，手捏土器２）が散在した状態で出土しており，いずれ

も細片である。また，混入した須恵器片１点も出土している。２５８は北壁際の壁溝覆土から出土しており，住

居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から５世紀前半と考えられる。

第２０９３号住居跡（第１４３図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｃ９区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０５５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�３６ｍ，短軸４�３０ｍの方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｗである。壁高は４～６�で，南壁を

除く各壁ともに外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。

竈 北壁の中央部に付設されている。耕作による撹乱を受けている。規模は，焚口部から煙道部まで１１０�，

袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は床面を１２�掘りくぼめており，火を受けて赤変している。煙道部

は壁外に４２�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。覆土が薄く堆積状況は不明である。

炉土層解説
１ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子少量

３ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量

第１４２図 第２０９２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土ブ

ロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土粒

子微量

４ 褐 色 ロームブロック微量
５ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第２０９２号住居跡出土遺物観察表（第１４２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２５８ 土師器 坩 ［１１�０］（３�８） － 長石・石英 黄橙 普通 口辺部外面ハケ目調整 内面ナデ 壁溝覆土 １０％

―１５８―



遺物出土状況 土師器片５７点（坏１１，甕類４６），須恵器片１４点（坏６，甕類８）が出土している。細片のため

図示できるものはない。

所見 時期は，住居の規模や主軸方向及び出土土器から７世紀代と考えられる。

第２０９５号住居跡（第１４４～１４６図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｇ７区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 南部は床面が露出した状態で検出され，東西軸８�５８ｍ，南北軸は５�３６ｍだけが確認された。主軸

方向をＮ－１５°－Ｗとする方形または長方形と考えられる。壁高は２０～２５�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。確認された部分の壁下には，幅１６～１９�，深さ３～６�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

第１４３図 第２０９３号住居跡実測図

―１５９―



第１４４図 第２０９５号住居跡実測図�

―１６０―



竈 ２か所。竈１は北壁中央部のやや西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０３�，袖部

幅１２４�で，袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は床面を５�ほど掘りくぼめた後に床面とほぼ同じ高

さまで埋め戻して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２１�掘り込まれ，火

床部から外傾して立ち上がっている。竈２は北壁中央部に付設されている。袖部は遺存しない。火床部は床面

とほぼ同じ高さの地山面を使用しており，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３９�掘り込まれ，火

床部から急な傾斜で立ち上がっている。竈２の袖部が遺存しないことや壁溝の範囲から，竈２の廃絶後，竈１

へ作り替えたと考えられる。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４４～７１�である。

貯蔵穴 北東部に位置している。長軸７４�，短軸６６�ほどの隅丸長方形で，深さは４３�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，覆土は自然堆積の状況を示している。

第１４５図 第２０９５号住居跡実測図�

竈１土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロ

ック微量
２ 褐 灰 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子

少量
３ 灰 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土

粒子少量
５ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土

粒子微量
６ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土粒子少量，ローム

ブロック微量

７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，砂質粘土
粒子微量

８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
９ 褐 灰 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
１０ 赤 褐 色 焼土ブロック中量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量
１２ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
１４ 灰 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
１５ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
１６ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

竈２土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
２ 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子・粘土粒子微量

４ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量

―１６１―



覆土 ８層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片５０２点（坏３３，甕類４６０，甑９），須恵器片１０点（坏２，甕８），土製品２点（支脚），

石製品１点（砥石）が散在した状態で出土している。また，混入した黒曜石１点，陶器片３点，磁器片３点，

銅製品１点（煙管）も出土している。２５９は北西部壁際の床面から出土しており，住居の廃絶時に遺棄された

ものと考えられる。２６０は北東部の床面から出土し，また，DP６１は竈の火床面から出土している。

所見 北壁の中央部に２つの竈が確認されているが，同時に使用されたものではなく，袖部の遺存状態および

壁溝の範囲から，竈２の廃絶後に竈１に作り替えたと考えられる。時期は，出土土器から６世紀後葉と考えら

れる。

第２０９７号住居跡（第１４７・１４８図）

位置 調査区中央部のＣ１３ｅ１区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９６号掘立柱建物，第２０５２号土坑に掘り込まれている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
８ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

第１４６図 第２０９５号住居跡出土遺物実測図

第２０９５号住居跡出土遺物観察表（第１４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２５９ 土師器 坏 １２�６ ４�１ － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％ PL１５５

２６０ 土師器 甑 ［２７�６］１８�０ ［９�６］ 長石・石英・雲母・微礫 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 ４０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP６１ 支脚 （１２�６） ７�２ ６�４ （４７６�５）土（長石・石英） ナデ 指頭痕 にぶい橙色 竈火床面 １００％

―１６２―



規模と形状 西側が撹乱を受けているが，長軸３�４６ｍ，短軸２�８０ｍほどの長方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｗ

である。壁高は４～１５�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前が踏み固められている。東壁下には幅５～１０�，深さ４～６�で，Ｕ字形の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北東コーナー部に付設されている。耕作により撹乱を受けているため袖部は確認されなかった。火床部は

床面を９�掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１６�掘り込まれ，緩やかに外傾

して立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられる。覆土が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１９点（甕類），須恵器片３点（坏２，甕１）のほか，混入した不明鉄製品１点が出土

している。２６１は南東コーナーの床面から出土し，住居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 灰 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子少量
２ 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロッ

ク微量

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化材・ロームブロック・焼土粒子少量
２ 極 暗 褐 色 炭化物・ロームブロック・焼土粒子少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第１４７図 第２０９７号住居跡実測図

―１６３―



第２０９９号住居跡（第１４９図）

位置 調査区東部のＣ１２ｊ９区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第１４８図 第２０９７号住居跡出土遺物実測図

第１４９図 第２０９９号住居跡実測図

第２０９７号住居跡出土遺物観察表（第１４８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２６１ 土師器 甕 ［２３�６］（１１�４） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 床面 １０％煤付着

―１６４―



重複関係 第２１００号住居に掘り込まれている。

規模と形状 中央部から南西部を第２１００号住居に掘り込まれている。確認できた部分の規模は，長軸２�９１ｍ，

短軸２�８６ｍであり，主軸方向はＮ－６°－Ｅの方形と推定される。壁高は２０～２３�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。確認された部分の壁下には，幅１１～１３�，深さ６～９�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。また，床面に焼土が堆積し，炭化材も認められる。北西コーナー部で

は，暗褐色土の上に７�ほどの厚みで壁際から落ち込むように焼土が堆積している。

竈 北壁中央部に付設されている。左袖部および焚口部は，第２１００号住居に掘り込まれており遺存しない。確

認された部分の袖部幅は８８�である。火床部は地山を床面よりも高く掘り残して使用しており，火を受けて赤

変硬化している。煙道部は壁外に３２�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第１層は，天井部

の崩落層である。

覆土 ４層に分けられる。各層に焼土を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３３点（坏１３，椀４，甕類１６），須恵器片１点（坏），鉄製品１点（釘）が散在した状態

で出土している。遺物のほとんどは細片であり，出土層位は床面に堆積した焼土よりも上層である。２６２は東

壁際の覆土中層から出土しており，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 床面に焼土が堆積し，炭化材が認められることから，焼失住居と考えられる。時期は，出土土器から７

世紀前葉以前と考えられる。

第２１１４号住居跡（第１５０・１５１図）

位置 調査区東部のＢ１４ｈ４区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１５号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�９７ｍ，短軸２�９１ｍの方形で，主軸方向はＮ－１７°－Ｅである。壁高は２１～２８�で，壁はほ

ぼ直立している。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。

竈 北壁東寄りに付設されており，左袖部が削平されている。規模は，焚口部から煙道部まで８０�ほどである。

袖部は覆土の状況から砂質粘土で構築されていたと推定される。火床部は床面を浅く皿状に掘りくぼめており，

火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５４�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子微量

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量
２ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 極暗赤褐色 ローム粒子・焼土粒子多量，炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子少量

５ 極暗赤褐色 焼土粒子多量，炭化粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量
７ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量

第２０９９号住居跡出土遺物観察表（第１４９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２６２ 土師器 坏 ［１３�４］（４�０） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 ２０％

―１６５―



第１５０図 第２１１４号住居跡実測図

第１５０図 第２１１４号住居跡出土遺物実測図

―１６６―



ピット 深さ３４�で，竈に対峙する位置にあることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えら

れる。

覆土 １２層に分けられる。各層にロームブロックを多く含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片９５点（坏２，甕類９３），須恵器片３点（坏２，甕類１）が出土している。２６３は中央部

床面，２６４は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。北西部を中心に遺物が出土しているが，ほとんど

が細片であり，出土状況から住居廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 出土遺物の数が少ないため時期の特定が難しいが，時期は，出土土器と住居形態から７世紀代と考えら

れる。

第２１１９号住居跡（第１５２～１５４図）

位置 調査区東部のＣ１４ｂ２区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 東壁と南・北壁の東側が削平されている。第２１１３号住居，第４１０号掘立柱建物，第１４号ピット群，

第２２６３・２２６７・２２７１・２２７６・２２７７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸９�３４ｍ，短軸９�３２ｍの方形と推定され，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は２４�で，外

傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて北西部が踏み固められている。西壁と南・北壁の一部の壁下には，幅１２～

２２�，深さ４～９�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。幅２９～３６�，深さ１１～１４�の間仕切り溝が西

壁側で３条確認され，断面形はＵ字状を呈している。

竈 北壁やや西寄りに付設されている。第４１０号掘立柱建物のＰ１０によって掘り込まれているため，全体の形

状は不明であるが，煙道部は壁外に１６�掘り込まれ，外傾して緩やかに立ち上がっている。

ピット １６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ４０～６０�である。Ｐ５は深さ１７�で，竈に対峙する位置にある

ことから，出入口施設に伴うピットと考えられる。北壁から西壁にかけて確認されているＰ６～Ｐ１６は，壁

柱穴と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
４ 黒 褐 色 ロ－ムブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
５ 黒 褐 色 ロ－ム粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量

７ 暗 褐 色 ロ－ムブロック少量
８ 褐 色 ローム粒子多量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１１ 褐 色 ロ－ムブロック中量
１２ 極 暗 褐 色 ロ－ムブロック・炭化物少量

竈土層解説
１ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘
土粒子微量

第２１１４号住居跡出土遺物観察表（第１５１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２６３ 土師器 甕 ２２�８（２２�０） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き ヘラ
削り 内面ヘラナデ 輪積痕 床面 ４０％

２６４ 土師器 甕 ［２２�８］（８�８） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 覆土下層 ５％

―１６７―



第１５２図 第２１１９号住居跡実測図�

―１６８―



覆土 １２層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片８９点（坏２１，高坏２，甕類６６），須恵器片１１点（坏），土製品１点（支脚），石製品１

点（勾玉）が出土している。その他，混入した磁器片１点も出土している。２６５・２６６はいずれも北西コーナー

第１５３図 第２１１９号住居跡実測図�

土層解説
１ 暗 褐 色 ロ－ムブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロ－ムブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 褐 色 ロ－ム粒子中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
５ 暗 褐 色 ロ－ムブロック少量
６ 褐 色 ロ－ムブロック中量

７ 極 暗 褐 色 ロ－ムブロック少量
８ 黒 褐 色 ロ－ム粒子少量
９ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロ－ム粒子中量
１１ にぶい褐色 ローム粒子中量
１２ 褐 色 ロ－ム粒子多量

―１６９―



部付近の壁溝覆土から出土し，Ｑ２７も西壁中央部の壁溝覆土から出土している。

所見 本住居は１３区の中で最も広い床面積を有し，集落の中心的な住居と考えられる。時期は，出土土器から

７世紀前葉と考えられる。

第２１２２号住居跡（第１５５・１５６図）

位置 調査区中央部のＢ１２ｇ６区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１２３号住居に竈上部と北壁部分を掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�８１ｍ，短軸６�７３ｍの方形で，主軸方向はＮ－１５°－Ｗである。壁高は３～１８�で，壁は外

傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。南壁の一部以外の壁下には，幅２０～２４�，深さ２～

８�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。また，幅２０～２８�，深さ９～２０�の間仕切り溝が西壁側で３

条，東壁側で２条確認され，断面形はＵ字状を呈している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２４�，袖部幅１６２�である。袖部は，床面

とほぼ同じ高さを基部とし，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を１０�ほど掘りくぼめており，火を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３４�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

第１５４図 第２１１９号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子・砂

質粘土粒子微量
２ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭

化粒子微量
３ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，砂

質粘土粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 ロ－ム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘

土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒

子微量
９ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
１０ 褐 色 ロ－ムブロック中量，焼土ブロック微量
１１ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘

土粒子微量

１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭
化粒子微量

１３ 灰 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼
土粒子微量

１４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子

微量
１６ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子・砂

質粘土粒子微量
１７ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子

炭化粒子微量
１８ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１９ にぶい赤褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量

第２１１９号住居跡出土遺物観察表（第１５４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２６５ 土師器 坏 １２�０ ４�３ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 壁溝覆土 ７０％

２６６ 土師器 坏 １３�０ ４�４ － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 壁溝覆土 ５０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２７ 勾玉 ２�１ １�１ ０�６ １�４ 滑石 孔径０�２� 全面研磨 一方向からの穿孔 断面円形 壁溝覆土

―１７０―



第１５５図 第２１２２号住居跡実測図

―１７１―



ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５７～７２�である。Ｐ５は深さ２２�，Ｐ６は深さ３０�で，竈に

対峙する位置にあることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７・Ｐ８の性格は

不明である。

覆土 ３層に分けられる。覆土が薄いため堆積状況は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第１５６図 第２１２２号住居跡出土遺物実測図

―１７２―



遺物出土状況 土師器片３０９点（坏５２，鉢１８，甕類２３９），須恵器片７点（坏２点，甕類５点），石器１点（砥石）

が出土している。その他，混入した陶器片２点も出土している。２６７・２６８・２６９は竈前面床面から出土してお

り，出土状況から住居廃絶に伴って遺棄されたものと考えられる。２７０はＰ４の覆土，２７１はＰ３の覆土から出

土した破片が接合したもので，投棄されたものと考えられる。Ｑ２８は間仕切り溝の覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第２１２４号住居跡（第１５７・１５８図）

位置 調査区東部のＣ１３ａ１区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 竈が第２２７５号土坑に掘り込まれ，さらに西壁を第２１２５号住居に掘り込まれている。そのほか，第

２３１１・２３１２・２３４２・２３４３・２３８１号土坑にも掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�０２ｍ，短軸４�９８ｍの方形で，主軸方向はＮ－８°－Ｗである。壁高は７～１８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で壁際を除いて踏み固められている。北壁の西側以外の壁下には，幅１３～１６�，深さ５～８�で

Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 右袖部の一部が確認されている。袖部は覆土の状況から床面とほぼ同じ高さを基部とし，砂質粘土で構築

されていたと推定される。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３９～４９�である。Ｐ５は深さ２９�で，竈に対峙する位置にあ

ることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ６層に分けられる。各層にロームブロックを多く含む人為堆積である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土

粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
３ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，砂質粘土粒子

微量

４ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭
化粒子微量

５ 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロ－ムブロック少量，焼土粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロ－ムブロック中量

４ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロ－ムブロック・焼土粒子少量
６ 暗 褐 色 ロ－ム粒子微量

第２１２２号住居跡出土遺物観察表（第１５６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２６７ 土師器 坏 ［１４�０］ ３�７ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ５５％

２６８ 土師器 坏 ［１３�８］（４�６） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ３５％

２６９ 土師器 鉢 ［１９�４］１２�８ ７�０ 長石・石英・赤色粒子・白色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 床面 ４５％

２７０ 土師器 甕 １６�２ ２０�１ ９�４ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 底部ヘラ削り Ｐ４覆土 ８０％

２７１ 土師器 甕 ［１４�６］１６�２ １０�２ 石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 底部ヘラ削り Ｐ３覆土 ３０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２８ 砥石 （５�３） ２�９ １�０ （２０�１） 凝灰岩 砥面２面 他は�離面 間仕切り溝 覆土 PL１９５

―１７３―



遺物出土状況 土師器片１５４点（坏２２，椀１，高坏１，甕類１３０），鉄滓１点が出土している。２７２はＰ１の覆土

から出土し，廃棄されたものと考えられる。２７３は南東部床面，２７５・２７６は中央部床面からそれぞれ出土し，

住居廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第１５７図 第２１２４号住居跡実測図

―１７４―



第２１２７号住居跡（第１５９・１６０図）

位置 調査区中央部のＣ１２ａ９区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１２５・２１２６号住居，第３３３号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�８３ｍ，短軸４�７０ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は１２～２５�で，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～１２�，深さ３～５�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１２�，袖部幅１３０�である。袖部はローム

土と砂質粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火を受けて赤変している。煙道部は緩やか

に外傾して立ち上がっている。

第１５８図 第２１２４号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子微量
３ にぶい黄褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・焼土粒子

微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物・ロ

ーム粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
８ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子微量

１１ 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土ブロック微量
１２ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子微量
１３ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物

微量
１５ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒

子微量
１６ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子

微量
１７ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒

子微量
１８ にぶい褐色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１９ 褐 色 ローム粒子中量
２０ 褐 色 ロームブロック微量

第２１２４号住居跡出土遺物観察表（第１５８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２７２ 土師器 坏 １１�８ ５�１ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰白 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪積
痕 内面ナデ Ｐ１覆土 ９８％ PL１５５

２７３ 土師器 坏 ［１２�８］（２�８） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 １０％

２７４ 土師器 椀 ［１９�４］（６�５） － 石英・雲母・礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 覆土上層 １０％

２７５ 土師器 高坏 － （７�０） － 長石・雲母 明赤彩 普通 脚部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 床面 ３０％

２７６ 土師器 甕 ［１３�８］（１１�２） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ２０％

―１７５―



ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４２～５４�である。Ｐ５は深さ１７�で，南壁際の中央部に位置

していることや，硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７の性格は不明であ

る。

覆土 ８層に分けられる。不自然な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子

微量

５ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
７ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第１５９図 第２１２７号住居跡実測図

―１７６―



遺物出土状況 土師器片２７０点（坏１６，甕類２５４），須恵器片４８点（坏２６，蓋２，甕類２０）のほか，混入した鉄

製品２点も出土している。遺物は主に北東コーナー部の覆土上層に集中している。２７７は竈の右袖脇の覆土下

層，２７８は西壁際の覆土下層から出土し，時期判断の指標となる遺物である。

所見 時期は，出土土器から７世紀中葉と考えられる。

第２１３０号住居跡（第１６１・１６２図）

位置 調査区北東部のＢ１３ｅ６区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸７�２５ｍ，短軸６�６７ｍの方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｗである。壁高は８～１５�で，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。

炉 中央部やや北寄りに位置し，長径５８�，短径５６�の円形である。炉床面は赤変している。

遺物出土状況 土師器片３１４点（坏３０，坩８，器台４，高坏３，甕類２６９），粘土塊１点，石器１点（砥石），鉄

製品１点（釘），鉄滓１点が出土している。その他，混入した須恵器片１２点，陶器片８点，磁器片８点，鉄製

品１点なども出土している。２８４は北東部床面，２８３は中央部床面，２７９は北西部覆土，２８０は覆土からそれぞれ

出土しており，住居廃絶後廃棄されたものと考えられる。Ｍ２６は覆土から出土している。

所見 堆積状況や柱穴について不明であるが，時期は，出土土器や炉の存在から４世紀後半と考えられる。

第１６０図 第２１２７号住居跡出土遺物実測図

第１６１図 第２１３０号住居跡出土遺物実測図

第２１２７号住居跡出土遺物観察表（第１６０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２７７ 土師器 坏 ［１５�６］ ５�２ － 長石・石英・雲母・微礫 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ６０％

２７８ 土師器 坏 ［１３�４］ ４�０ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ２０％

―１７７―



第２１３１号住居跡（第１６３図）

位置 調査区北東部のＢ１３ｃ３区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 耕作による撹乱を受けているが，東西軸４�１５ｍ，南北軸３�６９ｍが確認された。主軸方向はＮ－１０°

第１６２図 第２１３０号住居跡実測図

第２１３０号住居跡出土遺物観察表（第１６１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２７９ 土師器 器台 － （３�７）［１０�４］長石・石英・雲母 明赤褐
にぶい橙 普通 脚部外面ハケ目調整 内面ハケ目調整 覆土 ５％

２８０ 土師器 器台 － （４�２） － 長石・石英 浅黄橙 普通 器受部外面ハケ目調整 内面ナデ 中央部穿孔
脚部外面ハケ目調整 内面ナデ ３窓 覆土 ３０％

２８１ 土師器 高坏カ［１３�６］（３�９） － 雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 床面 ５％

２８２ 土師器 高坏［１５�３］（２�０） － 長石・石英 赤 普通 坏部外面ヘラ磨き 内面ハケ目調整 床面 ５％

２８３ 土師器 甕 ［１６�９］（４�９） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ ハケ目調整 内面ハケ目調
整 体部外面ハケ目調整 内面ヘラ磨き 輪積痕 床面 ５％

２８４ 土師器 小型甕［８�４］（６�０） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 輪積痕 床面 ３０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２６ 釘 ３�４ ０�７ ０�５ ３�０ 鉄 頭部欠損 先端部欠損 断面方形 覆土

―１７８―



－Ｅである。壁高は１６～３８�で，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。耕作による撹乱を受けており，袖部幅１００�が確認された。火床部は床面

とほぼ同じ高さで，残存した範囲の煙道部は外傾して立ち上がっている。

ピット Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは３８～４４�である。Ｐ３は深さ４１�で，南壁際の中央部に位置している

ことや硬化面の広がりから見て出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １１層に分けられる。不自然な堆積状況を示した人為堆積である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土粒

子微量
２ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック微量
３ 灰 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・砂質

粘土粒子少量

４ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，砂量

粘土粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

７ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１６３図 第２１３１号住居跡実測図

―１７９―



遺物出土状況 土師器片１６１点（坏６，甕類１５５），須恵器片１６点（坏６，甕１０）のほか，混入した刀子１点も

出土している。いずれも細片である。

所見 時期は，出土土器から古墳時代後期と考えられる。

第２１３３号住居跡（第１６４図）

位置 調査区北東部のＢ１３ｂ５区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 住居全体が東西方向の耕作による撹乱を受けており，特に西部以外の撹乱が激しい。また，第２１４２

号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�８４ｍ，短軸２�７９ｍの方形と推定され，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は２３�で，壁

はほぼ直立している。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。西壁の壁下の一部に壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。竈の大部分が撹乱を受けているため，全体の形状は不明であり，袖部幅８２

�である。袖部は床面とほぼ同じ高さを基部とし，砂質粘土で構築されていたと推定される。

覆土 ４層に分けられる。各層にロームブロックを多く含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１５２点（坏６，高坏１，甕類１４５），須恵器片３１点（坏６，甕類２５）のほか，陶器片１

点，磁器片２点も出土している。出土遺物はすべて細片であり，廃棄されたものと考えられる。

所見 時期の特定は難しいが，重複関係と住居形態から７世紀前葉以降と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子

微量
３ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，砂質粘土粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

７ にぶい褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
９ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・炭化物微量
１０ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，炭化物・砂質粘土粒子微量
１１ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量

３ にぶい黄褐色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子多量

第１６４図 第２１３３号住居跡実測図

―１８０―



第２１４０号住居跡（第１６５・１６６図）

位置 調査区北東部のＢ１４ｂ１区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 南側のほとんどが調査区域外にある。第２１３９号住居に掘り込まれている。

規模と形状 東西２�８１ｍ，南北０�８７ｍだけが確認された。形状は，方形または長方形と考えられ，主軸方向は

Ｎ－７°－Ｅである。壁高は５０～５６�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，北部の壁下の一部には壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９０�ほどで，袖部幅は１１６�である。袖部

は覆土から砂質粘土で構築されていたと推定される。火床部は床面を浅く皿状に掘りくぼめており，火床面は

火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４４�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

覆土 １２層に分けられる。各層にロームブロックを多く含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片９０点（坏８，甕類８２），須恵器片６点（坏４，甕類２）が出土している。２８５は北壁際

床面，２８７は竈付近床面からそれぞれ出土しており，遺棄されたものと考えられる。２８６は北部壁溝の覆土から

竈土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒

子微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量

７ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化物微量
８ 暗 褐 色 ロ－ムブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子微量

７ 褐 色 ローム粒子少量
８ 褐 色 ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１１ 褐 色 ロームブロック中量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１６５図 第２１４０号住居跡実測図

―１８１―



壁際床面にかけて出土した破片が接合したものである。

所見 住居の北側の一部が確認されただけで時期の特定は難しいが，出土土器と重複関係から７世紀代と考え

られる。

第２１４２号住居跡（第１６７図）

位置 調査区北東部のＢ１３ｂ５区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 全体が東西方向の耕作による撹乱を受け，第２１３３号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�４３ｍ，短軸５�９１ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｗである。壁高は１０～１３�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。

覆土 各層ともロームブロックを含んでいる。４層に分けられるが，覆土が薄く撹乱を受けているため堆積状

況は不明である。

遺物出土状況 土師器片２１点（甕類）が出土している。出土遺物はすべて細片であり，廃棄されたものと考え

られる。

所見 時期の特定は難しいが，出土土器や住居形態から５世紀以前と考えられる。

第１６６図 第２１４０号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロ－ムブロック少量，焼土ブロック微量

３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第２１４０号住居跡出土遺物観察表（第１６６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２８５ 土師器 坏 １５�８ ３�１ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 床面 ６０％

２８６ 土師器 甕 ［２４�８］（１３�３） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ナデ 壁溝覆土～床面 １０％

２８７ 土師器 甕 ［２１�８］（４�９） － 石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 床面 ５％

―１８２―



第２１４３号住居跡（第１６８・１６９図）

位置 調査区北東部のＢ１３ｊ４区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１１８・２１２０号住居，第４１９・４２１号掘立柱建物，第２２８０・２２８１・２３６２・２３６５・２３６７号土坑に掘り込

まれている。

規模と形状 長軸５�４７ｍ，短軸５�４２ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は７�ほどで，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１０～１４�，深さ５～８�でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁やや東寄りに付設されているが，上部が削平されている。規模は，焚口部から煙道部まで９２�，袖部

幅１０２�である。袖部は覆土の状況から砂質粘土で構築されていたと推定される。火床面は火を受けて赤変硬

化している。煙道部は壁外に２５�ほど掘り込まれている。

第１６７図 第２１４２号住居跡実測図

―１８３―



ピット ２か所。主柱穴で，深さは１８～４６�である。

遺物出土状況 土師器片４６点（甕類）が出土している。また，混入した陶器片１点も出土している。いずれも

細片で，図示できたものは竈内から出土した２８８・２８９だけであり，遺棄されたものと考えられる。

所見 堆積状況が不明であり，時期の特定が難しいが，出土土器と住居形態から時期は６世紀後葉から７世紀

前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂

質粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，ローム

ブロック・炭化物微量
３ 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
４ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物微量

５ にぶい黄褐色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子
少量，炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
７ 灰 褐 色 ローム粒子少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量
９ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量

第１６８図 第２１４３号住居跡実測図

―１８４―



第２１４５号住居跡（第１７０・１７１図）

位置 調査区北東部のＢ１３ａ９区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 北部を東西方向に第１２０号溝に掘り込まれている。南東コーナー部は調査区域外である。また，南

部は東西方向の耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸５�９８ｍ，短軸５�５６ｍほどの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は２０～３０�で，外

傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１６～１８�，深さ６～１０�でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。南部を中心に，床面には焼土ブロックが広がっている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１５５�，袖部幅１０５�である。袖部は覆土の

状況から砂質粘土で構築されていたと推定される。火床部は床面を１５�ほど掘りくぼめており，火床面は火を

受けて赤変硬化している。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４２～７０�である。Ｐ５は深さ３０�で，竈に対峙する位置にあ

ることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ２４�，Ｐ７は深さ３０�であ

り，棟持柱と想定されるが明確ではない。

覆土 １４層に分けられる。各層にロームブロックを多く含む人為堆積である。

第１６９図 第２１４３号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロ
ーム粒子微量

６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

８ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１２ 褐 色 ロームブロック少量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

第２１４３号住居跡出土遺物観察表（第１６９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２８８ 土師器 甕 ［１９�０］（６�２） － 石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 竈覆土 ６０％

２８９ 土師器 甕 － （３�９） ７�０ 石英・雲母・礫 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 竈覆土 ５％

―１８５―



第１７０図 第２１４５号住居跡実測図

―１８６―



遺物出土状況 土師器片２８８点（坏２５，高坏１，鉢２，甕類２３９，甑２１），須恵器片５点（坏２，鉢１，壺１，

甕類１）が出土している。また，混入した磁器片１点も出土している。２９２は西部の覆土上層，２９０は南東部の

覆土下層，２９１は竈付近の覆土上層からそれぞれ出土している。２９４は北東部の覆土下層から床面にかけて出土

した遺物が接合したもので，住居の廃絶後間もなく投棄されたものと考えられる。

所見 床面に焼土ブロックが広がっており，住居廃絶に伴う焼失住居と考えられ，遺物はほとんどが細片で，

食膳具類はあらかじめ持ち出した後に焼失したと考えられる。時期は，出土土器から６世紀後葉から７世紀前

葉と考えられる。

第２１４６号住居跡（第１７２・１７３図）

位置 調査区北東部のＢ１３ａ７区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 北部を東西方向に第１２０号溝に掘り込まれており，南部は東西方向の耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸５�９１ｍ，短軸５�７３ｍの方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｗである。壁高は８～３０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。南壁を除いた壁下には，幅１６～２２�，深さ８�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

第１７１図 第２１４５号住居跡出土遺物実測図

第２１４５号住居跡出土遺物観察表（第１７１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２９０ 土師器 坏 １３�０ ５�３ － 雲母・赤色粒子 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ８０％

２９１ 土師器 坏 ［１３�８］ ４�５ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土上層 ６０％

２９２ 土師器 鉢 １２�０ ５�２ ７�８ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 底部木葉痕有り 覆土上層 ９８％ PL１５６

２９３ 土師器 鉢 ８�２ １１�０ － 石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 輪積痕 覆土下層 ９０％ PL１７０

２９４ 土師器 甑 ２０�９ ２０�０ ６�０ 長石・石英・赤色粒子・白色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 下端
ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層～床面 ５５％

―１８７―



第１７２図 第２１４６号住居跡実測図

―１８８―



竈 北壁やや西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８６�，袖部幅１１２�である。袖部は床

面とほぼ同じ高さを基部とし，砂質粘土で構築されている。火床面は火を受けて赤変している。煙道部は壁外

に５０�ほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３７～５７�である。

覆土 １３層に分けられる。各層にロームブロックを多く含む人為堆積である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，砂質粘土粒子・炭化粒子微量
５ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ロームブロック

微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子

少量

９ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
１０ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量
１１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量
１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク少量
１３ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブック・焼土ブロッ

ク少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１５ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１６ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量

８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子少量
１１ 褐 色 ロームブロック中量
１２ 明 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１３ 褐 色 ローム粒子中量

第１７３図 第２１４６号住居跡出土遺物実測図

―１８９―



遺物出土状況 土師器片８３点（坏１２，器台１，高坏５，甕類６５）が出土している。２９５は北西部床面，２９７は北

壁際床面から出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。２９６はＰ４の覆土から出土しており，

廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世後葉と考えられる。

第２１４７号住居跡（第１７４図）

位置 調査区東部のＢ１３ｇ４区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第１７４図 第２１４７号住居跡実測図

第２１４６号住居跡出土遺物観察表（第１７３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２９５ 土師器 坏 １３�８ ４�７ － 石英・雲母・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ８０％

２９６ 土師器 坏 ［１４�４］ ４�７ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ Ｐ４覆土 ６０％

２９７ 土師器 甕 ［１３�０］（３３�７） － 長石・石英・雲母・小礫 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 輪積
痕 内面ヘラナデ 床面 １０％

―１９０―



重複関係 第２１２９号住居，第２３１０・２３５９・２３６０・２３９６・２３９８・２５２１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�８２ｍ，短軸５�５５ｍの方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は５～１４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。

ピット ９か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴と考えられ，深さは７～１０�である。Ｐ５は深さ８�で，南壁際に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ９の深さは６～１６�で，性格は不明であ

る。

覆土 ２層に分けられる。ロームブロックを含んでいるが，撹乱が激しいため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片７２点（坏５，坩１，甕類６６）が出土している。その他，混入した須恵器片５点，陶器

片１点も出土している。出土した土器のほとんどが細片であり，廃棄されたものと考えられる。

所見 覆土が薄く，出土遺物の数も少ないため時期の特定は難しいが，重複関係と住居形態から５世紀以前と

考えられる。

第２１４９号住居跡（第１７５図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｃ０区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０４７・２０６７・２１５０号住居に掘り込まれている。

規模と形状 西側を他の住居に掘り込まれているが，長軸５�２０ｍ，短軸４�６０ｍの長方形と推定され，主軸方向

はＮ－４°－Ｗである。確認された範囲では，壁高は５～１５�で，壁は外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２８�，袖部幅１３０�である。袖部はローム

土混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで火を受けて赤変硬化している。煙道部

は壁外に６４�掘り込まれ，緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ６２～７２�である。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１３９点（坏２４，甕類１１５），須恵器片５点（坏），鉄製品１点（不明）のほか，混入した

陶器片３点も出土しているが，いずれも細片である。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量

竈土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，砂質粘土粒子

微量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量

６ 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
７ 明 褐 灰 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量，ローム

ブロック微量
８ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子

微量
９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロッ

ク微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

４ にぶい褐色 ロームブロック中量
５ 灰 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子微量
６ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

―１９１―



第２１５２号住居跡（第１７６図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｃ２区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１５９・２１６１号住居跡を掘り込み，第２１５０・２１６０号住居に掘り込まれている。

規模と形状 西半分を他の住居に掘り込まれているため，東西軸２�９２ｍ，南北軸４�０４ｍだけが確認された。主

軸方向はＮ－１３°－Ｗである。確認された範囲では，壁高は８�で，外傾して立ち上がっている。

床 確認された範囲では，ほぼ平坦である。北から東側にかけて４か所の焼土範囲が確認され，焼土の広がり

から見て焼失住居と考えられる。

覆土 単一層で，火災に伴う堆積層である。

第１７５図 第２１４９号住居跡実測図

―１９２―



遺物出土状況 土師器片４８８点（坏８２，甕類４０６），須恵器片５点（坏３，甕２）のほか，混入した灰釉陶器片

１点も出土している。

所見 床面から多量の焼土が確認されていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器から６世紀後

葉から７世紀前葉と考えられる。

第２１５３号住居跡（第１７７・１７８図）

位置 調査区南部のＤ１１ｂ９区，標高１９�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０４８・２１８５号住居跡を掘り込み，第２１０１・２４９６号土坑，第１１９号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�１８ｍで，西側は撹乱を受けているが短軸６�０８ｍの方形と推定され，主軸方向はＮ－３７°－

Ｗである。確認された範囲の壁高は２０～３８�で，外傾して立ち上がっている。

床 耕作によって南側が削平されているが，確認された範囲ではほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

壁下には，幅８～２２�，深さ４～１０�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。北壁寄りの床面からは焼

土が確認され，竈の火床部の痕跡と想定される。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは７０～７８�である。

覆土 ５層に分けられる。不自然な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化材少量

第１７６図 第２１５２号住居跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック微量
２ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼

土ブロック微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，焼土ブ

ロック微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック，砂質粘土ブロック微量
５ 灰 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック・焼土ブ

ロック微量

―１９３―



第１７７図 第２１５３号住居跡実測図

―１９４―



遺物出土状況 土師器片３９５点（坏５４，高坏１，甕類２９２，甑４８），須恵器片３０点（坏１，高台付坏１，蓋１，

甕類２７），不明鉄製品１点のほか，混入した埴輪片１点も出土している。遺物の多くは中央部の覆土上層に集

中しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。２９８・２９９・３００・３０１は中央部北側の床面からまと

まって出土し，住居の廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第２１５４号住居跡（第１７９図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｅ７区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２２０号住居跡を掘り込み，第２１６８・２１７６・２１８４・２１９１・２１９２・２４２１～２４２５・２５４３号土坑，第１５号

柵列に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�３２ｍ，短軸６�１１ｍの方形と推定される。主軸方向はＮ－０°である。壁高は４�ほどで，

外傾して立ち上がっている。

第１７８図 第２１５３号住居跡出土遺物実測図

第２１５３号住居跡出土遺物観察表（第１７８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２９８ 土師器 坏 １２�２ ４�７ － 長石・石英・雲母 黒褐色 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 １００％ PL１５６

２９９ 土師器 坏 １３�２ ４�２ － 長石・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 床面 ９８％ PL１５６

３００ 土師器 坏 ［１２�８］ ４�０ － 長石・石英 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 床面 ７０％ PL１５６

３０１ 土師器 甑 ２７�４ ３１�９ ９�６ 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面下端ヘラ磨き
内面輪積痕を残すナデ 床面 ９０％ PL１８５

―１９５―



床 削平されており詳細は不明である。硬化面も一部しか確認されていない。北東コーナー部に焼土や炭化物

が広がっており，竈材などが廃棄されたのではないかと考えられる。

竈 北壁中央部に付設されているが，上部が削平されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１８�であり，

袖部は砂質粘土で構築されていたと推定される。火床部は床面を１２�掘りくぼめており，火床面は火を受けて

赤変硬化している。煙道部は壁外に２０�ほど掘り込まれている。

ピット ４か所。Ｐ１は主柱穴で，深さは５２�である。Ｐ２～Ｐ４の深さは１３～３４�で，性格は不明である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
２ 暗 赤 灰 色 ロームブロック・焼土粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土
粒子微量

５ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・
炭化粒子微量

第１７９図 第２１５４号住居跡・出土遺物実測図

―１９６―



遺物出土状況 土師器片８４点（坏６，高坏２，甕類７６），須恵器片８点（坏４，甕類４）が出土している。３０２

は北東部の覆土から出土している。出土した土器のほとんどが細片であり，廃棄されたものと考えられる。

所見 床面が露出していたため覆土の堆積状況は不明である。出土遺物も少ないため時期の特定は難しいが，

重複関係と住居形態から７世紀前半と考えられる

第２１５７号住居跡（第１８０・１８１図）

位置 調査区中央部のＣ１１ａ０区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１５０・２１５６号住居，第２４３０号土坑に掘り込まれている。

第１８０図 第２１５７号住居跡実測図

第２１５４号住居跡出土遺物観察表（第１７９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３０２ 土師器 高坏［１４�８］（１�９） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 坏部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土 １０％

―１９７―



規模と形状 長軸７�２９ｍ，短軸５�９１ｍの方形と推定される。主軸方向はＮ－５°－Ｗである。壁高は６～２７�

で，外傾して立ち上がっている。

床 硬化面は一部しか確認できなかったため詳細は不明である。本跡の床面は，第２１５６号住居の床面より１０�

ほど高くなっている。

覆土 ２層に分けられる。土層は一部分しか確認されていなかったため堆積状況は不明である。

ピット ２か所。深さは３８�・５２�で，性格は不明である。

遺物出土状況 土師器片２４点（坏５，甕類１９），須恵器片４点（甕類），鉄製品１点（手斧）が出土している。

３０３は南西部の床面，３０４・３０５は東壁際の床面からそれぞれ出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考

えられる。Ｍ２７はＰ１の覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器と重複関係から７世紀前葉と考えられる。

第２１５８号住居跡（第１８２・１８３図）

位置 調査区中央部のＣ１１ａ８区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０７７号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�０２ｍ，短軸５�９８ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は１５～３３�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。第２０７７号住居に掘り込まれた部分を除いた壁下には，

幅１４～２０�，深さ７～１０�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ローム粒子多量

第１８１図 第２１５７号住居跡出土遺物実測図

第２１５７号住居跡出土遺物観察表（第１８１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３０３ 土師器 坏 ［１７�４］（３�１） － 石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 １０％

３０４ 土師器 坏 ［１５�８］（３�２） － 長石・雲母・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 １０％

３０５ 土師器 坏 ［１２�４］（４�０） － 石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 １０％

３０６ 土師器 小形甕 － （２�２） ４�１ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２７ 手斧 ７�６ ４�０ １�６ ９３�１ 鉄 横斧 袋状 Ｐ１覆土 PL１９７

―１９８―



第１８２図 第２１５８号住居跡実測図

―１９９―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２７�，袖部幅１１２�である。袖部は，覆土

の状況から砂質粘土で構築されていたと推定される。火床面は火を受けて赤変している。煙道部は壁外に３８�

掘り込まれ，直立ぎみに立ち上がっている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは４０～５８�である。Ｐ４～Ｐ６の深さは２０～３６�で，性格は不

明である。

覆土 ９層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２５９点（坏５８，甕類２０１），須恵器片４点（坏３，甕類１），粘土塊１点，鉄製品１点（刀

子）が出土している。３０８は南東部床面，３０９は北西部床面，３１０は北東部床面からそれぞれ出土しており，住

居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。３０７は北西部覆土から出土し，住居廃絶後に廃棄されたものと考え

られる。Ｍ２８は南東部覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
１０ 灰 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
４ 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
５ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

６ 褐 色 ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子微量

第１８３図 第２１５８号住居跡出土遺物実測図

第２１５８号住居跡出土遺物観察表（第１８３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３０７ 土師器 坏 １１�５ ３�６ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
放射状の暗文 覆土 ８０％

３０８ 土師器 坏 ［１３�６］ ５�０ － 石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 床面 ４０％

３０９ 土師器 甕 ［１９�０］（６�５） － 長石・石英・雲母・小礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 床面 ５％

３１０ 土師器 甕 ［１６�４］（６�９） － 石英・赤色粒子 にぷい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 輪積痕 床面 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２８ 刀子 （４�５） １�４ ０�１５～
０�３ （６�０） 鉄 茎部の破片 断面長方形 覆土

―２００―



第２１５９号住居跡（第１８４図）

位置 調査区北東部のＣ１２ｄ１区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第１８４図 第２１５９号住居跡・出土遺物実測図

―２０１―



重複関係 第２０６８・２１５２号住居跡を掘り込み，第２１６０・２１６１号住居，第２０９６号土坑（墓壙）に掘り込まれてい

る。南部は東西方向の耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸６�２９ｍ，短軸５�８７ｍの方形と推定され，主軸方向はＮ－２５°－Ｗである。壁高は４～１８�で，

外傾して立ちあがっている。

床 ほぼ平坦である。

竈 北壁中央部に付設されている。第２１６０号住居に掘り込まれており，火床部だけが確認されている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは２９～４７�である。Ｐ４は深さ３２�で，竈に対峙する位置にあ

ることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５・Ｐ６の深さは１７～１９�で，性格

は不明である。

覆土 ５層に分けられる。土層は一部分しか確認されていなかったため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１１点（甕類）が出土している。３１１は中央部の床面から出土しており，住居廃絶後間

もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 覆土の堆積状況が不明であり，遺物も少ないため時期の特定は難しいが，出土土器と重複関係から７世

紀後半と考えられる。

第２１６１号住居跡（第１８５・１８６図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｃ２区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１５０・２１５２・２１５９・２１６０号住居に掘り込まれている。

規模と形状 南東コーナー部を除いて他の住居に掘り込まれており，東西軸２�２４ｍ，南北軸５�２４ｍが確認され

た。主軸方向はＮ－１０°－Ｗである。確認された範囲の壁高は８～１６�で，外傾して立ち上がっている。

床 確認された範囲は，ほぼ平坦である。

覆土 ３層に分けられる。覆土が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１０点（器台９，壺１）のほか，混入した土師器片８４点（坏４，甕類８０），須恵器片１４

点（坏１０，高台付坏１，甕類３），陶器１点も出土している。３１３は東壁寄りの覆土上層，３１２は覆土から出土

し，住居の廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から４世紀後半と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック少量

第２１５９号住居跡出土遺物観察表（第１８４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３１１ 土師器 甕 ［１９�４］（５�２） － 長石・石英・雲母 灰白 普通 口辺部内外面横ナデ 床面 ５％

―２０２―



第２１６３号住居跡（第１８７～１９１図）

位置 調査区北西部のＢ９ｂ９区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 東部分を南北方向に第１１４・１２３号溝が掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５�２２ｍ，短軸５�１９ｍの方形で，主軸方向はＮ－２５°－Ｗである。壁高は４８～５２�で，外傾し

て直立ぎみに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅８～１８�，深さ３～１０�でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２９�，袖部幅９４�である。袖部は，床面

とほぼ同じ高さを基部とし，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を浅く皿状に掘りくぼめており，火を

第１８５図 第２１６１号住居跡実測図

第１８６図 第２１６１号住居跡出土遺物実測図

第２１６１号住居跡出土遺物観察表（第１８６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３１２ 土師器 器台 － （３�６）［１２�６］長石・石英 黒 普通 脚部外面ヘラ磨き内面ナデ 透かし穴３つ 覆土 ４０％

３１３ 土師器 壺 ［１７�９］（６�６） － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 折り返し口辺部外面ハケ目調整 内面ナデ 頸
部外面ハケ目調整 内面ナデ・ハケ目調整 覆土上層 ５％

―２０３―



第１８７図 第２１６３号住居跡実測図

―２０４―



第１８８図 第２１６３号住居跡出土遺物実測図�

―２０５―



第１８９図 第２１６３号住居跡出土遺物実測図�

―２０６―



第１９０図 第２１６３号住居跡出土遺物実測図�

―２０７―



受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４２�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

第１９１図 第２１６３号住居跡出土遺物実測図�

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
２ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化材少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
６ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量
７ 極暗赤褐色 焼土粒子多量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量
９ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック少量
１１ にぶい褐色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量

１２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量
１３ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量
１５ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量
１６ 褐 灰 色 砂質粘土粒子多量
１７ 褐 色 ローム粒子多量，砂質粘土粒子少量
１８ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量
１９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック微量
２０ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量
２１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・砂質粘土粒子

少量
２２ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量

―２０８―



ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５１～６９�である。Ｐ５は深さ５２�，Ｐ６は深さ２５�で，竈に

対峙する位置にあることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７の深さは１８�で，

性格は不明である。

覆土 １５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１２０３点（坏７７，高坏５，甕類１１０４，甑１６，手捏土器１），須恵器片１４点（坏１，壺２，

提瓶５，甕類６），土製品１点（支脚），石製品１点（紡錘車），鉄滓１点が竈周辺や中央部を中心に出土して

いる。３２１・３２２・３２３・３２５は竈付近の床面からそれぞれ伏せた状態で並んで出土しており，遺棄されたものと

考えられる。３１５は竈左袖部付近の床面，３１７は竈前面の床面からまとまって出土しており，それぞれ住居廃絶

時に遺棄されたものと考えられる。DP６２は竈付近の床面，Ｑ２９は北壁際の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる

第２１６４号住居跡（第１９２・１９３図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｆ４区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１６５号住居跡を掘り込み，南北方向の耕作による撹乱を受けている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 褐 色 ローム粒子中量

９ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第２１６３号住居跡出土遺物観察表（第１８８～１９１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３１４ 土師器 坏 ８�９ ５�１ － 長石・石英・雲母 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 ９５％ PL１５６

３１５ 土師器 坏 １２�４ ４�３ － 長石・雲母 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ５５％

３１６ 土師器 高坏 － （５�０）［１０�６］長石 黒 普通 脚部外面ヘラ削り 内面ヘラ削り後ヘラ磨き
裾部内外面横ナデ 覆土中層 ５５％

３１７ 土師器 甕 ２２�４ ３４�３ ９�０ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ９５％ PL１８２

３１８ 土師器 甕 ２０�８ ３４�１ ８�４ 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ナデ 床面 ６０％ PL１８２

３１９ 土師器 甕 ［１７�０］２３�６［７�６］長石・石英 黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ナデ Ｐ３覆土 ６０％

３２０ 土師器 甕 ２１�０（１４�７） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面輪積痕 Ｐ４覆土 ３０％

３２１ 土師器 甕 － （２７�９） ６�９ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 底部ヘラ磨き 床面 ５０％

３２２ 土師器 小形甕 １３�４ １５�４ ５�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘラ
磨き 内面ナデ 床面 １００％ PL１７６

３２３ 土師器 小形甕 １５�６ １３�７ ８�０ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 床面 ９８％ PL１７７

３２４ 土師器 小形甕［１３�２］１６�５ ７�２ 長石・石英 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 輪積痕 Ｐ２覆土 ６０％ PL１７７

３２５ 土師器 甑 ２５�７ ２６�１ １０�２ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 下端ヘラ磨き 輪積痕 床面 ９０％ PL１８５

３２６ 土師器 手捏土器 － （８�８） ５�１ 石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 輪積痕 内面ナデ 底部ヘ
ラ削り 覆土下層 ５０％

３２７ 須恵器 提瓶 － （２５�３） － 長石・石英 灰 普通 口頸部内外面ロクロナデ 外面ナデ 内面指頭
痕体部内外面ロクロナデ 回転しぼり 覆土下層 ６０％ PL１７１

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP６２ 支脚 （１６�３）（７�５） ６�５ （６２５�１）土（長石・石英） ナデ 指頭痕 にぶい橙色 床面

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２９ 紡錘車 ４�２ １�８ ０�８ ４３�３ 粘板岩 両面研磨 一方向からの穿孔 床面

―２０９―



規模と形状 長軸４�６４ｍ，短軸４�１７ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１３°－Ｗである。壁高は４�ほどで，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，竈付近が踏み固められている。

竈 北壁東寄りに付設されている。撹乱を受けているため全体の形状は不明であるが，焚口部から煙道部まで

９５�である。火床部は床面を浅く皿状に掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は

壁外に２２�掘り込まれ，外傾して緩やかに立ち上がっている。

覆土 ３層に分けられる。覆土が薄いが，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１８７点（坏４４，甕類１４３），須恵器片４点（坏１，甕類３），鉄滓１点が出土している。

３２８・３２９は竈右袖部内からそれぞれ出土しており，竈の構築材と考えられる。TP１は北東部の覆土から出土

しており，砥石に転用されたものと考えられる。

所見 出土した土器は，３２８・３２９のほかほとんどが細片であるが，時期は，出土土器と重複関係から７世紀代

と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量

４ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
６ 灰 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子少量

第１９２図 第２１６４号住居跡実測図

―２１０―



第２１６５号住居跡（第１９４・１９５図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｆ３区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１６４号住居，第２４２８・２５０６・２５０７号土坑に掘り込まれ，南北方向の耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸４�１１ｍ，短軸３�９８ｍの方形で，主軸方向はＮ－１６°－Ｗである。壁高は４�ほどで，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 単一層である。撹乱を受けているため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１３点（坏２，高坏１，甕類１０）が出土している。３３０・３３１は北東部の覆土から出土し，

細片であることから住居廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 覆土が薄く，出土遺物の数が少ないため時期の特定は難しいが，出土土器や重複関係から６世紀以前と

考えられる。

第１９３図 第２１６４号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２１６４号住居跡出土遺物観察表（第１９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３２８ 土師器 甕 ［２２�８］（２４�０） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 竈袖部下層 ３０％

３２９ 土師器 小形甕 １６�４（１９�１） － 長石・石英・雲母・礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ナデ 竈袖部下層 ４０％

TP１ 土師器 甕 － （５�３） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面に条線状の研痕 覆土 ５％ 砥石転用

―２１１―



第２１６８号住居跡（第１９６・１９７図）

位置 調査区西部のＣ１０ａ７区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８１号掘立柱建物，第２５０１・２５０２・２５５８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�７２ｍ，短軸４�７０ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｗである。壁高は５～１５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅９～１６�で，深さ２～５�，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１００�，袖部幅１４６�である。袖部はローム

土混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面を８�掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。

煙道部は外傾して立ち上がっている。第１３層は掘り方，第１４層は煙道部の構築土である。

第１９４図 第２１６５号住居跡実測図

第１９５図 第２１６５号住居跡出土遺物実測図

第２１６５号住居跡出土遺物観察表（第１９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３３０ 土師器 坏 ［１４�４］ ３�６ － 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 覆土 ５％

３３１ 土師器 小形甕［９�２］（５�５） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 輪積痕 覆土 ５％

―２１２―



ピット １３か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ４１～７４�である。Ｐ５は深さ１２�で，南壁際の中央部に位置し

ていることや硬化面の広がりから見て，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ１３の性格は不明で

ある。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 灰中量，ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子

少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・灰少量
７ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック少量，砂質粘土

粒子微量
８ 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土

ブロック・炭化粒子微量

９ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量，ロ
ーム粒子微量

１０ 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土
ブロック・炭化粒子微量

１１ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子
少量

１２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・砂
質粘土粒子微量

１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・砂

質粘土粒子微量

第１９６図 第２１６８号住居跡実測図

―２１３―



覆土 ３層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２３５点（坏２７，甕類２０８），須恵器片１７点（坏２，甕類１５），土製品１点（支脚），鉄滓

２点が中央部から出土している。３３３はＰ３の覆土上層，３３２・３３４・３３６は中央部の覆土中層と下層からそれぞ

れ出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。DP６３は竈の煙道部の覆土下層から出土し

ており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，３３５は覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第２１７１号住居跡（第１９８・１９９図）

位置 調査区西部のＣ１０ａ９区，標高２１�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化材・焼土ブロック微量

３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１９７図 第２１６８号住居跡出土遺物実測図

第２１６８号住居跡出土遺物観察表（第１９７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３３２ 土師器 坏 ［１２�６］（３�４） － 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
放射状のヘラ磨き 覆土中層～下層 ２０％

３３３ 土師器 坏 ［１３�８］（４�２） － 長石・雲母・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ Ｐ３覆土上層 ５％

３３４ 須恵器 坏 ［９�０］ ４�９ － 長石・石英 灰 良好 ロクロ成形 底部回転ヘラ削り 覆土中層～下層 ６０％ PL１５６

３３５ 土師器 甕 ［１３�８］（７�３） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面手持ちヘラ削り
内面ヘラナデ 輪積痕 覆土 ５％ 口辺

部煤付着

３３６ 須恵器 甕 ２０�４（１１�０） － 長石・石英・雲母 灰白 普通 口辺部外面３条の櫛描波状文 体部外面カキ目
調整内面同心円状の当て具痕 覆土中層～下層 ２０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP６３ 支脚 １２�７ （８�６） ７�９ （６５９�６）土（長石・石英） ナデ・指頭痕 一部欠損 竈覆土下層

―２１４―



第１９８図 第２１７１号住居跡実測図

―２１５―



重複関係 第３５・４０・４１号地下式壙，第１２１号溝に掘り込まれている。

規模と形状 北東コーナー部を第３５号地下式壙に掘り込まれ，耕作により南側も削平されているが，長軸５�８５

ｍ，短軸５�７７ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｗである。確認された壁高は８～１０�で，各壁とも外傾して

立ち上がっている。

床 確認された範囲は，ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅６～１４�，深さ４～８�で，

Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。竈前が第４０号地下式壙に掘り込まれているが，焚口部から煙道部まで１１４

�，袖部幅１２８�である。袖部は砂質粘土を主体に構築されている。火床部は床面を２０�掘りくぼめており，

火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３４�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

ピット ９か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ１８～２７�である。Ｐ５は深さ２９�で，南壁際の中央部に位置し

ていることや硬化面の広がりから見て，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ９の性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土

ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック・炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物・ロ

ーム粒子微量
４ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ロ

ーム粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロ

ック・炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
７ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子

少量，炭化粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・

砂質粘土粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子微量

１０ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・ローム粒子
微量

１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・ローム
粒子微量

１２ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子
・炭化粒子微量

１３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロ

ック微量
１５ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム

粒子・炭化粒子微量
１６ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロ

ック・炭化粒子微量
１７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ロームブロック

・炭化粒子微量
１８ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

４ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
６ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第１９９図 第２１７１号住居跡出土遺物実測図

―２１６―



遺物出土状況 土師器片２６６点（坏５８，甕類２０８），須恵器片１１点（坏７，高台付坏１，甕類３），不明鉄製品１

点のほか，混入した陶器片１点も出土している。主に北側の覆土上層に集中している。３３９は北壁際の覆土下

層から出土し，住居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。３３７・３３８は北壁寄りの床面と覆土下層から出土

し，廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第２１７３号住居跡（第２００図）

位置 調査区中央部のＢ１２ｅ５区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第２００図 第２１７３号住居跡実測図

第２１７１号住居跡出土遺物観察表（第１９９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３３７ 土師器 坏 １３�４ ４�０ － 石英 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 ９５％ PL１５６

３３８ 土師器 坏 ［１１�２］（４�２） － 雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ５０％

３３９ 土師器 甕 － （２２�９） ７�８ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面下半ヘラ磨き 内面ヘラナデ 覆土下層 ７０％

―２１７―



重複関係 第２１２１・２２１１号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�０２ｍ，短軸５�９６ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｗである。壁高は４�ほどで，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。壁下には，幅１８～２０�，深さ５�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。第２２１１号住居に掘り込まれて，上部が削平されているため全体の形状は不

明である。袖部は覆土の状況から砂質粘土で構築されていたと推定される。火床部は床面を浅く皿状に掘りく

ぼめており，火を受けて赤変している。煙道部は壁外に５０�ほど掘り込まれ，外傾して緩やかに立ち上がって

いる。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６１～８０�である。Ｐ５は深さ１５�で，南壁際の竈に対峙する

位置にあることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ６３�で，性格は不明である。

遺物出土状況 土師器片１０点（坏１，甕類９），土製品１点（支脚）が出土している。

所見 覆土がほとんど残っていないため堆積状況が不明であり，出土遺物の数も少ないため時期の特定は難し

いが，重複関係や住居形態から古墳時代後期と考えられる。

第２１７４号住居跡（第２００・２０１図）

位置 調査区西部のＣ１０ｄ７区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１号方形竪穴遺構，第２５１８～２５２０・２２５８・２８０３～２８０６・２８２９号土坑，第２５６６号土坑（墓壙）に掘

り込まれている。また，南北方向の耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸７�４４ｍ，短軸６�６８ｍの方形と推定され，主軸方向はＮ－１４°－Ｗである。壁高は８�ほどで，

外傾して立ち上がっている。

床 削平されており詳細は不明である。硬化面も一部しか確認されていない。北・西の壁下には，幅１０�，深

さ４�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。上部が削平されているため全体の形状は不明であるが，焚口部から煙道部

まで９３�，袖部幅９７�である。袖部は，床面とほぼ同じ高さを基部とし砂質粘土で構築されている。煙道部は

壁外に１８�掘り込まれている。

ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは３５～５２�である。

覆土 ２層に分けられる。覆土が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片４０点（坏９，壺１，甕類３０），須恵器片２点（坏，甕類）が出土している。その他，

混入した陶器片１点，磁器片１点も出土している。３４０は北壁際の覆土下層から出土しており，住居廃絶時に

竈土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量

炭化物微量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ローム粒子多量
６ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土

粒子少量

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
３ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量

７ 褐 色 ローム粒子中量
８ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
９ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子中量

―２１８―



第２０１図 第２１７４号住居跡・出土遺物実測図

―２１９―



遺棄されたものと考えられる。

所見 出土遺物の数が少ないため時期の特定は難しいが，出土土器と住居形態から６世紀後葉から７世紀前葉

と考えられる。

第２１７６号住居跡（第２０２～２０４図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｇ０区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２９３号住居跡を掘り込み，第２１６７号住居，第１２５号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�８７ｍ，短軸５�７２ｍの方形で，主軸方向はＮ－１７°－Ｗである。壁高は１４～３９�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１０～１５�，深さ３～７�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。また，南壁際の床面には焼土が堆積している。

竈 北壁中央部に付設されている。右袖部および煙道部は耕作による撹乱で壊されている。袖部は，床面とほ

ぼ同じ高さの地山面にローム混じりの砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さの地山

面を使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３８�掘り込まれ，火床部から急な

傾斜で立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４８～６８�である。Ｐ５は深さ４１�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ８層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４７６点（坏８７，高坏４，甕類３８５），鉄製品１点（刀子）が竈周辺および北東部を中心

に出土している。また，須恵器片が５２点出土しているが，耕作による撹乱で，重複している第２１６７号住居跡か

ら混入したものと考えられる。３４１，３４２は竈右側の床面，３４３は北西コーナー部の床面から出土しているが，

いずれも細片であり，住居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。３４４は中央部の覆土下層から出土してお

り，住居の廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 南壁際の床面に焼土が堆積していることから，焼失住居と考えられる。時期は，出土土器および重複関

係から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

３ 極暗赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック少量
４ にぶい褐色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子多量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック中量

第２１７４号住居跡出土遺物観察表（第２０１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３４０ 土師器 坏 ［１３�０］ ５�３ － 石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ６５％

―２２０―



第２０２図 第２１７６号住居跡実測図�

―２２１―



第２０３図 第２１７６号住居跡実測図�

第２０４図 第２１７６号住居跡出土遺物実測図

第２１７６号住居跡出土遺物観察表（第２０４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３４１ 土師器 坏 ［１５�２］ ４�６ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ５０％

３４２ 土師器 坏 － （４�０） － 長石・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ２０％

３４３ 土師器 甕 ２０�８（１９�５） － 長石・石英・雲母 明灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 床面 ２０％

３４４ 土師器 甕 ［２１�３］（１７�６） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 覆土下層 １０％

―２２２―



第２１７７号住居跡（第２０５図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｊ５区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第２０５図 第２１７７号住居跡・出土遺物実測図

―２２３―



重複関係 第２１０２・２１０３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南東部は床面が削平された状態で検出されている。硬化面の範囲から，主軸方向はＮ－１４°－Ｗ

で，長軸６�２７ｍ，短軸は６�０ｍほどの方形と推定される。壁高は東壁際で１０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，全体が硬化している。

竈 北壁中央部の東寄りに付設されている。左袖部は耕作による撹乱で壊されており，遺存しない。右袖部は

砂質粘土で構築されている。確認できた部分の規模は，焚口部から煙道部まで１１３�である。火床部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面を使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４８�掘り込ま

れ，火床部から外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片８２点（坏１９，甕類６３），須恵器片３点（坏１，甕類２），土製品１点（玉）が散在した

状態で出土しているが，いずれも細片である。３４５は，西壁際の覆土下層から出土しており，住居の廃絶後に

投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉以前と考えられる。

第２１７８号住居跡（第２０６図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｈ５区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１１６・２１１８・２１１９・２１３８・２１３９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 耕作により削平を受け，東西軸４�８０ｍ，南北軸１�６０ｍだけが確認された。主軸方向はＮ－１０°－

Ｗである。確認された範囲での壁高は４�で，外傾して立ち上がっている。

床 確認された範囲は，ほぼ平坦である。

竈 北壁中央部に付設されている。耕作により削平され，煙道部は壁外に５４�以上掘り込まれていることが確

認された。

覆土 ２層に分けられる。覆土が薄く堆積状況は不明である。

竈土層解説
１ にぶい褐色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロッ

ク微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

竈土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック微量

３ 灰 褐 色 ロームブロック中量
４ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 灰 色 ロームブロック少量

第２１７７号住居跡出土遺物観察表（第２０５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３４５ 土師器 坏 ［１４�４］ ４�２ － 長石・石英・雲母 橙・黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ４０％

―２２４―



遺物出土状況 土師器片６１点（坏７，甕類５４），須恵器片２９点（坏７，蓋１，壺１，甕類１８，甑１，瓶１）の

ほか，混入した土師質土器片１点，陶器片５点，磁器片３点も出土している。いずれも細片である。

所見 時期は，出土土器から古墳時代後期と考えられる。

第２１８４号住居跡（第２０７図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｉ２区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１４号不明遺構に掘り込まれている。

規模と形状 南部を第１４号不明遺構に掘り込まれ，さらに東部は農道となっているため，東西軸は３�３１ｍ，南

北軸は２�９８ｍだけが確認された。主軸方向Ｎ－１７°－Ｗの方形または長方形と推定される。また，床面が露出

した状態で検出されている。

床 特に硬化した部分は認められない。確認された部分の壁下には，幅１３～１６�，深さ３～６�でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁に付設されている。遺存状態が悪く，火床部だけが確認された。火床部は床面を皿状に掘りくぼめて

使用しており，火床面は火を受けてやや赤変している。

第２０６図 第２１７８号住居跡実測図

―２２５―



遺物出土状況 土師器片１点（甕類）が出土している。

所見 出土土器は１点の細片であるが，時期は，住居の主軸方向および規模から古墳時代後期と考えられる。

第２１８５号住居跡（第２０８図）

位置 調査区南部のＤ１１ａ０区，標高１９�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２１５３号住居，第３３６号掘立柱建物，第１１９号溝，第２４１９・２９０７・２９０８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南西部を第２１５３号住居，南部を第１１９号溝に掘り込まれており，東西軸６�３４ｍ，南北軸は３�５５ｍ

だけが確認された。主軸方向Ｎ－８°－Ｅの方形または長方形と推定される。壁高は２～７�であるが，覆土

が薄いため立ち上がりは不明である。また，中央部から南部は床面が露出した状態で検出されている。

床 ほぼ平坦で，竈前部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。煙道部を第２９０７号土坑，左袖部を第２９０８号土坑に掘り込まれており，右袖

部と火床部だけが遺存する。確認された部分の規模は，袖部幅１１２�である。火床部は床面とほぼ同じ高さで

あり，火を受けてわずかに赤変している。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ２９�，Ｐ２は深さ５０�でともに主柱穴である。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。西部を第３３６号掘立柱建物に掘り込まれており，長軸は４４�，短軸

は３９�だけが確認された。確認された部分の形態から，隅丸長方形であると推定され，深さは３４�である。底

面は皿状で，壁は外傾して立ち上がり，覆土は自然堆積の状況を示している。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク微量
２ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロッ

ク微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量

第２０７図 第２１８４号住居跡実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量 ２ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子

少量

―２２６―



遺物出土状況 土師器片２０点（坏１，甕類１８，ミニチュア土器１）が散在した状態で出土しているが，いずれ

も細片である。また，混入した須恵器片４点も出土している。３４６は竈袖左側の床面から出土しており，住居

の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器および重複関係から６世紀後半と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量，焼土ブロック微量 ２ 黒 褐 色 ロームブロック，粘土粒子少量，焼土粒子微量

第２０８図 第２１８５号住居跡・出土遺物実測図

第２１８５号住居跡出土遺物観察表（第２０８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３４６ 土師器 小形甕 － （８�６） － 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 体部外面ヘラ削り 輪積痕 内面ヘラナデ 輪積痕 床面 ３５％

―２２７―



第２１８７号住居跡（第２０９～２１１図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｊ６区，標高１８�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

規模と形状 長軸５�２６ｍ，短軸５�１９ｍの方形で，主軸方向はＮ－４５°－Ｗである。壁高は４～４４�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，竈前部から南壁際まで踏み固められている。壁下には，幅１１～１４�，深さ３～６�でＵ字状

の断面を呈する壁溝が巡っている。

第２０９図 第２１８７号住居跡実測図�

―２２８―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３４�，袖部幅１２１�であり，袖部は砂質粘

土を用いて構築されている。火床部は床面を１８�皿状に掘りくぼめた後床面とほぼ同じ高さまで埋め戻して使

用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。焼け締まりが強いことから，長期にわたって竈が使用さ

れていたと考えられる。煙道部は壁外に５１�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第２・５・

７・１１・１２・１４層は，天井部の崩落層である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５６～１０４�である。Ｐ５は深さ２７�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから見て，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４４２点（坏９６，甕類３４４，甑２），須恵器片７点（坏２，甕類５）が散在した状態で出

土しているが，いずれも細片である。３４７は中央部南寄り，３４８は東壁際，３４９は北東コーナー部の床面から出

土しており，いずれも住居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第２１０図 第２１８７号住居跡実測図�

竈土層解説
１ 褐 灰 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック

微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロッ

ク・炭化物微量
３ 黒 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック微量
４ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少

量，炭化物微量
５ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロ

ック微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土

粒子微量
７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子

少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，ローム

ブロック・炭化物微量
９ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
１０ 赤 褐 色 焼土粒子多量，ロームブロック微量

１１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量
１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土ブロ

ック少量
１３ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量
１４ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子中量，焼土粒子

炭化粒子少量
１５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量
１６ にぶい赤褐色 焼土粒子多量
１７ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
１９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
２０ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
２１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子・焼土粒子中量
２２ 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
２３ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子

微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土

粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土

粒子微量

５ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック・粘土ブロック・ロ
ーム粒子微量

６ 極 暗 褐 色 焼土粒子中量，粘土ブロック・ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量，

粘土ブロック微量

―２２９―



第２１９２号住居跡（第２１２・２１３図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｉ４区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２２０８～２２１０号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�１４ｍ，短軸４�３９ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２６°－Ｗである。壁高は３～２６�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められている。壁下には，幅１０～１２�，深さ３～１０�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部やや東寄りに付設されている。煙道部および左袖部上部は，第２２０９号住居によって掘り込まれ

ている。遺存する部分の規模は，袖部幅９８�である。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受け

て赤変硬化している。煙道部は火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５０～５５�である。Ｐ５は深さ２６�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

第２１１図 第２１８７号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

４ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量

第２１８７号住居跡出土遺物観察表（第２１１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３４７ 土師器 坏 ［１４�６］ ２�９ － 長石・石英 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ２５％

３４８ 土師器 坏 ［１４�２］（３�９） － 長石・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ２５％

３４９ 土師器 甕 ［１８�０］２３�６ － 長石・石英・雲母 黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ３５％

―２３０―



遺物出土状況 土師器片２６０点（坏８５，甕類１７５），石器２点（砥石）が散在した状態で出土しているが，ほと

んどが細片である。また，混入した黒曜石１点，須恵器片８点，陶器片１点も出土している。３５０は竈前部，３５１

は北東部の覆土下層から出土しているが，いずれも細片であり，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。

また，Ｑ３０は南西部の覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器および重複関係から７世紀前葉以前と考えられる。

３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子炭

化粒子少量

５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量

第２１２図 第２１９２号住居跡実測図

―２３１―



第２１９３号住居跡（第２１４～２１６図）

位置 調査区南西部のＥ９ｄ５区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２１９４号住居跡を堀り込み，第２０１４・２０２５号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�１５ｍ，短軸６�９１ｍの方形で，主軸方向はＮ－４２°－Ｗである。壁高は２４～４５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部および竈の左側が踏み固められている。各壁下には，幅９～１３�，深さ４～７�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。また，南西部の床面には焼土が堆積しており，焼土層は，南壁際で１５

�ほどの厚みを有している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１６９�，袖部幅１４７�である。火床部は床面

を皿状に掘りくぼめて使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。また，８�ほどの厚みで灰が堆

積している。煙道部は壁外に６３�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第２層は，天井部の崩

落層である。

ピット ９か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは８５～９４�である。Ｐ５は深さ４７�，Ｐ６は深さ４５�で，とも

に竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。また，土

層断面から，Ｐ６からＰ５への柱の立て替えが想定される。Ｐ７は深さ４５�でＰ１とＰ２の中間，Ｐ８は深さ４４

�でＰ３とＰ４の中間に，それぞれ位置している。また，Ｐ９は深さ３０�でＰ１とＰ４の中間で，竈の焚口を

避けるように位置していることから，いずれも支柱穴と考えられる。

第２１３図 第２１９２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック・炭化粒子少量
２ 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量
４ 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
５ 黄 灰 色 灰多量，砂質粘土粒子少量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・灰中量，焼土ブロック

少量

７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
８ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子少量
９ 褐 灰 色 灰多量，ローム粒子・焼土粒子少量
１０ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化物・ローム

粒子少量

第２１９２号住居跡出土遺物観察表（第２１３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３５０ 土師器 坏 ［１４�２］（３�２） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ５％

３５１ 土師器 甕 ［１５�４］（４�９） － 長石・石英 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 覆土下層 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３０ 砥石 （６�６） ４�５ ３�６ （２�５） 凝灰岩 砥面４面 覆土 PL１９５

―２３２―



第２１４図 第２１９３号住居跡実測図�

―２３３―



覆土 １０層に分けられる。焼土ブロック，炭化物を含み，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１４９２点（坏４０２，高坏５，甕類１０８３，ミニチュア土器１，手捏土器１），須恵器片６点

（坏１，甕類５），土製品１４点（土玉１０，勾玉１，支脚３），石製品４点（臼玉），種子１点が散在した状態で

出土している。遺物量は多いがほとんどが細片であり，出土層位は床面に堆積した焼土よりも上層である。３５２

は北西部，３５３・３５４は南東コーナー部のいずれも覆土中層から出土しており，住居の廃絶後に投棄されたもの

と考えられる。DP６５～DP７３は西部の床面からまとまった状態で出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたも

のと考えられる。また，DP６４は南西部の床面，Ｑ３１は北西コーナー部の覆土上層，Ｑ３２は北東部の床面，Ｑ

３３は南東コーナー部の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見 床面に焼土が堆積し，覆土中に焼土が含まれることから，焼失住居と考えられる。時期は，出土土器お

よび重複関係から６世紀後葉以前と考えられる。

第２１５図 第２１９３号住居跡実測図�

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子中量，焼土粒子少量
３ 極 暗 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量
６ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量，粘土

ブロック微量

７ 極 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・砂質粘土
粒子少量

８ 極暗赤褐色 焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子少量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１０ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化

粒子少量

―２３４―



第２１６図 第２１９３号住居跡出土遺物実測図

第２１９３号住居跡出土遺物観察表（第２１６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３５２ 土師器 坏 ［１５�４］ ４�１ － 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 ６０％

３５３ 土師器 坏 ［１３�４］ ４�７ － 長石・石英・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 ５０％

３５４ 土師器 坏 ［１２�２］ ４�１ － 長石・石英・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 ３０％

３５５ 土師器 ミニチュ
ア土器 ２�５ ２�４ １�７ 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部内外面ナデ 覆土下層 １００％ PL１６８

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP６４ 勾玉 ４�５ ２�４ １�２ ９�５ 土（長石・石英） 孔径０�２� ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP６５ 小玉 １�２ １�５ ０�１ ２�４ 土（長石） ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

DP６６ 小玉 １�０ １�５ ０�１ １�５ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

DP６７ 小玉 １�１ １�３ ０�１ １�６ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

DP６８ 小玉 １�２ １�３ ０�２ １�８ 土（石英） ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

DP６９ 小玉 １�１ １�１ ０�１ １�３ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

DP７０ 小玉 １�３ １�４ ０�１ （１�９） 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

DP７１ 小玉 １�１ １�０ ０�１ １�４ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

DP７２ 小玉 １�１ １�２ ０�１ １�６ 土（石英） ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

DP７３ 小玉 １�２ １�１ ０�１ １�６ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３１ 臼玉 １�０ ０�８ ０�３ １�３ 滑石 円筒状 一方向の穿孔 覆土上層

Ｑ３２ 臼玉 （１�２） ０�７ ０�３ （１�２） 滑石 円筒状 一方向の穿孔 床面

Ｑ３３ 臼玉 １�１ ０�８ ０�２ １�５ 蛇紋岩 円筒状 一方向の穿孔 覆土上層 PL１９４

―２３５―



第２１９４号住居跡（第２１７・２１８図）

位置 調査区南西部のＥ９ｅ４区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２１９３号住居に掘り込まれている。

規模と形状 中央部から東部を第２１９３号住居に掘り込まれ，北西コーナー部は調査区域外である。長軸６�１３ｍ，

短軸３�７１ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３５°－Ｗである。壁高は１７～３０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

覆土 ５層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片６２点（坏２，高坏１，甕類５７，甑２），石製品２点（臼玉）が散在した状態で出土し

ており，いずれも細片である。また，混入した縄文土器片１点も出土している。３５６は西部壁際の覆土中層か

ら出土しており，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。また，Ｑ３４は南東コーナー部の覆土中層，Ｑ

３５は南東コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５ 灰 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子少量

第２１７図 第２１９４号住居跡実測図

第２１８図 第２１９４号住居跡出土遺物実測図

―２３６―



所見 長軸が短軸の１�６５倍となる長方形を呈しているが，拡張した痕跡は認められない。また，壁溝および柱

穴が認められないなど，古墳時代の住居としては特異な形態を示している。時期は，出土土器および重複関係

から６世紀中葉以前と考えられる。

第２１９６号住居跡（第２１９・２２０図）

位置 調査区南西部のＥ９ｅ９区，標高１９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２０２号住居に掘り込まれている。

第２１９図 第２１９６号住居跡実測図

第２１９４号住居跡出土遺物観察表（第２１８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３５６ 土師器 甑 ［２２�６］（７�８） － 長石・石英・赤色粒子 褐灰 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 １５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３４ 臼玉 １�５ ０�３ ０�７ （２�２） 滑石 円筒状 一方向の穿孔 覆土下層 PL１９４

Ｑ３５ 臼玉 １�０ ０�３ ０�７ （１�０） 滑石 円筒状 一方向の穿孔 覆土中層 PL１９４

―２３７―



第２２０図 第２１９６号住居跡出土遺物実測図

―２３８―



規模と形状 長軸３�８２ｍ，短軸３�６１ｍの方形で，主軸方向はＮ－３４°－Ｗである。壁高は２４～４８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められている。壁下には，幅９～１３�，深さ５～７�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁の西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１９�，袖部幅８３�であり，袖部はロー

ム混じりの暗褐色土を用いて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けてやや

赤変している。煙道部は壁外に２４�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ２４�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設

に伴うピットと考えられる。Ｐ２は深さ７０�であるが，性格は不明である。

覆土 ７層に分けられる。ロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１４１９点（坏類２４４，高坏７，甕類１１６４，甑４），須恵器片２６点（坏１０，甕１６），土製品

１２点（勾玉１，土玉２，支脚９），鉄滓１点，種子１点が散在した状態で出土している。３５８は南西コーナー部

壁際の壁溝覆土，３６０は北東部の床面，３６１・３６２は竈左側の床面から出土しており，いずれも住居の廃絶時に

遺棄されたものと考えられる。３５７は中央部の覆土中層と東部の覆土下層，３５９は南東部の覆土中層と西部の覆

土下層から出土した破片が接合したものである。３６３は南西部壁際の覆土上層から出土している。いずれも住

居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。また，DP７４は中央部の覆土中層，DP７５は中央部西寄りの床面，

DP７６は竈袖部右側の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器および重複関係から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化物微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック少量

１０ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１３ にぶい黄褐色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１７ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子中量

５ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量

第２１９６号住居跡出土遺物観察表（第２２０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３５７ 土師器 坏 １３�１ ４�６ ４�３ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
放射状の磨き 覆土下層 ９５％ PL１５６

３５８ 土師器 坏 ［１３�６］ ４�６ － 長石・石英・雲母・赤色粒子・礫 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 壁溝覆土 ７０％

３５９ 土師器 坏 １２�０（５�１） － 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ６０％

３６０ 土師器 高坏 － （７�４）［１１�６］長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 脚部外面ヘラ削り 内面ナデ 裾部内外面横ナデ 床面 ４０％

３６１ 土師器 甕 １５�８（２２�６）［８�２］長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 ８０％

３６２ 土師器 甕 ２２�５ ２９�６ ８�５ 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 ９５％ PL１８１

３６３ 須恵器 甕 － （９�４） ６�０ 長石 黄灰 普通 体部下端回転ヘラ削り 覆土上層 ７５％ PL１７９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP７４ 勾玉 （３�２） １�７ １�４ （７�４） 土（長石・石英） ナデ 覆土中層

―２３９―



第２１９７号住居跡（第２２１図）

位置 調査区南西部のＥ９ｅ８区，標高１９�５ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０５２号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�１１ｍ，短軸２�９４ｍの方形で，主軸方向はＮ－３２°－Ｗである。壁は遺存していない。

床 東へ緩やかに傾斜しており，北部が踏み固められている。北コーナー部から南部中央にかけて，幅１０～１７

�，深さ４～６�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

ピット １０か所。主柱穴は明確でなく，屋内に確認されたＰ１～Ｐ４の深さは１１～２５�，屋外に確認されたＰ

５～Ｐ１０の深さは１７～１８�であるが，いずれも性格は不明である。

遺物出土状況 土師器片２９点（坏６，高坏１，甕類２２），土製品１点（勾玉）が出土している。３６４はＰ９の覆

土中，３６５はＰ６の覆土，DP７７はＰ１の覆土上層から出土しており，いずれも混入と考えられる。

第２２１図 第２１９７号住居跡・出土遺物実測図

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP７５ 小玉 １�２ ０�９ ０�３ １�２ 土（長石） ナデ 一方向の穿孔 覆土下層 PL１９０

DP７６ 小玉 １�２ ０�８ ０�３ ０�７ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 床面

―２４０―



所見 本住居に伴う遺物がないため，時期を特定するのは困難であるが，第２０５２号住居に掘り込まれているこ

とから，６世紀後葉以前と考えられる。

第２２０２号住居跡（第２２２・２２３図）

位置 調査区南西部のＥ９ｆ９区，標高１８�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２１９６号住居を掘り込んでいる。

第２２２図 第２２０２号住居跡実測図

第２１９７号住居跡出土遺物観察表（第２２１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３６４ 土師器 坏 ［１４�０］（２�５） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ Ｐ９覆土 ５％

３６５ 土師器 坏 － （３�７） － 長石・雲母 黒褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラ磨き Ｐ６覆土 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP７７ 勾玉 ２�６ １�０ ０�８ ３�０ 土（長石・雲母） 孔径０�３� 頭部指圧後ナデ 一方向からの穿孔 Ｐ１覆土 PL１９０

―２４１―



第２２３図 第２２０２号住居跡出土遺物実測図

―２４２―



規模と形状 長軸３�９１ｍ，短軸３�８５ｍの方形で，主軸方向はＮ－２５°－Ｗである。壁高は３２～５１�で，ほぼ直

立して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。各壁下には，幅８～１１�，深さ３～４�でＵ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９８�，袖部幅１１８�で，袖部は砂質粘土を

用いて構築されており，内側は火を受けて赤変硬化している。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は

火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３２�掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。第

３・５・６・７層は，天井部の崩落層である。

ピット 深さ１２�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと

考えられる。

覆土 １１層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片６２８点（坏類１３３，高坏２，甕類４８４，甑９），須恵器片２２点（坏５，甕類１７），石製品

３点（紡錘車１，臼玉２），鉄製品１（鎌）が出土している。３６６は北西部，３６７は竈右側，３６８は南東コーナー

部の床面から出土しており，いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，Ｑ３６・３７は南西部

の覆土，Ｑ３８は東壁際の壁溝覆土，Ｍ２９は竈左側の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器および重複関係から７世紀前半と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロ

ック微量
３ にぶい黄褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
７ にぶい黄褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量

８ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子

少量，砂質粘土粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量，砂質粘土

粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロ

ック微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロッ

ク微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
４ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土ブ

ロック微量
５ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土ブロッ

ク微量

６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
８ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物・粘土ブ

ロック少量
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・粘土ブロック少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・粘土ブロック少量

第２２０２号住居跡出土遺物観察表（第２２３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３６６ 土師器 坏 １１�９ ４�２ － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％ PL１５６

３６７ 土師器 甕 ２１�４ ３６�０ ８�４ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ９０％ PL１８２

３６８ 土師器 甑 ２７�８（３０�０） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ９０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３６ 臼玉 １�５ ０�９ ０�４ ２�６ 滑石 円筒状 一方向の穿孔 覆土 PL１９４

Ｑ３７ 臼玉 １�３ ０�８ ０�３ ［２�０］ 滑石 円筒状 一方向の穿孔 覆土 PL１９４

Ｑ３８ 紡錘車 ４�１ １�８ ０�８ ３２�５ 粘板岩 円錐台形 上・下・側面に鋸歯状の線刻文 一方向の穿孔 覆土 PL１９３

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２９ 鎌 （１１�６） ２�４ ０�３ ［２４�３］ 鉄 刀部やや彎曲 基部を折り返す 断面三角形 床面 PL１９６

―２４３―



第２２０４号住居跡（第２２４・２２５図）

位置 調査区中央部のＣ１１ａ１区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 南壁は耕作によって削平されているが，長軸４�９８ｍ，短軸４�８４ｍの方形と推定され，主軸方向は

Ｎ－４°－Ｗである。壁高は５～１５�で，確認された各壁ともに外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

第２２４図 第２２０４号住居跡実測図

―２４４―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２０�，袖部幅１３４�である。袖部はローム

土混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面を６�掘りくぼめており，火を受けて赤変している。煙

道部は壁外に４０�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４０～８０�である。Ｐ５は深さ２４�で，南壁際の中央部に位置

していることや，硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１３４点（坏１９，甕類１１５），須恵器片６点（坏１，甕類５），土製品１点（支脚）のほか，

混入した陶器片１点も出土しているが，ほとんどが細片であり，中央部に集中している。DP７８は支脚で竈の

火床部に遺棄されてたものであり，３６９は中央部の床面，TP２は西壁寄りの床面から出土し，住居の廃絶後間

もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
４ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

６ 暗 赤 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・

砂質粘土粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 灰 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子・砂質粘土

粒子微量

５ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
７ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第２２５図 第２２０４号住居跡出土遺物実測図

第２２０４号住居跡出土遺物観察表（第２２５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３６９ 土師器 坏 ［１３�０］（３�３） － 長石・石英 褐灰 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 １０％

―２４５―



第２２０５号住居跡（第２２６図）

位置 調査区西部のＢ１０ｊ３区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１９号ピット群，第２８７０・２８７１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 床面が露出した状態で検出されている。長軸４�７５ｍ，短軸４�６６ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°

－Ｗである。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。南壁および南東コーナー部を除く壁下には，幅６～２４�，深

さ３～１１�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

第２２６図 第２２０５号住居跡実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP２ 須恵器 横瓶 － （７�５） － 長石・礫 灰白 普通 体部外面カキ目 内面同心円状の当て具痕 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP７８ 支脚 （１０�１） ７�４ ４�８ （３０４�４）土（長石・石英） ナデ・指頭痕 下部欠損 竈火床面

―２４６―



竈 北壁中央部に付設されている。火床部中央および右袖部を耕作による撹乱で壊されており，左袖部の一部

だけが遺存している。袖部は砂質粘土を用いて構築されている。

ピット ３か所。Ｐ１は深さ１２�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから見て，出入り

口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ２・Ｐ３の性格は不明であるが，Ｐ３は深さ４３�で北西コーナー部に位

置していることから，貯蔵穴の可能性も考えられる。

遺物出土状況 土師器片３５点（坏２，高坏１，甕類３２），土製品２点（支脚）が北東コーナー部を中心に出土

しているが，いずれも細片である。また，混入した須恵器片２点，陶器片２点も出土している。

所見 出土土器はいずれも細片であるが，時期は，土器の傾向や住居の規模，主軸方向から，６世紀後半から

７世紀前半と考えられる。

第２２０７号住居跡（第２２７図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｂ３区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５１１・２９２０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 耕作により床面が露出した状況で確認され，中央部の硬化面の広がりや，ピットの配列から見て，

長軸４�３８ｍ，短軸４�３４ｍの方形で，主軸方向はＮ－１３°－Ｗと推定される。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
３ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・

炭化粒子微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物・ロ
ーム粒子微量

６ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロ

ック・炭化物微量

第２２７図 第２２０７号住居跡実測図

―２４７―



床 南側に向かって緩やかに傾斜しており，中央部の硬化面のみが確認された。

竈 硬化面の広がりや，残存する砂質粘土から見て，北壁の中央部に付設されていたと推定される。

ピット ９か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１０～６６�である。Ｐ５・Ｐ６は深さ２４～４５�で，南壁際の中

央部に位置していることや，硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７・Ｐ８は深さ

３８～４０�で，配置からそれぞれ近接するＰ１・Ｐ４の補助柱穴とも想定されるが，明確でない。Ｐ９の性格は

不明である。

覆土 耕作による削平のため不明である。

遺物出土状況 土師器片１点（甕）がＰ６の覆土から出土している。

所見 時期は，規模や主軸方向，出土土器から古墳時代後期と考えられる。

第２２１３号住居跡（第２２８図）

位置 調査区南西部のＢ１１ｉ０区，標高２２ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２２１４号住居，第２５８９・２５９４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�４２ｍ，短軸３�３２ｍの方形で，主軸方向はＮ－８８°－Ｅである。壁高は２３～４４�で，外傾し

て立ち上がっている。

第２２８図 第２２１３号住居跡・出土遺物実測図

―２４８―



床 平坦で，中央部が踏み固められている。北西部と東部を除いた壁下には，幅１３～１９�，深さ５～１０�で，

Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

覆土 ４層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片３２５点（坏３５，甕類２９０），須恵器片３８点（坏５，蓋２，甕類３１），土製品１点（支脚）

のほか，混入した瓦質土器５点，陶器片１０点，磁器片６点も出土している。遺物の大半は覆土上層から出土し

ているため，廃絶されてある程度埋没した時期に廃棄されたものと考えられる。図化した３７０は覆土下層から

出土している。

所見 出土土器から時期を特定するのは困難であるが，第２２１４号住居に掘り込まれていることから６世紀後葉

以前と考えられる。

第２２１４号住居跡（第２２９・２３０図）

位置 調査区南西部のＢ１２ｉ１区，標高２２ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２２１３号住居跡を掘り込み，第２５８９～２５９３・２５９５・２９０４～２９０６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�８２ｍ，短軸４�８０ｍの方形で，主軸方向はＮ－６３°－Ｅである。壁高は２６～４６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。東部と西部の一部を除いた壁下には，幅１１～１３�，深さ３～

４�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 東壁の南寄りに付設されており，袖部と火床部の中央部が撹乱により壊されている。規模は，焚口部から

煙道部まで８４�である。煙道部は壁外へ１６�掘り込まれ，一部遺存している火床面から外傾した後に直立して

いる。

ピット Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３５～４４�である。

覆土 ５層に分けられる。ロームブロック・粒子を含む土で西側から埋め戻され状況を示していることから，

人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量

３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 明 褐 色 ローム粒子多量

竈土層解説
１ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・砂質粘土粒子少量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量

３ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土
粒子少量

４ にぶい褐色 焼土ブロック中量
５ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 明 褐 色 ローム粒子多量，砂質粘土粒子少量
３ 褐 色 ローム粒子中量

４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子多量

第２２１３号住居跡出土遺物観察表（第２２８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３７０ 土師器 坏 ［１２�２］（３�２） － 石英 褐 普通 口辺部外面ナデ 内面磨き 体部外面ヘラ削り
内面磨き 覆土下層 ５％

―２４９―



遺物出土状況 土師器片２３２点（坏５５，甕類１７５，転用砥石２），須恵器片２５点（坏１８，甕類７），土製品２点（支

脚），石器１点（敲石）のほか，混入した瓦質土器３点，陶器片３点，磁器片１点も出土している。３７１は南東

部，３７３は中央部からのそれぞれ床面から破損した状態で出土している。３７４・３７５は覆土下層から出土し，砥

石として転用されている。Ｑ３９は覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第２２９図 第２２１４号住居跡実測図

―２５０―



第２２１５号住居跡（第２３１・２３２図）

位置 調査区中央部のＢ１２ｅ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６４号掘立柱建物，第２５３１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�２４ｍ，短軸３�６９ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１８°－Ｗである。壁高は１９～２５�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前部が踏み固められている。壁下には，幅１４～１８�，深さ３～５�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されており，右袖部の外側は撹乱で壊されている。規模は焚口部から煙道部まで１０２�

であり，袖部は床面とほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面を皿状に掘り

くぼめて使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４８�掘り込まれ，火床部から

急な傾斜で立ち上がっている。第１・２・５層は天井部の崩落層である。

第２３０図 第２２１４号住居跡出土遺物実測図

第２２１４号住居跡出土遺物観察表（第２３０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３７１ 土師器 坏 ［１５�８］ ５�５ － 石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内面磨き 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 床面 ４０％

３７２ 土師器 坏 ［１３�７］（３�１） － 長石・石英 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 覆土 ５％

３７３ 土師器 坏 － （３�２） － 石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ削り後ナデ 内面ナデ 床面 １０％

番号 種別 器種 長さ 幅 厚さ 材質 特徴 出土位置 備考

３７４ 土師器 坏 （４�３） （４�８） （０�７） 長石・赤色粒子 外面ヘラ削り 内面ナデ 使用痕一か所 下層 １０％ 転用砥石

３７５ 土師器 甕 （３�９） （６�１） （０�７） 長石・赤色粒子 外面ヘラ磨き 内面ナデ 使用痕二か所 下層 ５％ 転用砥石

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３９ 敲石 １４�５ ５�４ ３�９ ４１９�５ 流紋岩 端部に敲打痕 覆土

―２５１―



ピット 深さ１２�で，竈と対峙する南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考え

られる。

覆土 ７層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

竈土層解説
１ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子

微量
２ 赤 灰 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子微量
４ にぶい褐色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量
５ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
６ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・砂質粘土粒子

微量

７ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土粒子少量，砂質粘土粒子
微量

８ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土ブロ

ック微量
１０ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１１ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 極暗赤褐色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量
３ 褐 色 ローム粒子多量
４ 褐 色 ロームブロック中量

５ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第２３１図 第２２１５号住居跡実測図

―２５２―



遺物出土状況 土師器片１３３点（坏３０，椀１８，甕類８０，甑５）が南西部を中心に出土している。また，混入し

た石鏃１点，須恵器片１０点も出土している。３７６～３７８・３８０は南西部の覆土下層，３７９・３８１は南西部の床面か

ら出土している。いずれの遺物も南西部に集中しており，住居廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第２３２図 第２２１５号住居跡出土遺物実測図

第２２１５号住居跡出土遺物観察表（第２３２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３７６ 土師器 坏 １３�２ ５�２ － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ９０％ PL１５７

３７７ 土師器 坏 １３�８ ５�５ － 長石・石英 にぶい黄 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘラ
磨き 内面磨き 覆土下層 ９０％ PL１５７

３７８ 土師器 坏 １２�８ ４�５ － 長石・石英 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ９０％ PL１５７

３７９ 土師器 甕 ２０�８（２７�７） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 輪積痕 床面 ８０％ 煤付着

３８０ 土師器 小形甕 １３�８（１１�４） － 長石・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 線刻
有り 内面ヘラナデ 輪積痕 覆土下層 ５０％

３８１ 土師器 甑 １９�７ ２３�２ ８�２ 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 輪積痕 床面 ９５％ PL１８６

―２５３―



第２２１６号住居跡（第２３３・２３４図）

位置 調査区北西部のＢ９ｆ４区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 西部は調査区域外に延びており，南北軸４�３４ｍ，東西軸は３�４５ｍだけが確認された。竈および柱

穴の位置から，主軸方向Ｎ－１１°－Ｗの方形または長方形と推定される。壁高は２７～３５�で，外傾して立ち上

がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１２～１６�，深さ３～５�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。左袖部および火床部，煙道部の一部は耕作による撹乱で壊されている。確

認できた部分の規模は袖部幅１１２�であり，袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は床面を２５�ほど掘り

くぼめた後に床面とほぼ同じ高さまで埋め戻して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。右袖

部下の第１６層は焼土を中量含み，第１７層には８�の厚みで灰が堆積していることから，第２０層上面を火床部と

する竈を使用した後に，袖部を作り替えたと考えられる。第１・１０・１２層は天井部の崩落層である。

第２３３図 第２２１６号住居跡実測図

―２５４―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１６～２６�である。Ｐ５は深さ２８�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １３層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１０８点（坏３６，甕類７１，ミニチュア土器１）が散在した状態で出土している。また，

混入した須恵器片８点も出土している。３８５は中央部西寄りの床面から出土しており，住居の廃絶時に遺棄さ

れたものと考えられる。３８２は中央部南寄りの覆土上層，３８３は東部の覆土中層，３８６は中央部の覆土下層から

出土しており，いずれも住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。また，３８４は中央部の覆土下層と竈内

から出土した破片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
４ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量
１１ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量

１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子微量
１３ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１４ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子・炭化粒子少量
１５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１６ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１７ 明 褐 灰 色 灰多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１８ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１９ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子微量
２０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・砂質粘土

粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

７ 褐 色 ロームブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
９ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子少量
１１ 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第２３４図 第２２１６号住居跡出土遺物実測図

第２２１６号住居跡出土遺物観察表（第２３４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３８２ 土師器 坏 １４�０ ４�８ － 長石・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土上層 ９０％ PL１５６

―２５５―



第２２１７号住居跡（第２３５・２３６図）

位置 調査区中央部のＢ１２ｇ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６４号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 南半分を耕作によって削平されているが，硬化面の広がりから見て，長軸６�１２ｍ，短軸５�２６ｍの

長方形と推定される。主軸方向はＮ－２６°－Ｗである。確認された壁高は１０～１２�で，外傾して立ち上がって

いる。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。床面から焼土と炭化材が確認されている。

覆土 耕作による削平のため不明である。

遺物出土状況 土師器片１０５点（台付甕５，甕類１００）のほか，流れ込んだ�片１点，混入した土師器片７点，

須恵器片１２点，陶器片９点も出土している。３８９は中央部の床面，３８８・３８７は覆土から出土し，廃絶後間もな

く廃棄されたものと考えらえる。

所見 床面から焼土と炭化材が確認されていることから，焼失住居の可能性がある。時期は，出土土器から４

世紀中葉と考えられる。

第２３５図 第２２１７号住居跡実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３８３ 土師器 坏 １３�２ ５�０ － 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 ７０％

３８４ 土師器 坏 ［１２�６］ ４�９ － 長石・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面磨き 覆土下層 ４５％

３８５ 土師器 小形甕 １４�６ １４�４ ６�６ 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 底部木葉痕 床面 ６０％ PL１７７

３８６ 土師器 ミニチュ
ア土器 ［４�０］ ３�４ ３�０ 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り後ナデ 内面ナデ 覆土下層 ４５％ PL１６８

―２５６―



第２２１８号住居跡（第２３７～２３９図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｇ５区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３５号掘立柱建物，第１２５号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�３５ｍ，短軸６�２５ｍの方形で，主軸方向はＮ－２２°－Ｗである。壁高は１６～２５�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１４～２３�，深さ６～９�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 ２か所。竈１は，北壁のやや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４５�，袖部幅１４１

�で，袖部は床面とほぼ同じ高さの地山面にローム混じりの砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面

を皿状に掘りくぼめて使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に７３�掘り込まれ，

火床部から外傾して立ち上がっている。第２・６・９層は，天井部の崩落層である。竈２は，東壁のやや北寄

りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１４�，袖部幅１２３�であり，袖部は床面とほぼ同じ高さ

の地山面に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面を皿状に掘りくぼめて使用しており，火床面は火

を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２８�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第２・

４・６層は，天井部の崩落層である。竈１，竈２ともに袖部，焚き口部，火床面が遺存していることから，同

時期に使用されていたと考えられる。

第２３６図 第２２１７号住居跡出土遺物実測図

竈１土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子

少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック・炭化材少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土粒子

少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロ

ック微量
５ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロ

ック微量
６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量

８ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック
微量

９ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ
ック微量

１０ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック微量
１１ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土

ブロック・炭化物微量
１２ 褐 色 ローム粒子中量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量
１４ 極暗赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１５ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量

第２２１７号住居跡出土遺物観察表（第２３６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３８７ 土師器 坩 － （４�２） － 石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面ハケ目調整 体部外面ハケ目調整
内面ナデ 輪積痕 覆土 １５％

３８８ 土師器 台付甕 － （４�９） － 長石 黄橙 普通 脚部外面ハケ目調整 内面下端ハケ目調整 覆土 １５％

３８９ 土師器 小型甕［７�８］ ８�３ ４�０ 長石・石英 灰褐 普通 口辺部内外面ハケ目調整 体部外面ハケ目調整
内面ヘラナデ 床面 ５０％

―２５７―



第２３７図 第２２１８号住居跡実測図�

―２５８―



覆土 １０層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

ピット １０か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６５～８５�である。Ｐ５は深さ２１�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ５０�で，Ｐ１とＰ４

の間に位置しており，竈の焚口部を避けていることから，支柱穴と考えられる。また，Ｐ８は深さ５２�で，Ｐ

３とＰ４の中間に位置していることから支柱穴と考えられるが，竈２と対峙する西側に位置していることから

出入口施設に伴うピットの可能性も考えられる。Ｐ７・Ｐ９・Ｐ１０の性格は不明である。

遺物出土状況 土師器片１１１７点（坏類２０６，高坏５，甕類８９３，甑１１，手捏土器２），須恵器片１４点（坏９，甕

５）土製品５点（玉類２，支脚３），鉄製品１点（鎌），鉄滓１点が散在した状態で出土しており，出土層位は

覆土上層から中層である。また，混入した磁器片２点も出土している。３９０は南西コーナー部，３９１は南東部，３９２

は竈左側の覆土下層からそれぞれ出土しており，いずれも住居廃絶後に投棄されたものと考えられる。また，

DP８０は中央部西寄りの床面，DP７９は北東部の覆土，Ｍ３０は南部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 本跡は２つの竈の同時使用が認められる住居跡である。時期は，出土土器から７世紀前葉以前と考えら

れる。

第２３８図 第２２１８号住居跡実測図�

竈２土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土粒子微量
２ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック少量，ロームブロ

ック微量
４ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロ

ック微量
５ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子

炭化粒子微量

６ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子
少量

７ 褐 灰 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
８ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・ロームブロック少量
９ 褐 色 ロームブロック中量
１０ 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量
１１ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ロームブロック少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土粒

子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ にぶい褐色 ロームブロック中量
５ 褐 灰 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
６ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

７ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量，
炭化物微量

８ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロッ
ク微量

９ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第２３９図 第２２１８号住居跡出土遺物実測図
―２５９―



第２２２０号住居跡（第２４０・２４１図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｅ６区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第２４０図 第２２２０号住居跡実測図

第２２１８号住居跡出土遺物観察表（第２３９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３９０ 土師器 坏 １１�８ ４�６ ２�９ 長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ６０％

３９１ 土師器 坏 ［１３�０］ ３�３ － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ３０％

３９２ 土師器 甕 － （４�０）［９�５］ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部内面ナデ 覆土下層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP７９ 勾玉 （２�５） ０�９ ０�９ （２�９） 土（長石） ナデ 覆土中層

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP８０ 小玉 １�１ １�０ ０�２ １�１ 土（石英） ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３０ 鎌 （６�８） ４�０ ０�３ （２２�７） 鉄 刀先端部欠損 基部を折り返す 断面三角形 覆土下層

―２６０―



重複関係 第２１５４号住居，第２１９１・２４０３・２４２３土坑，第２４９７号土坑（火葬土坑）に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�８２ｍ，短軸５�６２ｍの方形と推定され，主軸方向はＮ－８°－Ｗである。壁高は２�ほどと

浅く，外傾して立ち上がっている。

床 削平されており詳細は不明である。

竈 北壁のほぼ中央部に付設されている。上部が削平されているため全体の形状は不明であるが，焚口部から

煙道部まで８４�である。火床部は床面を浅く皿状に掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。煙道部

は壁外に１４�掘り込まれている。

ピット ４か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは４２・７５�である。Ｐ３は深さ３０�で，竈に対峙する位置にあ

ることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４は深さ６０�で，性格は不明である。

遺物出土状況 土師器片５３点（坏５，甕類４８），須恵器片３点（甕類），土製品２点（勾玉，支脚）が出土して

いる。３９３は北西コーナー付近の床面から出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。DP８１は

竈付近の床面から出土している。

所見 床が露出した状態で検出されたため，覆土の堆積状況は不明であり，出土遺物の数も少ないため時期の

特定が難しいが，出土土器と重複関係から６世紀後半と考えられる。

第２２２１号住居跡（第２４２～２４４図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｉ３区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２２３号住居，第１２６号溝，第３７号地下式壙，第２８７８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�９３ｍ，短軸４�８３ｍの方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は９～２４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１３～１６�，深さ４～６�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土

粒子少量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，砂質

粘土粒子微量

３ 灰 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量

第２４１図 第２２２０号住居跡出土遺物実測図

第２２２０号住居跡出土遺物観察表（第２４１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３９３ 土師器 坏 ［１３�４］（３�７） － 雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP８１ 勾玉 （１�７） （１�２） ０�９ （１�６） 土（長石・石英） ナデ 頭部欠損 床面

―２６１―



第２４２図 第２２２１号住居跡実測図

―２６２―



竈 北壁中央部に付設されている。左袖部の一部を第２２２３号住居に掘り込まれ，右袖中央部を撹乱によって壊

されている。確認できた部分の規模は，焚口部から煙道部まで１３１�である。袖部は砂質粘土で構築されてい

る。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に７８�掘り込

まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。また，火床部には５�ほどの厚みで灰が堆積している。第３・

６層は，天井部の崩落層である。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６０～７１�である。Ｐ５は深さ３０�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ２６�で，Ｐ１とＰ２のほぼ中央に位置

していることから，支柱穴と考えられる。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片６６８点（坏８６，椀１３，高坏３，壺３，甕類５５９，甑４），土製品５点（勾玉１，小玉１，

支脚２）が散在した状態で出土している。また，混入した須恵器片１６点，陶器片１点，磁器片１点も出土して

いる。３９４は中央部東寄り，３９５は竈前部，３９６は北東コーナー部のいずれも床面から出土しており，住居の廃

絶時に遺棄されたものと考えられる。また，DP８２は北東コーナー部の壁溝覆土，DP８３は北東部の床面からそ

れぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器および重複関係から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロ

ック微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム

ブロック・炭化粒子微量
５ 褐 灰 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
６ 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
７ 極暗赤褐色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロ

ック微量

８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・砂質粘土粒子
微量

９ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土
粒子少量

１０ にぶい赤褐色 灰中量，ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１１ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，炭化物

ローム粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
１３ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 炭化物・砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼

土粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子中量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２４３図 第２２２１号住居跡出土遺物実測図�

―２６３―



第２２２２号住居跡（第２４５・２４６図）

位置 調査区中央部のＢ１０ｈ０区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２２５号住居跡を掘り込み，第２２２３号住居，第１２１号溝，第１２号道路，第３２号地下式壙に掘り込ま

れている。

規模と形状 長軸４�０１ｍ，短軸３�２７ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１９°－Ｗである。壁高は南壁際で２０�ほど

であり，外傾して立ち上がっている。

第２４４図 第２２２１号住居跡出土遺物実測図�

第２２２１号住居跡出土遺物観察表（第２４３・２４４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３９４ 土師器 椀 １５�１ ９�２ ６�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 ９５％ PL１７０

３９５ 土師器 甕 １６�８（１６�３） － 長石・石英・雲母 明灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ４０％

３９６ 土師器 甕 ２３�４ ３６�５ ９�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 明褐色 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ８５％ PL１８２

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP８２ 勾玉 ２�３ １�５ ０�８ １�８ 土（長石） 孔径０�３� ナデ 一方向の穿孔 壁溝覆土 PL１９０

DP８３ 支脚 １８�６ ７�９ ７�３ １１０７�５ 土（長石） 丁寧なナデ 指頭痕 にぶい橙色を呈する 床面 PL１８９

―２６４―



床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１５～１９�，深さ４～７�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９４�，袖部幅９７�である。火床部は床面と

ほぼ同じ高さであり，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２８�掘り込まれ，火床部から急な傾斜で

立ち上がっている。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量

６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

第２４５図 第２２２２号住居跡実測図

―２６５―



ピット １０か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは２２～３８�である。Ｐ３は深さ９�で，竈と対峙する南壁際の

中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４～Ｐ１０の性格は不明である。

覆土 １２層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４１０点（坏類８９，高坏５，壺１１，甕類２６４，甑４１），須恵器片２３点（坏４，甕類１９），鉄

製品１点（不明），鉄滓１点が散在した状態で出土している。また，混入した土師器片１点（器台），陶器片１

点も出土している。３９７～３９９・４０２は竈左側の床面から出土し，３９７・３９８は重なった状態で出土している。ま

た，４００，４０１はともに竈の火床部から出土している。いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器および重複関係から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 灰 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子少量
９ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第２４６図 第２２２２号住居跡出土遺物実測図

―２６６―



第２２２３号住居跡（第２４７～２４９図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｇ２区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２２１・２２２２号住居跡を掘り込み，第１２６・１２７号溝，第２８８５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�８５ｍ，短軸７�７５ｍの方形で，主軸方向はＮ－１８°－Ｗである。壁高は１８～３７�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，竈周辺から南壁際まで踏み固められている。壁下には，幅１４～２１�，深さ７～１２�でＵ字状

の断面を呈する壁溝が巡っている。また，西部の床面には焼土が堆積している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２１�，袖部幅１４９�である。火床部は床面

とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１９�掘り込まれ，火床部から

急な傾斜で立ち上がっている。第３・６層は，天井部の崩落層である。

ピット １８か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５５～７３�である。Ｐ５は深さ４４�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ１８は配置が不規則であり，性格は不明

である。

覆土 １０層に分けられる。焼土ブロック・炭化物を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片９９８点（坏２７７，高坏４，甕類７０９，甑８），須恵器片４３点（坏１２，蓋２，甕類２９），土

製品１点（小玉），石器２点（砥石），鉄製品４点（刀子３，釘１）が散在した状態で出土している。また，混

入した土師器片１点（坩），陶器片６点，泥面子１点も出土している。遺物量は多いがほとんどが細片であり，

出土層位も上層である。４０３は北西部壁際の覆土下層から出土している。４０４は東部北寄り，４０５は北東コーナ

ー部のいずれも覆土中層から出土しており，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。また，DP８４は中

央部の覆土下層，Ｍ３１は南西部の覆土からそれぞれ出土している。

所見 覆土中に焼土・炭化物が含まれ，床面に焼土が確認されていることから，焼失住居と考えられる。時期

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂

質粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少

量，炭化物微量
３ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物・ロ

ーム粒子微量

４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量，
ローム粒子微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量
６ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子

炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・白

色粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子

粘土粒子・白色粒子微量

６ にぶい黄褐色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック
少量，炭化粒子・白色粒子微量

７ にぶい黄褐色 焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック少量，白
色粒子微量

８ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロ
ック・炭化物微量

９ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量

第２２２２号住居跡出土遺物観察表（第２４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３９７ 土師器 坏 １３�０ ４�６ － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面磨き 床面 ９５％ PL１５７

３９８ 土師器 坏 １１�９ ４�８ － 長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面磨き 床面 ９５％ PL１５７

３９９ 土師器 椀 １４�５ ９�９ － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面磨き 床面 ９５％ PL１７０

４００ 土師器 甕 １８�８ ２６�０ ６�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 １００％ 煤付

着 PL１８２

４０１ 土師器 甕 １５�３ １５�９ ６�１ 長石・石英・雲母・赤色粒子 明黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 床面 １００％ PL１７７

４０２ 土師器 甑 ２４�３（２２�２） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 底部木葉痕 床面 ９５％ PL１８６

―２６７―



は，出土土器および重複関係から７世紀中葉と考えられる。

第２４７図 第２２２３号住居跡実測図�

―２６８―



第２４８図 第２２２３号住居跡実測図�

第２４９図 第２２２３号住居跡出土遺物実測図

第２２２３号住居跡出土遺物観察表（第２４９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４０３ 土師器 坏 ９�８ ３�７ － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面放射状の磨き 覆土下層 １００％ PL１５７

４０４ 土師器 坏 ［１３�４］ ４�０ － 石英・雲母 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面放射状の磨き 覆土中層 ３０％

４０５ 土師器 甕 ［２０�９］（９�１） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 覆土中層 ５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP８４ 小玉 １�１ １�２ ０�２ １�３ 土（長石・雲母） ナデ 一方向の穿孔 覆土下層 PL１９０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３１ 釘 （９�７） ０�４ ０�４ （１１�５） 鉄 頭部欠損 断面方形の棒状 覆土

―２６９―



第２２２５号住居跡（第２５０・２５１図）

位置 調査区中央部のＢ１０ｉ０区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２２２号住居，第１２１号溝，第１２号道路，第３２号地下式壙に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�８９ｍ，短軸４�２８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２２°－Ｗである。壁高は南西部で５�ほど

であるが，覆土が薄いため立ち上がりは不明である。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。また，床面に焼土が堆積し，炭化材が確認されている。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは９～１４�である。Ｐ４は深さ４９�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５は深さ５２�で，Ｐ１とＰ２

の間に位置していることから，支柱穴と考えられる。Ｐ６，Ｐ７の性格は不明である。

覆土 ４層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化材・焼土粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化材・焼土粒子微量

第２５０図 第２２２５号住居跡実測図

―２７０―



遺物出土状況 土師器片２９１点（坏３，坩１，甕類２８０，ミニチュア土器２，手捏土器５），石器１点（砥石）

が散在した状態で出土している。また，混入した須恵器片６点も出土している。４０６は南西コーナー部，４０８は

北西コーナー部，４０７・４０９は東部南寄りの床面から出土しており，いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものと

考えられる。また，Ｑ４０は南西部の床面から出土している。

所見 覆土中に炭化材が含まれ，床面に焼土・炭化材が確認されていることから，焼失住居と考えられる。時

期は，出土土器および重複関係から５世紀前半と考えられる。

第２５１図 第２２２５号住居跡出土遺物実測図

第２２２５号住居跡出土遺物観察表（第２５１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４０６ 土師器 坩 ［９�６］ ４�５ － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 頸部外面ヘラ磨き 体部
外面ヘラ削り後ナデ 内面ナデ 床面 ６０％

４０７ 土師器 小形甕 １２�９ １１�１ ５�４ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ハケ目調整後ナ
デ 内面ヘラナデ 床面 ９５％ PL１７４

４０８ 土師器 小形甕 １０�１ １０�０ ４�８ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ハケ目調整後ナ
デ 内面ヘラナデ 床面 ９５％ PL１７４

４０９ 土師器 甑 ２５�３ １３�６ ４�６ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 輪積痕 内面ナデ 底部外
面ヘラ削り 床面 ４０％

―２７１―



第２２２６号住居跡（第２５２・２５３図）

位置 調査区西部のＢ１０ｈ８区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２３１号住居跡を掘り込み，第２２２９号住居，第２８２６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�３８ｍ，短軸４�２５ｍの方形で，主軸方向はＮ－４０°－Ｗである。壁高は１５～１８�で，ほぼ直

立している。

第２５２図 第２２２６号住居跡実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４０ 砥石 （１２�４）（１０�７） １�４ （２７３�７） 粘板岩 砥面４面 他は破断面 床面

―２７２―



床 ほぼ平坦で，竈周辺から南壁際まで踏み固められている。西側の壁下には，幅１３～１６�，深さ４～７�で

Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０２�，袖部幅１０２�である。火床部は床面

とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１３�掘り込まれ，火床部から

急な傾斜で立ち上がっている。第１・２・５層は，天井部の崩落層である。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３２～５７�である。

覆土 ９層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土粒子少

量，炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
４ 極暗赤褐色 焼土粒子多量，炭化粒子少量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量

７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量
８ 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２５３図 第２２２６号住居跡出土遺物実測図

―２７３―



遺物出土状況 土師器片２６１点（坏１０，椀４，高坏１，甕類２４６），須恵器片３点（坏２，提瓶１），土製品１点

（支脚），石器１点（砥石）が竈前部から中央部を中心に出土している。また，混入した陶器片２点も出土し

ている。４１１は竈前面，４１２は北東部の覆土下層からそれぞれ出土しており，住居の廃絶後間もなく廃棄された

ものと考えられる。また，４１０は，南東部と南西部の覆土から出土した破片が接合したものであり，DP８５は南

東部の覆土下層，Ｑ４１は南東部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器および重複関係から６世紀後葉と考えられる。

第２２２９号住居跡（第２５４図）

位置 調査区西部のＢ１０ｈ８区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２２６号住居跡を掘り込み，第４４号方形竪穴遺構，第２８９６・２８９７・２８９９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�８７ｍ，短軸４�０５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｅである。壁高は１０～２８�で外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部が踏み固められている。壁下には，幅１１～２６�，深さ５～６�でＵ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。第２８９６号土坑に掘り込まれており，左袖部および火床部の一部だけが遺存

している。火床面は火を受けて赤変硬化している。

ピット １０か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは１３～１５�である。Ｐ４は深さ１４�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５～Ｐ１０の性格は不明であ

るが，Ｐ１０はＰ１とＰ３の中央部に位置していることから，支柱穴の可能性も考えられる。

覆土 ６層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

５ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
６ 灰 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

８ 灰 褐 色 ローム粒子中量
９ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
３ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，灰中量，炭化粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量

５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
７ 極暗赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第２２２６号住居跡出土遺物観察表（第２５３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４１０ 土師器 椀 １１�８ ８�１ ４�５ 長石・石英 明黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 底部木葉痕 覆土 ７０％ PL１７０

４１１ 須恵器 提瓶 － （１１�８） － 長石 黄灰 普通 口辺部内外面ロクロナデ 体部外面カキ目調整
内面ナデ 覆土下層 ２０％

４１２ 土師器 甕 １８�４ ２６�６ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ヘラナデ 覆土下層 ４０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP８５ 支脚 （９�５） ４�３ ３�６ （１７２�４）土（長石・石英・雲母・礫） ナデ 指頭痕 にぶい橙色 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４１ 砥石 ６�４ ２�８ １�９ ６５�６ 凝灰岩 砥面４面 上部・下部欠損 覆土下層

―２７４―



遺物出土状況 土師器片５４点（坏９，甕類４４，手捏土器１）が散在した状態で出土している。また，混入した

須恵器片２点も出土している。４１３は竈左側の覆土下層から出土しており，住居の廃絶後間もなく廃棄された

ものと考えられる。

所見 時期は，出土土器および重複関係から７世紀前葉と考えられる。

第２２３０号住居跡（第２５５～２５８図）

位置 調査区西部のＢ１０ｇ６区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２３１号住居跡を掘り込み，第２８２７・２８５３・２８７５・２８８２号土坑に掘り込まれている。

第２５４図 第２２２９号住居跡・出土遺物実測図

第２２２９号住居跡出土遺物観察表（第２５４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４１３ 土師器 坏 － （３�４） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 １５％

―２７５―



第２５５図 第２２３０号住居跡実測図�

―２７６―



規模と形状 長軸５�７３ｍ，短軸５�５４ｍの方形で，主軸方向はＮ－１５°－Ｗである。壁高は３３～４３�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から南壁際近くまで踏み固められている。壁下には，幅１８～２２�，深さ６～１５�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３８�，袖部幅１３２�である。袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面を皿状に掘りくぼめて使用しており，

火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３７�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がってい

る。第１・２・３層は，天井部の崩落層である。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４２～６７�である。Ｐ５は深さ２９�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

覆土 １２層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片８５５点（坏８５，甕類７３６，甑３４），須恵器片２１点（坏８，甕１３），土製品１点（小玉）が

竈の前面を中心に出土している。また，混入した陶器片１点，磁器片１点も出土している。４１４は北壁の覆土

中層，４１５・４１６は竈前面の覆土下層から出土しており，いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

４１７はＰ２の覆土下層から出土しており，柱が抜き取られた段階で流れ込んだものと考えられる。また，DP８６

は中央部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器および重複関係から７世紀前半と考えられる。

第２５６図 第２２３０号住居跡実測図�

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ロームブロック微量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少

量，ローム粒子微量
４ 灰 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 灰中量，焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒

子少量，ローム粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量
８ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量
１０ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化物・砂質粘土粒子少量，ロ

ーム粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物・砂質粘土粒子少量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

１３ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子少量
１４ 褐 色 ローム粒子中量
１５ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１６ 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子少量
１７ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子少量
１８ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子中量
１９ 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子中量
２０ 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量
２１ 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック少量
２２ 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子微量
２３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２４ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子中量
２５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
２６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量
２７ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２８ 褐 色 ローム粒子多量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子少量
７ 極暗赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

８ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子白

色粘土粒子少量
１１ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

―２７７―



第２５７図 第２２３０号住居跡出土遺物実測図�

―２７８―



第２５８図 第２２３０号住居跡出土遺物実測図�

―２７９―



第２２３１号住居跡（第２５９・２６０図）

位置 調査区西部のＢ１０ｈ６区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２２６・２２３０号住居，第２５８６・２８５２・２８５３・２８７４・２８７５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北部から中央部を第２２３０号住居に掘り込まれており，南部だけが遺存している。東西軸３�３８ｍ，

南北軸は１�７６ｍだけが確認された。主軸方向Ｎ－２７°－Ｗの方形または長方形と推定される。壁高は東壁際で

１２�で，外傾して立ち上がっている。

床 確認された部分はほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められている。また，床面全体に焼土が堆積しており，

炭化材も確認されている。

ピット ３か所。Ｐ１は深さ１１�で南部の中央に位置していることから，出入口施設に伴うピットの可能性も

考えられる。Ｐ２・Ｐ３の性格は不明である

第２５９図 第２２３１号住居跡実測図

第２２３０号住居跡出土遺物観察表（第２５７・２５８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４１４ 土師器 坏 １１�４ ４�２ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 １００％ PL１５７

４１５ 土師器 甕 ［２１�４］３３�７ １０�８ 長石・石英・雲母・礫 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 覆土下層 ８０％ PL１８２

４１６ 土師器 甑 ３０�０ ３０�１［１０�２］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 輪積痕 覆土下層 ８５％ PL１８６

４１７ 土師器 甑 ［２６�３］２０�６［９�５］長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 輪積痕 Ｐ２覆土下層 ７０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP８６ 土玉 １�９ １�１ ０�２ ２�６ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 覆土下層 PL１８９

―２８０―



覆土 ３層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片８点（坏１，甕類７）が散在した状態で出土している。４１８は南西コーナー部の床面

から出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 床面から焼土・炭化材が確認されており，覆土中にも焼土・炭化物が含まれていることから，焼失住居

と考えられる。時期は，出土土器および重複関係から５世紀前半と考えられる。

第２２３７号住居跡（第２６１図）

位置 調査区西部のＣ１０ｄ０区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４５号地下式壙に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�５０ｍ，短軸３�４２ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｗである。壁高は４～２０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 確認された範囲では，ほぼ平坦である。

竈 北壁の中央部に付設されている。大部分が第４６号地下式壙に掘り込まれており，火床部から煙道部が確認

された。火床部は火を受けて赤変している。煙道部は壁外に８６�掘り込まれ，緩やかに外傾して立ち上がって

いる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量

３ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子中量，ロームブロック少量

第２６０図 第２２３１号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック微量
２ 極暗赤褐色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第２２３１号住居跡出土遺物観察表（第２６０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４１８ 土師器 甕 － （２１�６） ５�０ 長石・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ハケ目調整後ナデ 輪積痕 内面ヘラナデ 床面 ７０％

―２８１―



覆土 単層で，覆土が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片２点（甕），須恵器片１点（坏）のみが出土している。いずれも細片である。

所見 時期は，出土土器から６世紀後半以降と考えられる。

第２２３８号住居跡（第２６２・２６３図）

位置 調査区北西部のＢ１０ｅ５区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０３９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�６５ｍ，短軸４�５９ｍの方形で，主軸方向はＮ－７５°－Ｅである。壁高は１２～３２�で外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅９～１３�，深さ３～５�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 ２か所。竈１は東壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９６�，袖部幅１０３�であり，

袖部は床面とほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さの地山

面を使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２１�掘り込まれ，火床部から外傾

して立ち上がっている。また，第８層は遺存する天井部である。竈２は北壁中央部に付設されており，両袖部

および火床部は遺存しない。煙道部は壁外に４１�掘り込まれている。竈２の袖部が遺存しないことや，北壁際

に壁溝が検出されていることから，竈２から竈１に作り替えられたものである。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２６１図 第２２３７号住居跡実測図

―２８２―



第２６２図 第２２３８号住居跡実測図

―２８３―



第２６３図 第２２３８号住居跡出土遺物実測図

―２８４―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５６～６８�である。Ｐ５は深さ３１�で，Ｐ１とＰ４の中央部に

位置していることから支柱穴と考えられる。

貯蔵穴 南東コーナー部に位置している。長径６４�，短径５１�の楕円形で，深さは４１�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

覆土 ２４層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２５８点（坏２８，高坏５，甕類１７７，甑４８）が竈１周辺の床面を中心に出土している。ま

た，混入した須恵器片３点，陶器片２点も出土している。４１９はＰ１の覆土中層から出土しており，柱が抜き

取られた後に流れ込んだものと考えられる。４２０～４２４は竈袖左側の床面から出土し，４２１～４２４は重なり合った

状態で出土している。４２６は中央部の床面，４２７と４２９は竈袖部右側の床面，４２８は南西コーナー部の床面からそ

れぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

竈１土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子

炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
４ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化材・砂質粘土粒子微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，砂質粘土粒子微量
７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量
９ 極 暗 褐 色 ローム粒子，焼土粒子，炭化粒子少量

１０ 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭
化粒子微量

１１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量
１３ 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
１５ 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂

質粘土粒子微量
１６ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量

竈２土層解説
１ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量

３ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量
４ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量

貯蔵穴土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化材少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子少量

１３ 褐 色 ロームブロック微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
１７ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・砂粒微量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２０ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第２２３８号住居跡出土遺物観察表（第２６３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４１９ 土師器 坏 １４�８ ４�２ － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ Ｐ１覆土中層 ９５％ PL１５８

４２０ 土師器 坏 １４�２ ４�０ － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％ PL１５８

４２１ 土師器 坏 １２�９ ４�７ － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％ PL１５８

４２２ 土師器 坏 １３�８ ５�３ － 長石・石英・雲母 明褐灰 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９０％ PL１５７

４２３ 土師器 坏 １３�０ ４�１ － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９０％ PL１５７

４２４ 土師器 坏 １３�５ ４�５ － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ８５％ PL１５８

４２５ 土師器 坏 １３�８ ５�０ － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ７５％ PL１５７

―２８５―



第２２３９号住居跡（第２６４・２６５図）

位置 調査区北西部のＢ１０ｅ２区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸５�１１ｍ，短軸４�９１ｍの方形で，主軸方向はＮ－３０°－Ｗである。壁高は２３～３２�で，ほぼ直

立している。

床 耕作による南北方向の撹乱が激しい。遺存する床はほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，

幅８～１３�，深さ４～６�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。耕作による撹乱のため，右袖部の一部および火床部，焚口部だけが遺存し

ており，袖部はローム混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火

を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に掘り込まれているが，耕作による撹乱のため立ち上がりは不明で

ある。第１層は天井部の崩落層である。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５１～６６�である。Ｐ５は深さ３０�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径７４�，短径５１�の楕円形で，深さは３３�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，覆土は自然堆積の状況を示している。

覆土 ６層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片５６１点（坏１７６，椀２１，鉢１，甕類３３８，甑２１，ミニチュア土器４），須恵器片４０点（坏

１，甕類３９），土製品２点（小玉），不明鉄製品１点が，竈周辺および貯蔵穴を中心に出土している。また，混

入した陶器片３点も出土している。４３０～４３２は貯蔵穴の覆土下層，４３３は中央部南寄りの床面，４３４は竈左側の

床面，４３５は北東部の床面，４３６は北東コーナー部の床面からそれぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶時に

遺棄されたものと考えられる。４３３は底部に焼成後の穿孔が認められる。また，DP８７は竈前部の床面，DP８８

は竈右側の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・砂質粘土粒子中量
２ 赤 褐 色 焼土粒子中量
３ にぶい赤褐色 焼土粒子多量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子少量

６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック少量
７ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，ロームブロック・砂質粘土粒子少量
８ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量
９ 明 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１０ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子中量

貯蔵穴土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４２６ 土師器 甕 ２１�８ ２４�０ － 長石・石英・白色粒子・小礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 ７５％

４２７ 土師器 甕 １４�５ １１�６ ８�６ 長石・石英・小石 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪積
痕 内面ヘラナデ 床面 ８０％

４２８ 土師器 甕 ［１２�８］１６�８［８�７］長石 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪積
痕 内面ヘラナデ 輪積み痕 床面 ７０％ PL１７７

４２９ 土師器 甑 ２９�７ ２２�８ １０�３ 長石・石英・小礫 黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
輪積痕 内面ヘラナデ 床面 ７０％ PL１８６

―２８６―



第２６４図 第２２３９号住居跡実測図

―２８７―



第２６５図 第２２３９号住居跡出土遺物実測図

第２２３９号住居跡出土遺物観察表（第２６５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４３０ 土師器 坏 １２�３ ５�３ － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 貯蔵穴覆土下層 ９５％ PL１５８

４３１ 土師器 坏 １１�４ ４�２ － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 貯蔵穴覆土下層 ９５％ PL１５８

４３２ 土師器 坏 １４�４ ５�６ － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 貯蔵穴覆土下層 ９０％ PL１５８

４３３ 土師器 坏 ６�６ ３�４ － 長石・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ 底部焼成後の穿孔 床面 ８０％ PL１５８

４３４ 土師器 椀 １３�９ １３�２ ５�６ 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ヘラナデ 床面 ８５％ PL１７０

４３５ 土師器 鉢 １１�０ ８�５ ６�２ 長石・石英 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 ７５％ PL１７０

４３６ 土師器 甑 － （２３�１） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ヘラナデ 床面 ６０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP８７ 小玉 ０�８ ０�５ ０�１ ０�４ 土（長石） ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

DP８８ 小玉 ０�７ ０�６ ０�１ ０�３ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

―２８８―



第２２４０号住居跡（第２６６・２６７図）

位置 調査区北西部のＢ１０ｃ６区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸５�４２ｍ，短軸５�３１ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｗである。壁高は４３～４８�で，ほぼ直

立している。

床 耕作による東西方向の撹乱が激しい。遺存する床はほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，

幅８～１６�，深さ４～８�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 ２か所。竈１は東壁中央部のやや北寄りに付設されている。耕作による撹乱で両袖部が壊されており，遺

存する部分の規模は，焚口部から煙道部まで９７�である。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を

受けてやや赤変している。また，５�ほどの厚みで灰が堆積している。煙道部は壁外に２４�掘り込まれ，火床

部から急な傾斜で立ち上がっている。第５・６・７層は天井部の崩落層である。竈２は北壁中央部に付設され

ており，両袖部は遺存しない。また，壁外への掘り込みが一部確認できるが，煙道部は耕作による撹乱で壊さ

れており，立ち上がりは不明である。火床部は床面を皿状に掘りくぼめて使用しており，火床面は火を受けて

やや赤変している。竈２の袖部が遺存しないことから，竈２から竈１へ作り替えたと考えられる。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６５～７７�である。Ｐ５は深さ５８�，Ｐ６は深さ４３�で，とも

に南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １６層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１７１９点（坏類１７４，高坏８，甕類１５３６，手捏土器１点），須恵器片６点（提瓶），土製

品１点（支脚），石器３点（砥石），石製品１点（紡錘車），鉄製品３点（刀子１，釘２）が中央部を中心に出

土している。また，混入した石器１点（�片），須恵器片９２点，陶器片１２点，銅製品１点（煙管），鉄滓２点も

出土している。遺物量は多いがほとんどが細片であり，出土層位はおもに覆土上層から中層である。４３７は中

央部やや東寄りの覆土下層，４３８は中央部やや西寄りの覆土下層，４３９は南部の覆土，４４０は中央部北寄りの覆

土下層から出土しており，いずれも住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。また，DP８９は西部の覆土

下層，Ｑ４２・Ｑ４３は南西部の覆土，Ｍ３２は中央部やや南寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 北側から東側へ竈が作り替えられた住居である。時期は，出土土器から７世紀前葉以前と考えられる。

竈１土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
３ 極暗赤褐色 焼土粒子多量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量

５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
６ 褐 灰 色 砂質粘土粒子多量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量
８ 極暗赤褐色 灰多量，炭化物・焼土粒子中量

竈２土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量
２ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

４ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
３ 灰 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子少量
４ 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１０ 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子少量
１３ 灰 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

―２８９―



第２６６図 第２２４０号住居跡実測図

―２９０―



第２６７図 第２２４０号住居跡出土遺物実測図

第２２４０号住居跡出土遺物観察表（第２６７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４３７ 土師器 坏 ［１３�６］（４�６） － 長石・石英・赤色粒子 赤黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 １０％

４３８ 土師器 甕 ［２０�４］（１５�２） － 長石・石英・雲母・微石粒 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 覆土下層 ５％

４３９ 須恵器 提瓶 － （９�１） － 長石・石英・赤色粒子 灰黄 普通 口辺部外面カキ目調整 内面ロクロナデ 体部
外面カキ目調整 内面ロクロナデ 覆土 １５％

４４０ 土師器 手捏土器［４�５］ ４�１ － 長石・雲母 橙 普通 体部内外面ナデ 指頭痕 覆土下層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP８９ 支脚 （１９�２） ９�７ （６�４）（８５４�０）土（長石・赤色粒子） ナデ 指頭痕 にぶい橙色 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４２ 砥石 ４�４ ３�２ １�９ ４３�８ 凝灰岩 砥面四面 上部に二方向からの穿孔 上部折損後提げ
砥石に転用か 覆土 PL１９５

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４３ 紡錘車 ４�３ ０�９ ０�８ ２２�７ 蛇紋岩 円錐台形 側面縦方向の磨き 覆土 PL１９３

―２９１―



第２２４１号住居跡（第２６８・２６９図）

位置 調査区北西部のＢ１０ｃ３区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸４�８５ｍ，短軸４�６３ｍの方形で，主軸方向はＮ－３５°－Ｗである。壁高は３６～５２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 耕作による南北方向の撹乱が激しい。遺存する部分の床はほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁

下には，幅８～１６�，深さ３～８�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。また，北東コーナー部の床面

には炭化材が確認されている。

竈 北壁中央部に付設されている。耕作による撹乱で左袖部が壊されており，遺存する部分の規模は，焚口部

から煙道部まで１２０�である。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けて赤変硬化している。

また，７�の厚みで灰が堆積している。煙道部は壁外に１８�掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がって

いる。第５層は天井部の崩落層である。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４８～６６�である。Ｐ５は深さ１１�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。また，Ｐ６・Ｐ７の性格は不明

である。

覆土 １７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片５５４点（坏１１９，椀３，高坏３，甕類４２１，甑３，ミニチュア土器１，手捏土器４），須

恵器片２７点（坏１０，甕１７），土製品８点（勾玉４，小玉３，支脚１）が竈の周辺を中心に出土している。また，

混入した陶器片６点も出土している。４４１は竈左側の床面，４４２は竈右側の床面から出土しており，住居の廃絶

時に遺棄されたものと考えられる。４４４は北東部の覆土下層から出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたも

のと考えられる。４４３は竈右側の床面と北西部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。また，DP

９０は南東コーナー部の覆土中層，DP９１は北西コーナー部，DP９２は北東部の覆土下層，DP９３は中央部，DP９４・９５

は中央部東寄りの床面からそれぞれ出土している。

所見 北東コーナー部および竈前部の床面に炭化材が認められ，覆土中にも焼土，炭化物が含まれることから，

焼失住居と考えられる。時期は，出土土器および重複関係から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭

化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
３ 明 褐 灰 色 灰多量，焼土粒子・炭化粒子少量
４ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子

少量

６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
７ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土ブロック・焼土粒子

少量
８ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
９ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１０ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子・粘土粒子微量
６ 灰 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

９ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１４ 灰 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１７ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３２ 刀子 （１０�２） ０�９ ０�３ （６�８） 鉄 茎部欠損 両区 覆土下層 PL１９８

―２９２―



第２６８図 第２２４１号住居跡・出土遺物実測図

―２９３―



第２２４５号住居跡（第２７０図）

位置 調査区西部のＣ９ｃ９区，標高２１�５ｍほどの

平坦な台地上に位置している。

規模と形状 北側から南側にかけての大部分が調査

区域外に伸びており，東西軸１�８８ｍ，南北軸３�４６ｍ

だけが確認された。確認された壁高は１４�で，外傾

して立ち上がっている。

床 確認された範囲では，ほぼ平坦であり，中央部

がよく踏み固められている。

覆土 ３層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示

した自然堆積である。

第２６９図 第２２４１号住居跡出土遺物実測図

第２７０図 第２２４５号住居跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第２２４１号住居跡出土遺物観察表（第２６８・２６９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４４１ 土師器 坏 １４�０ ４�７ － 長石 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面磨き 床面 ９５％ PL１５８

４４２ 土師器 坏 １４�０ ４�５ － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ナデ 床面 ８５％

４４３ 土師器 椀 １０�０ ５�７ ５�０ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ７０％ PL１７０

４４４ 土師器 小形甕 ９�２ ８�４ ５�５ 長石・石英・白色粒子・小礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪積
痕 内面ヘラナデ 輪積痕 覆土下層 ６５％ PL１７７

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP９０ 勾玉 （２�３） １�３ ０�８ ２�４ 土（長石・石英） 孔径０�１� ナデ 一方向の穿孔 覆土中層 PL１９０

DP９１ 勾玉 （３�８） １�４ １�１ ６�１ 土（長石・石英） 孔径０�２� ナデ 一方向の穿孔 覆土下層

DP９２ 勾玉 ２�１ ０�６ ０�２ １�７ 土（石英・雲母） ナデ 一方向の穿孔 覆土下層 PL１９０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP９３ 小玉 ０�７ ０�６ ０�１ ０�４ 土（長石・石英） ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

DP９４ 小玉 １�０ ０�８ ０�１ ０�８ 土（長石） ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

DP９５ 小玉 ０�９ ０�６ ０�２ ０�５ 土（長石） ナデ 一方向の穿孔 床面 PL１９０

―２９４―



遺物出土状況 土師器片２１点（坏１，甕類２０），須恵器片３点（壺１，甕類２）のほか，混入した陶器片１点

のみが出土し，いずれも細片である。

所見 時期は，出土土器から古墳時代後期と考えられる。

第２２４７号住居跡（第２７１～２７３図）

位置 調査区北西部のＡ９ｊ７区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２８０１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北西部は調査区域外である。長軸４�７２ｍ，短軸４�６７ｍの方形で，主軸方向はＮ－２３°－Ｗである。

壁高は４８～５３�で，外傾して立ち上がっている。

第２７１図 第２２４７号住居跡実測図

―２９５―



床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～１０�，深さ３～８�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北西部が調査区域外であるため確認されていないが，北壁際中央部の床面に竈材と考えられる粘土が堆積

していることから，北壁中央部に付設されていたと考えられる。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは７０～８５�である。Ｐ５は深さ１５�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １０層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片８０１点（坏６５，椀２，高坏９，甕類７１０，甑１５）が中央部を中心に出土しているが，ほ

とんどが細片である。また，混入した須恵器片２５点も出土している。出土層位は東壁際が高く中央部がやや低

いことから，住居の廃絶後に東側から投棄されたと考えられる。４４５・４４６は中央部の覆土中層から出土した破

片が接合したものであり，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。４４７は中央部西寄りの床面から逆位

で出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 褐 色 ローム粒子中量

６ 褐 色 ローム粒子多量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

第２７２図 第２２４７号住居跡出土遺物実測図�

―２９６―



第２７３図 第２２４７号住居跡出土遺物実測図�

―２９７―



第２２４８号住居跡（第２７４・２７５図）

位置 調査区北西部のＢ９ｃ３区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 西部は調査区域外であり，南北軸４�６８ｍ，東西軸は２�６８ｍだけが確認された。主軸方向Ｎ－８°

－Ｗの方形または長方形と推定される。壁高は３６～５２�でほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。確認された部分の壁下には，幅１２～１９�，深さ３～１１�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁に付設されている。左袖部の外側は調査区域外であり，確認された部分の規模は，焚口部から煙道部

まで１２４�である。袖部は床面とほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は１０�ほ

ど皿状に掘りくぼめた後，床面とほぼ同じ高さまで埋め戻して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化し

ている。煙道部は壁外に５８�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第１層は天井部の崩落層で

ある。

ピット ３か所。Ｐ１は深さ５２�，Ｐ２は深さ６７�で，ともに主柱穴である。Ｐ３は深さ１２�で，南壁際の中

央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ３１層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２５８点（坏３７，甕類２２１），土製品５点（小玉３，支脚２）が竈覆土および竈の右側を

中心に出土している。また，混入した須恵器片４点も出土している。４４８は南壁際の床面から出土しており，

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量
３ 極暗赤褐色 焼土粒子多量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化物・焼土粒子微量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
９ 褐 灰 色 砂質粘土粒子多量，炭化粒子微量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量

１１ 褐 灰 色 砂質粘土粒子多量
１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
１６ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，炭化粒子少量
１７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
１８ 極暗赤褐色 焼土ブロック少量
１９ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
６ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１４ 褐 色 ローム粒子中量
１５ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
１６ 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

１７ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１９ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量
２０ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
２１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
２２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２３ 褐 色 ロームブロック微量
２４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２６ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２７ 褐 色 ローム粒子微量
２８ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２９ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３０ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
３１ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量

第２２４７号住居跡出土遺物観察表（第２７２・２７３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４４５ 土師器 甕 ３２�４ ３４�８ ９�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 覆土中層 ６５％ PL１８３

４４６ 土師器 甕 ２１�０ ３５�２ ７�７ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き 内面ヘラナデ 覆土中層 ６０％ PL１８３

４４７ 土師器 甑 ２５�１ ２５�５ ９�４ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 床面 ８５％ PL１８６

―２９８―



住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，DP９６～９８はいずれも竈の覆土下層，DP９９は竈右側の覆

土下層から出土している。

所見 時期は，出土遺物から６世紀後葉と考えられる。

第２７４図 第２２４８号住居跡実測図

第２７５図 第２２４８号住居跡出土遺物実測図

―２９９―



第２２４９号住居跡（第２７６・２７７図）

位置 調査区北西部のＢ９ａ３区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 北部は調査区域外であり，東西軸４�３５ｍ，南北軸は４�０９ｍだけが確認された。確認された壁の位

置から，主軸方向Ｎ－４°－Ｅの方形または長方形と推定される。壁高は１３～１８�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。確認された部分の壁下には，幅１３～１７�，深さ６～９�でＵ

字状の断面形を呈する壁溝が巡っている。また，南東部の床面に，８�ほどの厚みを有した焼土が堆積している。

第２７６図 第２２４９号住居跡実測図

第２２４８号住居跡出土遺物観察表（第２７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４４８ 土師器 坏 － （５�１） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面磨き 床面 ６５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP９６ 小玉 ０�８ ０�５ ０�２ ０�４ 土（長石） ナデ 一方向の穿孔 竈覆土下層 PL１９０

DP９７ 小玉 ０�９ ０�８ ０�３ ０�６ 土（長石） ナデ 一方向の穿孔 竈覆土下層

DP９８ 小玉 １�０ ０�８ ０�２ ０�９ 土（長石） ナデ 一方向の穿孔 竈覆土下層 PL１９０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP９９ 支脚 （１０�８） ６�５ ６�２ （３３３�６）土（長石・赤色粒子） ナデ にぶい黄橙色を呈する 覆土下層

―３００―



炉 中央部の南寄りに位置している。長径５１�，短径３７�の楕円形で，床面を皿状に掘りくぼめた地床炉であ

る。炉床面は１２�の厚みで焼け締っており，長期間使用されたと考えられる。

ピット ３か所。Ｐ１は深さ１６�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考

えられる。Ｐ２・Ｐ３の性格は不明である。

覆土 １２層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１７５点（坏３５，椀３，鉢１，甕類１３６），土製品９点（支脚）が，炉の周辺および南部を

中心に出土している。また，混入した須恵器片５点も出土している。４４９・４５０は西壁際の覆土下層，４５１・４５２

は南部の覆土下層からそれぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 北部は調査区域外であり竈は確認されていないが，本調査区における同時期の住居はいずれも北壁に竈

が付設されていることや，調査区域外へ続く北壁には竈材と考えられる粘土が認められることから，本住居も

北壁際に竈をもつと考えられる。また，中央部のやや南寄りには炉が確認されており，竈と炉は同時期に使用

されていたと考えられる。時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

第２２５６号住居跡（第２７８・２７９図）

位置 調査区北西部のＡ１０ｉ５区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２９７４号土坑に掘り込まれている。

炉土層解説
１ にぶい赤褐色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
２ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子少量
６ 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量

７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子少量
９ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１２ 褐 色 ロームブロック少量

第２７７図 第２２４９号住居跡出土遺物実測図

第２２４９号住居跡出土遺物観察表（第２７７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４４９ 土師器 坏 １３�５ ４�０ － 長石・石英 褐灰 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ９０％ PL１５８

４５０ 土師器 坏 ［１３�６］ ４�５ － 長石・石英・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ナデ 覆土下層 ５０％

４５１ 土師器 坏 １２�６ ４�９ － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
内面ナデ 覆土下層 ６０％

４５２ 土師器 鉢 ８�６ ３�５ ７�０ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ削り後ナデ 内面ナデ 覆土下層 ９５％

―３０１―



規模と形状 長軸３�９５ｍ，短軸３�９４ｍの方形で，主軸方向はＮ－２６°－Ｗである。壁高は６５～６７�で，ほぼ直

立している。

第２７８図 第２２５６号住居跡実測図

―３０２―



床 ほぼ平坦で，中央部および貯蔵穴周辺が踏み固められている。壁下には，幅１２～１６�，深さ４～９�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで７５�，袖部幅８４�であり，袖部は床面をや

や掘りくぼめた後に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面を２５�ほど掘りくぼめた後に，床面とほ

ぼ同じ高さまで埋め戻して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３０�掘り込

まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。第４層は，天井部の崩落層である。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは２６～４８�である。Ｐ５は深さ１６�，Ｐ６は深さ１３�で，とも

に竈と対峙する南壁際に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

Ｐ７は深さ２２�で，Ｐ３とＰ４の間に位置しているが，正確は不明である。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長軸５７�，短軸４６�の隅丸長方形で，深さは２７�である。底面は皿

状で，壁は外傾して立ち上がり，覆土は自然堆積の状況を示している。

覆土 ９層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片７６８点（坏１２７，高坏８，甕類６３３），土製品２点（支脚）が中央部を中心に出土してい

る。また，混入した石器１点（石鏃），須恵器片１６点，磁器片１点も出土している。出土層位は壁際で高く中

央部で低いことから，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。４５３～４５５は，いずれも中央部の覆土下層

から出土しているが，４５３は斜位，４５５は逆位で出土し，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，土器および重複関係から６世紀後葉以前と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
５ 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
８ 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
１０ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

１１ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒子微量
１３ 暗 褐 色 焼土粒子中量，炭化物少量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
１５ 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１７ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１８ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック少量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック，焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量
８ 黒 褐 色 ローム粒子少量
９ 褐 色 ロームブロック少量

第２７９図 第２２５６号住居跡出土遺物実測図

―３０３―



第２２５７号住居跡（第２８０～２８２図）

位置 調査区北西部のＡ１１ｉ２区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸５�０９ｍ，短軸４�９２ｍの方形で，主軸方向はＮ－１３°－Ｗである。壁高は２８～５８�で，ほぼ直

立している。

第２８０図 第２２５７号住居跡実測図�

第２２５６号住居跡出土遺物観察表（第２７９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４５３ 土師器 坏 １３�４ ５�０ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ８５％ PL１５９

４５４ 土師器 坏 １３�３ ３�８ － 雲母 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ８５％ PL１５９

４５５ 土師器 甕 ２１�９（１２�６） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面

ヘラナデ 覆土下層 ３０％

―３０４―



床 ほぼ平坦で，竈周囲から南壁際まで踏み固められている。壁下には，幅８～１９�，深さ３～９�でＵ字状

の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。煙道部の上部を耕作による撹乱で壊されており，確認された部分の規模は

袖部幅１０２�である。袖部は床面とほぼ同じ高さの地山面にローム混じりの砂質粘土を用いて構築されている。

火床部は床面とほぼ同じ高さの地山面を使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は火床

部から外傾して立ち上がっている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５２～７３�である。Ｐ５は深さ２７�，Ｐ６は深さ２１�で，竈と

対峙する南壁際に位置していることから，ともに出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ４層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１８８点（坏２５，甕類１６０，甑１，手捏土器２），土製品１点（支脚）が竈周辺を中心に

出土している。また，混入した須恵器片１４点，陶器片１点も出土している。４５６～４５９は竈左側の床面，４６０は

竈の火床部，４６１は北東部北壁際の床面からそれぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶時に遺棄されたもの

と考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第２８１図 第２２５７号住居跡実測図�

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５ 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子中量

６ 明 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化
粒子微量

７ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化
粒子微量

８ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量

第２２５７号住居跡出土遺物観察表（第２８２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４５６ 土師器 坏 １３�９ ４�０ － 石英・雲母 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％ PL１５９

４５７ 土師器 坏 １４�４ ４�６ － 石英・雲母 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 １００％ PL１５９

４５８ 土師器 坏 １２�８ ４�５ － 石英・雲母 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 １００％ PL１５９

４５９ 土師器 坏 １３�１ ４�５ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ

内面ナデ 床面 １００％ PL１５９

４６０ 土師器 甕 ２３�９ ３６�４ ９�１ 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 輪積み痕 体部外面ヘラ
磨き 内面ヘラナデ 竈火床部 ６０％

４６１ 土師器 甑 ２８�０ ３０�７［１０�０］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ９５％ PL１８６

―３０５―



第２８２図 第２２５７号住居跡出土遺物実測図

―３０６―



第２２６０号住居跡（第２８３～２８５図）

位置 調査区北西部のＡ１０ｊ７区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 南部は東西方向の耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸６�０１ｍ，短軸５�５５ｍの方形で，主軸方向はＮ－３６°－Ｗである。壁高は３４～６０�で，壁はほ

ぼ直立している。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１２～２８�，深さ４～１４�でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁やや西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１５０�，袖部幅１２８�である。袖部は床

面とほぼ同じ高さを基部として砂質粘土で構築されている。火床部は床面を６�掘りくぼめており，火を受け

て赤変硬化している。煙道部は第１６・１７層で，壁外に４８�掘り込まれ，直立ぎみに立ち上がっている。第７・

３層は砂質粘土を多量に含み，第７層は天井部，第３層は天井部の崩落層と考えられる。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ４４～９０�である。Ｐ５は深さ２９�で，竈に対峙する位置にある

ことや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７は深さ２８・１８�で，性格は不

明である。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長軸１４０�，短軸７４�の長方形で，深さは１８�である。底面は凸凹

状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

覆土 １２層に分けられる。各層にロームブロックを多く含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１０３７点（坏１２８，甕類９０６，甑３），須恵器片２３点（坏４，甕類１９），土製品１点（土玉），

金属製品１点（耳環），鉄滓１点が北東部を中心に全体から出土している。その他，混入した陶器片６点，磁

器片４点も出土している。４６４は北東部床面，４６２・４６３は北壁際の竈付近下層からそれぞれ出土しており，住

居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。４６５は竈の両袖部内と貯蔵穴付近の覆土下層から出土した破片が接

合しており，竈の構築材として利用されたものと想定される。DP１００は北西部覆土下層，Ｍ３３は竈内からそれ

ぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物・ロ

ーム粒子微量
２ 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 橙 色 砂質粘土粒子多量
４ 極 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
５ 黒 色 炭化粒子中量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
７ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量
８ 極暗赤褐色 焼土ブロック多量，炭化物少量，ローム粒子微量
９ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
１０ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土粒子

少量，炭化粒子微量

１１ にぶい黄褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック
・炭化物微量

１２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
１３ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物・ロ

ーム粒子微量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 灰 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子・焼土

粒子少量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
１７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物微量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子多量，ローム粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量

７ 褐 色 ローム粒子中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子少量
９ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１２ 褐 色 ロームブロック中量

―３０７―



第２８３図 第２２６０号住居跡実測図�

―３０８―



第２８４図 第２２６０号住居跡実測図�

第２８５図 第２２６０号住居跡出土遺物実測図

第２２６０号住居跡出土遺物観察表（第２８５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４６２ 土師器 坏 １２�４ ４�７ － 雲母・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ９８％ PL１５９

―３０９―



第２２６２号住居跡（第２８６～２８８図）

位置 調査区北西部のＡ１０ｈ９区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２６３号住居に竈の煙道部が掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�２４ｍ，短軸４�１０ｍの方形で，主軸方向はＮ－７５°－Ｅである。壁高は４５～５０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，壁際を除いて踏み固められており，厚さ２～４�の貼床が確認されている。壁下には，幅６～１１

�，深さ１～５�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。掘り方は，北西部から南東部へ弧を描く掘り込

みと南西部に３か所掘り込んでいる状況が確認され，住居床面からの深さは，深いところで２２�である。また，

掘り方からＰ６・Ｐ７が確認されている。

竈 東壁中央部に付設されており，右袖部はほとんど遺存していない。規模は，焚口部から遺存している煙道

部まで８３�，袖部幅は推定で１０２�である。袖部は地山を掘り込み，砂質粘土を主体に構築されている。火床

部は床面を９�掘りくぼめてローム土を埋め戻しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は第

２２６３号住居に掘り込まれており，遺存していない。第２層は天井部の崩落土層，第１０層は天井の残存部である。

また，北壁中央部に掘り込まれたくぼみに砂質粘土や焼土などが充填されていたことから，北壁に付設されて

いた竈が東壁へ造り替えられたと考えられる。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４５～６５�である。Ｐ５は深さ３５�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７は床下から確認され，それぞれの深さ

は２４�と２９�で，性格は不明である。

覆土 １５層に分けられる。壁や竈の一部が崩落して堆積した後，人為的に埋め戻され（第２～６層）て，くぼ

地に表土が流入した堆積状況を示している。第１３層はよく締まった貼床の構築土，第１４・１５層は北壁で機能し

ていた竈の掘り方にローム土を埋め込んだ貼床の構築土である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少

量，炭化粒子微量
３ 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化物・砂質粘土ブロック・ロー

ム粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量，

炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック微量
７ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
８ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，炭化物

・焼土粒子微量
９ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
１０ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４６３ 土師器 坏 ［１１�６］（３�９） － 長石・雲母・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 １０％

４６４ 土師器 坏 ［１２�０］（４�０） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 １０％

４６５ 土師器 甕 ［２６�３］３５�０ ９�４ 石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 底部ヘラ磨き

竈袖部下層
覆土下層 ７０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１００ 土玉 １�２ １�１ ０�１５ １�６ 土（長石・石英・雲母） ナデ 一方向からの穿孔 覆土下層 PL１９０

番号 器種 長径 短径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３３ 耳環 ２�１ ２�３ ０�７ ９�７ 銅 鍍銀 竈覆土下層 PL１９６
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第２８６図 第２２６２号住居跡実測図�
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第２８７図 第２２６２号住居跡実測図�

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 明 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
３ 褐 色 ローム粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

９ 明 褐 色 ローム粒子多量
１０ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック微量
１３ 明 褐 色 ロームブロック多量
１４ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子少量，

砂質粘土粒子微量
１５ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量

―３１２―



遺物出土状況 土師器片９１３点（坏７６，甕類８０５，甑３０，手捏土器２），須恵器片２点（蓋，甕類），土製品１点

（勾玉），石器・石製品２点（敲石，切子玉）のほか，混入した縄文土器片４点，ハケ目痕のある土師器片２

点も出土している。南壁際から４６６が床面よりもやや浮いた状態で出土し，４６７は覆土下層から出土し，廃絶時

に廃棄されたと考えられる。４６８・４６９は破損した状態で人為堆積層から出土していることから，廃絶後に投棄

されたと考えられる。また，DP１０１は南東コーナー部の覆土中層，Ｑ４５・Ｍ３４は北東部の覆土上層，Ｑ４４は北

東部の床面から出土している。

所見 本住居は改築がされていることが確認されている。改築されている施設は北壁から東壁へ造り替えた竈，

北竈の掘り方へ埋土して構築された壁とその壁下の壁溝である。また，床下より主柱穴になり得るピットが確

認されなかったことから，主柱の移動はされていないと推定できる。時期は，出土土器から７世紀前葉と考え

られる。

第２８８図 第２２６２号住居跡出土遺物実測図
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第２２６４号住居跡（第２８９・２９０図）

位置 調査区北西部のＢ１０ｂ０区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２９７７号・２９７８号土坑と第１２８号溝に掘り込まれ，ほぼ全面が耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸７�２６ｍ，短軸は推定６�５０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は２８～４０�で

あり，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 撹乱のため，北壁中央部に付設されていた形跡が確認されるだけで，構築方法は不明である。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３３～７７�である。Ｐ５は深さ２４�で、竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから、出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７の性格は不明である。

覆土 ９層に分けられる。壁や竈が崩落して堆積した後，第１層が南方向から人為的に埋められ，南壁が崩落

したと考えられる。

遺物出土状況 土師器片１１１８点（坏１６８，甕類９４９，甑１），須恵器片２９８点（坏１１８，高台付坏１，蓋２，壺類

２，甕類１７５），土製品２点（羽口），鉄製品４点（刀子１，釘３），鉄滓１点のほか，混入した縄文土器片４点，

灰釉陶器片１点，陶器片３０点，磁器片１５点も出土している。４７０はＰ３周辺の床面から出土しており，廃絶に

伴って廃棄された考えられる。４７１は北西部と中央部の覆土上層から床面に散在していた破片が接合したもの

で，４７２は中央部西側の床面から破損した状態で出土し，いずれも廃絶後に廃棄されたと考えられる。竈付近

から片顎分の馬歯が出土しているが，他の部位が検出されていないことから，撹乱による混入と考えられる。

また，TP４は北部の覆土下層から出土した破片が接合し，TP５は南西部の覆土上層，Ｍ３７は南東部の覆土上

層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，

炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第２２６２号住居跡出土遺物観察表（第２８８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４６６ 土師器 坏 １１�５ ４�０ － 長石・雲母 灰黄 普通 口辺部内外面横ナデ 外面ヘラ削り 体部外面
ヘラ削り・ヘラ磨き 内面横ナデ 覆土下層 ９５％ PL１５９

４６７ 土師器 甕 － （９�５） ６�１ 長石・石英・小礫 にぶい橙 普通 体部外面ナデ・ヘラ削り 内面ナデ 体部下端
ヘラ削り 輪積痕 使用痕一ヶ所 覆土下層 ３５％転用砥石

４６８ 土師器 小形甕［１１�０］［１３�５］ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ナデ・ヘラナデ 底部ヘラ削り 覆土上～下層 ７０％

４６９ 土師器 甑 ［２６�８］２５�０ ９�０ 長石・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部ヘラナデ後ヘラ磨き
下端ヘラ削り 内面ナデ 覆土中～下層 口辺部５％

体部６５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０１ 勾玉 （２�５） １�１ ０�９ （２�７） 土（長石・雲母） ナデ 頭部欠損 覆土中層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４４ 敲石 ８�３ ５�８ ２�０ １１８�４ 雲母片岩 端部に敲打痕 床面

Ｑ４５ 切子玉 １�３ １�１ １�３ ２�８ 水晶 孔径０�２� 側面中央部から両端部へ向かっての研
磨 一方向からの穿孔 覆土上層 PL１９４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３４ 鎌 （２�５） １�４ （０�２） （１�８） 鉄 手鎌 片隅残存 径１�８５�の目釘穴あり 覆土上層

―３１４―



第２８９図 第２２６４号住居跡実測図
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第２９０図 第２２６４号住居跡出土遺物実測図
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第２２６５号住居跡（第２９１～２９４図）

位置 調査区北西部のＢ１０ｅ０区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１２１号溝に南西コーナー部を掘り込まれており，北東部は東西方向の耕作による撹乱を受けてい

る。

規模と形状 長軸９�２８ｍ，短軸９�２４ｍの方形で，主軸方向はＮ－２４°－Ｗである。壁高は４４～６２�で，壁は外

傾して直立ぎみに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１２～２０�，深さ３～９�でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部やや西寄りに付設されている。撹乱を受けているため全体の形状は不明であるが，焚口部から

煙道部まで１５０�ほど，袖部幅１１６�である。袖部は覆土の状況から砂質粘土で構築されていたと推定される。

火床部は床面を５�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変している。煙道部は壁外に３２�掘り込まれ，

直立ぎみに立ち上がっていたと推定される。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５２～７６�である。Ｐ５は深さ３１�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ６０�で，性格は不明であるが，出入口

ピットと軸線上に並んでいることから，支柱とも想定される。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長軸１１８�，短軸７７�の長方形で，深さは４０�である。底面は皿状

で，壁は外傾して立ち上がり，覆土は自然堆積の状況を示している。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子

微量
５ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

６ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
７ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量，ローム

ブロック・炭化物微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック・砂

質粘土粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
１０ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２２６４号住居跡出土遺物観察表（第２９０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４７０ 須恵器 坏 ８�９ ４�２ － 長石・石英 褐灰 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 床面 ９５％ PL１５９

４７１ 土師器 甕 ［２１�７］（１２�０） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 覆土上層～床面 １０％

４７２ 土師器 甕 ［２５�８］（５�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 外面ヘラ削り 床面 ５％

４７３ 土師器 甕 － （５�２） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 幅５�５� 使用痕六か所 覆土 ５％転用砥石

TP３ 須恵器 坏 － （０�７）［６�８］ 長石・雲母 灰黄 普通 底部回転ヘラ切り後多方向ヘラ削り 覆土上層 ヘラ記号「＋」ヵ

TP４ 須恵器 甕 － （１３�８） － 長石 灰 普通 体部外面格子状平行叩き 内面同心円状の当て具痕 覆土下層

TP５ 須恵器 甕 － （９�４） － 長石・小礫 灰白 普通 体部外面格子状平行叩き 内面同心円状の当て具痕 覆土上層

TP６ 須恵器 甕 － （７�３） － 長石・黒色粒子 黄灰 普通 体部外面自然釉付着 内面同心円状の当て具痕 覆土上～下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３５ 刀子 （９�０） （１�３） ０�４ （７�５） 鉄 茎部欠損 覆土上層

Ｍ３６ 釘 （３�４） （０�４） （０�４）（１�８） 鉄 頭部・下端部欠損 若干の曲がりが見られる 覆土下層

Ｍ３７ 不明 （７�３） １�８ ２�８ （６２�４） 鉄 上部穴が開いていた形跡有り 中央部舵状の部位有
り 下端部欠損 覆土上層

Ｍ３８ 鉄滓 ２�６ ３�４ １�３ １２�６ 鉄 外面焼土付着 熱を受けている 覆土下層

―３１７―



第２９１図 第２２６５号住居跡実測図�

―３１８―



覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

第２９２図 第２２６５号住居跡実測図�

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子中量
５ 褐 色 ローム粒子多量

―３１９―



第２９３図 第２２６５号住居跡出土遺物実測図�

―３２０―



遺物出土状況 土師器片２０９０点（坏４０３，坩１，炉器台７，高坏８，甕類１６６７，甑３，手捏土器１），須恵器片

９７点（坏２２，蓋１，甕類７４），土製品１点（支脚），鉄製品１点（刀子カ），鉄滓１点が覆土上層から中層にか

けてほぼ全域から出土している。その他，混入した陶器片１０点，磁器片１２点も出土している。４７４・４８１は貯蔵

穴内，４７５は北壁際床面，４７６は北東部床面からそれぞれ出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えら

れる。Ｍ３９は竈付近床面，DP１０２は竈前面床面からそれぞれ出土している。

所見 北側を除いて，貯蔵穴に周提状の高まりが確認されている。時期は，出土土器から６世紀中葉と考えら

れる。７世紀前葉に比定される約１０ｍを越える住居跡が検出されているが，この時期に比定される住居跡とし

ては最大級のものである。

第２９４図 第２２６５号住居跡出土遺物実測図�

第２２６５号住居跡出土遺物観察表（第２９３・２９４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４７４ 土師器 坏 ［１４�２］ ４�４ － 長石・石英・雲母
・赤色粒子・小礫 赤 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面

ヘラ磨き 貯蔵穴上層 ８０％

４７５ 土師器 坏 １３�１ ４�２ － 長石・石英・小礫 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 床面 ６０％

４７６ 土師器 坏 ［１５�４］ ４�６ － 長石・石英・小礫 赤褐 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 床面 ４０％

４７７ 土師器 炉器台 ６�２（７�２） － 長石・雲母 橙 普通 受部外面ナデ内面ヘラナデ 脚部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ 覆土中層 ７０％ PL１７２

４７８ 土師器 甕 ［２３�２］３２�０ ８�２ 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ５５％

４７９ 土師器 甕 １７�２ １９�８ ［９�０］ 長石・石英 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 輪積痕 床面 ６０％

４８０ 土師器 小形甕 １２�８ １３�０ － 石英・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 ９８％ PL１７７

４８１ 土師器 甑 ［２８�３］２４�７ ９�６ 長石・石英・雲母
・赤色粒子・礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き後ヘラ

削り 輪積痕 内面ヘラナデ 貯蔵穴上層 ８０％ PL１８７

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０２ 支脚 （１３�０）（９�５） ８�１ （７２５�５）土（長石・石英） ナデ 指頭痕 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３９ 刀子カ （２�４） （１�４） ０�０５～
０�１ （１�９） 鉄 基部破片 床面

―３２１―



第２２６８号住居跡（第２９５・２９６図）

位置 調査区北部のＡ１１ｉ３区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３０８号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�５４ｍ，短軸４�１２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２９°－Ｗである。壁高は１７～２８�で，壁は

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅７～１４�，深さ２～９�でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１００�ほど，袖部幅１０５�である。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は床面を１４�掘りくぼめており，火を受けて赤変している。煙道部は壁外に

３０�ほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

第２９５図 第２２６８号住居跡実測図

―３２２―



ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４５～５８�である。Ｐ５は深さ２８�で，竈に対峙する位置にあ

ることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ２０�で，性格は不明である。

覆土 ３層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片３１９点（坏６９，甕類２５０），須恵器片３点（甕類）が出土している。また，混入した陶

器片２点も出土している。４８３・４８４は南壁寄りの床面からそれぞれ出土しており，住居廃絶時に遺棄されたも

のと考えられる。４８２は東壁際から中央部の床面にかけて出土した破片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第２２７７号住居跡（第２９７・２９８図）

位置 調査区北東部のＢ１１ｄ６区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２７８号住居跡を掘り込み，第２２７６号住居に掘り込まれている。東西方向の耕作による撹乱を受け

ている。

規模と形状 長軸６�０８ｍ，短軸６�０１ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は１０～２８�で，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床 現存する床はほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
４ 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量

５ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量炭
化物微量

６ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２９６図 第２２６８号住居跡出土遺物実測図

第２２６８号住居跡出土遺物観察表（第２９６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４８２ 土師器 坏 １２�０ ４�２ － 長石・石英 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ６５％ PL１５９

４８３ 土師器 坏 １２�８ ４�４ － 長石・石英 暗赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 １０％

４８４ 土師器 坏 ［１２�４］（４�１） － 雲母・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ５％

４８５ 土師器 坏 ［１３�０］（４�３） － 長石・石英 にぷい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
放射状のヘラ磨き 覆土中層 ７０％

―３２３―



竈 北壁中央部に付設されているが，第２２７６号住居に堀り込まれているため，火床部の一部が確認されただけ

である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５４～９１�である。Ｐ５は深さ２９�で，竈に対峙する位置にあ

ることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長軸１２５�，短軸５８�の長方形で，深さは５２�である。底面は皿状

第２９７図 第２２７７号住居跡実測図

―３２４―



で，壁は外傾して立ち上がり，覆土は自然堆積の状況を示している。

覆土 ４層に分けられる。撹乱が激しいが，堆積状況は自然堆積の状況を示している。

遺物出土状況 土師器片７８０点（坏１６２，甕類５７９，甑３９），須恵器片４２点（坏５，甕類３７），土製品２点（小玉，

紡錘車），鉄滓３点が出土している。また，混入した須恵器片８点，灰釉陶器片５点，磁器片３点，陶器片１３

点も出土している。４８６は南東部床面，４８７・４８８は中央部床面からそれぞれ出土しており，住居廃絶時に遺棄

されたものと考えられる。DP１０３は覆土，DP１０４は中央部床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第２９８図 第２２７７号住居跡出土遺物実測図

第２２７７号住居跡出土遺物観察表（第２９８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４８６ 土師器 坏 ［１３�４］ ４�５ － 長石・石英・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ４５％

４８７ 土師器 坏 ［１２�６］（３�２） － 長石・石英・白色粒子・小礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 床面 １５％

４８８ 土師器 坏 ［１４�４］（３�５） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 １５％

４８９ 土師器 甑 ［２４�４］２６�１ １０�０ 長石・石英・雲母・礫 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内外面ヘラ磨き Ｐ１覆土 ４０％

―３２５―



第２２７８号住居跡（第２９９・３００図）

位置 調査区北部のＢ１１ｃ４区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２７４・２２７７・２２７９号住居に掘り込まれ，東西方向の耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸６�２８ｍ，短軸５�７２ｍの方形と推定され，主軸方向はＮ－２５°－Ｗである。壁高は２０�ほどで，

外傾して立ち上がっている。

第２９９図 第２２７８号住居跡実測図

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０３ 小玉 １�１ １�０ ０�１５ （１�０） 土（長石・石英） ナデ一方向からの穿孔 覆土 PL１９０

DP１０４ 紡錘車 ３�８ ３�３ ０�５ ４５�８ 土（長石・石英） ナデ両方向からの穿孔 床面 PL１９３

―３２６―



床 現存する床はほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。東部床面に焼土や炭化材の広がりが確認されて

いる。

炉 中央部に位置し，長径４０�，短径３０�の楕円形と推定される。床面を浅く皿状に掘りくぼめた地床炉で，

炉床面は赤変硬化している。

覆土 ４層に分けられる。各層にロームブロックや焼土を含んだ人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２８３点（坏７，坩１２，甕類２６４），須恵器片４５点（坏６，甕類３９），粘土塊１点，鉄滓１

点が出土している。また，混入した灰釉陶器片１点，陶器片５点も出土している。４９３・４９０は中央部床面，４９１

は東壁際床面からそれぞれ出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 床面に焼土や炭化材が広がっており，焼失住居と考えられる。時期は，出土土器から４世紀後半と考え

られる。

第２２７９号住居跡（第３０１～３０３図）

位置 調査区北部のＢ１１ｄ４区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２７８号住居跡を掘り込んでいる。また，東西に横切る耕作による撹乱を受けており，本跡の遺存

状態は非常に悪い。

炉土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

第３００図 第２２７８号住居跡出土遺物実測図

第２２７８号住居跡出土遺物観察表（第３００図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４９０ 土師器 坩 ［９�３］ ５�１ ２�２ 長石・石英・白色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部外面ハケ目調整 内面横ナデ 頸部外面
ハケ目調整 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 床面 ７０％

４９１ 土師器 甕 ［１４�８］（６�２） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 頸部外面ハケ目調整後ヘ
ラ削り 内面ヘラナデ 床面 １０％

４９２ 土師器 甕 ［１３�２］１３�８ ４�４ 長石・石英 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 輪積痕 床面 ５０％

４９３ 土師器 甕 ［２１�４］（５�１） － 石英・雲母 褐 普通 口辺部内外面横ナデ 頸部外面ハケ目調整 床面 １０％

―３２７―



規模と形状 長軸５�１０ｍ，短軸４�３５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は３５～４３�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

第３０１図 第２２７９号住居跡実測図

―３２８―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２２�，袖部幅は１３０�である。袖部は地山

を掘り込んだくぼみにローム土を埋め込み，砂質粘土を主体に構築されている。火床部は７�掘りくぼめ，火

床面は火を受けて赤変硬化している。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは２９～４２�である。Ｐ５は深さ３９�で、竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから、出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１９１１点（坏１７８，甕類１７３０，甑３），須恵器片２９２点（坏５９，蓋７，高盤２，瓶類１，甕

類２２３），石器５点（砥石），鉄製品１７点（刀子５，鎌５，釘３，不明４），鉄滓４点のほか，混入した陶器片２２

点，磁器片１８点も出土している。４９４は竈の覆土内と北東部の床面から出土した破片が接合したもので，４９５・

TP９は竈の覆土内，TP１２は覆土下層から出土しており，いずれも廃絶時に廃棄されたと考えられる。また，

Ｍ４５は東壁際の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量
２ 暗 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化物少量，砂質粘

土粒子微量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子微量
７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子少量
８ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

微量

５ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・砂質粘土
粒子微量

６ 黒 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３０２図 第２２７９号住居跡出土遺物実測図�
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第２２８０号住居跡（第３０４・３０５図）

位置 調査区北部のＢ１１ｅ４区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２８１号住居に掘り込まれている。北部が耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸５�９５ｍ，短軸５�７５ｍの方形で，主軸方向はＮ－２２°－Ｗである。壁高は２９～４３�で，ほぼ直

立している。

第３０３図 第２２７９号住居跡出土遺物実測図�

第２２７９号住居跡出土遺物観察表（第３０２・３０３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４９４ 土師器 坏 ［１５�１］（３�５） － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り後ヘラナデ 内底ヘラナデ 床面 竈覆土内 ２０％

４９５ 土師器 坏 ［１４�８］（３�４） － 長石・雲母 橙 普通 口辺部若干の黒色処理 体部外面ヘラ削り 竈覆土 竈袖部内 １０％

TP７ 須恵器 甕 － （６�７） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面同心円状叩き 内面ナデ 覆土下層

TP８ 須恵器 甕 － （４�４） － 長石・黒色粒子 灰白 普通 体部外面カキ目調整 内面同心円状の当て具痕 覆土下層

TP９ 須恵器 甕 － （４�２） － 長石・石英 褐灰 普通 体部外面格子状叩き 内面同心円状の当て具痕 竈袖部内

TP１０ 須恵器 甕 － （２�３） － 長石 灰オリーブ 普通 体部外面カキ目調整 自然釉付着 内面同心円
状の当て具痕 床面 TP１１と同一

個体

TP１１ 須恵器 甕 － （１�７） － 長石 暗オリーブ 普通 体部外面カキ目調整 自然釉付着 内面同心円
状の当て具痕 覆土下層 TP１０と同一

個体

TP１２ 須恵器 甕 － （３�２） － 長石・雲母 褐灰 普通 体部外面同心円状叩き 内面ナデ 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ４０ 刀子 （９�３） １�０ ０�４ （９�１） 鉄 茎部湾曲している 茎部の端部欠損 覆土中層

Ｍ４１ 刀子 （６�１） １�４ ０�２ （１０�０） 鉄 刃部切先欠損 茎部若干残存 覆土下層

Ｍ４２ 鏃 （４�０） （３�０） １�０ （２２�２） 鉄 短頸三角鏃 鏃身断面長方形 茎部欠損 覆土下層

Ｍ４３ 鎌 （６�７）１�４～３�１ ０�３ （２２�７） 鉄 端部上端折り返し 刃部切先欠損 覆土中層

Ｍ４４ 鎌 （３�１） ３�４ ０�５ （１２�２） 鉄 左鎌 刃部のみ残存 覆土下層

Ｍ４５ 手鎌 （７�１） １�６ ０�５ （１１�１） 鉄 １�８８�の目釘穴あり 刃部若干残存している 端部折
り曲げられている 床面

Ｍ４６ 釘 （５�４） ０�８ ０�７ （７�９） 鉄 頭部欠損 下端部先叩かれ平らになっている 貼り床層

Ｍ４７ 釘 （２�４） ０�５ ０�３ （１�６） 鉄 頭部先端平らに薄く引き延ばされている 下端部欠損
火を受けている 覆土中層

Ｍ４８ 釘 （３�３） （０�５） （０�５）（２�６） 鉄 頭部欠損 火を受け外面に焼土付着 覆土中層

Ｍ４９ 火打金 （３�６） ２�３ ０�７ （９�９） 鉄 表面中央部に一本の綾有り 綾から縁にかけて厚さが
薄くなる 裏面平坦 覆土上層

Ｍ５０ 不明 （６�６） （１�４） ０�５ （１１�８） 鉄 足金物の脚部ヵ 曲線状に折り曲げられている 端部
が折り曲げられている 覆土

Ｍ５１ 鉄滓 ２�１ ２�８ １�０ ３�５ 鉄 湾状滓 外面焼土付着 覆土上層

Ｍ５２ 鉄滓 ３�１ ３�８ １�１ １７�９ 鉄 鎌の未製品ヵ 外面焼土付着 覆土中層

Ｍ５３ 鉄滓 ２�４ ３�４ １�５ １７�０ 鉄 一部融解し再び固まっている 外面焼土付着 覆土

―３３０―



第３０４図 第２２８０号住居跡実測図
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床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１２～２５�，深さ４～１２�でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。また，幅１２～２５�，深さ３～１１�の間仕切り溝が東西壁側で各２条確認され，

断面形はＵ字状を呈している。

竈 北壁中央部に付設されているが，耕作による撹乱のため火床部が確認されただけで全体の形状は不明であ

る。

覆土 １９層に分けられる。粒の大きいロームブロックを含み，全体的にブロック状の堆積状況を示すことから

人為堆積と考えられる。

ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６３～７６�である。Ｐ５は深さ３２�で，竃に対峙する位置にあ

ることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられ，Ｐ６・Ｐ７もその一部と考えられる。

Ｐ８は深さ１６�で，性格は不明である。

貯蔵穴 北西コーナー部に位置している。長径７８�，短径５９�の楕円形で，深さは３０�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

遺物出土状況 土師器片１０６４点（坏２５５，器台２，高坏１，甕類７８１，甑２５），須恵器片９点（坏３，甕類６），粘

土塊１点，鉄滓１点が中央部を中心に覆土上層から中層にかけて出土している。また，混入した須恵器片１点，

灰釉陶器片１点，磁器片２点なども出土している。４９７は北東部の床面，４９８は貯蔵穴内から出土しており，遺

棄されたものと考えられる。４９６は南東部から中央部にかけての床面から出土した破片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・砂

質粘土粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ロ

ームブロック微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

１０ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１４ 灰 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１７ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子微量
１８ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１９ 暗 褐 色 ローム粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 灰 褐 色 ローム粒子少量

第３０５図 第２２８０号住居跡出土遺物実測図
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第２２８６号住居跡（第３０６～３０８図）

位置 調査区北部のＡ１１ｅ８区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸７�５１ｍ，短軸７�１８ｍの方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は４～１８�で，外傾し

て立ち上がっている。全体が東西方向，東部は南北方向の耕作による撹乱を受けている。

床 ほぼ平坦であり，南壁際の出入口付近が踏み固められている。硬化面の部分を除いた壁下には，幅１０～１５

�，深さ４～６�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されているが，撹乱を受けているため全体の形状は不明である。規模は，焚口部から煙

道部まで１２１�，袖部幅１１０�ほどである。袖部は砂質粘土で構築されていたと推定される。火床部は床面を浅

く皿状に掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に７８�掘り込まれ，外傾して立ち上

がっている。

ピット １６か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは３０～４６�である。Ｐ４は深さ１０�で，竃に対峙する位置にあ

ることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５～Ｐ１６は深さ１２～７１�で，性格

は不明である。

覆土 １３層に分けられる。薄いが，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２８１点（坏４６，甕類２３５），須恵器片９点（坏１，甕類８），不明鉄製品１点が出土して

いる。その他，混入した灰釉陶器片１点，陶器片１点も出土している。５０２は北西部床面から出土しており，

住居廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。５０１は北東部の覆土から出土しており，廃棄されたものと

考えられる。Ｍ５４はＰ１３の覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器と住居形態から６世紀後葉から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子

微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量
８ にぶい黄褐色 ロームブロック少量，焼土粒子・砂質粘土粒子

微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 褐 色 ローム粒子中量
１２ 褐 色 ロームブロック多量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量

第２２８０号住居跡出土遺物観察表（第３０５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４９６ 土師器 坏 ［１２�８］ ４�５ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ８０％

４９７ 土師器 坏 １４�８ ４�３ － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ７０％

４９８ 土師器 坏 ［１２�８］（４�６） － 長石・石英 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 貯蔵穴下層 ４０％

４９９ 土師器 甕 ［２０�３］（６�４） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 床面 ２０％

５００ 土師器 甑 ［２３�４］（１１�０） － 長石・石英・赤色粒子・小礫 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 床面 ３０％

―３３３―



第３０６図 第２２８６号住居跡実測図�
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第２２９１号住居跡（第３０９・３１０図）

位置 調査区北部のＢ１１ｄ８区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２８９・２２９０号住居，第２９７９号土坑に掘り込まれている。東部は南北方向，西部は東西方向の耕作

による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸５�４１ｍ，短軸５�３６ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は３８～４４�で，直立ぎ

みに立ち上がっている。

床 現存部はほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。北西コーナー部を除いた壁下には，幅１２～

１８�，深さ４～１５�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０９�，袖部幅９０�ほどである。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は床面を７�掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁

外に１６�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

第３０７図 第２２８６号住居跡実測図�

第３０８図 第２２８６号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量，

ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子中量，炭化物・砂質粘土粒子・灰少量，

ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロッ

ク微量
６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化物・

ローム粒子微量

７ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

物微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子少量
１１ 黒 褐 色 焼土粒子中量，炭化物少量，ローム粒子微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土粒子微量
１３ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量

第２２８６号住居跡出土遺物観察表（第３０８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５０１ 土師器 坏 ［１０�８］（３�２） － 雲母・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土 ５％

５０２ 土師器 甕 ［２１�４］（４�２） － 雲母・赤色粒子 灰黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 床面 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ５４ 不明鉄製品 （１�９） （２�７） ０�４ （２�９） 鉄 胴部湾曲 断面円形 Ｐ１３覆土

―３３５―



第３０９図 第２２９１号住居跡実測図

―３３６―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５７～６２�である。Ｐ５は深さ３３�で，竈に対峙する位置にあ

ることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ８層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４０１点（坏６７，坩１，甕類３３３），須恵器片３６点（坏１４，甕類２２），粘土塊２点，土製品

２点（支脚），不明石製品１点，鉄製品１点（鎌）が出土している。また，混入した灰釉陶器片４点，磁器片

６点，陶器片７点も出土している。５０４は中央部の床面から出土しており，住居の廃絶後間もなく廃棄された

ものと考えられる。５０３は北西部の覆土下層から出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

Ｑ４６は覆土中層，Ｍ５５は東壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器と住居形態から６世紀後葉から７世紀前葉と考えられる。

第２２９３号住居跡（第３１１・３１２図）

位置 調査区北部のＢ１１ｆ０区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１７６・２２９２・２３０６号住居，第３１３号掘立柱建物，第２９８８・２９８９・３００４・３００５号土坑に掘り込まれ

ている。

規模と形状 北部から中央部を第２２９２号住居に掘り込まれている。長軸６�０８ｍ，短軸５�９６ｍの方形で，主軸方

向はＮ－６°－Ｅと推定される。壁高は１６～３７�で外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，北壁および東壁際近くまで踏み固められている。確認された部分の南壁際以外の壁下には，

幅７～１２�，深さ４～８�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは３７～６４�である。Ｐ４は深さ２１�で，南壁際の中央部に位置

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量

第３１０図 第２２９１号住居跡出土遺物実測図

第２２９１号住居跡出土遺物観察表（第３１０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５０３ 土師器 坏 ［１２�４］（３�５） － 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ５％

５０４ 土師器 坏 ［１３�６］（３�９） － 石英・雲母・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４６ 不明石製品 （２�６） ０�７ ０�５ （１�７） チャート 全面研磨 一部欠損 断面楕円形 覆土中層 PL１９６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ５５ 鎌 （７�９） ３�０ ０�２ （１６�１） 鉄 先端部欠損 覆土下層 PL１９６

―３３７―



することや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ４層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３１１図 第２２９３号住居跡実測図

―３３８―



遺物出土状況 土師器片１３０点（坏２７，高坏１０，甕類７６，甑１７）が散在した状態で出土している。また，混入

した須恵器片１０点，陶器片４点，磁器片１点，瓦３点，鉄滓１点も出土している。５０７は北東部の床面から出

土しており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。５０５は北東部，５０６は東部の覆土下層からそれぞれ

出土しており，住居の廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器および重複関係から６世紀中葉と考えられる。

第２２９９号住居跡（第３１３～３１５図）

位置 調査区北部のＢ１２ｂ３区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２９８号住居，第３０９・３１１号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸８�２５ｍ，短軸８�１６ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｗである。壁高は１８～２２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅９～１６�，深さ４～９�でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁やや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１８�，袖部幅１０６�である。袖部は床

面とほぼ同じ高さを基部とし，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を６�掘りくぼめており，火を受け

て赤変硬化している。煙道部は壁外に３２�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

第３１２図 第２２９３号住居跡出土遺物実測図

第２２９３号住居跡出土遺物観察表（第３１２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５０５ 土師器 坏 ［１４�８］［４�２］ － 石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ４０％

５０６ 土師器 高坏 － （９�３） － 長石・石英・赤色粒子 赤褐 普通 坏部外面ヘラ削り後ナデ 内面ナデ 脚部外面ヘ
ラ削り後ナデ 内面ヘラナデ 裾部内外面横ナデ 覆土下層 ５０％

５０７ 土師器 甑 ２０�２ ２３�６ ９�４ 長石・石英・小礫 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 床面 ９０％

―３３９―



第３１３図 第２２９９号住居跡実測図�

―３４０―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは５４～６５�である。Ｐ４は深さ３０�で，南壁際の竈に向かい合

う位置にあることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５は深さ２０�で，性格は

不明である。

貯蔵穴 北西コーナー部に位置している。長径９４�，短径６５�の不整楕円形で，深さは３４�である。底面は皿

状で，壁は外傾して直立ぎみに立ち上がり，覆土は自然堆積の状況を示している。

覆土 ８層に分けられる。ローム粒子が層内に均一に存在し，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片７３３点（坏９９，甕類６３２，甑２），須恵器片２４点（坏１３，壺１，甕類１０），粘土塊２点，

土製品２点（支脚），石器１点（砥石），石製品１点（小玉）が出土している。また，混入した縄文土器片１点，

須恵器片１点，灰釉陶器片１点，磁器片１点，陶器片１点も出土している。５１３は貯蔵穴内，５０８・５０９・５１０・

５１２は竈右袖部付近の床面からいずれも伏せた状態で出土しており，遺棄されたものと考えられる。Ｑ４７は南

第３１４図 第２２９９号住居跡実測図�

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
５ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量

炭化粒子微量
６ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量

炭化粒子微量
７ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量，ローム粒子・

炭化粒子微量

８ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘
土粒子微量

９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭
化粒子微量

１０ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック微量
１２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック微量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１４ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，

ローム粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量
８ 褐 色 ローム粒子多量

―３４１―



東部床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第２３００号住居跡（第３１６・３１７図）

位置 調査区北部のＡ１２ｇ６区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 南北方向の耕作による撹乱を受けており，長軸４�５３ｍ，短軸４�２８ｍの方形と推定され，主軸方向

はＮ－１６°－Ｅである。壁高は１０～２２�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。竈左袖部脇の床面に焼土や砂質粘土の広がりが確認

されている。

竈 北壁やや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９４�，袖部幅１０３�である。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は床面を８�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙

道部は壁外に２８�掘り込まれ，外傾して緩やかに立ち上がっている。

第３１５図 第２２９９号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 灰多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

４ 黒 褐 色 灰中量，炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子
微量

５ にぶい赤褐色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量，焼土粒子・
炭化粒子微量

第２２９９号住居跡出土遺物観察表（第３１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５０８ 土師器 坏 １３�８ ４�１ － 長石・石英・雲母 褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９８％

５０９ 土師器 坏 １４�５ ４�６ － 長石・石英・雲母・白色粒子 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９８％

５１０ 土師器 坏 ［１２�４］ ５�０ － 雲母 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％

５１１ 土師器 坏 １１�６ ４�８ － 石英・雲母 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ９５％ PL１６０

５１２ 土師器 坏 １４�０ ５�１ － 長石・石英 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ８０％

５１３ 土師器 坏 １３�４ ４�８ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 貯蔵穴下層 ８０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４７ 小玉 １�２ ０�８ ０�４ １�５ 滑石 両面研磨 一方向からの穿孔 側面円筒状 床面

―３４２―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１６～５４�である。Ｐ５の深さは１６�で，竈に対峙する位置に

あることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ６層に分けられる。含有物も均一でなくブロック状に堆積している人為堆積である。

６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量

９ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子中量

第３１６図 第２３００号住居跡実測図

―３４３―



遺物出土状況 土師器片３１１点（坏４１，高坏２，鉢１５，甕類２４６，甑７），須恵器片５点（坏１，甕類４），土製

品１点（支脚），石器１点（砥石）が出土している。その他，混入した灰釉陶器片９点，陶器片１点も出土し

ている。５１５・５１６・５１７は北壁際の覆土下層，５１４は北壁際の覆土中層からそれぞれ出土しており，住居の廃絶

後流れ込んだものと考えられる。DP１０５は竈前面の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉から７世紀前葉と考えられる。

第３１７図 第２３００号住居跡出土遺物実測図

第２３００号住居跡出土遺物観察表（第３１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５１４ 土師器 坏 １２�６ ５�２ － 雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 覆土中層 ９５％ PL１６０

５１５ 土師器 坏 ［１９�０］ ６�８ － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 覆土下層 ７０％

５１６ 土師器 鉢 ［１６�４］１１�２ － 石英・雲母・礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 輪積痕 覆土下層 ７０％

５１７ 土師器 甕 ［１８�６］２４�４ ［７�６］ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 覆土下層 ５０％

―３４４―



第２３０１号住居跡（第３１８・３１９図）

位置 調査区北部のＡ１２ｉ２区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 北部から東部を東西方向に第１２０号溝に掘り込まれている。また，南西部は南北方向の耕作による

撹乱を受けている。

規模と形状 長軸６�６１ｍ，短軸６�１４ｍの方形で，主軸方向はＮ－２６°－Ｗである。壁高は４～２８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅６～１６�，深さ１１～１３�でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。また，幅１４～２０�，深さ４～１０�の間仕切り溝が東・西壁でそれぞれ１条ずつ

確認され，断面形はＵ字状を呈している。

竈 北壁西寄りに付設されている。左袖部から焚口部にかけて，第１２０号溝に掘り込まれているため全体の形

状は不明である。袖部は床面とほぼ同じ高さを基部とし，砂質粘土で構築されている。火床面は火を受けて赤

変している。煙道部は壁外に７３�掘り込まれ，外傾して緩やかに立ち上がっている。

ピット １４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５８～９１�である。Ｐ５・Ｐ６は深さ３０・４６�で，竈に対峙す

る位置にあることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７～Ｐ１４は深さ１６～３８

�であるが，性格は不明である。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径１６４�，短径８８�の楕円形で，深さは２６�である。底面は皿状

で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ９層に分けられる。各層にロームブロックや焼土を多く含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片５６７点（坏６８，甕類４３５，甑６４），須恵器片９点（坏７，甕類２）が出土している。そ

の他，混入した灰釉陶器片１点，陶器片１点も出土している。竈右袖部付近を中心に破片が多く出土している。

５１９・５２０は竈右袖部付近の床面，５２２は貯蔵穴内からそれぞれ出土しており，住居の廃絶後間もなく廃棄され

たものと考えられる。

所見 すべての主柱穴の底面から柱のあたり痕が確認されている。時期は，出土土器と住居形態から７世紀前

葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量

６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土粒

子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・

炭化物微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量・焼土粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック中量

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０５ 支脚 （１７�５）（９�３） ７�８ （１２２５�５）土（長石・石英・赤色粒子） ナデ 指頭痕 熱を受けて脆い にぶい橙 床面

―３４５―



第３１８図 第２３０１号住居跡実測図
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第３１９図 第２３０１号住居跡出土遺物実測図
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第２３０２号住居跡（第３２０・３２１図）

位置 調査区北部のＡ１２ｉ５区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 北部から東部を東西方向に第１２０号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�６４ｍ，短軸３�５３ｍの方形と推定され，主軸方向はＮ－１３°－Ｗである。壁高は６～１４�で，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，北東部が踏み固められている。南壁と東・西壁の一部の壁下には，幅１２～１６�，深さ８

～１０�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁やや西寄りに付設されている。両袖部が第１２０号溝に掘り込まれているため全体の形状は不明である。

袖部の状況から，ロームを掘り残し，内側に砂質粘土を貼り付けて構築したと推定される。火床面は火を受け

第３２０図 第２３０２号住居跡実測図

第２３０１号住居跡出土遺物観察表（第３１９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５１８ 土師器 坏 ［１２�４］（４�６） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土上層 ５％

５１９ 土師器 甕 ［２２�８］（１６�８） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 床面 ５％

５２０ 土師器 甕 ［２４�１］（８�０） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 床面 ５％

５２１ 土師器 甕 ［２４�８］（１３�６） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 床面 ５％

５２２ 土師器 甑 ２６�６ ３４�１ １１�０ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 貯蔵穴上層 ７０％

―３４８―



第３２１図 第２３０２号住居跡出土遺物実測図

―３４９―



て赤変硬化している。煙道部は壁外に７２�掘り込まれ，外傾して緩やかに立ち上がっている。第２層は砂質粘

土を多く含み，天井部の崩落層と考えられる。

ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは１２・２２�である。Ｐ３は竈に対峙する位置にあることや硬化

面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ９層に分けられる。含有物は均一でなくブロック状に堆積した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１７３点（坏２，高坏１，甕類１５５，甑１５），須恵器片２点（坏），石器１点（砥石）が出

土している。５２５は北西部床面から出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。５２３は中央部の

覆土上層から出土した破片が接合したものである。

所見 遺物は覆土上層からの出土が多く時期の特定が難しいが，出土土器から７世紀代と考えられる。

第２３０４号住居跡（第３２２・３２３図）

位置 調査区北部のＢ１２ｂ６区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２３０３号住居，第３１２号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�１６ｍ，短軸３�９４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は７～１１�で，外傾

して立ちあがっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１３～２２�，深さ５�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９７�，袖部幅１１６�である。袖部は砂質粘

土で構築されている。火床部は床面を７�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部

は壁外に３９�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロッ

ク微量
２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロッ
ク微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ローム粒子中量

６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量・ローム粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック多量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量
９ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム

粒子・炭化粒子微量

３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子
・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２３０２号住居跡出土遺物観察表（第３２１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５２３ 土師器 坏 １２�４ ４�３ － 長石・石英 灰黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土上層 ９０％

５２４ 土師器 甕 ［２１�０］（１６�５） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 内面ヘラナデ 覆土中層 １０％

５２５ 土師器 甕 ［２１�０］（３１�４） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ３０％

５２６ 土師器 甑 － （１６�１）１０�４ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ磨き後ヘラ削り 内面ヘラナデ
輪積痕 覆土中層 ２０％

―３５０―



ピット ４か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは３２・４０�である。Ｐ３・Ｐ４は深さ１８・３６�で，南壁際の中

央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 竈の東側に位置している。長径６０�，短径４５�ほどの楕円形で，深さは２２�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

覆土 ３層に分けられる。薄いが，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２６８点（坏２６，高坏１，鉢１５，甕類２２２，手捏土器４），須恵器片３点（坏２，甕類１），

粘土塊１点，土製品２点（支脚），石器１点（砥石），鉄滓２点が出土している。５２７は北壁際床面から出土し

５ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒
子・ローム粒子微量

６ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
７ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒

子微量

９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ロームブロ
ック・炭化粒子微量

１０ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘
土粒子微量

１１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化物・焼土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３２２図 第２３０４号住居跡実測図
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ており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。５２９は貯蔵穴内から出土し，住居廃絶時に廃棄されたも

のと考えられる。５３０は竈袖部内から出土しており，竈の構築材としての利用が想定される。

所見 竈がかなり西寄りに付設されて特徴的である。時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

� 溝跡

第１２２号溝跡（第３２４図）

位置 調査区南西部のＤ９ｈ５～Ｄ９ｈ７区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０５１号住居跡を掘り込み，第２０２３号住居に掘り込まれている。

規模と形状 Ｎ－８１°－Ｅの方向に直線的に延び，長さ８�３６ｍ，上幅９０～１０３�，下幅６０～７７�，深さ１２～１９�

である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分かれる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片４２点（坏１３，甕類２９）が出土している。１０２７は覆土から出土している。

所見 時期は，重複関係と出土土器から６世紀後葉から７世紀前葉と考えられる。

第３２３図 第２３０４号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

第２３０４号住居跡出土遺物観察表（第３２３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５２７ 土師器 坏 ［１３�０］ ５�２ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９０％

５２８ 土師器 坏 ［１４�０］（４�１） － 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ２０％

５２９ 土師器 坏 ［１３�８］（４�３） － 石英・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 貯蔵穴下層 １０％

５３０ 土師器 鉢 １２�２ ８�６ ６�６ 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 底部ヘラ削り 竈袖部下層 ８０％

５３１ 土師器 甕 １５�０ １４�４ ［６�９］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 貯蔵穴中層 覆土中層～床面 ６０％
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� 井戸跡

第４５号井戸跡（第３２５図）

位置 調査区南部のＤ１１ａ９区，標高１９�５ｍほどの西への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０４８号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径３�７８ｍ，短径２�７ｍの楕円形である。確認面から０�１０～０�４０ｍまで漏斗状に掘り込んだ後に，

円筒状に掘り下げている。深さ１�８０ｍほど掘り下げた時点で崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念

した。

覆土 １８層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積である。

第３２４図 第１２２号溝跡・出土遺物実測図

第３２５図 第４５号井戸跡実測図

第１２２号溝跡出土遺物観察表（第３２４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０２７ 土師器 坏 ［１４�６］（３�２） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい黄
橙 黒 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面

ヘラ磨き 覆土 ５％
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遺物出土状況 土師器片１６０点（坏１，高坏１，甕類１５８），須恵器片１９点（坏１，蓋１，高盤１，甕類１６），灰

釉陶器片（椀）などが出土している。いずれも細片で覆土中から出土しており，第２０４８号住居跡からの流れ込

みや廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 素掘りの構造で，時期は，重複関係や出土土器の傾向から，７世紀代に機能し，８世紀代には廃絶土坑

として利用されていたと考えられる。

� 土坑

第２７５７号土坑（第３２６図）

位置 調査区南西部のＤ９ｅ０区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０３２号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径０�６６ｍ，短径０�６０ｍの円形で，長径方向はＮ－４２°－Ｗである。深さは４０�で，底面は平坦

であり，壁は直立している。

覆土 ４層に分けられる。第３層は炭化物や焼土を含み，締まりが弱いため，有機物などを焼いた堆積土と考

えられる。その後，くぼ地にロームや炭化物を含む土で埋め戻されたと想定される。

遺物出土状況 土師器片１７点（高坏２，甕類１５），須恵器片１点（坏）が出土している。１０２８は底面から若干浮

いた状態で出土している。内外面に熱を受けた痕跡が確認されており，何らかの意図で焼かれたと考えられる。

所見 時期は，出土遺物や重複関係から５世紀後半と考えられる。第３層に炭化物が含まれ，１０２８は熱を受け

ていることなどから，有機物を焼いた跡と想定されるが，遺構の性格は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土

粒子微量
５ 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

９ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
１１ 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子微量
１２ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子微量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
１５ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
１６ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子微量
１７ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

３ 黒 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

第３２６図 第２７５７号土坑・出土遺物実測図

第２７５７号土坑出土遺物観察表（第３２６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０２８ 土師器 高坏［１４�３］（４�５） － 長石 にぶい橙 普通 口辺部横ナデ 体部外面ヘラ磨き後ヘラナデ
体部内面ヘラ磨き 覆土下層 ２０％

―３５４―



表３ 古墳時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 主な出土遺物

備考
（時期）

主柱穴 出入口ピット ピット 炉・竈 貯蔵穴

２００１ Ｄ９ｇ５ Ｎ－１４°－Ｗ 方形 ３�２１×３�０２ ６～１２ 平坦［全周］ － １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土製品 ７世紀前葉

２００２ Ｄ９ｅ５ Ｎ－３０°－Ｗ 方形 ５�２５×５�１１ ５～１０ 平坦［全周］ ２ １ １ 竈１ － 人為 土師器片 ６世紀後葉

２００４ Ｄ９ｊ６ Ｎ－２２°－Ｗ 方形 ６�３２×６�０４ １６～４０ 平坦 半周 ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，
土製品，石製品 ６世紀後葉

２００７ Ｄ９ｃ８ Ｎ－１°－Ｗ 方形 ２�７８×２�６８ ４８～６２ 平坦 全周 － － － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，石器 ７世紀前葉

２００９ Ｃ９ｅ９ Ｎ－１０°－Ｗ ［方形・
長方形］ ５�８０×（２�４８）４～９ 平坦 － ２ － － 竈１ － 人為 土師器片 ７世紀代

２０１０ Ｄ９ｄ６ Ｎ－９７°－Ｅ 長方形 ４�５４×３�９６ １２～２６ 平坦 一部 － － － 竈１ － 人為 土師器片，土製品，石
製品，鉄器・鉄製品 ７世紀後葉

２０１１ Ｄ９ｆ７ Ｎ－３４°－Ｗ 方形 ６�３４×６�２１ ３２～５２ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
土製品，鉄製品，種子 ６世紀後葉

２０１２ Ｄ９ｇ６ Ｎ－４５°－Ｗ 方形 ４�１２×３�９８ ６～１７ 平坦 全周 － － － 炉１ １ 自然 土師器片 ５世紀前半

２０１３ Ｄ９ｄ６ Ｎ－３°－Ｗ 長方形 ［４�５５×４�０９］ ３９ 平坦 半周 ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，土製品，
石製品 ７世紀前葉

２０１５ Ｄ９ｃ５ Ｎ－２８°－Ｗ 方形 ５�９６×５�９２ ３０～６０ 平坦 ほぼ
全周 ４ １ ５ 竈１ １ 自然 土師器片，須恵器片，

土製品，石製品 ６世紀後葉

２０１６ Ｄ１０ａ２ Ｎ－７２°－Ｅ 方形 ６�１２×５�８８ １９～３６ 平坦 ほぼ
全周 ４ ２ － 竈２ １ 人為 土師器片，須恵器片，土

製模造品，石器，鉄製品 ６世紀後葉

２０１８ Ｂ９ｉ８ Ｎ－３°－Ｗ 方形 ５�６８×５�４９ ２４～３６ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，
土製品，鉄製品 ６世紀後葉

２０１９ Ｂ９ｈ５ Ｎ－２０°－Ｗ 方形 ６�３６×６�３１ ２９～４２ 平坦 全周 ４ ２ － 竈１ ２ 人為 土師器片，須恵器片，土製
品，石器，石製品，鉄製品 ６世紀中葉

２０２０ Ｂ９ｅ７ Ｎ－１４°－Ｅ 方形 ４�７５×４�７２ ２２～３７ 平坦 ほぼ
全周 ４ １ － 炉１

竈１ １ 人為 土師器片，土製品 ６世紀後葉

２０２２ Ｃ９ａ５ Ｎ－８°－Ｗ ［方形・
長方形］ ５�０２×（１�９２）３３～３５ 平坦（全周） ２ － － 竈１ １ 人為 土師器片，鉄製品 ６世紀後葉

２０２３ Ｄ９ｉ７ Ｎ－７５°－Ｅ 長方形 ３�６５×２�７２ １０～１２ 平坦 － － － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片，土製品 ７世紀前葉

２０２４ Ｅ９ｂ８ Ｎ－２８°－Ｗ 方形 ９�８２×９�７５ ３０～６７ 平坦 全周 ４ １ ３ 竈１ １ 人為 土師器片，須恵器片，
土製品，石器，鉄製品 ７世紀前葉

２０２５ Ｅ９ｃ５ Ｎ－１９°－Ｗ 方形 ４�７５ １７～２５ 平坦 半周 ４ １ ２ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
土製品，石器，石製品 ７世紀前葉

２０２６ Ｅ９ｆ６ Ｎ－３２°－Ｗ 方形 ５�３５×５�２７ ２４～５２ 平坦（全周） ４ １ ２ 竈１ １ 人為 土師器片，須恵器
片，土製品，石器 ６世紀後葉

２０２７ Ｅ９ｇ６ Ｎ－１１°－Ｗ ［方形・
長方形］ ５�８８×（３�８５）３２～４０ 平坦（全周） １ － １ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，

土製品，石製品
６世紀後葉～
７世紀前葉

２０２８ Ｄ９ａ９ Ｎ－２８°－Ｗ 方形 ５�１５×５�０５ ３９～５０ 平坦（全周） ３ １ － － － 自然 土師器片，須恵器片，
土製品，石製品 ６世紀後葉

２０２９ Ｄ９ｄ０ Ｎ－３５°－Ｗ 方形 ４�２７×３�９７ ２２～４７ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，土製品，
石器，鉄製品 ７世紀前葉

２０３０ Ｄ９ｃ０ Ｎ－３７°－Ｗ 方形 ５�６７×５�５７ ２５～４５ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ １ 人為 土師器片，土製品，
鉄製品 ６世紀後葉

２０３２ Ｄ９ｅ０ Ｎ－３８°－Ｅ 長方形 ５�６１×４�５０ ８～２６ 平坦 半周 ２ － １ － － 人為 土師器片 ５世紀前半

２０３４ＡＤ１０ｆ１ Ｎ－９°－Ｗ 方形 ４�４８×４�２９ ３０～４０ 平坦 全周 － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，土
製品，石製品，鉄製品 ７世紀中葉

２０３４ＢＤ１０ｆ１ Ｎ－９°－Ｗ ［方形］ ４�２０×４�００ － 平坦 全周 － － － 竈１ － 不明 石製品 ７世紀中葉以前

２０３５ Ｄ１０ｅ１ Ｎ－１０°－Ｅ 長方形 ６�０４×５�５４ ２３～３５ 平坦（全周） ４ １ ５ － － 人為 土師器片，須恵器片，
土製品，鉄製品 ７世紀前葉以前

２０３７ Ｄ１０ｈ２ Ｎ－１６°－Ｗ 方形 ５�１５×４�８３ ５～２５ 平坦 半周 ４ １ ２ 竈１ １ 自然 土師器片，須恵器
片，土製品 ６世紀後葉

２０３８ Ｄ９ｊ０ Ｎ－２５°－Ｗ 長方形 ３�９５×２�６５ ２３～２８ 平坦 全周 － － － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片 ７世紀後葉以前

２０３９ Ｄ９ｊ０ Ｎ－３１°－Ｗ 方形 ６�３８×６�１４ ２４～５６ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ １ 人為 土師器片，須恵器
片，土製品，石器 ７世紀中葉

２０４０ Ｅ９ａ９ Ｎ－１３°－Ｗ 方形 ４�０２×４�００ ８～４３ 平坦 全周 ４ １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土製品，鉄器

６世紀後葉～
７世紀前葉

２０４１ Ｄ１０ｃ２ Ｎ－５５°－Ｅ 方形 ７�７５×７�１５ ７～２７ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，石製品，
鉄滓 ７世紀前葉

２０４２ Ｄ１０ｃ２ Ｎ－４１°－Ｗ 長方形 ４�８０×４�４０ ４～８ 平坦 － ３ １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，石器・石製品 ７世紀前葉以降

２０４４ Ｄ１０ｇ３ Ｎ－２６°－Ｗ 方形 ５�５７×５�０７ ３０～４２ 平坦（全周） ２ － － 竈１ － 人為 土師器片，土製品，
石製品，鉄製品 ６世紀後葉

２０４５ Ｃ１０ｈ３ Ｎ－１５°－Ｗ 方形 ５�６５×５�５７ ２～９ 平坦 ほぼ
全周 ４ ２ １ 竈１ － 不明 土師器片，須恵器

片 古墳時代後期

２０４８ Ｄ１１ａ８ Ｎ－４３°－Ｅ ［方形・
長方形］ ５�１２×（３�４４）１４～２０ 平坦 － － － － － － 自然 土師器片・石器 ５世紀以前

―３５５―
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２０４９ Ｄ１０ｂ２ Ｎ－６５°－Ｅ 長方形 ４�３０×３�２５ ２５～３０ 平坦 － ４ １ － － － 不明 土師器片 ７世紀前葉以前

２０５１ Ｄ９ｈ８ Ｎ－４２°－Ｗ 方形 ８�８９×８�８５ ２３～５５ 平坦 ほぼ
全周 ４ １ ５ 竈１ ３ 人為 土師器片，須恵器片，土

製品，石製品，銅製品 ６世紀後葉

２０５２ Ｅ９ｇ７ Ｎ－２８°－Ｗ 方形 ６�１０×５�６６ ２８～３５ 平坦 全周 ４ ２ － 竈１ － 人為 土師器片，土製品，
鉄製品 ７世紀中葉

２０５３ Ｂ９ｃ５ Ｎ－１６°－Ｗ 方形 ５�６５×５�３２ ５０～６７ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土製品 ６世紀後葉以前

２０５６ Ｂ９ｄ９ Ｎ－２０°－Ｗ 方形 ４�７５×４�３５ ３０～３８ 平坦 全周 ４ １ ４ 竈１ １ 自然 土師器片，土製品，
鉄製品 ６世紀中葉

２０５７ Ｂ９ｆ０ Ｎ－２３°－Ｗ 方形 ３�９２×３�８７ ８～３０ 平坦 全周 ２ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ６世紀後葉以前

２０６１ Ｄ９ａ０ Ｎ－２９°－Ｗ 方形 ６�２３×６�０３ ２３～３２ 平坦（全周） ３ ２ － － － 自然 土師器片，土製品 ６世紀中葉以前

２０６２ Ｄ１２ｂ８ Ｎ－５°－Ｅ 長方形 ７�００×６�１４ ３６ 平坦 － － － － － － 不明 土師器片 ７世紀代

２０６４ Ｂ１１ｉ７ Ｎ－２８°－Ｗ 長方形 ６�８５×６�０３ １４～２５ 平坦 全周 ４ ２ ３ 炉１ － 自然 土師器片 ５世紀前半

２０６６ Ｃ１３ｇ３ Ｎ－２０°－Ｗ ［方形・
長方形］ ５�１１×（４�６５）１０～１３ 平坦（全周） ３ － １ 竈１ １ 人為 土師器片，土製品 ６世紀中葉以前

２０６８ Ｃ１１ｅ０ Ｎ－１２°－Ｗ 方形 （２�４５×２�１８） ５～１１ 平坦 － － － － 竈１ － 不明 土師器片 ６世紀後半

２０６９ Ｃ１１ｂ６ Ｎ－５°－Ｗ 方形 ５�２２×４�９６ ２～２０ 傾斜 － － － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片

６世紀後葉～
７世紀前葉

２０７２ Ｃ１１ｉ２ Ｎ－１０°－Ｗ 方形 ４�０２×３�９８ １２～２４ 平坦 一部 ４ １ － 竈１ １ 自然 土師器片，須恵器
片 ６世紀後葉

２０７４ Ｄ１１ｂ４ Ｎ－６°－Ｗ ［方形・
長方形］［６�００］×（３�１６） ４ 平坦 一部 １ － － 竈１ １ 不明 土師器片 ７世紀前葉

２０７５ Ｃ１１ｆ７ Ｎ－１７°－Ｗ ［方形］ ［５�９０×５�６０］ － 平坦 － ４ １ － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片，石製品 ６世紀後半

２０８２ Ｃ１２ｊ７ Ｎ－２５°－Ｗ ［方形］ ［４�９０×４�３０］１０～１３ 平坦 一部 ４ － － － － 不明 土師器片，土製品 ６世紀後半

２０８３ Ｄ１３ｂ３ Ｎ－６°－Ｅ 方形 ６�８５×６�５８ ２７～６５ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，鉄器・鉄製品

７世紀末葉～
８世紀初頭

２０８６ Ｃ１２ｉ６ Ｎ－４°－Ｅ ［方形］ ［７�１０×６�９０］ ４～２１ 平坦 一部 ４ － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片，銅製品 ７世紀前葉

２０８８ Ｄ１３ｃ８ Ｎ－１５°－Ｅ 方形 ７�０８×６�６５ ３０～３８ 傾斜 － ２ － ６ － － 自然・
人為

土師器片，須恵器
片 ７世紀中葉

２０９２ Ｃ１２ｅ６ Ｎ－１°－Ｗ ［方形］ ５�８８×（５�６０） ４ 平坦（全周） ４ － １ 炉１ － 不明 土師器片 ５世紀前半

２０９３ Ｃ１２ｃ９ Ｎ－４°－Ｗ 方形 ４�３６×４�３０ ４～６ 平坦 － － － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ７世紀代

２０９５ Ｃ１２ｇ７ Ｎ－１５°－Ｗ ［方形・
長方形］ ８�５８×（５�３６）２０～２５ 平坦（全周） ４ － － 竈２ １ 自然 土師器片，須恵器片，

土製品，石製品 ６世紀後葉

２０９７ Ｃ１３ｅ１ Ｎ－１０°－Ｗ 長方形 ［３�４６］×２�８０ ４～１５ 平坦 一部 － － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ７世紀後葉

２０９９ Ｃ１２ｊ９ Ｎ－６°－Ｅ ［方形］ （２�９１×２�８６）２０～２３ 平坦（全周） － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，鉄製品 ７世紀前葉以前

２１１４ Ｂ１４ｈ４ Ｎ－１７°－Ｅ 方形 ２�９７×２�９１ ２１～２８ 平坦 － － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ７世紀代

２１１９ Ｃ１４ｂ２ Ｎ－５°－Ｅ ［方形］ ９�３４×［９�３２］ ２４ 平坦 半周 ４ １ １１ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，
土製品，石製品 ７世紀前葉

２１２２ Ｂ１２ｇ６ Ｎ－１５°－Ｗ 方形 ６�８１×６�７３ ３～１８ 平坦 ほぼ
全周 ４ ２ ２ 竈１ － 不明 土師器片，須恵器

片，石器 ６世紀後葉

２１２４ Ｃ１３ａ１ Ｎ－８°－Ｗ 方形 ５�０２×４�９８ ７～１８ 平坦 ほぼ
全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，鉄滓 ７世紀前葉

２１２７ Ｃ１２ａ９ Ｎ－２°－Ｅ 方形 ４�８３×４�７０ １２～２５ 平坦［全周］ ４ １ ２ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ７世紀中葉

２１３０ Ｂ１３ｅ６ Ｎ－４°－Ｗ 方形 ７�２５×６�６７ ８～１５ 平坦 － － － － 炉１ － 不明 土師器片，須恵器
片，石器 ４世紀後半

２１３１ Ｂ１３ｃ３ Ｎ－１０°－Ｅ 不明 ［４�１５×３�６９］１６～３８ 平坦 半周 ２ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 古墳時代後期

２１３３ Ｂ１３ｂ５ Ｎ－４°－Ｅ ［方形］ ［２�８４×２�７９］ ２３ 平坦 一部 － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ７世紀前葉以降

２１４０ Ｂ１４ｂ１ Ｎ－７°－Ｅ ［方形・
長方形］ （２�８１×０�８７）５０～５６ 平坦 一部 － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器

片 ７世紀代

２１４２ Ｂ１３ｂ５ Ｎ－５°－Ｗ 方形 ６�４３×５�９１ １０～１３ 平坦 － － － － － － 不明 土師器片 ５世紀以前

２１４３ Ｂ１３ｊ４ Ｎ－３°－Ｗ 方形 ５�４７×５�４２ ７ 平坦（全周） ２ － － 竈１ － 不明 土師器片 ６世紀後葉～
７世紀前葉

２１４５ Ｂ１３ａ９ Ｎ－５°－Ｅ ［方形］ ５�９８×（５�５６）２０～３０ 平坦（全周） ４ １ ２ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片

６世紀後葉～
７世紀前葉

２１４６ Ｂ１３ａ７ Ｎ－４°－Ｗ 方形 ５�９１×５�７３ ８～３０ 平坦（全周） ４ － － 竈１ － 人為 土師器片 ６世紀後葉

―３５６―
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２１４７ Ｂ１３ｇ４ Ｎ－６°－Ｅ 方形 ５�８２×５�５５ ５～１４ 平坦 － ４ １ ４ － － 不明 土師器片，須恵器
片 ５世紀以前

２１４９ Ｃ１１ｃ０ Ｎ－４°－Ｗ 長方形 ［５�２０×４�６０］ ５～１５ 平坦 － ４ － － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，鉄製品 ６世紀後葉

２１５２ Ｃ１２ｃ２ Ｎ－１３°－Ｗ 不明 ２�９２×４�０４ ８ 平坦 － － － － － － 自然 土師器片，須恵器
片

６世紀後葉～
７世紀前葉

２１５３ Ｄ１１ｂ９ Ｎ－３７°－Ｗ 方形 ６�１８×［６�０８］２０～３８ 平坦 半周 ４ － － － － 人為 土師器片，須恵器
片，鉄製品 ７世紀前葉

２１５４ Ｃ１１ｅ７ Ｎ－０° ［方形］ ［６�３２×６�１１］ ４ 平坦 － １ － ３ 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ７世紀前半

２１５７ Ｃ１１ａ０ Ｎ－５°－Ｗ ［方形］ ［７�２９×５�９１］ ６～２７ 不明 － ２ － － － － 不明 土師器片，須恵器
片，鉄製品 ７世紀前葉

２１５８ Ｃ１１ａ８ Ｎ－３°－Ｗ 方形 ６�０２×５�９８ １５～３３ 平坦（全周） ３ － ３ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，鉄製品 ７世紀前葉

２１５９ Ｃ１２ｄ１ Ｎ－２５°－Ｗ ［方形］ ［６�２９×５�８７］ ４～１８ 平坦 － ３ １ ２ 竈１ － 不明 土師器片 ７世紀後半

２１６１ Ｃ１２ｃ２ Ｎ－１０°－Ｗ 不明 ５�２４×［２�２４］８～１６ 平坦 － － － － － － 不明 土師器片 ４世紀後半

２１６３ Ｂ９ｂ９ Ｎ－２５°－Ｗ 方形 ５�２２×５�１９ ４８～５２ 平坦 全周 ４ １ ２ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，
土製品，石製品，鉄滓 ７世紀前葉

２１６４ Ｃ１１ｆ４ Ｎ－１３°－Ｗ 長方形 ４�６４×４�１７ ４ 平坦 － － － － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，鉄滓 ７世紀代

２１６５ Ｃ１１ｆ３ Ｎ－１６°－Ｗ 方形 ４�１１×３�９８ ４ 平坦 － － － － － － 不明 土師器片 ６世紀以前

２１６８ Ｃ１０ａ７ Ｎ－７°－Ｗ 方形 ４�７２×４�７０ ５～１５ 平坦 全周 ４ １ ８ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，土製品，鉄滓 ７世紀前葉

２１７１ Ｃ１０ａ９ Ｎ－５°－Ｗ 方形 ５�８５×［５�７７］８～１０ 平坦 全周 ４ １ ４ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，鉄製品 ７世紀前葉

２１７３ Ｂ１２ｅ５ Ｎ－９°－Ｗ 方形 ６�０２×５�９６ ４ 平坦［全周］ ４ １ １ 竈１ － 不明 土師器片，土製品 古墳時代後期

２１７４ Ｃ１０ｄ７ Ｎ－１４°－Ｗ 方形 ［７�４４×６�６８］ ８ 不明 一部 ３ － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片

６世紀後葉～
７世紀前葉

２１７６ Ｂ１１ｇ０ Ｎ－１７°－Ｗ ［方形］ ５�８７×５�７２ １４～３９ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，鉄製品 ６世紀後葉

２１７７ Ｃ１１ｊ５ Ｎ－１４°－Ｗ ［方形］ ６�２７×［６�００］ １０ 平坦 － － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土製品 ６世紀後葉以前

２１７８ Ｃ１１ｈ５ Ｎ－１０°－Ｗ 不明 （４�８０×１�６０） ４ 平坦 － － － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 古墳時代後期

２１８４ Ｃ１２ｉ２ Ｎ－１７°－Ｗ ［方形・
長方形］ （３�３１×２�９８） － 平坦（全周） － － － 竈１ － 不明 土師器片 古墳時代後期

２１８５ Ｄ１１ａ０ Ｎ－８°－Ｅ ［方形・
長方形］ ６�３４×（３�５５）２～７ 平坦 － ２ － － 竈１ １ 不明 土師器片 ６世紀後半

２１８７ Ｄ１０ｊ６ Ｎ－４５°－Ｗ 方形 ５�２６×５�１９ ４～４４ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ７世紀前葉

２１９２ Ｄ１０ｉ４ Ｎ－２６°－Ｗ 長方形 ５�１４×４�３９ ３～２６ 平坦（全周） ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，石器 ７世紀前葉以前

２１９３ Ｅ９ｄ５ Ｎ－４２°－Ｗ 方形 ７�１５×６�９１ ２４～４５ 平坦 全周 ４ ２ ３ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
土製品，石製品 ６世紀後葉以前

２１９４ Ｅ９ｅ４ Ｎ－３５°－Ｗ 長方形 ６�１３×３�７１ １７～３０ 平坦 － － － － － － 人為 土師器片，石製品 ６世紀中葉以前

２１９６ Ｅ９ｅ９ Ｎ－３４°－Ｗ 方形 ３�８２×３�６１ ２４～４８ 平坦（全周） １ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土製品，鉄滓 ６世紀後葉

２１９７ Ｅ９ｅ８ Ｎ－３２°－Ｗ 方形 ３�１１×２�９４ － 緩斜 半周 － － １０ － － 不明 土師器片，土製品 ６世紀後葉以前

２２０２ Ｅ９ｆ９ Ｎ－２５°－Ｗ 方形 ３�９１×３�８５ ３２～５１ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
石製品，鉄製品 ７世紀前半

２２０４ Ｃ１１ａ１ Ｎ－４°－Ｗ ［方形］ ４�９８×［４�８４］５～１５ 平坦［全周］ ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，土製品

６世紀後葉～
７世紀前葉

２２０５ Ｂ１０ｊ３ Ｎ－２°－Ｗ 方形 ４�７５×４�６６ － 平坦［全周］ － １ ２ 竈１ － 不明 土師器片，土製品 ６世紀後半～
７世紀前半

２２０７ Ｃ１１ｂ３ Ｎ－１３°－Ｗ ［方形］ ［４�３８×４�３４］ － 傾斜 － ４ ２ ３ 竈１ － 不明 土師器片 古墳時代後期

２２１３ Ｂ１１ｉ０ Ｎ－８８°－Ｅ 方形 ３�４２×３�３２ ２３～４４ 平坦 半周 － － － － － 自然 土師器片，須恵器
片，土製品 ６世紀後葉以前

２２１４ Ｂ１２ｉ１ Ｎ－６３°－Ｅ 方形 ４�８２×４�８０ ２６～４６ 平坦 半周 ４ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土製品，石器 ７世紀前葉

２２１５ Ｂ１２ｅ３ Ｎ－１８°－Ｗ 長方形 ４�２４×３�６９ １９～２５ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片 ６世紀後葉

２２１６ Ｂ９ｆ４ Ｎ－１１°－Ｗ ［方形・
長方形］ ４�３４×［３�４５］２７～３５ 平坦［全周］ ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片 ６世紀後葉

２２１７ Ｂ１２ｇ３ Ｎ－２６°－Ｗ［長方形］［６�１２×５�２６］１０～１２ 平坦 － － － － － － 不明 土師器片 ４世紀中葉

２２１８ Ｂ１１ｇ５ Ｎ－２２°－Ｗ 方形 ６�３５×６�２５ １６～２５ 平坦 全周 ４ １ ５ 竈２ － 人為 土師器片，須恵器片，
土製品，鉄製品，鉄滓 ７世紀前葉以前
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２２２０ Ｃ１１ｅ６ Ｎ－８°－Ｗ ［方形］ ［５�８２×５�６２］ ２ 不明 － ２ １ １ 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片，土製品 ６世紀後半

２２２１ Ｂ１１ｉ３ Ｎ－４°－Ｅ 方形 ４�９３×４�８３ ９～２４ 平坦［全周］ ４ １ １ 竈１ － 人為 土師器片，土製品 ７世紀前葉

２２２２ Ｂ１０ｈ０ Ｎ－１９°－Ｗ 長方形 ４�０１×３�２７ ２０ 平坦［全周］ ２ １ ７ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，鉄製品，鉄滓 ６世紀後葉

２２２３ Ｂ１１ｇ２ Ｎ－１８°－Ｗ 方形 ７�８５×７�７５ １８～３７ 平坦 全周 ４ １ １３ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
土製品，石器，鉄製品 ７世紀中葉

２２２５ Ｂ１０ｉ０ Ｎ－２２°－Ｗ 長方形 ５�８９×４�２８ ５ 平坦 － ３ １ ３ － － 人為 土師器片，石器 ５世紀前半

２２２６ Ｂ１０ｈ８ Ｎ－４０°－Ｗ 方形 ４�３８×４�２５ １５～１８ 平坦 一部 ４ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土製品，石器 ６世紀後葉

２２２９ Ｂ１０ｈ８ Ｎ－３°－Ｅ 長方形 ４�８７×４�０５ １０～２８ 平坦［全周］ ３ １ ６ 竈１ － 人為 土師器片 ７世紀前葉

２２３０ Ｂ１０ｇ６ Ｎ－１５°－Ｗ 方形 ５�７３×５�５４ ３３～４３ 平坦 全周 ４ １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土製品 ７世紀前半

２２３１ Ｂ１０ｈ６ Ｎ－２７°－Ｗ ［方形・
長方形］ ３�３８×（１�７６） １２ 平坦 － － １ ２ － － 人為 土師器片 ５世紀前半

２２３７ Ｃ１０ｄ０ Ｎ－５°－Ｗ 方形 ３�５０×３�４２ ４～２０ 平坦 － － － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ６世紀後半以降

２２３８ Ｂ１０ｅ５ Ｎ－７５°－Ｅ 方形 ４�６５×４�５９ １２～３２ 平坦 全周 ４ － １ 竈２ １ 人為 土師器片 ６世紀後葉

２２３９ Ｂ１０ｅ２ Ｎ－３０°－Ｗ 方形 ５�１１×４�９１ ２３～３２ 平坦 全周 ４ １ １ 竈１ １ 人為 土師器片，須恵器片，
土製品，鉄製品 ６世紀後葉

２２４０ Ｂ１０ｃ６ Ｎ－２°－Ｗ 方形 ５�４２×５�３１ ４３～４８ 平坦 全周 ４ ２ － 竈２ － 人為 土師器片，須恵器片，土製
品，石器，石製品，鉄製品 ７世紀前葉以前

２２４１ Ｂ１０ｃ３ Ｎ－３５°－Ｗ 方形 ４�８５×４�６３ ３６～５２ 平坦 全周 ４ １ ２ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，土製品 ６世紀後葉

２２４５ Ｃ９ｃ９ － 不明 （３�４６×１�８８） １４ 平坦 － － － － － － 自然 土師器片，須恵器
片 古墳時代後期

２２４７ Ａ９ｊ７ Ｎ－２３°－Ｗ 方形 ４�７２×４�６７ ４８～５３ 平坦［全周］ ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片 ６世紀後葉

２２４８ Ｂ９ｃ３ Ｎ－８°－Ｗ ［方形・
長方形］ ４�６８×（２�６８）３６～５２ 平坦［全周］ ２ １ － 竈１ － 人為 土師器片，土製品 ６世紀後葉

２２４９ Ｂ９ａ３ Ｎ－４°－Ｅ ［方形・
長方形］ ４�３５×（４�０９）１３～１８ 平坦［全周］ － １ ２ 炉１ － 人為 土師器片，土製品 ６世紀中葉

２２５６ Ａ１０ｉ５ Ｎ－２６°－Ｗ 方形 ３�９５×３�９４ ６５～６７ 平坦 全周 ４ ２ １ 竈１ １ 自然 土師器片，土製品 ６世紀後葉以前

２２５７ Ａ１１ｉ２ Ｎ－１３°－Ｗ 方形 ５�０９×４�９２ ２８～５８ 平坦 全周 ４ ２ － 竈１ － 人為 土師器片，土製品 ６世紀後葉

２２６０ Ａ１０ｊ７ Ｎ－３６°－Ｗ 方形 ６�０１×５�５５ ３４～６０ 平坦 全周 ４ １ ２ 竈１ １ 人為 土師器片，須恵器片，土
製品，金属製品，鉄滓 ７世紀前葉

２２６２ Ａ１０ｈ９ Ｎ－７５°－Ｅ 方形 ４�２４×４�１０ ４５～５０ 平坦 全周 ４ １ ２ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土製品，石器 ７世紀前葉

２２６４ Ｂ１０ｂ０ Ｎ－１０°－Ｗ 長方形 ７�２６×［６�５０］２８～４０ 平坦 － ４ １ ２ 竈１ － 自然・
人為

土師器片，須恵器片，
土製品，鉄製品，鉄滓 ７世紀後葉

２２６５ Ｂ１０ｅ０ Ｎ－２４°－Ｗ 方形 ９�２８×９�２４ ４４～６２ 平坦 全周 ４ １ １ 竈１ １ 自然 土師器片，須恵器片，
土製品，鉄製品，鉄滓 ６世紀中葉

２２６８ Ａ１１ｉ３ Ｎ－２９°－Ｗ 長方形 ４�５４×４�１２ １７～２８ 平坦 全周 ４ １ １ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片 ６世紀後葉

２２７７ Ｂ１１ｄ６ Ｎ－３°－Ｗ 方形 ６�０８×６�０１ １０～２８ 平坦 － ４ １ － 竈１ １ 自然 土師器片，須恵器
片，土製品，鉄滓 ７世紀前葉

２２７８ Ｂ１１ｃ４ Ｎ－２５°－Ｗ ［方形］ ６�２８×［５�７２］ ２０ 平坦 － － － － 炉１ － 人為 土師器片 ４世紀後半

２２７９ Ｂ１１ｄ４ Ｎ－３°－Ｗ 長方形 ５�１０×４�３５ ３５～４３ 平坦 － ４ １ １ 竈１ － 自然 土師器片，石製品，
鉄製品・鉄滓 ７世紀後葉

２２８０ Ｂ１１ｅ４ Ｎ－２２°－Ｗ 方形 ５�９５×５�７５ ２９～４３ 平坦 全周 ４ ３ １ 竈１ １ 人為 土師器片，須恵器
片，鉄滓 ６世紀後葉

２２８６ Ａ１１ｅ８ Ｎ－１０°－Ｅ 方形 ７�５１×７�１８ ４～１８ 平坦（全周） ３ １ １２ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，鉄製品

６世紀後葉～
７世紀前葉

２２９１ Ｂ１１ｄ８ Ｎ－３°－Ｗ 方形 ５�４１×５�３６ ３８～４４ 平坦（全周） ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，土
製品，石製品，鉄製品

６世紀後葉～
７世紀前葉

２２９３ Ｂ１１ｆ０ Ｎ－６°－Ｅ 方形 ６�０８×５�９６ １６～３７ 平坦 一部 ３ １ － － － 人為 土師器片 ６世紀中葉

２２９９ Ｂ１２ｂ３ Ｎ－２°－Ｗ 方形 ８�２５×８�１６ １８～２２ 平坦 全周 ３ １ １ 竈１ １ 自然 土師器片，須恵器片，
土製品，石器，石製品 ６世紀後葉

２３００ Ａ１２ｇ６ Ｎ－１６°－Ｅ ［方形］［４�５３］×４�２８ １０～２２ 平坦 － ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土製品，石器

６世紀後葉～
７世紀前葉

２３０１ Ａ１２ｉ２ Ｎ－２６°－Ｗ 方形 ６�６１×６�１４ ４～２８ 平坦 全周 ４ ２ ８ 竈１ １ 人為 土師器片，須恵器
片 ７世紀前葉

２３０２ Ａ１２ｉ５ Ｎ－１３°－Ｗ ［方形］ ３�６４×［３�５３］６～１４ 平坦 一部 ２ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，石器 ７世紀代

２３０４ Ｂ１２ｂ６ Ｎ－１０°－Ｅ 長方形 ５�１６×３�９４ ７～１１ 平坦（全周） ２ － ２ 竈１ １ 人為 土師器片，須恵器片，
土製品，石器，鉄滓 ６世紀後葉
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